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序文

昔から役場や学校は、安全で便利な良い地に建てられることが多い。熊本大学はどれほど良い場所

に立地しているのだろうか。歴史の研究者は、黒要キャンパスは、延喜式にみる「蜃磁簸」ならびに
今5 た<•んく・人じたけるぺのきみ

旧飽田郡家（飽田郡郡司建部公の居所）の地ではないかと指摘する。そうであればここは千年前か

ら公共の場所であったことになるのだが、それはどのように証明されるのであろうか。その問いに本

センターが熊本大学構内で実施した発掘調査が答えを与えつつある。

本書は1999年、 2002年、 2012年に実施した4地区計6件の発掘調査（黒嬰南地区3件、本荘北地区

1件、本荘中地区2件）の成果を収めるものである。

黒髪南地区では大きな発見があった。工学部百周年記念館敷地内の西端で、幅lmほどの溝が2本、

相互に3mを隔てて南北に50mほど併行してまっすぐに延びていたのである。溝に伴う土器から、こ

れが古代 (8世紀後半以前）に造成されていたことがわかった。これはおそらく官道であろう。北に
ぇさろ うまや

ながい駅路といくつもの駅家をつないで太宰府に通じていたとみられる。この道はここで白川をわた

る「蚕姜の渡し」に繋がり、さらに南に統くのだろう。官道が出たことの意味は大きい。

本荘地区でも興味深い迪物が出土した。ここでみつかった大証の古代の食器の中に、内側に「主

帳」という文字を刻んだ直径8cmほどの蓋が混じっていた。「主帳」とは文杏の起草・受理をつか

さどった人の職名である。
Lめ人びさ L

本地区には立派な四面廂のある建物もある。8世紀から9世紀、どうやらここは身分ある人の邸

宅か公共の施設であったらしい。地区内の別地点からは「枚本寺」、 「佛」、「寺」の文字を刻んだ同様

の器がでているので、近くに寺もあったようだ。当時、西方一里には肥後国府、北の金峰山南麓には

有名な池辺寺がそぴえていた。llOO年前の本荘地区を、国府の役人や僧侶が行き交っていたのだろう。

熊本大学の二つのキャンパスの位罷・立地が歴史的にきわめて重要であったことは発掘調査でも実

証されつつある。便利で重要な場所であればこそ、後世の人びと、とりわけ現代人はそこであらたな

開発事業を始めるのだが、これまでのながい歴史の上にこそ現代があることを肝に銘じておく必要が

ある。可能な限り辿跡を保存し、やむを得ず破壊する場合は工事の前にきちんとした調査を実施する。

その調査成果を教育に生かすことは、長い目でみれば本大学の価値を高めることになる。こういう思

いでわたしたちは調査をしている。

本書は学長裁趾経哭による 2冊目の刊行物である。ご尽力くださった学長をはじめ、センター運営

委員会委員各位、施設担当各位に厚く御礼申しあげる。

平成26年3月6日

国立大学法人熊本大学埋蔵文化財調査センター

センター長木下尚子



例 言

1.本報告習は、熊本大学再開発計画によって熊本大学敷地内において実施された各種建築工事に伴

い、熊本大学埋蔵文化財調査室（平成23年10月1日より「熊本大学埋蔵文化財調査センター」に

改組）が1999~2012年度に実施した発掘調査の一部に関するものである。

2.本書に収録した報告は、 1999~2012年度に埋蔵文化財調査室が実施した発掘調査報告とそれに関

連する立会調査などの成果のうち、 7件の発掘調査に関する成果である。

3.上記調査地点の報告にあたっては、下記のように地区ごとに分けて報告する。

II章：黒嬰南地区 9911調査地点． 0204調査地点． 0206調査地点． 0210調査地点

皿章：本荘北地区 9901調査地点

N章：本荘中地区 1205調査地点・ 1223調査地点

4.以上の調究を実施した1999~2012年度の埋蔵文化財調査室の組織と調査体制は以下のとおりで

ある。

室 長：甲元浜之（文学部教授） （99~05年度）・木下尚子（文学部教授） （05~12年度）

調 査 貝：小畑弘己（文学部助教授） （99~10年度） •松田光太郎（センター准教授） （12年度）

大坪志子（文学部助手・センター助教） （99~12年度）

事務補佐員：松嶋木綿子 (99年） •坂元紀乃 (01~02年度）・村田知聖 (08~12年度）

5.遺物番号は地区ごとに 1から番号を付けている。写真図版中の番号はこれに一致する。

6.本文は、小畑弘己、松田光太郎、大坪志子、多賀Il叩司が執箪した。

7.本書に使用した遺構実測図に関しては、小畑弘己、大坪志子、松田光太郎をはじめとする調査に

参加した熊本大学考古学研究室学生、株式会社埋蔵文化財サポートシステムによるものである。

8.本書に使用した辿物実測図・拓本は、井上裕美、江口路、小山正子、甲斐郁、金子真夕、古閑満

代、柴田亮、首藤擾子、末吉美紀、高松あゆみ、多賀哨司、溜渕俊子、林田恵子、早田咲百合、

山菩早苗、安田未来、小畑、大坪、松田が製作した。

9.本書に使用した図版の製図は小畑、大坪、松田、多賀、増井弘子、鬼塚美枝が行った。

10.遺構実測及び製図には手描による記録とともに逍跡調査汎用システム（カタタ Ver.3-アーケオ

テクノ社）、株式会社CUBICの追跡実測支援システム「遺構くん」及び製図システム「トレー

ス3Dくん」を使用した。

11. 本書に使用した現場写真は小•J:tll •松田・大坪・多賀が、遺物写真は松田、小山、末吉がこれを撮

彩した。

12.本書で使用した逍物観察表は、首藤、小畑、大坪、松田が作成した。

13. II苺t.m章で報告する調査地点の遺構図面は日本illl]地系、その他は世界測地系による。
14.本書に掲載した出土遺物およぴ記録類は、すべて熊本大学埋蔵文化財センターで保管している。

15. m章9901調査地点出土の「主帳」銘入り土器については、宮崎産業経営大学柴田博子氏、熊本
市教育委員会網田龍生氏にご教示を頂いた。記して感謝を申し上げます。

16.本習の編北は大坪が行った。
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］ 構内逍跡と調究の概要

1. 熊本大学敷地と構内遺跡の概要

熊本大学が保有する敷地は、熊本市内の黒嬰地区・本荘地区・九品寺地区・大江地区・小硝地区・

京町地区・城東地区及び下南部地区の8区、市外の合津地区・阿蘇地区の2地区に分散しており、そ

れぞれ埋蔵文化財の包蔵地となっている（表1)。

法・文・教育・エ学・理学部の校舎が設罷されている黒髪地区は黒艇町遥跡群（熊本市埋蔵文化財

地図No.8-88)に含まれる。本遺跡は熊本市中心部のほぼ北束端に位置する立田山（標高151.6m)

の南西部の緩斜面が、西を坪井川の作る沖積面と南を白川河岸の低位段丘によって囲まれる東西900

m、南北1000mの造跡群であり、縄文時代から歴史時代に至る逍構・逍物を包蔵している。追跡発見

の経緯は昭和11年に遡り、大学に隣接する熊本県立中学済々學（現済々傑高校）の校庭から甕棺2基

が発見されたことに始まる。また昭和40年には隣接する九州女学院敷地においてやはり弥生時代中期

の甕棺や古墳時代の須恵器甑などが発見するに至り、その重要性が認識されるに至った。黒髪町式土

器の指標迫跡である。このように弥生時代を中心とした迫跡としての認識が高いが、 1983年に実施さ

れた済々災高校内における新たな調査によって古代の竪穴住居址と士師器・須恵器・黒色土器などの

関連遣物が出土し、その中には「寺門」銘の墨書土器が含まれているなど古代飽田郡における拠点的

な性格をもった辿跡であることが予想された (r新熊本市史料•編第 1 巻考古資料」新熊本市史編纂室

1996)。古代官道や駅伝制の研究上、文献で推定されていた延喜式にみる「蚕養駅」、旧飽田郡家の推

定地としても注目を集めてきた（木下1975・ 1995)が、近年ではこれまでの周辺辿跡での発掘成果お

よぴ文献資科の検討、そして本調査室による発掘成果を受けて、済々傑嵩校から本学黒髪地区周辺が

飽田郡司郡建部公の居所であり、飽田郡家として比定するなどの積極的な意見が展開されている（鶴

嶋1997)。このように、本迎跡は先史時代のみならず、古代律令制下の駅伝制を考える上できわめて

重要なものである。本報告において黒艇南地区4地点の発掘調査記録を収録している。

表1 熊本大学敷地埋蔵文化財包蔵地指定ー鹿（アミ部分は本年度調査した地区を示す）

No.. 地区名（学部名） 所在地 遥跡名称 遥跡の種類

l 黒髪北地区（法・文 ・教・大教センクー）熊本市中央区黙髪2T目40-1黒髪町迫跡集裕址
黒髪東地区（教脊学部附属特別支援学校）熊本市中央区焦提5T目17-l 

2黒髭南地区（エ・理） 熊本市中央区！駆~2T月 39- 1黒嬰町迫跡集裕址

迫跡の時代

純文・弥生・
奈良•平安

縄文・弥生・
奈良•平安

3京町地区（教行学部附属Ilヽ ・中学校）熊本市中央区京町本丁5-12 京町台辿跡集裕址 弥生・近l!!:

4城東地区（教育学部附屈幼稚園） 熊本市中央区城東5-9 熊本城址 城館址・熊本城近世
関辿追構

熊本市東区新南部居屋敷240-1新南部迫跡散布地

上天罪市松t栢町大字合津む61 前島貝塚 集落址

慌考

5教育学部新南部農場

6 合津マリンステーション

7 本荘中地区（医学部）

8 本荘北地区（医学部附屈病院）

9 本荘南地区（保促学科）
（参考地）

10薬学部

11大江地区

12宇留毛地区（戟R宿舎）

熊本市中央区本荘2T目2-I本庄追跡 散布地・集落址縄文・弥生・
奈良•平安・
中世

熊本市中央区本UT§ 1-1本庄迫跡 散布地・集落址縄文・弥生・
（熊大病院．硲地 古瑣・奈良・
吸地迫跡） 平安・近代

熊本オ沖央区九品寺4丁目24-1本庄迫跡 散布地・集落址縄文・弥生・周辺遣跡
奈良•平安・
中世

奈良•平安 周辺迫跡

奈良•平安

弥生・奈良・
平安

熊本市巾央区大江本町5-1 大江返跡群官/Iii址

熊本市中央区渡鹿4T目1-1大江迫跡 集裕址

盤和11中央区阻嬰7T目763番 字留毛神社散布地
周辺辿跡群

縄文・弥生

縄文・弥生 1995年度の説査
によって貝塚で
ないことが判明

ー
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I 構内辿跡と調査の概要

医学部附属病院および医学部がある本荘地区は、 本庄遥跡（熊本大学病院敷地迫跡） （熊本市埋蔵

文化財地図No.8-95)を包括する。本迫跡は黒要町遺跡群と同じく熊本平野を形成する扇状地形の中

央を流れる白川の河岸堤防上に位置する追跡であり、標高は13~12mである。附属病院の所在する白

川寄りの地点が標高が高く、南東部（医学部側）へと緩やかに傾斜する地勢である。敷地内を白川よ

り分岐した小河川が暗渠として流れており、古来この一帯は流道を変えながら幾本もの小河川が流れ

ていた可能性が高い。「熊本市中央北地区文化財調査報告書」（熊本市教育委員会1980)によれば、

1963年ごろ本大学医学部附属病院の敷地内から須恵器、土師器、布目瓦片類が採集されており、遺跡

の存在が確実であるとされ、遣跡としての認定を受けている。しかし、その後本敷地内において学術

的な発掘調査は一度も実施されておらず、遺跡の詳細な内容に関しては本調査室における調査が実施

されるまで不明であった。しかし、先の報告の中では、東側に隣接する仙崇寺小松原墓地（現在の小

松原公園）内においても須恵器片が採集され、逍跡の包含地がより広いことが想定されていた。この

地区で最初に本格的な埋蔵文化財の調査が行われたのは、 1995年に道路を挟んで隣接する医学部敷地

内において計画されたRI総合センター迫伝子実験施設の建築に先立つ発掘調査である。この調査に

よってより南側の地区まで良好な状態で迫跡の広がりを確認することができた。よって、遺跡の範囲

は東西500m、南北500mを越えるものと推定される。なお、本報告では本荘北地区 （本学附属病院

内）で実施した発掘調査の記録1件、 本荘中地区（医学部） 2件を収録した。

薬学部が所在する薬学部地区は、大江辿跡群（熊本市埋蔵文化財地図No.8-93)の南西端に位置す

る。また、本学大江総合運動場は本迎跡群の北東端に位置している。地形は本庄迫跡とほぽ同じで、

白川河岸に隣接し、標店は13~20mである。本迫跡群は詫麻郡家および渡鹿廃寺などの推定地を含む

熊本市内でも有数の大規模（東西1.8km、南北1.7km)かつ貴重な古代を中心とした遣跡群であり、

これまで60次にわたる調査が実施され、各種辿物を伴って、 8・9世紀代を中心とした古代竪穴住居

址群、掘立柱建物址、道路址、溝址などが検出されている（新熊本市史編群室1996)。本学が実施し

た調査においては、大江総合運動公園整備に伴う調査によって古代関連の迫物・迫構群が発見された

他は、薬学部敷地の北西部において古代包含層の一部を確認しているにすぎない。薬学部敷地内にお

いては大規模な建替えが最近実施されたが、この際の試掘によって、構内の東側では辿構や包含層は

存在せず、北西部に絞られる様相が明らかになってきた。

附属中学校・小学校の所在する京町地区は京町台迫跡群（熊本市埋蔵文化財地図油8-45)（東西

400m、南北350m)に包括され、同迫跡群内には熊本市立京陵中学校と熊本営林局も含まれる。本台

地は熊本平野の北部にある阿蘇4火砕流（凝灰岩）が形成した棚抵30~40mの平坦な台地であり、東

西両側はそれぞれ坪井川と井芹川が流れて急峻な崖地を形成している。この天然の要害ともいうべき

地の利を活かして台地の南端には熊本城が築かれており、周辺の台地上には武家屋敷が築かれていた。

本遺跡における発掘調査の喘矢は、 1966年、営林署内の宿舎改築工事の際、遺構は検出されなかった

が、重弧文をもつ弥生式土器、土師器、瓦器片が少最出土したことであり、現在では弥生時代遺跡と

して認定されている（熊本市文化財調査会1971)。これまでの発掘成果によると、構内の西側を中心

として弥生時代～近世の辿構・遺物が確認されている。

沿岸域現境科学教育研究センター附属合津マリンステーションの占地する合津地区は、熊本県上天

草市松島町合津に所在する。遺跡は本地区のある松島の南西部端、標嵩12mの丘陵端部に位置する。

この松島を含めた一帯は有明海から不知火海へ抜ける海上交通の要衝にあたり、天草で唯一の形象埴

輪を出土したカミノハナ古墳群や長沙連古墳、大戸鼻古墳群など重要な古墳が密集しているように、

古来より重要な拠点として意識されていたところでもある。また、縄文時代にはカルワ島遣跡や柳遺
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2.瀾査に至る経綿

跡のように海岸部や海底に位置する迫跡群が数多く発見されている。沿岸域現境科学教育研究七ン

ター附屈合津マリンステーションは、 1956年に天草で初めて発見された縄文時代遺跡として著名な前

島貝塚（熊本県遺跡地図57-013)とその東部にある梅殿古墳（同014)の隣接地にあたり、同貝塚の

広がりが合津マリンステーション敷地内に残存する可能性も大きく、古墳関連の迫構の存在も予想さ

れるような位僅にある（熊本県教育委員会1968)。実際、 1969年に合津マリンステーションの北部丘

陵斜面にある宿舎が建設された際、建設業者によって7本の石斧が発見されているし、合津マリンス

テーションの船着場南側の海岸では本学考古学研究室の学生諸氏によって縄文時代早期～前期を中心

とした土器や石器が採集されている。よって合津マリンステーション内とその周辺は縄文時代の迫

跡・迫構が存在する可能性がきわめて高いところとして周知されていたところであった。本地区にお

いては、 1995年に合津マリンステーション改築工事に伴う発掘調査によって、前島貝塚が貝塚ではな

く、本丘陵上には縄文時代早期の迪物包含層や辿構群が存在することが明らかになった（熊本大学埋

蔵文化財調査室1996・小畑2001)。

2.調査に至る経緯

熊本大学の校地は先に示したように8地区に分散しており、どの校地も狭陸化してきているため、

かねてから校地の移転などが議論されてきた。昭和60年に当時の熊本県知事から校地移転を検討する

旨の申し出があり、その件について学内で議論され、本荘地区の医学部・附屈病院を除き他の地区は

現地再開発が決定された。本荘地区も平成5年に現地再開発することが決定されたので、全学が現地

再開発で取り組むこととなった。その後それぞれの地区での再開発構想が検討され、基本的な計画が

出来上がった地区から文教施設黄を概鉢要求し、それらが認められたところから再開発事業が始まっ

た。一方、黒嬰地区などにおいては、従来から建設工事などによって古代や先史時代の遺物が発見さ

れていたにもかかわらず、埋蔵文化財包蔵地としては周知されていなかった。

平成5年10月から黒嬰南地区において情報処理センターの建設工事が始まったところ、熊本市教育

委員会文化課から工事前に埋蔵文化財の発掘調査が必要である旨の連絡があり、同課へ出向き確認し

たところ、平成5年4月1日から熊本市文化財保陵審議会において黒愛地区などが埋蔵文化財の包蔵

地として追加指定されていることが判明した。そこで大学が計画している建設工事の予定地に係わる

試掘調査の届を同課に提出して、調査を依頼した。試掘調査の結果では、ほとんどの建設工事に先立

ち発掘調究が必要であるということになった。

今後の発掘調査について同課に相談したところ、以下のような回答があった。

①国の機関（大学等）は考古学研究室などがあって専門のスタッフを擁していることでもあり、熊

本大学においてもそのような機関を設け、そこが実施機関として発掘調査を担当願いたい。

②熊本市が平成6年度発掘調査の依頼を受けたとしても、それを実施する場合、既に他の発掘調査

予定が半年分はあるので、急いでも 9月または10月頃から調査を始めることとなる。

以上のことから、熊本大学の再開発事業には事前の試掘および発掘調査を行うことが必須条件であ

り、そのためには大学独自の調査組織を早急に設けることが必要となった。まずは発掘調査組織の中

心となってもらうべく、文学部考古学研究室に協力を依頼し、このことについて承諾を得た後、急ぎ

委員会などの組織作りを行い、責任体制を確立するための作業が始められた。本学の状況および他大

学に既に設置されている同種組織の内容を勘案しながら検討した結果、熊本大学埋蔵文化財調査委員

会 （以下 「調査委員会」と略する）を設けることとなった。また、この調査委員会の下に熊本大学埋
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1 構内迫跡と濶査の概要

蔵文化財調査室（以下 「調査室」と略する）を骰き、発掘調査の実務を担当することとした。

平成6年4月7日をもって熊本大学埋蔵文化財委員会規則が定められ、調査委員会が設臨され、委

貝会内に調査室が爵かれ、平成6年5月16日、委員会委員の委嘱、調査室長およぴ調査員・事務補佐

員が就任し、正式に調査室業務が始動した。調査室発足後は、文学部考古学研究室の甲元奨之教授を

はじめとしたスタッフの多大なる協力のもと平成6年度建設予定地の調査を中心に発掘調査が実施さ

れた。以下の経緯については「熊本大学埋蔵文化財調査室年報」を参照されたい。

平成23年10月1日には、熊本大学埋蔵文化財調査室から、熊本大学埋蔵文化財調査センターとして

発足した。

3. これまでの調査と本書収録の遺跡

以後平成25年3月末日現在まで、再開発計画に則り行われた事業の事前調査として、表2のような

調査が実施されてきた。本書はこの中から1999（一部） ・2002・ 2012年度に実施した発掘調査の成果

を報告する。試掘・立会調査などについては年報において既報告であるので、本書からは除外した。

1999年度は黒髪南地区において、黒髪団地南地区水生動物飼育舎建築工事に伴う発掘調査 (9911調

査地点）、本荘北地区においては（医病）病棟（軸）新営工事に伴う発掘調査 (9901調査地点）が実

施された。 9901調査地点は、本学構内辿跡の調査としては最大の面積で、遺構・遺物ともに浪密に分

布する地点であった。 1999年度に実施した発掘調査の報告は既に本報告N (2010)で行っているが、

9901調査地点については整理作業がようやく一段落ついた本年度に報告する。 2002年度は黒嬰南地区

において、黒嬰団地南地区総合研究棟新営工事に伴う発掘調査 (0204調査地点）、黒髪団地南地区総

合研究棟新営に伴う樹木移植工事に伴う発掘調査 (0206調査地点）、黒愛団地南地区工学部樹木移植

工事に伴う発掘調査 (0210調査地点）が実施された。 2012年度は、本荘地区において大小の調査が実

施された。本書ではそのうち（本荘中）医学部基礎研究棟 (B棟東側）とりこわし工事に伴う発掘調

査 (1205調査地点）、（本荘中）国際先端医学研究拠点施設新営工事に伴う発掘調査 (1223調査地点）

について報告する。

以上、本報告では、 1999・ 2002 ・ 2012年度に実施した、黒捉南地区4件、本荘北地区1件、本荘中

地区2件、の計7件の発掘調査の報告を掲載した。

表2 既往調査地点と本書収録調査地点一覧表

,a匹虚
”.、1・15-17 9101 (!i,＼北）運勁山整情（照明祐迅設） エIr 8船閃托 128nl 古代 古代土師む・須息召 年"II
94 •91 ・ 21 引O'l （！）.＼北・ 191)沿幹整！＂ （粒7学郎エレペークー39収奴） ：r．Ilt 兄拇閃充 ~7.5n1 現 It ガラス・磁岱lr 年ffll

9•4•Ei 9100 (l!¥Jt ・ Ill)地区基幹整憐 （工学節エレペークー.;ill『“I:)]： 兌氾関介 、1Bnl 包含冦譴認• 土器J \· 年9991 
/JI 

田 •5 ・ 13~11 出Ot （！i＼北） 11,1和1沌ほ注註予定地の樹木"Ill. 立会関宍 30111 古代 年恨 I

引 •5·17-6•お 出05 (Jksr) HI田124月校合'l'/lll丑工りi 兄氾閃ft 400ポ 弥生 ・近世渭文土和・弥生土諾・ 須也；； .:t. ＊代？tl
邸苔・近恨囚磁召 ・砥石 ・鉗9i・
瓦 ・ガラス翫

94·5・公I•ZI24 9i06 （出北）武夫厄迅動場笠燿（煤水9Jt!'11&I.1:"' 兌氾閃衣 IOOrrl ti it 年1111

9"1·5·23-7•お 9-IOi (:l.！北）褐和1お註紐拉エIJl 兌I!!口牝 l.290ポ古代 ギ恨{'il

“ •8 • 1 ー 8•IO 9-108 （沢罷）グランド集水り整渭工m 兄侶Z介： 40 .. 1が古代 土的芦 *ntfi l 
立会日，忙
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3.これまでの潤査と祖！F収録の逍跡

94 ・8・ II 9'109 (!l1北）吠火）f耕9.J↓II（覇営工lJI・タHr荘辺エ115 立会閲査 23.4d 包合層1こil!せずi!!IIIなL、土m召 年帷I
片

9-1・8・ 12 9'110 ()j{町）日／属IiI学K氾気引さ込み配棟：Em 立会閃査 13nf illlR．迅物なL 年9UI

引 •8·22 9-ll l (:）.9北） 1試冷茫瀾 (Ill磁図宮飢スローブIR孜） エ11r 立会閃査 255ni 包:,-1.¥11こ遠せ・r..iI1!II・迅物なL 年"1
出 •9 ・ 12-10·3I 引！2 (！A¥19i)．T．牛邸実験棟薪て工9JI 発氾閃査 143.6nf 古 (t 古代竪穴住屈址．古ft±応笞・須 本恨む1

患四・瓦•土製印・鉄翌•関文土
お

9・ll・M-12・22 9-113 ｛渡脱）グランド塁情エil[ 仕限閃査 衣nnf 閲文・古代 i!ift翌火住居址・辺路址：．古代土 本代む 1
“臼・瑣忠じ・布日瓦・砥石・鉄
笞 ・ 縄文土臼•石笞

缶・1・17-21 9114 （U！北） 1Uが1祐註設情工111 立会閃査 169nf 遭IA・ill物なし 年骰I

95・1・9-ll. 9-ll5 (！i¥19l) ：I：学部共同ill:c，JI 立会図査 50n1 迅In．迅物なL 年柑1
!・26-2・1 

お・2・'Z1 出16 （域M）HI闊幼槌団排水行数泣J:!Jl}9:rAIt 立会閃在 1299m 遭IA・ 退物なし 年ffil

95・3・15～四 ~117 (!i¥19l) ！出ll祐故迂憶工lll

199坪度

95・4・25-5・2 生）I (U¥IIl) I年郎研究実験棟新営 IJり1共間ilf述設：r．1JI 給柑潤出 90n/ 古（t-近llt古代盛穴住居址・仕穴・消．縄文 •ム恨む 1
lt州I土岱11・ • i!i/t:I:li!ii; • lJl息笞

95・5・9-10 匈 i ()l¥ltfl J：牛郎Ht属工学恨岱七ンクーけせエII! 試掘口充 20nl 古代 位含屈確認・古代土師笞 ・訊忠紐 年IU2

95・5・15-16 細 (！）.¥111)］：年郎RI研究実験I皿註1).びi.9既掲削 試氾閃充 20rrf 古 ft 集石．古lt土臼石・ 111忠岱 年9t2

95・5・29130・6・21 9ヨ）i (！！,1199)工学郎研究実駿棟祈竹狙ク＼註臼（その2)にir・う高 立会団査 38nf 遺IA・置物なL 年位2
~06 lEケーブル糧泣

95・8・21 UA¥111)エ牛応通fn庄伯江E 立会田夭 14crl 這IA．辺物なし 年恨2

妬•8 ·22 細 (!!，IItl) !J""]前外灯記霞改If 立会四在 IOm 遺1!l．遺物なL 年n2

安;-9・8-1012 細 （缶II)界学郎附属臨海実験所実験閲改染工り1 仕氾1l13: 298rrl 縄文 飢石．縄文！it期土呂•石召 年1112

95・11・2 9510 lJKIIII）工学茄研究実験棟餅営 IPlに作うガス配脊 立会閃在 古代 古It,.t含屈臼訟 ・古It士祖片 年ffl2

茄・11・6-8 茄II （＊荘lII)区牛郎RI稔合センクー遺伝子火験柑設紐敗及び 試氾閃托 200rrl i!i it 古（し包含培陪認・竪穴住屈址．古 年9訟
外溝切りじえ 代土閲蔚・須9U四

お・II・13~l6 茄12 (J!、¥Ill).T．牛茄研究暉械新 1期に作う1わ水lit＆飢 ~lli!ll1査 60<tl 古代 古代翌~·~住／8駐；・往穴・包含恩． *t1l臼I
縄文I~間土岱9t ・ 古代土団召 ・ 須
也沿

茄・ 11•17 妬13 (！l,IlH)工学郎問充実験1点所営 IIりに作うクii昇 立会団去 辺IR・辺物なし 年9[2

95・ ll・17 951ヽI (：lIIIJ)工学郎研究実験棟面営 IB11;ifう外ill 立会閃迂 古 it 古代土応沿 •9J(患侭片 年帷2

95・11・2]～ね 細 W.1111)エ牛屈RI研究謡！出迅注1こ伴う1.＂引虹 IJ 立会図査 古代 古代土面i9.9/1患芦 年9U2

お•11・22 9515 (:',¥lll) 1：学糀研究実験棟新営 I期にit-うク!ill 立会閃査 古 rt 包含層后訟・古代土臼苔 年tll2

鉛•11・2-I 応II （ォ：荘1ill医学郎RI稔合センター遺rた（・実験比設1l!設工Ili 立会四北 一郎包合屈荘⑫ ・還惰・遠物な L 年fll2

％・ 11•28~29 妬16 (UIIII)工学郎研究実駿椋訴営 1期にitう夕iiB 生氾浜査： 72m 悶文～古It:il.含屈 •I.I:穴．縄文土藝片・古代 本ffl宙I
土的沿

％・12・1 9511 （本荘Ill)0<~61>RI 稔合七ンター遺伝子其験比註Illれに伴 立会閃充 包含円藷訟．這H・還物なし 年9U2
うり~iR 切 l9

郎・ 12·•1 9517 (；；,.: 1Elfl) 区牛郎 RI 紀合七ンター辺 I云ィ•実験比設 Iこ Ir- ぅ H .l2.会ぼ査 i11911・這柑なし 年1a2
*99M 

95・12・5 9518 (：L¥III) J.it郎RJ研究実験椒辻註にI年う外i8.tlJl 立会田査 IOn! 遺!II・遺わなし 年紺2

95・ 12・12-14 9519 (UI1irI ]：牛郎研究尖験棟罰営！間に伴う 1EMt行 立会閃査 古 9t ;~·,m大 •/1'1 . 古代土師匹・須患 年ffi2
岱

95・12・18 9.520 U.11北） 9え央郎前辺路改f} 立会閃壬 IOd il'llll・il'llllなし 年1ll2

95·12 •おー 9511 （祖E11r）区学郎RI総合七ンクー遺伝子実験比設1J!孜 況姐閃査 976,9rr! 閲文 ・古Iti!ilt竪穴lE/』址・阻立往建物 ・溝 ＊Ill也I
96・2・22 ・辺路 ・方形竪穴遠Ill・土墟．縄

文土臼•石岱·古代土師臼・須恵
召・鉄岱

96・3・1 知 1 (：！.I11i)工学郎佼合祈営 公氾関査 弥生 沈生土荻・ピット．弥生II,J9l土召 年偵2

96・3・8 安辺2 (：l.1北）文法牛郎・第五店亨学校記念飢庭1011111!エIr 立全”:rt 古代 包合層＂立・古代土萄器 年lll2

96・3・21 %23 （城東） ,mq:郎＂”仕幼位屈水道び場葦足注い場ば Iii布開受 立会図迂 遺Ill・遺柑なし 年982
入

96·3•お～祁 952・1 (）ji町）軟ff牛郎UI“小学校粘Ill水行取や工りI 立会田査 巧．6d il!IR ・遺物なし 年IU2

19!蕊度

96·•1 ・ 19 9601 ()み荘北）灰牛郎校合Ill阪 試氾閃査 33nf古代 i『ita含屈・浪．古代土臼器・ IJI 本恨告IV
息四

96・5・10 勁 2 （U¥北｝法文学郎記念"1111 .ff．会図丑 In! 還情，遺物なし 年IU3

96・5・ 10-6・24 9G03 (UIIII)エ牛郎佼合は設 梵阻閃査 1.000n! 縄文・弥生純文後9月包含附・古代貶穴住区士t *1訊釘V
・古代 ・I昇・掘立Ul:ll物 ・土墟．柱穴．

闘文位間土召・弥生,,,間土呂・古

it土節訟・須え！沿 ・庄岱 ・瓦

96・5・13 9601 (:11北）枚＂学郎 ATMネットワーク（寸設工Il’ 立会匹去： 40n! i!i: (t 遺IR.iJI利なし 年は3

96・5・14 細 (Jj{llfl 9kW牛郎附属ヽ）、学校ATMォ．ットワークtt設工り！ 立会閃充 l.1n! 近代田註 年l!!J

96・5・15 9606 （大江）藁牛節ATMぇ．ブトワーク付註工！II 立会匹壬 辺1J1．遺物なし 年lff3

96・6・17 9607 (/11北）注文学郎外灯詮mェm 立会四1c 4n! 古代 一応a含沿四認、古ft須息呂 年印3

96・6・19 9608 (/1.1111)工学郎RI実験血樟工事 立会匹査 21111 illlll・ill物なし 年t113

96・8・5 9609 (:l.l~t) 入試保管以紐はエIll I試氾） 発氾匹査 •1n! 這IR・選物なし 年ffl3

96・8・6-9 9601 （本荘北）医学郎佼合紐丑1;1ギう11/木9；い・貯＊Ill紐丘エIII 梵氾閃査 45.7nf 古in • 古代古1n時代1印日翌穴住屈址・古代竪 ＊t1l臼II’
(1 •2•3ri) 六{E9＆址．古9noさ代土閑廷・古代

土凹臼・絹恵岱

96・8・22-V 勁 I （ 4:i［北）医牛郎佼令迅はI:if• うり）｝川•9え辺閉迅泣 (4 区） 発阻閃北 37,4nl 古 it 翌穴IElふ址．往穴．古代土印粒• 本怜店IV
須思註

96・8・29-30 勁 I （・木荘北）以牛郎校合lll設に伴う切り↓”え辺肛1l!設 (5区） 捻iu閃査 28.2nf古代 皿．古代土叩岱 ・須息邑 ＊ffl也IV

郎・9・6 !J(i10 (/.¥¥:ll:)改妥郎夏目漱石ral1!立． 試1日潤査 9rrl 遺9月・迅物なし 年fll3

96・10・1-9 9601 （木荘：化）区学郎佼合紐設に伴うl/t水そりJ’’什え．T.！lt(6区） 発趾閲査 I“.3rrl 古 it 古代辺詑．竪穴住／＆址．古代土訓 本ffl(!;IV
岱・！i(！↓,・岱
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I 構内逍跡と岡査の概要

郎・10・11- 9601 （本荘北）医学部佼合本体工IJI(*11'1充区） R揺閃荘 l.G86d 悶文・古Jn闘文包含屈・古墳土虞 ・古代道路 ＊,aむIV
97•1•17 ・古代 ・竪大住居址・紺立往道物・土墟

・近代甚地．閲文I&関土笞・古in
／古代土幻臼・須患匹・鉄苔•石
侶

96・ 10・21 ~29 9601 （本荘北）医学部佼台注泣に伴うtJ)水行切りやえ工lJI(7•8·9 511掘口充 62.Srrl 古 ft 古代竪穴住店址，&.古代土幻臼 ＊l'il臼IV
区） ・須息笛

96•11•12-13 9li01 （本荘北）区牛節佼合述設1；伴う揖水行切りけえ工りI(10区） 兄紺閃在 21.llrrl古代 古ft竪穴住店・比古代土閲笞・須 ＊＂位 N
坦昏

96・11・12 9611 (IlIIti)エ牛郎外灯付泣工m 立会図充 0.4rrl 置Ill・還初なし 年"3
96・12・18 9612 （瓜Ill)工学郎電祝蜆設工m 立会閃充 74.8d .illIll・.illわなし 年1!13
97•3·3-31 9613 (/A¥111)工学郎研究実験1慮＂祈営殺位丑情工 111 立会閃充 175nl 這旧・這初なし 年祖3

97・3・7 9614 (UIlII)工学郎街笠エネルギー実駿所火渓庫取泣工m 立会図充 IO'srrl 還情 ・遺わなし 年ffl3

1997年度

97・4.・8 9701 （本Ill)医学郎lfjfflリテラシー軟↑比設冗気は(9その他の 立会閃夭 21nf -llil包含屈を確IZ• illlllなし．古 年"4
改修工9F 代土芦片

97・5・7 9i02 {｝AIIIl）在学部ヘリウム棟培築・ヘリウム行昂奴工ili 立会閃充 l26.6rd 還惰・遺物なし 年恨4

97•5•28 9700 （＊荘北）医学郎外来臨床研究愧血泣製割竹団寇1r,紋工111 U阻閃夭 4nf 遠情・遺物なし 年戟4

97•7•28~ l l •4 9701 (!A11fi)工学郎校合薪営工9Jt 知日潤査 1.783.am 臨・古代弥生時ft甕IR甚・古代竪火tt1甜址 年fl!ヽl
・近世 ・flt・ 揖立仕ll!柑・ 1£穴 ・近llt嘉．

弥III閉史hl• 土t可岱・鉄柑・古
ft須恵臼 ・近世田磁母

97·10•四 97お （京町） 9え＂学部附属中学校女性立像 1l!立 立会閃査 26nl 這!II・ 這杓なし 年恨ヽ l

97・ 10・22 9706 (I』北）法文学郎飽Ill健児像述立 立会関先 l.2d 迅!ll・ill杓なし 年tll•1

97・ l l • II- 9707 （本荘北）医学郎碁匹研究拉囚外配糧工ni 立会閃充 370“ 古代・近rt近rt喜地・古代土棗 ・住穴．史・ 年恨4
98・3・31 人什・嘉石字 ・古代土沿

98 • 1 •30-2 ・ 12 9708 (/kl北）法・文・軟n年郎外灯誼｛g増設工m 立会閃王 6L9nJ古代 溝 年"•1
98・2・3-2・13 ”09 (:l."＂l行ot係！I.I髭6t.l'fil台取り項しエm 立会閃去 ll6nl 古代 一郎包含屈を帽比・遭情なし．＂＇ 年恨4

粍した古代土呂

＂函虞

98 ••9 ・ 1•9 燭 1 (：i1r11)工学郎佼台lll註1こ伴うl/'/水皆II!去工IJI 立会田充 IOnl 恨間により遠情なし 年ltlS

98・6・26-7・2 9801 （祖ElII)医学節エイズ学研究七ンクー ・動祐斉氾llll発セン 立会閃沢 2,ht 古 ft illlll・ill初認められず 年tu5
クー新営文閃配行杵工nI

!l8•7·6 函 I （本荘l11)阿樹木伐托エIll 立会幻丘 遭HI・ill初なし 年柑5
98・7・13 9S09 (:)•119i) 工学郎 3-1}飢冗気奴営工ilt 立itm充 3rrl 古 9t 遺掬包含庖を確氾 年11!5
!l8•7·28-9•10 函 I （＊荘ill)医学郎エイズ学研究七ンクー・勁物惰i況間貨セン 兄柑閃充 972d 褐文・古代竪穴庄居址．屈立位は杓 •i#• 土 ＊骰むV

クー新営工m ・近世 坑

98•9•21~22 9803 (JI.＼北）文化郁磁取註工mにIf.うり＊移H工m 立．会口充 9m 遺物・遠情なし 年tUS

98·9•お～ 11・6 9802 (II.I北）文化部5i取1f設その他のエポ 兄Iii!関衣 575n! 縄文・弥生縄文土ビ・弥生土沿•石岱搾 • 土 ＊11lむV
・近世 慣 •i, ．純文・弥生辺物包含層疏

鯰

潤•9・鴻 9S05 （本3E北）大牛／；；院1；；は新営工m 試紺閃氏 IOnf 古in・古代古9n・古代土召 年tll5

鳴•O•” 9806 (＊lE北）大学糾院中央お9“l棗翫営工IJ! 試駐閃沢 5nf 河成砂l!I!屈を1合ib．辺Ill・ 遭物な 年fflS
し

駁1·9•項） 幽 1 (*1E北）大学／用院渫剤邸注射•\1,·名紐セット支糾55祁Ii'(誼エ 試褐閃夭 2nl 古代 還物包含層・住9t検Ill.古it:I:？9 9渭15
』＂ 片

鵡・10・6 9S08 (/l¥JIJ)エ牛lllil・9サ飢電気遅餃工Ilt 立会閃夭 30nl ill捐面に追せず．ill物なし 年tll5

随・ JO•四-11·20 9807 は4E北） ＊牛9肛庄茂別郎注肘患者毎セット支糾屯('l「Am：知訊日充 "5n1 古代 関文土四•石は芯 *IIl也V
』lt 古代竪大住店址 • 土塙・ ill ・近代

溝

98・ll・2 9801 医牛1Hlエイズ学研究センター・動功資氾間発研兄七ンター閏 分11t閃売 139m 刑平のため存在せず *Ill也V
追図1"飢＂体工 m

98・12・11-12・18 9810 (/Ulll)覆牛茄自然科学＄e合実験I点新営支口配Wit工Ill 立会閃充 おd 古 It 辺物包含層.11穴検出．古代土臼 年"5
片．

98・12・16 細 (ll.¥北）文化郎立祈岱Ill水哲敷E工m 立会m充 五n1 古代 這情囲珂鯰・遺情 ・迅物はなし 年"5
鵡・ 12 • 17~ 9805 （本荘北） ・大学射院f州ほ祈営に伴う支m配行や工nt 立会閃充 333d i!i it 呈穴住g.tJ1:．古fu土9lヤ 年恨5
99・1・10 

!)!)・1・12 9811 (／iIl11)工学郎尖駿祈紋工m 試阻閃光 Mm 闘文9良閉 土沿 年恨5

!)1J ・ 1·21~3•お 9810 C!l¥111)糧牛郎自然科学等稔合実験1、新営工nt R氾閃9t 1.098d 縄文・古代縄文土若•石mi,. 古代竪穴住l8 本恨むV
・近ft 址・じ穴・i鼻・近世ill

99・2・2 寧 (9M1北）環填笠慣m業にIf.う文化部公Hiト 立介田充 260rrl illlll・illわなし 年91l5

99・2・10 寧 ml北）環境笙情IJI業に伴う1Jlほ工IJI 立会閃在 40nf illlll面には遠せず．illわなし 年柑5

99・2・18 寧 (IA¥北）頂境0:1日！m突1こ伴う1,'J!!JエIJl 立会閃査 12.3d 地表下2mで弥止989till物包合屈 年恨5
．這情面を四認．這旧・還物なし

9!l•2•O~3•9 寧 (IA¥北）環没整f訓1業に伴う電気配樟工“ 立会因査 4r,f 地去下90cmで水1l1土を検肌這 年,ns
情・遺物なし

99・3・11-12 9812 （大江）渡雌団地虹閲プロック梢改,~エIJヽ 立会閃虻 ?Om 包含陪・遺ll!i!il院認．辺1月・辺物 年ffl5
なし

印•3·10-31 9801 (＊1EIti）区牛茄エイズ学研究七ンクー・勤わ沢濶間兄研究立会閲充 57Srrl古代 一郎包含層 ・這Ill阿羅訟（ピッ 11tt116 
七ンクー新営に伍る記晋切杵工lJI ト） ・遠物なし

1999年屈

99+5-8・31 9901 （本荘北）内棒（粕）新営工印 兄氾閃充 2.405nf 縄文 ・古旧縄文時代石紐・王・古In峙代住屈 本芥

・古代・近址． ii;・ 土釘召・古代住ば址． l.I:
代 穴溝•土隣苔•土応臼・須坦詣・

鉄舒・記衣五 • 土紐 ・ 近代ill

99・6・ M ~7・ 1-1 碑 （本荘Ill)医学部エイズ学研究七ンクー・動わROOI川兄研究 立会閃光 40rrl古代 古代仕穴．潰．逗物を少g検III 年tu6
七ンクー訴岱霰設工ni立会

99・6・17 9903 (!lIIII)エ牛郎研究碑ぽII・2・2新エni9こltぅ杭樹立会 立会閃充 IOnl 這Ill・ 這物なし 年恨6

99•7• 19126 蜘 t （本荘1り）医学部エイズ牛研究七ンクー・動や'lti!1.IIII発研究 立会閃光 2rrl 古代 道1,．還物なし 年1U6
七ンクー翫営基磁工m立会
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3. これまでの関査と本掛収録の辿跡

99・7・29-7・30 細 (：lIIII) 1;1然科学研究科・翌牛郎総合研究実験｛い粁常1/;<.設 立会潤北 50nf 辺物..i1!IRなし 年1!16
甘工1ド

9・i・2-8・7 !l90li (UIIIi) 1:19Alt牛研究1'1-．程牛郎総介研究実験1軋餅営祉公設 立令潤丘 200nl t; ft 古代i髯6条． I.E穴2憫．古代土臼 年1116
代J3lt立会 !I・少氏を検Ill

99・9・22-10・5 9907 (11119）エ牛郎実験mプレハプ罰戻工IJI 兌揖図fC 1365nl 闘文前期～ピット群．縄文土石片11i土 *11l“" 
晩問

99・ II ・2•1-11•お 9908 (IA¥り()Ui狐宍渡牛校祐穴3！増改応工IP 公氾苫在 、12nl 近世以仕 トレン•,.2本孜定して閃査したが． 年伯6
這情なし．近世II!召11・

00•2• H~3•2-1 細 (9,IIII) ：r：ゲ郎街2・極gunla研究七ンクー・サテうイト・ 試氾,;.,在 1.853nl 近世・近ft!Sid:.,¥l地．近龍囚磁西．悦w. 本9D也＂
ペン•,.ヤー・ビジネス・ラポラトリー(a罰営：CIJI 州・鉄餃

00·1 •お !)<J10 （本~E北）血誼貫iし！行翌立憎改岳試拇 試氾閃充 2n{ 橙itそしく．這Ill・遠初といゴ直 年ffl6
訟できず

00・3・6-14 9911 （凩甫）＊生物詞胄含罷築工事 兄恨因査 70.9111 関文土料・古代土臼岱・須忠沿 *11f 
00・3・11 印12 (/Alli/• 東）外灯lri改工1Jl立会 立会図牡 3nf 遺物・illtllとしに確認でさず 年帷6

00・3・2 !l913 W't-椛泣化窯索供給設｛日新設工ilB'r.会 立会閃介 7肌nl 遺ln..ill物なし 年9U6

()()•3· 16-17 !J<Jl4 （祖E19l）さく井拉償工事立会 立会図f¢ お川 辺1月・氾物なし 年9U6

2000年度

00•4•7 0001 (!11111)水生動物糾＂令粁 g給＊行設・A"工1)1 立会図充 Eilnf 遺1,．遭物なし 年依7

00・4・11 如 (!lIItl) ＊生勁物目↑弁新合霞久泣営工事 立会潤充 4.Id 遺Ill・這物なし 年9n7

00•4-17 uxn （廷北） ＂’狐枯院格納出移孜工 nt 試阻図先 謡“ 遺Ill・ 辺物なし 年ffl7

00・IO・Z3 0001 (Al191）工学郎街2•極mmI£研究七ンクー・サテライト・ 立会匁ft 18nl 迅Ill・ill物なし 年"7
ペン•,.ャー・ビジネス・ラポラト')-！Qぽ営雹iu”m·JIt

00・10・30 0005 (：lIIII) ］；牛郎M栽工事 立会災査 63nl 還Ill・ 遺物なし 年IU7

OO・ll ・6-22 0006 （本荘北） UI“'団に碁幹 •Ill埴竺{R祁3井戸入 位1¥lll'I査 119.1m 縄文・古in闘文時ft石臼・古inL99U£穴・住 ＊1llも11
水1'拉営工IJI(I区） ・古代 J& 

址•土閲苗・須也沿

00・11・22 oooo （4＜北北） ＂KIIi院甚絆・環9JI.”'出筍1井戸入＊111設和1:il! 試氾田査 4m 近 ・現代H近・現9tぶ石・喜演・辺什 年松7
地

00・11・”~29 ()000 （*'［北） ＂＂“沿ほ碁怜． m填豆旧袷水汗配~:t:1)1 立会只査 逗 d 遺情 ・這わなし 年殺7

()()・12・4-L3 四 (~叫［北） ＂11!;1叫院1ぶ悴．m9J1.空回1M守＂a¥'l':1:111(!Ill) 発閏閃査 32nl 縄文 ・古代 土嘱状辺情•閲文~ft石岱•土閲 ＊IHむVl
立会閃充 B. 1fうス天・炊岱・須息絣

00・12・8- 0006 （本,E北） ＂＇“糾荘甚悴•関填整伯硲夕ば奴代工l)f (IV区） 立会関死 31.5，d i!i 9t 迅捐なし．土的沿数点 年栂7
01・ 1•lO 

00・ 12• 19-20 0006 （＊荘北） ＂llii耐院基怜・1.l1填整iii/)水if紀汗）3Jヽ(Ml:/.) 分限囚天 20.4d 古 ft IE/&址•土的お ＊＂む n
立会閃ft

00・12・26ー28 0006 （本荘北） ＂“柑院甚怜・環填整臼 9加水行陀行］：1JI 立会閃天 100.1n1 近・現代E近ftg墟・刃石・遺什 年紐7
地

01・1・29 0006 （本荘北） ＂＂“引院甚幹・環墳笈 t911)水l'i'&rrJ:1JI! V L<l 立会閃丘 ;d 辺物・這旧なし 年IR7

01・I・:?:ヤペ刃 “ (Ji（町）附属919年校in"在』は（新代エり9
兄氾閃充 119..lrrl 弥生·古代弥生·古代土邸器·鉄岱•土製紡 年9U7

“)Il 

01・2・5 0008 (/}，1北） ！紺ば分坪19且域研究七ンタースロープJram:ili 立会ill充 28nl Ill.itのため道物・辺IllなL 年9a7

01·2•6~9 0009 (:,I，\ill) 程牛郎1·2-l}ffl$11糾a1rt•111設{Ii笈19..r.』II 立会ヨ夭 70rrl古代 包含屈を111訟．古代土幻谷・須恵 年"7
沿

01・2・16-19 0010 (/!，1北） iい1系郎“91体・祈営工m 立会四査 372nl ill物 ．illlllなし 年骰7

01・2・22 0011 （・ktl:）1"ft炊沼i糾氣去：Eilt• IIIポイラー3i91即位去：r．ll1 立会関光 132n1 遭物・這情なし 年代1

01・3・5-6 0012 (！l¥；化）外inrく付エIll 立会潤査 3nl 遭物．illlllなし 年似？

01・3・6 0013 （大江） h{内遅勁場 (/Al武印)Jl'{I)墳しJ:llt 立会閃査 500nl 辺物・這IBなし 年．9U7

01・3・22 OOM (！l,1it) In生沿ほ阿組合1!t務所り19柑紐：［IP 立会閃北 ah1 lll物．llllllなし 年松7

2001年度

01-4-9-7・3 0101 （四E北） ＂ll!I月た区学郎稔合研究9いれm:1JI 兄氾潤沈 1.733.乃n1 古in ． 古代住屈址． i鼻・畑址． g鉄鰈•土閲 ＊恨出VI
・近世・近己・須息お

9t 

01・5・14 OIO'J (:.I1111)ぶ幹．m墳笈帽 以氾閃茫 •1.8nt 本1訳911

01・5・14 01OO )；（町1'll均店1F.ケープル改LL工事 立会図丘 59.5rrl 這ffl．辺物なL 年t118

01・7・9～お 0102 (:!.¥ti/)必俯・環填塁i9 発氾刃壬 ~I邸rrl 日文 闘文土召・11.水通宝・風酎＊61・ 年紐8
防空濠

01・7・4-10・29 0101 （本荘北） ＂＂“出院甚悴・環坦笈 Ig（共lo!i1'孜訊） 癸掲閃在 l.02l8n! 縄文・弥生住9＆址・溝・縄文土母・弥生土討 ＊Ill店＼1
・古•n ·古 ． J：鯰臼・須退笞•石笞・鉄銀・
(t I'tll1岱

01・7・13 0105 ()X町） jl：ドり取孜エリt 立会田沢 1」2n! 迅情・迅柑なし 年骰8

01 ・7・30-11 • M ()l凶 (!.¥1北）大!t枚w研究七ンターi9改9E:Em 立会閃査 3.907ol 辺1,．迅物なし 年9R8

01・7・31 0)07 （大江）凝学部共同実験棟改9庄工lJI 11.会潤査 97飢n! 迅f,．辺杓なし 年恨8

01・8・1/13 Ol08 o;i町）キャンパス情IUネットワークその他］．．＂ 立会図壬 25nl 迅情．ill杓なし 年恨8

01・8・2121 Ola ()Al北）キ→・ンパス情Illネットワークその他工nt 立会図在 58nf 遺情・這わなし 年紐8

Ol・S・TI 0110 （大江）薬:困［キャンパス情紐ネットワークその他：I：IIt 立会閃充 20n{ 迅情・還わなし 年紐8

01・9・-I Olll （＊荘IIl)駁学節キャンバス情tt1ネットワークその他1渾 立会潤虻 2.78nl 辺Ill・這物なし 年紐8

Ol ・S・22t 9・4 °"2 (！!.＼北）た双Ill四テラス竺旧エ：It 立会刃充 臨 rrl 迅旧 ・這物なし 年9[8

01 •9・ 11/10·1 0113 (＊1EIII)医9iAIが1i規間大牛キャンバス情,a*．フトワークそ 立会閃査 1おd 迅！II.這物なし 年紐8
の他エJlf

01・9・17 OIM (1ゴE北） Ul属約裟キャンバス情骰ネットワークその他mlI 立会刃査 38111 迅ffl・迅物なし 年紐S

01・10・19 0115 (：，1.¥II!)覆牛郎2・サ阻III1lll捐ホエ111 立会閃査 a4ni 這Ill・辺物なL 年恨8

01 ・ 10•22- 0116 ()~荘北）"'“砧院1“倅・環填笈{R (A`0 地I~ ・ポイう一訣 立会潤充 4泌4nl 還Ill・ill物なし 年9U8
02•2·19 (git!新:~)

01・12・8- 0117 （木荘北）医牛郎硲合研究械粁営只代設i9.Ill; 立会閃充 13llnl古代 化1&址・1£1.1既 年紐8
<Y2・2・9 :I:邸む・1バ忠扮

01・12・12- Oll8 (：iIIti) ｝ぶ存．m鳩整i9（特碍変窃設fl!等• !/J.IRその比） 立会図査 1119d il11,．追物なし 年1f18
02・2・4 

02・2・25-3・20 0119 （木北北）医IKImrス供給ば(8jijJ[（設．tりt 髭掘因1t 碑ふ1 閥文・古Jn住9＆址・溝・掲立U:il!杓址・縄文 ＊9Uけ¥1l
・古代 土お • 土師召・机忠岱・鉄汲

8 



栴内遺跡と関査の概要

0'1・3・18 

02・3・18 

紐•3·22

2002年霞

02·•1•3~•1 

02+1S-IG 

（以 •4·17

02•• 1 ・ 17

02・-1・2・1 

02・5・20-29 

02·5·30-8•2 
02・6・3 

02・6・ 12-8・ M 

02・7・2 

02・8・公

O"l·l0•1-
10・3.II・18

O'l・ 10•7 
02・ 12•3/5/11 

03・2・7 

03・2・18 

03・2・2I 

03•3·7 
03・3・10 

03・3・ II 

03・3・26 

0120 

0121 

01四

（本荘北）紀合研究棟周辺fl!Jfl.!l(!IエlIt

（本荘北） nla病戻西紺控 (IJ:上0)罰甘エill

（本荘北） ni属糾院i!!i射悼屯クW姦(9エIJI(IJ:J:D) 

立令因充

立会因ft
立会田沢

IA況7"'
1.01Mrt1 

&1"' 

遺惰 ・遭杓なし

ii:?• 迅わなし

這ln．這物なL

年"18
年籠8

年9U8

0201 

0202 

O'邸

四 1

0205 

0206 

0203 

0207 

0204 

a謡

0209 
0210 

0211 

O'l12 

0213 

0214 

0215 

0216 

0217 

0218 

0219 

0220 

(Ill北）大学軟↑研究七ンクー C偵空閃慣lk設工ilI給旧水及 立．会因在
(1虫外R1駐醗工Ilt

(JII北）外灯奴tllエリI

(UIlIl)インキュペーションお迂薪営工り1

(}!，lltl) it¥合研究は而営工事

（｝l，¥IIJ)丘裏エコクリーン・ノイルエIJI

（瓜同）総合研究樟駅宮に伴う田＊B臼工事
(UIIIl）インキュペーション枯迂訴営工ilt

(：AIIIi)稔介研究棟新営一次阻1¥lJに伴う冗公エりt

（瓜ffl)総合研究筏断営工事

(：A1北）図杏飢III町学生郎旺Jll場絋祖エ!JI

(X（町）附属Ilヽ 学校スロープ取紋エIIt

（屈m)工学邸樹木移桟工m

（＊荘北）医学郎往合研究棟祈営工111（涙9）un叶［分）
（l）.¥lII)通）町'i拡はエりI

(＊1E北）総合研究棟祈営班気設伯エIJI

(＊1E北）湛仰環現笈！9外灯エllI

（大江）粥牛郎尖験動初烈霊碑l1!立工3Ji

().!＼北）外灯註i9工llI

（＊荘III)｛hn屈窪（ブレハプ）祈註工lJI
（：i＼北）外灯船9エ半

（匹lII)場所註工事

（新Ill郎）玖＂学部訴 lII郎印竹荘 ・妃地JayH阻I)

立会円1』:

試氾四在

公氾図充

立令因夭

兌柑コ在

兄揖閃充

立令閃査

兄掲閃光

立会閃fC

立公団1¢
昴批図在

立会閃在

立会図在

立会閃沢

立会図光

立会閃た

立会閃fと
立会閃査

立会閃充

立公閃在

立会田充

293d 

32m 

480rtl 

216m 

216n1 

3.4d 

18.5d 

3m 

”d古代
J6m 
10m古代

illlll・illわなし

199rrl 

3nf 

4nf 

0.73nf 遠情・迅初なし

28nf 甕n
8l0nf 近 fft 畑址

32nf 還情 ・辺わなし

匹rrl 、栂文・古n 住居址・溝•火葬甚・紐文；L日・
・古ft 土師召・須）よ因

24nl 迫捐・遭物なし

13rrl 遺情・迅物なし

61.19111 包含屈・純文土岱•石紐

辺IA・迅窃f,i.L

迫111・這物なし

這構・迅物なし

迅情・迅物なし

退携・迅物なし

這構・迅物なし

這情 ・辺物なし

迅情・辺物なし

住居址•土“巳・須患岱·訳石

迅構・這初なし

住居址 ・仕穴・揖．古ft土印お・
須患愕

年Hl9

年1119

年lil9
年帷9

年tll9

*W 
年tU9

年恨9

*W 
年1119

年t!l9

*ur 

年9U9

年恨9

年tll9

年9U9

年t!l9

年1119

年1119

年t!l9

年恨9

年氾9

2003年度＇

03,,1.10 

03.•l,IO 

03.5.20 

03.6.2-7.2 

g

g

g
卿

03.7.18 

03.8.10 

0.1.8.6-9.12 

03.9.4-9.8 

OO9.5 

OO929 

0.1,10.2 

03.10.1-10.10 

03.1027 

03.11.6 

田．11.17-28

03.11.26 

03.12.9 

03.12.10 

01.1.13 

01.1.I•I 
01.1.15-19 

OI.l.23～町

01,1.30 

01.2.!l 

01:l..16 

ou四
01ユ4
OI3.5-9 

01.39 

01.3.9 

01.3.10 

01ユ10
01.3.10 

01.3.10 

01ふII

01.111 

01.3.15 

01.3.16 

01ユ17
09.3.22 

竺
g
g

畑
竺
g

畑
g

竺｝

0311 

0312 

0307 

0313 

03M 

0315 

0316 

竺
i

叩

呻

g

g

g

竺
H

竺
g
g
四

g

g

(：i119i)工学fliiW,品U（新設工llt

(:'•1191) 紀合研究1点共同i髯設i8エiIt

(：lII91)り1務屈捐水百作覆工llt

（本北）碁作・環填立情工りt

(IA1119)稔合研究樟共同i昇設旧工事

（立町）困以ヽ Iヽ・中学校フェンスlR改工JJI

(/11111)稔合研究棟共同{RE旧工IJI(I区）

（祖EIII)区IU技術剋期大牛祁北四駐JJI場閃填整ft;IJ:111

（邸）大江稔合研究棟給捐水哲および霞気工ill

（キ留毛）小碩rd合 1 械！り水fil1il*I•理工III

(＊3EIII)動杓出立砕祈敗工lJI

W.11IJ)稔合研充1最共阿構孜伯工り9

(：l.1北）軟公新屈工llt

（薬）記念釘述設工IJI

（本11I)発生区年研究七ンクー比奴疫情り1亮

(IlIl19)稔合研充樟共阿浪は旧工rJl（ガス行）

(;IAEIII)発生区学研究七ンター聾{Rilt霰＊lに工9JI

（本荘北）ヽ II央お9“1点（粕）紋営工nt

茂不団取設工nt

（藁）大江紀合研究棟給揖水脊｝よび屯公エ1/1

(：l1北）牧社訴戻工事

（廷,,,)医牛郎B 械• E 位 •RI • 10勁功令取内エりt
（本荘北）東憫駐車場整fl'l工9Jt

(J!!III)控学郎 Iヽf}館囚辺プレヽヽプ守泣ll/.:CIIヽ

（本荘北） ft/YIの木り祖

(UIit) Hi狐沢譲学校l"II日 19i辺＊辺,~覆工りi

（祖Ellr) 医牛郎 B 棟， E 悼 • RI ・ 旧勁物合IRI閃工Ilt

(II¥北）井戸改作工IJl

(IA¥北）褐利祐設空悶設伯lR設工,,,

(：A1191)外灯紋債工lJl

(11.1111)稔合研究悼外灯設伯工事

(}｝,1北） 9i立祈岱工IJI

OIi北）ヽた立祈格エIJI（空図悦lR設）

（祖EIII)外灯改伯工1fl

（本珀II)外灯庄伯工llt

(A1北）外灯設憐工事
（面）外灯註伯エりt

(｝l1北）軟充新尽工lJI(Ill戟）

（以町）軟＂牛邸 Hは小9化学校0j詑灯泣fgェm

立会閃先

試氾閃在

立会閃査

mu閃査

立会閾虻

立公閃去

忙似閃1¢

l［会閃社

立会閃夭

立令四光

立会閃夭

兄ium先

以iu閃fC

a氾閃兌
立会コ光

立会閃充

公氾田北

立会閃兌

立会只ft
g．会閃充

立会閃夭

兄伯匹夭

立会コ光

立f?,~叩’¢

立会閃査

立会閃光

仇氾閃女

立会図査

立会閃北

立会四夭

立会閃充

立itm先
立会閃充

立会刃ft

立;”"c
立会コ充

立会閃夭

立会図天

立会閃1e

2n1 

9.6n1 

16.Bnf 

333.sn1 

蕊 nf

443nt 

168.2nf 

5392nf 

7.54nf 

1いnf
“)2nf 

牢“

還構・這初なし

土話怜

遭!II・ 遭物なし
悶文 ・ 弥•生住店址・屑•閲文石器・土師料・
・古IJI.弥須忠料・近代閂磁罰
生 ・古代

i!IIII・還物なし

辺構 9.ill物なし

紐文 ・古代溝 ・ピット ・土坑 ．迅物包含M.
闘文土罰

遭9,．這物なし
這tll・這わなし

辺'"．這掬なし

ill!R ・ ill物なL

関文・古iti髯・ビット・内磁田・土靡お ・1i(
患沿・悶文土沿•石妙

遠1fl．遭物なし

土幻岱

迅ffl．遺初なし

lllffl．這物なし

13.75111 

7,4n1古代

お7d

3.6n! 

2G.58n! 

Iヽm

112バ
、15.5ポ

398.8d 

l.OOOn! 古代

30,7d 

8311! 

辺111・遭物なし

這Ill・還窃なし

這1t1・這わなし
這旧 ・這物なし

溝・ピット ・土的岱

遺1l1・這わなし

16,rl 

2rrf 辺揖 ．迅物なし

LOOOrrf II Ilit· 古代清・ピット・困磁匹 • 土[6器

四r,f il'll11・退物なし

13.19,rl 這情 ・這物なし

3.4rrf il'l!II・遺掬なし

4ni 選構・遺物なし

lorrf 逗!II．遺物なし

44ni 遺99．這物なし

4rrf ill9,．還物なし

11.2rrf 這情・遺物なし

3.5-lrrl 縄文土岱片

llsnf 這惰．迅物なL

四 m 古代 土細硲 • 項息臼9ヤ

7rrf 這構・這物なL

年t1110

年"10

年tlllO

",:tflむL'(

年llllO

り！＂110

*IItむIn

年llllO

年tlllO

年91し10

年枡10

本togII!

年9tlIO

年111IO

年nlIO

年11110

年tlllO

年骰10

年骰10

年IUIO

年11110

本fflttIO

年"lIO

年llllO

年11110

*1!It・.¥n 

，
 



3.これまでの糾査と本杏収録の逍跡

01.3、19 四 (I,¥¥北）柑火栓応紅処m 立会濶ft 1.08rtl .illtll・.ill物なし

勾虞

01 •4•7 aol UI公団地北地区牧5"断格：r．1Jt（渡出f~l!t) 立会四充 33.8nl 這情 ・遺物なし 年利II

“•9l •9 本荘団地北地区III央お'“t4l（伯）設営工り9 試掲潤允 10.44n1 i!,. 9t 清？ •土師臼 年椛II

01・、1・13-5・ 31 0102 ~,.:荘団池Ill地区発生仄牛研充センクー紐紋工りi 兌阻図充 l2418川古代 土師母・瑣患母・縄文土岱 年恨II

01・5・26 :).\~団地北地区9t*'k牛•Ki'f.91上会文化ll!?-研究科研究交厨 試氾田充 7.76,"古代 ビット•土幻召 年1UIl
尽エ！JI

1}1•5·14 0103 本団地北地f1中央お9“I≪ （伯）庄代エ1J1 立会閃充 ISOnl i'i It 土紐岱 年＂＂
(}I ・ 10・ 1•I

(}1•5·21 OIOI 喋学郎地区れ物団円文住1:1か＆m工nt 立会田充 3:lnl 迅H・辺物なし 年11lll

01•6•お ().1お 弼年部地区g本記念館妍営RK設情及びその他エリt 立会コ元 68.48m illlll・這物なし 年恨ll

01・6・28 本荘団地北地区（区刹），.し作・環填只(a工りt 試氾閃充 IOm 古代•関文土凶お・縄文土臼•土漿 年恨II

OI•5•24 0-106 i¥6牛郎池区U本記念飢（飯It.)述泣エ』JI(IBl.ll杓ほ去 ・樹木 立会閃光 1.332.•Im 這Ill．迅物なし 年＂し II
O1•5•26 !It去 ・ 霞it配綬・給水行配汗・ガス青配管 •U*tnH) 

O1•6•4 
01・10・26～お

01・ II・12

(}1•11·29 
01•7•26 ().108 字符毛団地小績？tifr1り水行旧水忙竹改修工1)1 立会閃光 公辺19i ifl信 ・迅物なし 年恨II

Ol・i・29 “09 /l＼仕団地北地F．記念絆泣Ill:r.ill 立会閃査 72nl 還911．遺物なし 年紐ll

01・8・6 

01•8•20 
01・8・23 昂髪団地111地区吃！｝郎SH糾JII((泣工2Jt 拭阻匹在 llnl 古 ft U穴・絹患缶•土面若 年filll

01・8・9 い10 /).，駐団地北地区熊本・JSt大学'"''と会文化1l学研究f1研究払訴 立会潤夭 370n9 ill!l1．ill物なし 年恨II
スエl)i

01・8・10-11 

01・11 •5 
(}l•ll·ll 
01•8•17-19 • 23 Oll 本荘団地北地区（区糾） ／S怜． m填只旧 （ポンプ~1・RI実立会閃夭 ・120nl 土閑召・須忠岱・褐文土笞・竪穴 年紐II

験I復取lR・ガスりJt}•水道プラグ止 ・ 馬辺庄情閲遠）工iII 発氾閃夭 IE9凸址・溝・ビット

l}I ・ 9 • 3 
"•9・M-22

お・1・”'~
01・9・16 0112 祖E団地北地区"“射に即Iiガス油卍管IJ瑾工nt 立会閃ft 5.7nf 遠構・遺物なし 年9It11

" •9• 16 (}113 京町地区HImI’‘n2{:1瓜伎iじによる倒＊起し 立会閾夭 8nl il'lfll・ 辺物なし 年9UII

" •9・ 16 0414 I.I.I位nl地Ill地r!.J：牛郎f1)Jl.位もによる劉＊起し 立会因96 •IId 迅情・遭物なし 年枡II

09•9•21 01l5 団学郎地区宮本記念餓1li件伐伐奴fg及びその他工nt 立会閃虻 IOni 辺捐・遠物なし 年位II

1}1•9·21 ~116- 1 本荘団地北地区HI狐射Fふ'.t鼠1it1；による綱＊起し 立会閃夭 8rrl 這｛り・這初なし 年t11ll

01·9•21 い16-2 碑団地19J地区駁牛郎も凪披もによる倒＊起し 立会閃査 1.5nl 迅情 ・逍物なし 年9nII

01 ・ 10•12 いl7 )I.I髪団地北地ElT（安文化Pf案内Iぬ孜Ill:r．IJI 立公ヨf¢ 05d 遠!ll．這物なし 年11111

09•10・19 0118 /11~＂地北地区又 11浪6記念閃ほ住泣罰エili 立会ヨ充 03ni 這!A・illわなし 年椛II

＂・ 10・22 0119 碑団地北地区川“刹院IU4tJf7-生お紋引込配繰工IJl 立会閃天 四 d 還fll・這初なし 年fflll

01・ll・J-28 011 本荘団地北地区（区柑） ｝.m-~111.整情 R担閃充 おIm11.l文・古Jn翌穴認・址・氾立住紐物址・溝． 年fflll
. ti 9 t 氾•土幻伝・須恵岱・縄文土笞．

尺汲・勾王・石器

01・11・26 0-120 藁牛郎地区テニスコート宣iB:rJI! 立会ヨ充 臨 d 遭旧・遺物なし 年tll11

＂・ 11・29 0-121 II.I佐団地Ill地区さくJば設{R:I:ni 立会巧査 •13ni 迅惰・遠杓なし 年11111

“•12•6 0I22 本荘rn地北地「が1I央おIU棟（怜）ュ：，＂ 立公閃在 6639』Ii ill!R ・ ill~なし 年tllll

01・12・15 Jl1生北地区情Illネットワーク訊閲述］：ni 試掲潤充 18n!古代 に18址・住穴・須忠笞 • 土店笞 年ttlll

い・12・24 (≫23 ii.I尖団地北地区記念餌（木；Ii)lt(JtlJ渾 立会臼丑 75-trrl 這Ill．這物なし 年11111

01・1・11 “24 紐団地北地区ポンペ爪l(JR孜：r．IIt 立会図充 14.5IIt 遭Ill・遺物なし 年TLLLL

化旧・2・1-2.7-9 いお ：l1足北地区情91iネットワーク即JlliU:IJI｛紀行エnt) 立会閃査 1(j(l妓08II｛古代 土師沿・須忠臼 ＊作む[l

代・2・21- “お I.!1位北地区切91lネットr1-9飢紐泣．ー13)l 仇擢閃社 1,170.4111 ~j ft 土的と・瑣恵侶 *tl1佐m
3・30、5・9-6・10

05·2•4、 8-9 0126 本荘団地北地区防＊＊惰収設：いlt 試氾•発氾 糾nf 近 it 清•土師岱 ·IIr忠召 •JJ.けr.”” *9a佐Ill
図査

お・2•4 “” AI生Bl地北地区沢n餓ll~*illff氾＊9印翌工m ”会店充 15nf 遺Ill．遭初なし 年11!ll

応・2・21-22 “お /!I髪Bl地IIJ地区樹木991i［ボ 立会閃沢 19ni 近情・遠物なし 年11lll

05・2・2I 0-129 深学郎地区Ill水設1日工lI[ 立会閃査 ~.2.5nl 遺情 ・遺物なし 年恨11

05228. 31•l . 4.I ~130 本荘団地111地区OEnuamJa”19..I:ilt 立会関介 l.8-16ni 

053、I 0131 :l.\~tfj地区9PBil6爪訴仔-tIP 立会Ill在 l2d 這携 ・遭物なし

053.1 01立 政＂牛郎附屈ヽl•!f.佼卒累エクl11↓い字工m 立会潤充 0.9-ISn! 辺lll・ill物なし

05.3.I 0!33 軟n牛茄附属幼Ill.悧掲示仮設m:［9)t 立会閃在 O.Slnl 遠111．迅物なし

四 2 Ol34 il.\~111地区工牛郎(/f.依薬品U（改,u:111 （仮祢） 立会関夭 192.Sn! 遺f11・遠物なし

a.3.9 いお 瓜髭Ill地区さく1Hが （追9/II分） 立会閃光 5.6m 迅Inなし • 土因谷

053.10・15・16・18 0436 /!.I髪It1地El"朽局fTIK改9E:I:llt 立会田沢 G2.14nt 遠情なし

お、114•16 04” 大江地区甜牛茄クitr設i虹工事 立会閃査 8.lnl 迅情 ・遠物なし

n;1” “38 軟f1年郎附屈幼lltl妬道）しl『“がr.Ilt 立会団充 4.IヽInf ill/1l．遠物なし

05.3.23 “39 1l,1髭IH地区樹木偵↓tエlJI 立会団1¢ 6ni 這情・迅初なし

“t3ル ~40 孜＂牛船 RI狐IIIそ閃佼洗i/ARl7lさ場新奴エ1Jt 立会illた 迅情・迅物なし

05.3.24 0-141 教＂牛郎附屈 9Jヽ牛l2辺Jし取奴：I：llt •V．会因充 2nf 遺!II・遺物なし

05.3.2・1 0142 （本荘北） RI屈I州た1U4り呪財IX汗XII! 立会閃充 9.18nl 遭情．l1l物なし

お3,2-1 佃 3 （本荘北） III央お9UI直述格1点U汗：Lm 立会関交 OBnf illffl．迅わなし

05.J.25 叩 4 ),1，1駐東地区軟＂牛郎 tik舟穎？R糾水行濯水改99エm 立会円ft 19、In( 遺ffl．辺物なし

お.3埠 ().1•15 1lI仕III均区：ll"討ii:1樹＊99H.tll{ 立会閃充 3.355nl 遠憎・遠物なし
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I 構内遺跡と鯛査の概要

200坪虞

OS·~・ 19-4·20 0501 症 Bl鯰IH地区駐ぼ場環IJ2J;tfQ工事（追加） 立夕関売 28nf古代 土悶后・lJ(Jgo 年11112

05••127 0502 区牛糀附狐耐院119水貯冑惰拿•””プ捐水笥積99 立会閃氏 4nf 這1,．還泊なし 年!U12

缶•2·~-6·10 0125 (ll.\公） m,aネットワーク館本,~エり1 兄氾11ll'c 10652nl 謁文・古代呈穴住98址．楢立UU物・縄文土 ＊fllf)m 
匹•土団註・ 111119. J!•1色土石

05・S・30.6・01~6・5 曲 （木）必生区学研究七ンターお泣笠ffi11J9寮 (9HR) 立介閃虻 2.337.2rd 遠旧・這わなし 年柑12
6• M 
05・6・7 6・10 0501 Jヽ,1itrd台糧u-・平行漏れ1』IJ・祈五工事 立介閃fi: ?Ill 逗構・辺布なし 年tll12

お•G·9-6•10 碑 （公利）紅怜．m填豆伯（泣情・曳さ家釘） 立公Ill沢 “辺6nl 這揖・這わなし 年1!112
6・12 

05・6・20 碑 o、江）墨午鯰fユエト9•＾取泣 立会口夭 2nl 這槽・這惰とし 年t912

05・6・21 函 （紐919)鵞亀墳界ア・99改'9エm 立介閃虻 10.Snl 這構・這掬なし 年”12
05•7•8 四 （』位）＂1f1*• ットワーク圏仮迅入詫工m 立会日夫 ”9n1古 ft 土 G．釘恵〇 年ID12

05・7・ 13-7・ 1◄ 呻 （区日）基倅・〇填塁偽（曳さ家・ 8勁） 公樹閃光 "”n1 拇文・虹庄・ f9• 土じ•Ill患愕 年11112
7・19~9・30 古項・古代

05•7•19 田II 碑団蛤北鳩区111水配行情修 立介日売 7.6バ古代 包含層•土“O·飢坦召 年帷12

05・8・1 お12 軟＂牛昴 "Ill幼憤団iun丑m 立公閃死 0.96nf 這Ill・這内なし 年恨12

05・8・2~8・3 お13:c④ (UI髪IIl）エ牛価他佼合改99結泣豆帽子IIt究-I 立会関在 9.7,tf古 ft 土因切・絹9ぷ沿 年恨12

05·8·2-8•お 05l3Ji② (l)．I位1JJ) エ:m郎他校含改修比血帽守り濱←•2 立介製売 l98.75n!古代 土団沿•項！i！沿 年恨12

05・8・5 ml4 ~!'f.i況191地区9二m-W内船水註債工m 立公1,111夭 l9.9-1n! iIII" ・ ill物 年IU12
なし

05•8·5-8· 10 田13エ⑤ (Ill公1り）エ牛郎鯰と合改,~柑＆豆1l1等り9霞ー 1 立会閃忙 17.8nf 辺1,．辺右 年恨12
なし

05·8·8-8•18 田13工① (nI公191）エネ郎鯰校台改修絡ag口四婁ー2 兄だ閃光 凹鯰nf古 It 住店址•土悶日・絹恵臼 年籟12

05·8•18 お15 本荘日綸 (III鯰区）駐祖閃坦笠f11工事（その2).jQ加変立会lllfc 年 98rd古代 住騒址•土編已・須巴四 年帽12
更

();・8・ 18-8・23 o.;15エ⑥ぼ髪IH)エq:.肥億仕令改作お註虹情マm食-2 立会曰天 14.iJlf 這Ill．這やなし 年櫂12

();•8•19-8·29 0513工⑬ (In髪llf)工年配綸と令改作お設空情苓1)1棗ー4 立公閃沢 2紐 逗111・aわなし 年櫂12

05・8・24 0516 本荘団亀中鯰a外灯と償工事 立9口克 11.4バ 這Ill．辺合なし 年"12
G;・8・23-8・29 0513:r:@ UAI足Ill)エ牛郎他U令改＂店庄に憤等 !JI震-2 立合lll!i: 172ttl 田情・這初なし 年"12
05·8•お 0513エ⑦ （出髪Ill)エ年郎饒校合改作比註豆口わ1Jl寮-I 立令閃死 "’ttf 遭鳩 ・迅初なし 年"12
お•8•お お13工R(Uし鯰Ill)エ牛郎他校含改9駐注註整伯芍m窯ー2 立‘”"t 86.lnl 遭ffl・ 遺Wなし 年骰12

05・8・25 お13罰③ (111髪1tr)エ牛紐1111位合改修且丘竺債等1"霰ー 1 立会閃fと 65.n! 還情 ．ill物なし 年tll12

05·8•お お13瑾① (UI髪Ill) エ牛郎他位合改'9応註竺伯~lJJ寮- I 立介図充 120エird 這情 ．ill杓なし 年柑12

05·8•29-8·30 お13エ⑪ （U¥公19I）エ牛闘他a令改作白註覧慎等m棠ー2 立公Ill天 2↓6d 這捐・這柑なし 年9012

05・8・30一9・1 ぉ13エ⑩ (UI佐IIJ)エ午麒鯰a台改作ぽ設笠憐苓IJI禽ー2 ユ会m元 ZMn! illlll・遠＂なし 年恨12

05・9・1-9・13 051螂 (U＼公川）エネ邸他佼舎改99皿豆臼等n環-I 9旧閃天 町．6nf 縄文・古代皇穴住屈址・縄文土臼•土団註・ 年"12
m患S

05·9• l.9•20 おli ＂＂月）贔怜 •Ill填塁Ill （曳さ家・現在） 立介コ沢 1337n! 這員・這作なし 年憤12

05・9・4-9・5 に1双（瓜髪Iり）エ牛謳饒と舎改修島泣Ill苓事是-l 立介1J1史 4&75nl a"．ill"なし 年帽12

05•9・ 12-9•m 0513工⑨ (II.I髪19/）エ牛屈惚佼含改修緯反豆臼苓IJ頃r-2 立公関充 但 nl 辺構・置掬なし 年籟12
05•9・ 13 0518 Iii属れは町「ガス紐Ig改19エm 立0田丘 29m 迅構・逗＂なし 年tll12

05・9・14 缶t9 （瓜尖北）牛務聾介以駅紐工nt 立"1111l't 157.76nl 這構・這掬なし 年9R)2

05•0・ 15 0513工⑭ UAI髪IIJJエq.llll他校舎改99給匹旧ぷIJt$-5 立介口虻 Qでhf 包合層・ピット 年傾12

05・9・15 0513工⑮ (/.(10,lfll)エ牛郎他校合改修おは監伯苓事業一 l 立介四在 4邸d 辺情・道柑なし 年tll12

05・9・15 田ね ＊1E団旭北地区入迅院I息Olスロープ取設工ili 立会閃在 17.ISrrl 這構・辺やなし 年紐12

05・9・IS 0521 本荘団鯰（北地区）台風町＊う1起し 立令閃売 碑 d 這情・這打なし 年9R12

05・9・ IG-10・2 0513エ② (J!I公Ill)エ牛郎饒校令改9日お註聾債等m震ー2 立公閃充 97ぷ2nl古代 土幻臼・れ患召 年恨12

お•9・ 16 022 区年郎"Ill糾咋覆暉外はJ《ルプ『('m:1J1 立aIll天 225m 還情・遠柑なし 年Nll2

05・9・27 お23 （区Rt)111火む復愧（仕上） 立会口査 ”.6d 這鳩・這＃なし 年恨12

伍・10・11-11・7 ら13エ③ （関生Ill)エ?記鯰含改作お註竪臼守m震ー2.3 立公口代 150d古代 匹地・讀 •:t悶田・ 11t出已 年11112

05・10・11 四 1 本団嶋（北綸区）駐爪ゲート豆償工m 立白閃売 お133111 這撮．ill樟なし 年"12
C・lO・l3- おお (UI駐）111帽オ•アトワーク註信工平 立分閃在 73.6n1古代 眩•土“笞・絹5 年11112
10・14.IO・li-
10・し8

05・10・14 四 糧文11'1紅内墨改＂樗位と償エ平 立公mrt 2.0n! 辺情・這わなし 年"12

05・ 10• 19-10・20 知 (!!I髪北）文法牛瓢本鱈スロープ竺！江りI 11.合111北 “nf 這情・遺柑なし 年惰12

05・10・21 四 エ午柘しのづくり尖胃斑所営工m 立介図壬 8l0nf 這情．ill掬なし 年1a12

お・10•お 0函 （区Ol)外光臨な碩充械玄関前ml境豆'{II工m 立会11'1在 38Ll2m 這構・遭油なし 年9n12

05・ 10•26 0530 硝牛茄ll!IR立（荀床i碑） MItエ！lt 立公閃ft 5ポ 這Ill・辺わなし 年恨12

05•ll •4 臨 I InM州処糧七ンクー1!1外”段収奴工n! 立公閃1¢ 9m 遺I~ · ill物なし 年"12
05•ll •7 0532 杜＂牛昴＂以央諷牛校給水引き込み氾水績 9E 立介閃北 3.5af 遺構・辺物なし 年11112

お・11・7 0533 (/i1北）が4,•公伯水腎紬修工nt 立公口売 I.Inf 這綱・道岱なし 年柑12

OS・ll・IO. ll•21 細／11~111鎗gl!l1m改99工m 立公閃北 12'じhi 這綱・這愴なし 年9t12

a・II・” 051江 R(111公Ill)エ牛郎他校舎改作お誼塁臼”/Jl震-2 立会閃夭 48rd古代 に・じ穴 年惰12
12・15 

05・ II ・29ー12・5 051螂 (:U髪Ill)エ牛瓢饒92舎改修応丘豆国5lJ1露-2 2N閃充 ud古代 に・清・ピット・土后・須 年帽12
患臼

0&・12・4 お13工⑪ (!l1髪111)エ牛郎筐校舎改’"紅瑾慎＄印稟ー2 立公口売 117.4rr1古代 土 年"l2
お・12・7 お13エ⑮ （IA~III) エ牛郎惚位舎改作柑註塁情等m叢ー 2 立会閃夭 8?nl 古 IC ピット・土”日・須忠罰 年州12

じ・12・9 お13エ⑲ （1).\~Ill) エ牛郎他校令改9E格迂空旧筍咋ー 2 立ク111沢 お,nl古代 a含層•土匹註・川患石 年11112

お・ 12•12 お13エR(UI公19i)工4れ郎他校舎改m皿豆債苓1J1稟ー 2.5 立公lll1t n{ al,．這物なし 年帷12

お・12・12 おお 紋＂？閃罰け 19ぼ；a場竹霰抜但 立ク閃沢 Iヽ応inl 住穴 年悧12

C・12・13 0513エ21 (/).\爬III）エ~lllift!!校台改19し＂匹t日IJl窯ー 1 立会閃沢 0.snl 這情．illわなし 年恨12

05•12・ 13 お13エ22(：A1髭111)エ々郎惚校台改9田団は笠償字1J!棠ー2 立hll'Irt 3nl 這1l1・沼ibなし 年代12

05・ 12•13 0513エ2(JA1公111)エtm郎他仕合改f9泣紋豆霞予りl菜-I 立hmrt 87.5nl 田1員・遺物なし 年ffll2
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3.これまでの岡査と本術収録の逍跡

お・12・13 0513エ2•I （川髪111) ：[？郎他It令改It出孜笈Ig守りf~-2 立会閃ft 18nl 遺情・迅物なし 年ltll2

お・12・1ヽI 051域R(！II約II):cq.絋他It令改9H屹孜笠f9等9Jt棠ー2 立会閃ft 紐．6m ill構・辺わなし 年伯12

05•12·M 紐 区牛邸弓辺場註（日131ヽ 立会図充 82.73m illfll・ill物なし 年11112

お・12・15 お1域R(！l1髭199）エ？ば他佼令改9U店孜空fかmit寮-1. 2 )［会田元 牢 nl iDIII．遺初なし 年恨12

C・12・16 知 開年郎プレ9ヽプhM断 J:IIt 立会刃た IG7nf 這旧・遠物なし 年恨12

お・12・19-12・21. 053S (！i＼戻）情IUネットワーク飢泣ia.13II（追加） 立会四ft 70235日 11[ 9t 土岱若・須恵芦 年9U12
!2・26 
06・1・6~1・II.
2・?:l-3・2 

お・12・22 紐畑は地 (Il1地1i）ゴミ『Ublfd奴 立会四托 4&5Inf 退l日・遠物なし 年9n12

05・12・26 051域⑨ （！i＼髪191)：13FRti息た令改9E比設炊1日守り（食ー2 .fr.会悶夭 IOnl 追情・辺物なし 年llll2

06・H~l・l9 お13理⑩ (111嬰Ill)J：年郎他た台改If比泣整旧等IIt突ー2 給紺四充 印diじ ft 仕店址•土因笞·須氾岱 年代12

06・1・5 ぉB理⑪ (l.1\~ Ill) :1浮郎他た令改9E比丘豆{9守nt窯ー2 立会1J11充 70nf illtll・.i!t物なし 年tm

06·1 ・ 10.1•お お40 本荘団地 (Ill地Ii<)しI¥設ガス行改修工IJI 立ク潤ft 6l,8nl illl~ ．遺物な し 年9l112

06•1·17 0613エお (:i1岱199)：r．年郎他た令改修応改笈{g字り1棠ー7 立会閃1¢ I III 退Ill．這物なし 年ta12

06・1・⑳ 0513I26(！↓＼製Ill):r．(;.nt他た合改9Hも設整臼如lぼ!-7 .v.．会叫Jc. 708nl 辺構．lll物なし 年tu12

06・ I ・26. 05-II (！i1忙III)罰牛郎5"‘JII只f9-T.IIt（辺加 •Pi迅加含む） 立会刃1t III0.6nl 古 It 土師召・須息i; 年骰12
2•2 
2・10 
2・'l:1 

06・1・23 0513エ万 (Jl＼公III)：r．牛記他佼合改1印給註整Iii亨り1突ー7 立会閃fC •15,lnl 這lll・illttlなし 年"12

06・1・24 0513工お（：犯＼だ199) ．．I:！祖I~他佼令改9H紺設P.tfi守り！寮ー 2 立会因在 13nf 迅情・這杓なし 年lll12

06·1•お 0513四 (.'II尖191) 工9'f.85他佼わ改99も出整IQ~りt突ー 1 立会潤充 』IOnl 逗!fl・ 這物なし 年11112

06・1・'1:1 応12 （区射）ふ怜．J:11/匹｛g（曳さ立・19動経路） 立会閃1t 1•ICrrf 辺111．迅物なし 年11112

06-1-30 0513エ30(／i1位19J)．11m郎他佼令改修お紋整(9如lt霰ー3 立会四ft 656.lnl ill捐 ．ill物なし 年Illl2

06・2・13 的 3 R9ぼ約院nt199生紺奴団庭整f9 立会コ丘 338.9nl 這111・遺物なし 年1Ul2

06・2・16.3・!3 0:>1・1 （医9H)Jぶt.mjl1往！9（泣fa．出さ家餃） 立会潤北 ”nf 迅fll・ 迅物なし 年11112

06・2・17 記15 9i'f1牛郎""“力111:IOJプランコJIIゴムマット布紋 立会閃充 12n1 遣Ill・ 這布なし り！flll2

06・2・24. お46 (Il1公） 情Illネットワーク飢新代エりiに11!う外構エ1J1 立会閃虻 1837111 古代 I碑址 •土臼柑・須忠苔 年tfll2
3・7-3・8. 
3・13. 
3・16~3・17 

06・3・10 知 7 (Ii＼~)北地rが祝l；公飢州11llパイク訊屈設m.tllI 立会関充 48d 遠Ill．遭物なし 年fR)2

06・3・13 伍48 *iE団地 (II1地19.)況I川gr設『I 立会閃査 s.s191 遺！n.遭物なし 年9Ul2

06・3・2-l 缶 9 （以紺）外来化年ヽ幻法・ヒンターIll外汚水佗管．T．IJl 立会閲た 1、92n! 遺情・田物なし 年ftll2

06・3・30 05SO ざ木紐IE:I:nt 立会閃9t O'9119f ill!,..itl物なL 年恨12

a沿記E窟
06•4•II 0601 軟nネ6研ll<tヽtI牛伐・テニスコート99改 立？刃充 5.9-ln! 這IR・ill物なし 年11113

06•4•II 0602 (:!＼佐北）接ぬ1:111 立会閃在 6nf ill構・這物なし 年IU13

06•4•II 0603 (:!，1髪北） 沢n印改tJ:r.1J1 兌氾閃況 32.lnl古代 iII状這ln・ピット *1U店IX
土幻西・須忠缶

06-4-11-4・12 ()6().1 (Il＼忙北） Rn飢改9m:）)!（凩外It*） 兌氾ヨ夭 25.12n1,!i rt It1困址？．jmill情・ビット >1'111むA.
土Jlll若・須！g召

06・・1・12 OG06 :r1引郎研究匹Ill)I(M（取泣J:* 立会潤虻 ・19.05nl 辺111．迅物なし 年9Ul3

06・4・13 0605 故送·K!杞案内l~IR設J:111 立会m充 l.5d 辺構・迅物なし 年恨l3

06•41・ 18-4·19 濶 7 (:l、¥'-!Ill)J;？部鑢佼ヤ改9E注設立1eゃm布ー9 立会関托 52nl 辺fll・辺物なし 年Illl3

06會4・21 0608 (ll.1佐北） 1rヽ 面歩i!lll:!lilい~J:111 立会閃升 13d 迅構・遺物なし 年11!13

oo·4•2t 0609 屈牛郎駐輪場ガス洩れ情9E 立公閃托 l.7nt 遺構・遺物なし 年9R13

06・5・2 06l0 軟W牛nCHi狐ヽJィ叶2追・Jし新ば 立会製夭 0.98nl 遺構・遺初なし 年fUl3

06・5・11 OGll(j) （UI忙III)］：牛郎地12令改,iお姦監｛年9nt突ー1 立令閃在 32n! 遺fll・遺物なし 年代13

06•5·22 0611② (li＼公Ill):1：牛郎他伐令改,~お設咲！gゃiIt寮ー2 立会因ft 1公lnl 這構・辺物なし 年般13
5・25 

06・5・22 OOIゆ w.1~111) ：［牛郎地た合改修は奴豆｛が洲t震ー2 伐阻糾氏 I.Inf古代 仕穴•土閾若 年骰13

06·5•22-5·24 061~ (/11佐lffl:i;q,.屈他佼令改9日お阪整Iii!守llt茨ー6 佑la四夭 “"｛古代 u •土因料 •8i恵遥 り！tll13

06・6・12 0614 (：i1公）聞填安全センター9t＊配行補IJ 立会悶托 0.57nJ 遺情・遭初なし 年9t13

06・6・19 0613 "“‘柑はIIヴぼSIi!1Q祈貸咤久改(9J.！lt 立公只北 72.•ln( 這情・這物なし 年骰13

06・6・22 0615 U／ばれ院中央おIU代新竹慣は出(a（衛生）工事 立会閃査 153n｛古代 土師と・須患沿 年9R13
6・28 
i・3 

06·6•町 0612;≫ (：l．I髪III)J．牛郎他t2盆 If出設豆tg字m亮ー1 立会詞1C 21.!)8d古代 土臼z;.須也臼 年骰13
7・7 

06・8・7 0616 U'ft牛郎""̀III牛佼船水行狛9trIlt 立会刃北 1.7nl ill/A・ ill物なし 年IU13

06·8•11 0617 (¥＼髭）プールU9はゑゞf.1111!配屯改9E（アスペス り処穫）エ 立公因fと 0.59rrl 這IR・遠わなし 年11113
ili 

06·8•11 0618 底学部11181刹院駐）llllllll!iRtfl罰 立会図充 ＆乃d illfR・遠杓なし 年11l13

06·8•2I 0619 玖W牛郎＂＂` 尺箕牛校 hi外人工芝張けそのII!!工nI St.{？コ1c.12051d 辺旧・還物なし 年IU13

06·8•2,1-8•お 0611③ (U＼虻191)J::内部他位わ改修店設整iaさ苅t寮ー3 立会コ夭 20.?rrf 年fUI3

06・8・31-9・1 0611④ ()l\~llJ) エ牛郎1l!!佼令改9日比設只旧如It業ー2 立会閃1¢ 61.Int i!i 9t 溝•:I:因苔 年IU13

06·9•7 0620 牧＂!'f./畑lrll lヽヽ年,~ブール系統給＊湿＊侑9圧工りt 立会閃f¢ 28Iii 年t1113

06・9・II 0611⑤ C!!\~111) :r.it-部他佼合改9日比設位伯:9IIt亮ー10 立会閃和 49.“ni 辺ffl．迅物なし 年IU13

06·9•12 0611⑥ C/A\~JIJ) :Ctt郎他佼令改1il1i紋鯰伯imlt築ー10 立会閃夭 MOnl 這構・遺物なし 年様13

06•9・ 14-9・ 15 0611⑦ (：A1公It1)J：牛郎他佼令改9日比設厄ti等IIt亮ー10 立公悶．1¢ 四 nl 迅Ill・迅初なし 年9[13

06・9・ 20-9・ 21 0611⑥ (：l1髪191)工午郎他佼令改1囚糾双祁埒llt霰ー10 立会謂1¢ お．Im 年11113

06・10・2 0611⑨ :，I，1忙III)：I:？部他12令改99給設笈iq;"環ー2 立会悶f¢ 10.5nl ill情．ill物なし 年IU13

06・10・2 0621 (！l1梵）プール“"‘・.i(.:<;:111填/ell.I改9E（アスベス ト足瑾）エ立会因f¢ 44ni illlR • illわなし 年IU13
9Itその2
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構内辿跡と調査の概要

06•10•2 
10・16 
10・27 
10・30 
11・13
06・10・10 

10•12 
06・10・13 

06・10・16 

06・10・19 

06・10・25 

06・11・2 

06・11・17 
ll・Zi 
12・4 

06・11・20 

06・11・30 

06・12・1 

06-12・15
l2・18-12・25
l2・27-12・28 

07•1•4~1 •9 
06・12・19 

ll6・12・25 
釘’•4·2

fll・I・10-1・11
］・19

111・1・18
1・22-1・23 

m・1・30

07•2• I 

fl/•2•20 
07•2•26 
07•3•I 
fl/•3·6 

07•3•8 
07・3・8 

07・3・12

07•3•20 
07・3・22 

07•3·26 
2007年度

07 ・4 • 10 

07 • 4 • 12 
07 • 4 • 13 

07 • 4 • 16 
4 ・ 20 

07 ・ 5 ・ 7-5 • 8 
07 ・ 6 ・ 7 

07 • 6 • 13 
07 ・ 6 • 19 
6 • 21 
6. 27 

07・6・20 

07・6・20 

07 • 6 •お
07・6・26 
6 • 29 
7 ・ 10 
7 ・ 18-7 • 19 
07・6・28 

07 • 6 ・四

01 ・ 7 ・ 3 

07 ・ 7 ・ 4 

07 • 7 • 9-7 ・ 10 

07 • 7 ・ 17 

01 ・ 7 ・ 17 

07 ・ 7 ・ 19 

07・7・30-9・3 

07 • 8 • 7 
07 ・ 8 ・ 10 

<Jl・8・22 

<Jl・8・23 

<Jl • 8 • Tt-
10 ・お

四

四

竺
g

竺
u
g
g

0630 

0631 

碑

061頌）

知

ゆ

畑

g

竺

i

g
紐

知

如

釦

知

竺

g

釦

碑

OiOl 

070'! 

(T/唸

IJ/01 

0705 

f110 

rf/06 

m四
rf/07 

0700 

fl/09 

m03c 
fl/10 

07螂

mll 

0712 

0713 

071~ 

0715 

0712 

（医紺）環Ill整i日（洒四IIEllllllや）エIJt

！i¥公団地りは9lfdtその地エ"t

"＂KI褐院設l"行程棟Tキュームレークードレン行氾IL9印置
（区1H)i.96？・環填笈iIii（りは9）エili

（区枯）必倅笠{R（ポイラー設{9他更訴） ］：＂＇ 

（大江地区） U*奴{R工9It

医1r郎nIほ柑院行程9Q北闊外灯ltt去工9It

（＊荘）区1れ郎化健:'f.It佼合改9m霞久孜旧:r."

II¥髪Ill地区工牛郎通9llPl囚辺M1し

渡既01地防火nl*1位去工lJi

il"9.lil正Fl樹木Illtトえ

(l.1生IIi):c牛郎他佼台改,iお設笠偉等り”←-6

本荘北地区Ill関駐｝I(場歩道環Ill飲Ig:clIt

（＊荘）区牛郎保健牛4• 校台改9日伐械設はエlJt

Ullll哭懐学校ガス泊れ緊忌1l会

粒牛郎1・l}間井砕郎lr（設工IIt

（＊荘）区牛郎Iり＼紐牛什佼ヤ改Im:1Ji

(cj:ffi.n)ゴミ伍さ場取泣エllt

（祖［）医年郎If湛浮IH2令CT/II接地エlIt

i胆岬l地北地区)11'1!:ttガス瀾れ円査

（＊和1ヽ）医学部門niflilRIJi”しエりt

：和留モ＂地災 1tiuIn工iJ9

(/!.l'llll/)烈牛郎iui！取り峡し：r.111

(ll1地区）西関IDIRt改9［エilt

*1EIt1地区テニスコート搾註給水行泊水工nt

（区1H)環墳t'!IA（紋急l亙改9E)恨匹伯工事

（軟） U/屈幼Ill団11ll閾改9EEIIt

（区9；；）環Ill笈I日（山崎記念飢外郎改9E)工IJI

（枚）附属央渥牛R東r1苓改作工nt
(＊1E）区牛郎図印鵡到棗断営工nt

軟↑牛郎附狐幼籠団刷"4湿取孜工nl
(!!•＼公III) エ牛郎蛇佼令改修比拉茫ig:”"窯ー 6

（／l¥梵Ill)祈 エ1J1にif・うり木f9t11エり9
医刹）東枯lヽ祈営工IlI

（以Ill)~（刹ほ祈営に作う文閃碑し9工事（証らUHR)

(／i1駐ltr)工学郎rak令改修比紋整伯等IP案ー13

畑 lfr地区保饒学科通）111"1笠旧

!i1及北地区柁合研究lil(祈営工nt

(UI公19I）エi'f.郎他佼令改19お紋笈i9序IF業ー13

（木）区牛郎図術訊親！鼠妍営工nt

＂X枯）東松は新営工llt

緊学郎!i！外給水行氾＊1＂程エりt
(Ill髭III)瑾牛郎I.2サ飢lu示認孜工りt

(/!,¥髪Ill)エ牛郎他佼台改修給註竺19字n！究ー19

（区射）東糾は新営J:1)1

発紺閃査

立会四去

立会閃天

立会閃虻

立会閃充

立会只査

立会図去

立会刃夭

立会日査

立会図去

立会図夫

発阻閃丑

立会潤充

立会図光

立会閃査

況氾因壬

立会潤北

立会閃査

立会m査
立会閃王

立会閃充

立会匹査

立会四充

立会閃査

立会閃査

立会閃北

立会因充

立会四査

立会閃交
試氾田査

立会切査

立会図衣

立会閃迂

試担団充

立会閃在

立会閃在

立会関査

試阻匹¢

立会悶査

立会閃在

(IA1佐北） •K枚センクー191紐Ill水行つまり 1田瑾 立会関丑

（本荘北）仮設渡I)出”FIU設工IJ！ 立全潤査

(/),¥髪IIJlJ：牛郎他佼台改修祐設整(9如It索-6.M 立会綱夭

(）k町）軟V年郎UllliヽlヽII冴りが反設校合取設工市 （変更） 立会図去

(111!1.llll)エ牛郎i也佼令改修比孜整(9中］＂究ー 6 立会閃査

（医射） 1，"作・環墳豆伯 Clll1l1央恥UII最収IJJ11しに伴う砥気立会潤充
注ig)エII!

(f/03⑥•I(/'•l!l.llll) ュ：牛郎他佼台改修島設笠旧等nt究-13

07蟷・2IAl'l.!111)エ牛郎他佼令改9Hも設豆f9等IIl棠-13

m(f/ （碑）以牛郎図円講異1直舒ぢエり1

立会刃在

立会田在

癸尼閃充

立只充

立会m査
立会閃充

立会閃丑

・兄恨閃天

&0775n1古代
(50.68n1) 

26.79rrl 

2.!6nf 

蕊 4m

106.7rrl 

02,jrrf 

2.8rrl 

239.4m古代

15n! 

56.93n! 

3.36n! 

16Z.7n!古 9t

砕i3.19d

113.36nl 

13.15nf 

30.35d古代

3'112nf 

35nf 

4.35nf 

l.52n! 

52.心nl

l匹 d

101.7nf古代

55.28n! 

7Cd 

5.i7n! 

25.7111 

I.15m 

2nl 

古代

18.21ポ

6lnl 

446nl古代

17.4nl 

31.1nl 

1.590nl 

1.5d 

43.s1,1 

濁d

40nl 

58.75nl 

訟 d

1.576.6n1 

珈 ahi

1.590d 

公m
In! 

15.7al 

2.09al 

589.29d 

土出岱・須虫召 • 閲文土t3

遺fll・ill物なし

這IA・ 遠物なし

遠情 ・迅物なし

遭揖 ・還物なし

遠Ill・ 這物なし

土岱若

迅99．遠物なし

這情 ・遺物なし

這情 ・遺物なし

土閲笞・in患召・動わ什

ill愴 ．迅物なし

illlll・ 遺物なし

遠惰．這わなし

土邸沿・瑣患岱・覇

這情・遺わなし

遺Ill．遭物なし

這構・遺わなし

辺ff1．這物なし
遺tR・迅物なし

遺情・迅柑なし

土閃岱

迅IR・ 這わなし

迅情・逗物なし

ill惰．還わなし

迅!II・ 置わなし
illfR・遠物なし

本9UttIn

st,1!113 

JY-1!113 

年9U13

年tUl3

年9B13

年1!113

年tll13

年tnl3

年11113

年恨13

年til13

年恨13

年9U13

年1U13

年柑13

年91i13

年IU13

年t1ll3

年代13

年11113

年"!13
年代13

年11113

年IU13

年"13
年91l13

年IUl3

1n1 

4692n1 

這旧・這わなし

樗・転・:I:臼

這情．.illlllなし

這!II・ 這わなし

土閲召・絹恵岱

i!l!R ・ill物なし

ill旧・遺1りなし

這情・這物なし

仕穴•土岱

遭Ill．迅物なし

悶出物Ill去・一次M削

辺構・辺杓なし

逍構・迅わなし

退構 ．ill初なし

逍構・迅物なし

逍構・遺1bなL

遺情・遺物なし

這fll．辺杓なし

副n..i11物なし
閲文・古9t 竪火住む址 •*millfll ・ビ ット

縄文99 代石お ・ 悶文土笛 • 土伍
召・須患笞・鉄閉

一次氾nl]

這ffl．這わなし

辺!R.辺物なし

迅tll・遺物なし

閲文・古911 悶文土臼•土臼笞 •IJI忠沿•石
・古代・近岱・古代は苔・ll1閃怜否・馬什・
世 宋92

年11ll•I

年似I•I

年伯l•I

年恨1•I

年IUIヽI

年骰14

，：怜1•I

年11ll•I

年IKM

年恨14

9渭IIヽJ

年1UM

年柑M

年tllM

年91IM

年91l14

年tllM

年IIIM

年tlll4

年柑14

＊松告1n

'←限け＼’

年1!!I•1

年11ll•I

年9UI•1

本9Uuv
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3.これまでの調査と本俳収録の逍跡

07 ・ 9・ 3 

07・9・ J.l 
10・ 3 

07 ・9・お～9·万 0~
10 • 2 
07・9・ZI 
10・ l-10・ 2 

07 ・ 10 ・ 4 
10・ JS-
10 ・ 16 
10 ・ 22 
10• お

08・1・30-1・3I 
2 • 13 

07 • 10 • 19 
07 ・ 10・年
II • 28 

07 ・ 12 ・ 3-12 ・ 4 
l2・6-12・7 
08 •I· 18 

07 ・ 12 ・ 5 

07 • 12 ・ 5 
12 ・ II 

07 ・ 12 ・ 7 
2 • 10 
12 • 12 
07 • 12 • 7 
07 • 12 ・ 10 
12・ 17-
12 • 18 
08 • l • 16-l ・ 17 
"’•12• 14~ 
12 • 27 

07l6 

C1il7 

0718 

0719 

0720 

0719 

0721 

om 
0123 

Oi24 

*1E191地区駐lIUIり入9:1竪伯

（駁約） 1“幹• I.II99E情 (In巾火お媒I棗取り頃しに伴う慣は
設伯）工m
（：i＼駐111）エ午郎他佼令改9Hも設笈ぼ字nぼ;-6.16 

（大i.[）泥:m郎本tllfil震改9m:“

（出町） 牧W牛郎RI屈 iヽ99巧りが2台守改作工IP

ilt務局111閲l,~Ji＼外粕木行樟9にEm

（）氾町） 5え＂牛船 Ulllt小II浮佼校含芍改99エI)'

ぼ(11/Hi属JJヽtl1)K令SRlC設は改修

(/11梵）：l:!'f.l氾8・1}飢Iり郎Ifその他エりt

(：l¥公):r.年郎8・1}飢1り郎改ImEりば誼はエりi

（本AEIII)ぽ牛郎／駐邑研究i也(CI印RI)埃し）エ巾

07'...5 (）氾町）牧＂牛郎RI~ヽlヽ•,,冴叶2校令序改1酎霞久改旧エlJI

0703⑧-I (!IIなIII)J:1F郎他R令改IJお孜整!11~•11.;-6.18 

0721 

g

g
如

g

g

竺
竺
H

畑

匹

g

(JKBrnI昆IヽII9)K令~t"“が日改修

07 • 12 • 19 0726 灰牛郎湛Q研究f~;に11l1如i"

08 ・I・ 16~1 • 17 07⑱ (/A\~111) J:!7:ffii地拉令改19お汲笈情等tlt突ー20
08 • I ・ 22 0727 <I!.\~) ;i;i-;:郎8サ釘61霰改IJし1代泣情工tp
08 • I ・ 22 0728 (IA\~) J浮郎8分飢111陥改19只械迂伯エ1)1

08 • I ・ 23 0703R-2 (IA\~111) ：じ府町叫2令改It比泣聾tAIJI寮ー 6.18

08 • I • お Oi03⑩ (／A＼駐111)エ牛郎他佼令改,.比設笈伯IJI稟ー10

08 ·I• 29-1 • 30 Oi碑ー3(UI公IIf)：l：牛郎他にわ改作お設笈tRIIi祭ー6.18
08 • 2・ I ffi⑱ -4 (：』な19f)エ牛郎他佼合改IJ捻奴笈tQIJI亮ー6.18
2・4 

08 • 2 • 14 
08 ・ 2 ・お

08・2・27 

08・2・29 

08・3・ ll 
3 • 26 

08 • 3 • 17 
08 • 3 • 21 
08 • 3 ・ 21 
08 ・ 3•お

08・3・ZI 

08 • 3 • 31 
a 度
08 • 4 ・ 2 
08 • 5 • 7 
08・5・20 

08・5・26 

08 ・6・5 

08・6 • 6 
6・ 19 
6・23 
6・ 26 
7•4 
7 • 10 
i ・ 18 
i ・ 28 
8・お
12 • I 
12 • 8 
08・6・20 
6・お～7・ I 
7 ・ 28~7 • 30 
12 • 4 
l2• 18-
12・ 19 

08 • 6 ・ 9-6 ・ 10 
08 • 6・ 18 

（：A＼~Ill) ポイう一：ftll去工m

（！l髭東）牧＂!'f.l四iì9柑J文1夏学位防火用水情内去工m

（！l＼嬰111)IOlfl恨氾問七ンクー改99

（本荘） 19別店圧受霞！糾憎格工m
（総利） 11J中央お以は取りiRL工nt

(!).I忙北） In水閉間n郎7c,.ンス設11!工事
冦牛茄況純牛9ヤI1イラー／ll地下煎泊クンク徽去．てilt

（大江北）渫牛郎inり／Ill水ffllll去．tIlt

(/I\~11ll ，ドイ ラー悦~Ill去：r:Ilt

(＊1EIII)以牛郎保紐牛ff記念稗取泣工1lt

(U＼尺北）IIIl1｛注，¢灯Ii'(汲：I：llt

立会閃夭

立公潤虻

Rigヨ忙

兄氾閃充

立令口北

立会苫在

兄拇図1¢

立会コ3¢

立会閃充

立会閃ft

；t．会ヌ1/:

立会閃5¢

立会出夭

兄掲閃9¢

l'9．会閃先

立会閃査

立会閃ft

立会潤査

立会図在

立会閃充

立会閃査

立会閃在

立会田在

立会閃査

立会”ft
:ii．会閃充

立分閃沢

)'L会閃充

立会閃充

立会mft

立．会悶ft

立会詞充

立会閃ft

29-IJ!nl 

49..Int 

”5.5ni古代

茄•L32nl ib it 

308.68111 弥生・古代ビット・弥生土笞
土田昨

2.5"’ i1'll11・迅物なし
2JO.3n1弥生・古代竪穴住屈・ピット・溝・弥生土

料・土悶店・須恵岱・打閃石猷

l.J09．05 弥生・古代翌穴住居・ピット・弥生土註•土
nf ・近世・近田サ・須息苔・近仕．近9UUIll硲
9t 

9inl 

M.lnl 

l.!XXlm古代

幻1d

11&75Id 古代？

illlll．還物なし

這Ill・ 遠物なし

に虹・ピット・土臼苔・須患苫

渭•土筵i祐

土1た・ピット・士師笞

112.65,tl 祢生・古代竪穴住居・ビット・近代土坑・弥
・ i!i:llt・近生土ti・土面侶・絹息岱・近世．
代 近代田磁母

IId illIR．遺物なし

”.5，d .i1'li,..i1'l物なし

12nl 迅ffl．遺物なし

2ni 這情・這物なし

的nl 這IA・ 遺物なし

2.0lnf ill慎 ．ill物なし

96.7,TI古代 土師岱

臼統d 古代 土師笞

年団）4

年慨14

年恨I•1

年"M
本松む＼’

年恨M

*骰lliV

＊帷むV

辺情・遭初なし

這IB・這物なし
年恨14

年11114

年l!IM

迅情・道物なし

ピット

年怜14

年"14

ゾ；；tfll!i

J8.8nf 

、Inl

1 l.25nl 

12nl 

&In! 

50.3nl 

10nl 

73.3,rf 

碑 n1

l.89II 

10.135,tf 

遺情．il'I杓なし

遠捐・迅わなし

遺lR・遠物なし

遠情・遺物なし

遠1,．遺物なし

年骰14

年11114

年9り14
年骰14

年tul4

年恨14

年Illl4

年恨14

年t!ll4

年9RI4

n101,1 

年恨1•I

年9014

年1014

年帷14

年恨14

年11111

年恨14

年tillヽI

卿

g

g
卿

碑

曲

0806 

如

g

（医刹） l［MI央肪LLFL棗とりこわしエIlt（辺加）
"l($j•l•!'t-佼散水{l(In]3Jt

深1t65潔1囚91行理令ガス行改9にエiJヽ

“項北）駐佐lll取J内Lエ！It

(｝i1髭川）ボイウー：-it191四給水行泊水9E覆

(II¥嬰） 11113区は利柑孜支ほ尼行し？工m

(：il公） MはEI!i{1J徳設支ほ配w-♦~工り！

（本荘）区牛85図内講義！直祈竹伐使註旧工m
(:Al嬰北）イj閃系斑誼足n応孜東閲紡＊行潤水作瑾

立会四托

立会m托
立全閃在

立会閃f¢

立会閃兌

立会コ充

況州コ光

立会閃光

立会閃充

20111 

2,rl 

1.8n! 

11.t,rl 

2111 

謡 16nl古代

lお2"iti it 

逗fll．這初なし

道111・遺物なし

遠旧・逗わなし

土訪岱

遺情 ・這初なし

這111・這物なし

遺情・這物なし

這情・遺わなし

迅1,．辺杓なし
這旧 ・遺物なし

土“呂

溝・ピット•土紺笛 ・ goよ笞·近
iuuill料・石芦

年11115

年11115

年11115

年11115

年11115

年11115

年柑J5

29.7nf 

o.:1n1 

illf,．還物なし

遠111・遺物なし

年9Ul5

年11115

14 



梢内辿跡と岡査の概要

08・6・23 
7 • I 
7•3~7·1 
7 • 15~7 • 16 
08・ 7・ 10 

08·7• 11 

08 • 7 • 14 
08• 7 • 15 
08 ・ 8 ・ 18 

08 • 8 ・ 20-8 • 22 

08 ・ 8 • 21 

08 ・ 8 • 21 

08・8・29 

08 ・ 9 • I 
08 ・ 9 • 9~9 ・ 10 

08 ・ 9 • 9 
08・ 10・ 6 

08• 10・ 9 
10・ lO~ 
11.お

08 • 10 • IO 

08 ・ 10 • 15 
08・ 10・蕊

08 ・ 10 ・ 29 

08• II • 、1

08・11・6 

08 • 11 • 10 
08 • 11・18
11 • 19~ 
11 • 21 
II• お

08・ 11 • 18 
11 • 20 
12 • 21 
08・ 12・ I 

OS・12・3 

08・ 12・ 10 

08·12•11 
12• 15~ 
12・ 19 

09 • I・13~2• 19 

08 • 12 • 22 
12 •訊～
12・お
09・I・5~ 
2.” 
3・ 10 

08・ 12・2
08・ 12 • 26 
09・1・ 20 

09・I・22 

09・ 2• 2 

09・ 2 • 4 
09・ 2・ 5 

09・ 2 • 12 

09・ 2 ・ 12 

09・ 2 • 13 
09 • 2 • 13 

2• 19 

09 ・ 2•23~24 
2.'l7 
3 • 4-3 • 5 
3 • 13 
09 ・ 2• 16 

09• 2・ 16 

09 • 2 • 17 
O!)・2• 18 

09 • 2 ・ 18 
O!)・2• 23 
O!)・2• 24 
09・2・26-
3 • 12 

O!) • 2・26 

09・2・?:I 

OS09 

0810 

0811 

0812 

0813 

0814 

081•I 

0815 

0816 

0817 

0818 

0820 

0821 

0822 

0819 

g
g
g
螂

四

g

g

g

0831 

竺
竺
竺
}

0836 

竺
H

g
螂

卿

如

5
卿

⑱15 

匈 6

陶 7-
1-2 

匈 8-
1-5 

竺
5

螂

0856 

()11嬰W)）、和J捻とU*9祖工m（追加）

キ留毛団地給水行伯1にエlit

(!J.¥髪111)共!II棟n4 閉改修霞~tlllllエm

(/!¥緊IH)掲示板り紅ilt

（祖E中）区学郎基四構内岱市ガス配音沿れ1印瑾

（区納）東村，悼新営工m
ぽ/ii)JI(刹，棟訴営工）lt

（祖Itl）こばと保汀団支悶基斑~Ill去工事

（本荘,,,)医学部1駐illl内市水辺尼笞沿れ1阻鰹

＊惰毛団地油タンク菩紐線補I}エりt

(/!¥駐北）ボンプ払西閲給水奇氾水作捏

(UI髪北）文法学部本餓改IEIII餌支R物撤去工llヽ

本荘団地（北地区）内護因9り合JIJl位ガス符9籾痙
＊荘Ill地区ほ健学科東1lll囲ぼ監憐

（渡刺）体↑飢酎霰改修その他工m

軟↑学部UI属特別支援学校洞水閃査袖修工1)I

（本荘Iり）医学部保健学科哭遥所）R註工lJI
（医枯）霞カエmn担

(UI尖1り）共m棟ll＼髪3111木伐保． !JIに）＂

五店開校120!月年記念Ill樹

（本荘）こ1rと保↑団改染霞気ほi9エlJI

(：l1駐北）学務郎プレハプ8“改9引閲は位(!1エnt
（碑）こ1rと保育団新も閃代は(9エ1J1（変児2)

（渡崩） l＂"叫 t震改9引恨債設情エllt

文法学部鵞代巫北閲船水管旧水閃査

(9A生北） 9え汀学部本館東閲汚水1J1"'にエIJI
（碑91•) 共／II研究棟粁営工m （変史）

（医糾）東糾愧新営恨債奴償（衛生）エり1（変J.l!)

五店間校120周年記念捐樹（追加）

(iKIだ北）軟↑年茄本鎚改9EIIJ罰酎震偵法工りt

（瓜位199)99名倉出取註工事

(UI忙lIl)119給区ポイラー哀改9に工事

(：l1嬰Ill){,のづくり実翌;i!.Il祈営に伴う支nH*iu保・ 19
虹 Ill

（＊荘）医牛郎図笞訊代は増央撓伎紐情工IJI

(I).¥嬰北）ボイラーほ突ほ去工nt

(lA1製北）牧7学部＊飢・文法学郎本飢改9m霞久a{IIエIJI
（変更）

(nI嬰111)褐祉お註断尽工lJI

（城東町） 11191幼帷lり北門改9Eエりt

(ll.\嬰北）軟＂学部本釘改,~（変疋）

(UI髪北）文法学郎本釦改95（変史、変更その2)

Ill尖団地（北地区）外灯培設その他エり1

（渡脱）体＂飢酎震改作閃械餃伯工 nt（迅／J1l）

0851 （医刹） ＊踏董改修工市

0852 (l!\~11,) 排水ボンプ窪返工り1

0853 (l!¥髭Ill)(,のづくり実切盗n祈営磁気孜旧エllt

0847-3 Cl!¥"1北）牧．＂学部本紺改 IJ（変更その2)

曲 (!i1公北）北地区ポイラー立改修工m

曲 (J!I嬰北）北地区ポイラー私改IJエlJI

(1!1~111) I日惰骰処瑾七ンター改9酎霞火註(9エ1t
(UI斐lh)ものづくり実翌究［新営工LLF

立会閃,Cl
兌趾閃fC

立会閃f¢
立会m夭
立{?I日光

立会図充

立会閃光

R氾閃fi:.

立会閃査：

立会m夭
立会田査

立会”在

立会四査

立会コ子¢

立会閃虻

一次掲削I
発湿閃査

立会閃在

立会m1i:.

立令閃在

立会閃在

立会閃丑

立会閃fi:.

立会閃!Ii:.
一次柑削I
仕氾閃丑I
立会閃夫

兌阻閃在

立会閃9C
立会閃丑

立会閃夭

一次柑削I
兄湿閃夭

(:/.¥嬰北）紋＂学部本飢・文怯学郡本飢改 9引足械孜{II:r．Ilt一次紺削I 156.54nl古 代
（変更そのI.その2) 兌掘閃北

立会閃在

立会閃充

立会mft

立公閃夭

立会閃夭

立会口衣

立会m在
立会m虻

立会m夭
立公閃rc
立会閃夭

立合閃充

立会閃査

如糾河充

（立公濶査）

立会閃1¢
立会コ査

立会閃売

立会閃丑

立会閃虻

発氾閃査

立会閃9i:.

立会閃充

23,5d古代

4Snf 

0.8nf 

I血 nf

•I4.55nf 

0.25，＂ 
I0.7nf 

ぉnf

20nf近 ft

1133nf 

l.C,lnf 

1.、Inf

14.13n1 

580nf 

03nf 

60nf 

43.5nf 

5nf 

8nf 

7.2nf 

5nf 

9.6n! 

1.6n! 

Inf 

130.8バ

138.17nf 

3nf 

1332nf 

8nf 

Inf 

0.Snf 

如 .6nf

l2nf 

106nf古代

20応nf

60.99nf 

清・住届址•土師笞•石臼

2d .illIll・這わなし

J.6nf 這Ill• 這初なし

4LId 這111・遺わなし

2.42d 辺111・這物なし

8d弥生 illftP.. 

212n1 弥生・近世弥生時代i算・近世ii;
弥土呂•石笞・近世田磁お

ld 辺椙・辺祐なし

1.nm 遺情・遭物なし

0.96nf 迅111・這物なし

2.lni illlll．追物なし

802m il!III・遺わなし
7.4m ;nl11・遺物なし

•10d 這旧・遺物なし

亨 d 縄文・古,n縄文土器・石笞、古in9tit天、土
・古代 口器・石器・人什

遺捐・這物なし

ill携．i11わなL

這構・這物なし

這lll・ifl物なし

這情 ・遠初なし

溝
古代土話苔・須恵召•石臼

illffl・lll物なし

這ffl．遺物なし

這Ill・辺物なし

U＼曜石

ビフト・住居址•土応沿・ 1/(駆
岱・弥生土路・栂文土料・石笞・

鉄岱

i~ ．住屈址・ピット・土師岱・須
恵笛•石怜

遠捐・還物なし

遠構．ill物なL

這Ill・遠わなし

遺情 ・遣物なL

這1;・迅初なし

遺IA・這わなし

illIA ・辺物なし

illlll・遺わなし

ill構・遠初なし

illlll．這初なし

這旧・這物なし

遺情・這わなし

ill構．ill物なし

遺構・辺物なし

遺捐・辺物なし

illlll・ill物なし

遼98・遺わなし

illlll・ifl物なし

土師召・須．ti

ピット・竪穴住9る址．i11状還Ill・
土坂苔•土師怜・須患呂•石製紡
錘I[

i11111・遺物なし

illlA・這物なし

年9U15

年9U15

年1!115

年伯15

年依15

年lfllS

＊＂仔\~

年t!IJS

年tlll5

年11115

年9U15

年恨15

年flt15

年11115

年骰l5

年tll15

年tll15

年tl!IS

年tll15

年11115

年柑15

年IU15

本tu819

年11115

年tll15

年11!15

年恨15

年9U15

年骰l5

年1Ul5

年tlllS

年tlllS

年tlllS

年llll5

年"l5

年1R15

年9815

年tlll5

年紐15

年tlll5

年tlll5

年11し15

年9UIS

年ffllS

年IUl5

年9UIS

年11115

年11115

本債也1'il

年伯15

年代lS

15 



3.これまでの他1'1f.と本世収録の逍跡

09 ・ 3 ・ 3 磁 1 (!lI髪l99)Int/i9U処程センクースロープ取設工りI ．1[会図北 直l!4" ill情・還物なし 年9a15
(9りl.12
n1) 

09 ・ J • •I-J • 6 0858 (！lI忙北）孜介？t四Cl!ll改1印l1(ll!lH栽エりt y1．会刃'fi. 117n/ 辺tH・遠物なし 年糾15
3 • II 
09 ・ 3 ・ 6 呻 (！、し＼公lIl)4t111械息公3年改IJ憤伎設l9工nI •V.h匹父 16" ill情・遺物なし 年tll15

(0.32ml 

09・ 3 • 6 086(J (/II髪Ill)ものづくり実翌室ll祈営憤位註旧エilI 立令閃ft ll5迅d .il1Ill・ 這物なし 年9U15
3 ・ 13 (17.7'lnf) 

09 ・ 3 ・ 9-3 ・ II 燭 I (！l1公北）文法牛邸本飢改l~ll!囮 ffl殺エIIt ・・，y4?；；；光 336n/ 辺IA・ 還物なし ”-Ill15 
3. l7 

0')・3・9 呻 ml髪1"）共ln悼/.I.＼髪3酎こ改作芦設Iiiエ，JI 立会閃北 21n1 叫月・遭物なし 年9U15

09 ・ 3 ・ LO- 0863 (/J!~I IJ) ポイラー虫他改作悦投孜情エ111 立会曰光 93.5nf 遭惰・遼物なし 年11115
3 • 11 (.1郎d)

09 • 3 ・ 16 啜 l (/J.I髪北） m』It.空！日（排水苓）エ.rJ1 立会腐兌 >19.99d 住居址・ビット・土1l1i母 年柑15
3 • 23 
09・3・17 曲 (IJl~!tl) Ill地区ポイラー宜囚辺外l配r.1i 立会閃査 393.78n1 辺情・還布なし !f.tR15 

0.12ml 

09・ 3 ・四 寧 (／l,1提北）学生会館北仰排水序エ1JI 立会関在 !8n1 辺捐・還わなL 年11115

D9. 3 ・'Z7 如 (／i1嬰北｝北地区ポイラー箕周辺外情工iJi 立公叫3¢ 3724111 遭lll・il!初なし 年t1115
(16.l可）

09 ・ 3 • 31 寧 （医IH）カープミラー取拉エりし 立会潤充 2川＇ i!llll・il!物なL 年tll15

2009年窟

印・ 1• 15 匹 1 (!l.I位）91)西r1改＇引 Illtif9れ工事 立会潤光 l8rtl 道構 ・遠物なし 年tU16
,, • 17 

09・,1．20 000'と (/11嬰II/)i世／ul改'Eエilt 立会図北 122nl 内罪・塀新泣に円し！AIIU色の住恥 年恨16
1.ね 址らしさ遺情検III
•9. 24 それ以外遺!II・ 遺物なし
•1 • 27 
・1. JO 
5・ I 
5-お
5. 2'I 
5・ 28 

印・ •I. 2J O'.l03 （本荘Ii1)Ii1地区!Ill勺カープミラー取設工IIt 立会コ充 l.lom 還Ill．還物なL 年l!l16

09 • 5 ・ 8 OOOI （字笥毛）牛生寄1h合釈怜場鍔エ!JI 立:廿,m 16n1 還lll・il!物なし 年IU16

09 ・ 5 ・ 8 碑 (/）.1だ199)凩夕iilT水行改9}工事 立会刃虻 証 rd 這B・辺物なL 年11116

09・5・Zi 碑 （大江）知lllirr茂フロンティア七ンクー罰営その他団t 1．会閃fC 0.8d 遺H• 這初なし 年IUIG

09 ・ 5 ・四 匹 7 （仄利） 9ぷiH整i日（電話交換設情史薪）エm そのI（安IJ!) : ... “tn充 IIA8d 遭惧 ．il'lわなし 年lll16

09 ・ 6 • 5 0008 （保/"')必幹笈f日（電話交拾設情更罰） ．:r.111 その2 立会潤光 l.6n1 遭Ill．辺わなし 年11116

a)• 6.．1 090!) （大江）茄学部樹木化抹 ．nM工9lt 立会潤．在 IO .. 98d 遭IA・ill物なし 年1016

09 ・ 6 • II O!llO (：．1，1位北） fl入た行9印翌 立会潤充 3m 迅111・ 辺初なし 年tul6

09 ・ 7 • 3 OOII （大江）況1祖缶ff筏フロンティアセンクー研営その他霞火泣 立h潤清 32•1rrl illl月・辺物なし 年IUl6
7 ・ 22 111:1:111 

()IJ，7・6 0912 nR本大学／AWEnl地（東地区）インフラ”in j［会関l'r: 12日 遺構・ロ物なし 年11ll6

(llJ．7・8 O!ll3 (J）.＼虻北）りl；常勁講回1i1泊紺奴桟外給水斉洞水＇印四 j'f.i':閃兌 0.6nl 遺llt・ill物なし 年tnl6

09 • 7 ・ 8 OO13 暉代北）特別支援学佼臥外給＊音氾＊9"理 ”‘"りfd 0.8d 這Ill．刃物なし りitil16

09 ・ 7 ・ 13 iJ!)14 じ．＼＼佐北）文怯!i:fill本飢酎裳ブレース晶既まわIn:JI .'/J..、？IJI充 JSrtl 遺情・迅物なし り!lfll6

09 • 7 • 28 !l915 （字f炉t)閉牛出1h合祈営霞奴設1日エ川（追加その5) ー・，'L令閃兌 2,rl 遺＂・辺物なし 年代16

09 ・ 8 • 7 0916 (＊1EIIt) 勁物 t'ciは l~I発研究出孜111!111001:il外配音油水tiijl, il．令潤光 3rrl 遺1l1・遭物なし 年1016

09 ・ 8 ・ 10 O!)17 （＊荘II9)lll内通路昂机取誼エ111 立会調査 0.11nl il'I情 ．il'I物なし 年9n16

09 ・ 9 ・ ~ 0918 1:11!1.l北）紋f牛郎本餓・文法年郎本館 u 間改,~慣械孜償 ： 1: 立公閃充 503ni i11惧・辺物なし 年11116
l)9 

09 • 9 .. , 0919 Iii＼松北）文法学郎本釘II渭改＇E外911エ!JI（変児l 立会閃父 161.8nl 遺Ill．這物なし 年IU16
O!). 9.., "20 (.'.＼＼嬰北）文法牛郎本飽n間改9料ぼ1外IAエ111 立会刃1¢ •1.S6rd illlll・這物なし 年恨16
10 ・ 2 ・ 21 

09 ・ 9 ・公 09'll (11髪北）紋11牛郎本飢 ・文法学即本飢II間改1ぶ霞公位憐X 立会閃充 8.26nl 這1,．這わなし 年怜16
1JI 

09 ・ 10 ・ 6 09'ょ2 (/,I,¥忙191）エ牛即研究尖験1点れl日立、＼［引接均エ』li 立会111北 3.6nl 遺IR・ ill物なし 年11ll(i

09 ・ 10 ・ 13 "23 I~州）東崩ぼ1li営開は設ig （伶造）エ/JI（変史） 立：？閃充／エr.i:a:o古代 ピット・住屈 年tll16

10 ・ 2i’― 怜掘閃介 d' 土師器杯 •U!!i,·計工

10 ・ 30 ⑨15.9nl 
II ・ 12 (()!)お含）

II • 13 疇郎
50,,J 
⑪5.3d 

09 ・ IO・ 19 切“ IIX刹） N[耐I成罰岱閲炭設伯（衛生）エlfl i!I扉その2 Jf．会潤氏I-T且：③祁古代 ピット りlffil6
10 ・お 化柑閃f¢ nl 
10 • Zl-30 邸 nl

⑦ .5nl 
⑨l5,9d 
(OO23・ 
ll9お含）

09 ・ 10・カ～ 凹ぷ （灰IH）東11/1棗厨甘讀lot設伯（衛生）エiP 直加そのl jt．令岡'/ti 工区古代 ピット・住居址．潰 年!ll16
10 •叩 仕氾潤1¢ ⑨l53d 土幻甕・店坪

II ・ 12 (092J合） 土節符・須患臼

II・ 13 ⑥72m 
II • 19 Rn.2d 
II •Z.1一 ⑩四．7日
II・ 26 
12・ I-
12 ・ 3 
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I 構内辿跡と岡査の概要

09 ・ 10 ・ 13 0926 （区9；；)／ぶt整{a(［I家仕霞紋i9更新）工nI 立会閃査 6hd 土幻お 年恨IG
10 ・ 28 

09 ・JO・ 20 0927 (/1¥9,1111)ゴミ!Ill/l場『（設J:1JI 立会閃去 9.19nl 土ビ岱 年恨16

09 • 10 • 21 0928 (/1＼戻北）孜＂牛郎 1An・文法学部＊館n期改19nla註情エ立会潤査 3.3rrl 這111・ 遺わなし 年11116
nt 

09・10・四 0929 （以科）筍61,lj棟スロープ取＆エりt 立会閃査 2 n! 遺Ill・遺やなし 年11116

0'.1・II・4 曲 （本荘北）必斑研究,~北憫プレヽヽプ,J湿改IJエlJI 立会閃予 0.9d Ill岱 年恨16

09 • 11・10 四 I （区利）東柑棟北閃IIM水行も取泣工りt 立会図充 14nl A•C遭f8 ・遺物なし 年11116
11 • 18 B住居址•閲文i2期土岱 ・古It±.

的臼・須患臼

09 • 11 • 10 呻 （U¥尖IIl)111図円紺エ:'f.に分3代改t9工nt 立会閃充／地中柔試古代 溝 :t.:1!11'/lll 
II • 30- 発氾閃査 氾・ビッ 古代土臼五・須1R9
12 • 3 ト試掲

12 ・ 14 碑 rrl
外濤工lJI
230.7m 

09 • 12 ・ 9 0933 （）氾町） ＂＂`ヽ lヽ牛佼プール他改作復R設情工nI 立会閃充 l.8d 遭fll・遺わなし 年tPl6

09 • 12 ・ 9 如 （U＼尖19J)In図m飢エ牛部分5i他改Im霞火孜(9工m 立会閃充 14.64rrf 遠旧・遠物なし 年lU16

10・ 1 ・ 7 如 (!Al梨北） ｛りVf釦改修冗沢奴llaJ:111 立会閃充／ 423.21 nl古代・近代ピット *9UむIll
l • 12 髯氾閲査 土面苔・須患閉・臼笞

I・ 19 
I・ 28 
2・2 

10・ I• 12 0936 （医1/l)ItにIfと促WIt15tJI頃双をi9 立会閃査 l2n! 歴史 年恨16
10 • I · 13 0937 (lJ，1尖IIJ)Inll!I田飢エ:m部分3仕比UHR位設{9エilt 立会図夫 56rrl 這fB・迅物なし 年ffll6
2 ・ 23 

10 ・I・ I•\ 0938 (UI髪19J)エコロジーシステム実験玉楼地工9Ji 立会閃査／ 10バ純文 溝・包含層 ＊＂也 ID
2・ 17- 硯拇図充 縄文土罰・弥生土岱
2・ 19 

10 •I• 15 0939 (UI公北）教↑牛船＊飢11JIll改,~西111外情工9li 立会閃査 12ポ 遺In・.illわなし 年11116
10 •I· 26 面 O Oll~IIJ) 生物紐．閃填行”"i-折公新甘工事 立会閃売 Inf 遺lll・ill物なし 年恨16
10 • I • 29 ⑪11 (UI髪北） ｛tw飢!ll外”段改9にEIli 立会閃査 Inf 遺情・這物なし 年11116

10 ・I・ 29 伽 2 (UI公北）,m餓囚外配＊行改9E 立会閃査 lni 遺l,．這物なし 年骰16

10 ・ 2 • 2 09-13 （A＼忙IIl)In図書飢エ牛郎分礼外'"ェm 立会IJII充 7nf vォ：ll9退tll(i9?） 年9R16
10・ 2 ・8 og.14 (：lI忙北）軟＂牛茄本餌 lll川改9いに関外IllエIJI 立会只査 In! 退Ill・還物なし 年柑16

10 • 2 • 8 09-15 (JI.I~北） 9in牛郎本飢・文法牛邪本飢改9出祝は奴fla工1i 立会只査 3" illlll・ill物なし 年恨16
(llll/l) 

10・ 2 • 8 @16 （黒嬰北）軟＂牛郎＊飢・文法牛郎＊飢改 99慣は設債工り！立会図査 7.2d 辺l8.ill物なし 年11116
(nltl)追加

10 • 2 ・ 1:2 O!l-17 （大江）兆牛郎Ill代lani外クJエm 立会閃在 2nl illlR ・.ill物なし 年11116

10・2 ・ IS ゆ18 (1).¥斐北）軟＂牛郎｝（軟衣既設駐翰培 Ill去・研設他工nt 立会閃充 45nl 還Ill．退わなし 年11116

10・ 2 • 15 09-19 (il.1公北）蚊＂牛郎東軟立外 8エりt 立会田在 0.5ポ 還Ill・.ill物なし 年11116

10・ 2 ・ 15 呻 (/II髪北）軟＂学郎東軟 'ii6t霰改99閃伎設IiiエlJI 立会図査 4nl 遺り・這物なし 年9t16

10・ 2 • 15 0051 (：！,1公北）れ↑牛郎］（軟立酎霰改iml!Iit註旧エり1 立会閃査 O.Snf 這8．辺物なし 年"16
10・ 2・ 22 0952 (/U~lll) 生物生2只wnnn1折立祈営慎位な燐工m 立会田丘 1.5d 遠111・這物なし 年lll16

10 ・ 2 ・ 22 0953 (/，Il戻itl)生物生gun皮升”"折5{lli営如t＆臼工m 立会匹査 hd 遭lll・i11物なし 年11116

10・ 3 • I 匈 (/Al髪199) 環JR.竺ta(’"が場~)エり！ 立会閃査 2nf 迅lll・ill物なL 年恨16

10・ 3 • I 0955 (/ii製Ill)ffllJ/.笈伯’"い場外灯奴惰エ1Jt 立会1,1'1在 2nl 逗lll・ill物なし 年恨16

10・3 ・ 2 0956 (＊3E中）ポイラーぶ変霞設(9改9Eその他エり！ 立会図査 2111 遠lll・ill杓なし 年11116

10 • 3 • 3 姻 7 （大江北）淡学郎!II外油格81luri設工9)！ 立会図査 3nl 遭Ill・ 這物なし 年lillG

10 • 3 • •I 碑 (/!.I梵東）教↑牛郎UI属1籾IJ支援学校,Jヽ牛郎辺具紋阻工事 立会1l19t 2ポ 遠1,．辺物なし 年11116

10 • 3 • 4 0959 (li1髪北）孜＂牛郎＊館 Blヽ氾＊ff.遠桔送水行工l)J 立会図査 2nf 這1,．迅物なし 年11li6

10 ・ 3 ・ 5 0960 （本.'IE北）医年聞駐翰J劇取設工IIt 立会閃査 17d 這情霞土検111,1t国変!l!Iこい）＂： 年IU16
1?.遺物なし

10 • 3 ・ 8 0961 (/Alll.¥Jlr) fR•苔訂H(2取設工りt 立会閃夭 033m 辺Ill・ iD物なし 年11116

10 ・ 3 ・ 8 0962 (！i1位191)•K牛た1:19Anさm研究Iれ実験棟地団只査工学実験公 立会閃充 o.1n1 這情・這物なし 年9U16
改If磁気設{iエlfl

10 ・3 ・ 10 0963 ()j（町） nI属II9牛佼校合111紐HI水汗改りにエili 立会ヨ査 0.63nl弥生 ピット・汲い庄み 年11116
弥生悶9U引n口は郎

10 ・ 3 • 11 函 (/!¥梵北） ｛kff飢改’Y電i(＆伯工llt（雹1.1:1位去） 立会閃充 1.2d 迅情・道物なし 年Hi16

10 ・ 3 ・ 11 0965 (!~＼忙北）文l1：牛郎＊飢駐佑場t位去工ili 立会閃丑 0.48n1 迅flt・遺杓なし 年11116

10 • 3 • 12 0966 (9.¥1髪北）保健センクー19)61外iri火栓II'(伸工nt 立会閃充 0.8d 迅99．遺物なし 年IUlG

10 • 3 ・ 15 0967 (/Al髪lIi)ilI務屈来客JIJ9Ell（場取設工IlI 立会刃査 234d 迅fl)・迅9りなし 年ffll6

10 • 3 ・ 16 0968 (！i1生北）共JII！棗！M忙6ill水泣{R滋去他給水設R改修工りt 立会因査 3.76nl 這構・迅わなし 年州16

10 • 3 • 19 0969 (/'•I戻H!) ソフトテニスコート約水工Ili 立会閃去 024rd 辺構・遺初なし 年"16

10 ・ 3 ・ 23 0970 (）h•町） UImII牛佼数＂牛郎［句窓会 iI；魂碕案内隔仕庄訊エ1)1 立会図査 o.12n1 迅構・迅物なし 年t!ll6

10 ・ 3 ・ 23 0971 tl.11製北）文法牛郎古荻倉iI“URエりt 立会閃去 1.8d 辺fll・illわなし 年1a16

10 ・ 3 ・ 26 0972 （本荘IIi)保健字nEtatり水配管工nt 立会田充 &7d 退構・迅わなし 年lal6

10 • 3 ・ 26 0973 （大江北）渫牛部苔滋飢1!19！糾水兄音工nt 立会1,11充 邸 d illfll・.ill物なし 年11116

2010年度

10 ・ 4 ・ 6 1001 （本荘919)91スメーク付近91ス捏は行渭洩閃充 立会閃査 3.9m 遺Ill．遺物なし 年1!ll7

10 ・ 6 ・ 2.5 1002 (U＼佐北）文jJ沿渇t木飢61霰プレースa17!他エ1t 立会閃在 22nf 辺旧・ロ物なし 年t!ll7
9 ・ I o.1sm 

10 ・ 6 ・ 30 1003 CJ.!¥梵Ill)生物生、g，Jl192仔匹＂折 5｛竹飯れ胃エ1t 立会閃充 0.18州 這lll・il!わなし 年IU17

10 • 8 • 4 11≫I (J,I，l~北）らl'lti~シャワー寇改作工nt 立会因在 ll.Olnl 遺1,..illわなし 年IUl7

10 • 8 • 9 100$ (Ji(町） HI狐ヽJヴ12船捐水泣Ia.tni 立会閃去 17ポ 辺Ill・這物なし 年11117

17 



3. これまでの腐査と本瞥収録の辿跡

10 • 8 • 10 1006 ()A\髪北）文怯学部本飢 llll!ll改修外,~工事 立会四充／ 1211.68nf 古代 ピット・住店址・匠祐土 年恨17
9・3 仕掘関充 土師匹・須息柑
9・ fi-10 
II • 3 ・,l 

10 • 8 • 10 1007 (i!,1髪北）牧＂牛絋＊飢・文法牛郎本館 m間改作慣使設情工立会関充 ・18.2n! in!n．辺わなし 年IU17
9・3 !JI 

JO・ 8 • ll 1008 (1,I，1髪北）窮圧陀霞阻字改9m:JJI 立会潤充 }3n{ 団ln．辺わなL 年11117

JD・り・ 1 1009 (UI咲北）牧育牛記ゾ,:.郎 ・文法牛郎本飢m間改99霞気設情エ立会閃元／ I.6ポ ,!i It ピブト・還物なし 年11117
9・3 事 発氾B1究

10 ・ 9 ・ 15 1010 （城ll!)II）ほ幼僅団運動鳩tfス泊1し1知匹 立会閃天 2nf 這In．遭わなし 年1!!17

10・ 9 ・ 2-1 1011 (:J.\~111) 翌中郎 I ・ 2サ細l遥Hit 立会閃元 四nt 這＂．遭わなし 年11ll7

10 • 10 .. 1 1012 傭．I髪北）政＂牛郎本飢・文法牛郎＊飢 m間改修恨械＆情工 立会閃充 67.7nf illl月なし 土因缶I¥・ 年骰17
ID・ 5 り！（辺加）

10 • 7 
IO•l0•1 1013 (I!•IM北） 9灼7{mm本館9U辺99M芍工1JI 立会田夭 82nf i119n ・還物なし 年似l7
10 ・ 5 
10 • 7 

JD • JI • JO JOM (Ill製北） 9え1f牛部4項lat筏I~設伍芍エIlt 立会閃充 9153m 這9,．i11物なし 年．＂il7
11 • 11 
IO・ I0・26 1015 （閑髪北）軟Ti}：an*lilllll川J改修外9RエIli 立会関充 2.IOI.Olm 道I/ii・ 辺物なL 年11117
II ・ 2 • I 
2 ・ 10 
2 ・ 15 
2 ・ 22 
2.お
II ・ 3 ・ 2 
3・3 

10 • ID・ 7 ・ 1016 "wat)軟'fr牛郎浄itlfl:9i釦因：ilI 立会閃沢 磁•l6nl 這情 ・遭物なし 年1!117

10 ・ 12 • 6 101; （四Ill)テニスコート整信I!fl ユ会因充 Q25nl ill旧 ・還わなL 年11117

10 ・ 12 • :lO 1018 (UI髭北）五高記2飢11l木けM.T.1Ji 立会田ft •I 汀 辺!IIなし 年llll7
須召•土記笞片

10 • 12 • 20 1019 (I!,＼髪北）五布記乞餌r屯所新営工!JI 立会閃在 5ポ 迅98• 遼物なし 年柑l7

10 ・ 12 ・'1:1 1020 （本Ill)テニスコート笠ia工り！ （追加） 立会四充 0.Snf 辺情・遺功なL 年11117

II ・ I ・ 17 1021 (！l.1庄北）五店記ム飢9il斤研営霰it設ltil工1/1 立会閃沢 2nf 辺捐・辺物なし 年1Ul7

II• I・ 17 1022 (UI戻北）五代記念飢使所祈件ia使註i9エIIl 立会1:lfi: 202n! 遺Ill・ 遠わなし 年t!ll7

II ・ I ・ 17 1023 (!.I、1髪l11)罰惇改9E:[IIt 立会閃査 6.95n! 逍情・這物なL 年1!117

II • 2 ・ 4 1024 （本荘北）カープミラーl~設：1:111 立会綱充 D.2.5nf 還情 ．ill物なし 年1lll?

II ・ 2 ・ 21 1025 （紐Il1)医学陥ル民餅:rtlill.とりこわし文閃配汗しロエ平 立会閃在 175.5nf 辺捐・遠わなし 年紺17
2・ お

II ・ 3 ・ 2 1026 (!A1髪北）紋↑学船本館北即19水設情修別工111 立会閃在 10.3川 辺情・遺わなし 年1ll)7

ll • 3 • 9 1027 (！A1位北）北地区Flni所・太陽光g叫設imunmlt 立会閲査 9.6nl 迅111・ 遺わなし 年9U17

11 • 3 • 10 l028 (li1製北）教ff！因船＊飢正面入tlll,ll'J火filll翌 立会図夫 2.7nl 辺情・遠功なし 年IU17

11 • 3 • 16 l四 （本荘北） t't-生応5｛と,,こわしエ）JI 立会関充 3d nIR．遺わなL 年ffil7
11・3・22 075n{ 

11 • 3 ・ 17 1000 (/1.I娑lII)田填整情 (Ill伯iII7)r.1JI 立会閃在 In! ill情． illわなし 年IR17

11・3・23 1031 C/11嬰北）牧ni印郎＊飢匹四・文法:m郎本飢北憫併水孜旧改 立会閃在 怨 7ポ 辺情 ．i!1わなし lf.1!117 
修工1lt

2011年虞

II ・ 1 • 18 1101 (／l1髭ltJ)11(11(11:*；Jl込i'f改修工1)9 立会囚充 12n! il'I情・遠わなし 年11118
~ • 19 
11 •5·30 1102 （碑,,,)以:m郎茄関研究l!!A!県とりこわし支閃尼管けエ1I 立会閃充 “h1 iDfll. ill初なL lf.11118 

(&2ni) 

II ・ G ・ 17 1103 (:.l\髪Ill) 倒＊抜IJは紐•.:1:111 立会11l夭 邸ポ 辺9,．if1物なし 年骰18

II ・ ~ ・ 6 1104 （本荘北）臨床即'I:教19研允七ンツー（阪作）豆憤nI菜 立会四在／ 以槌3l2 古It・近代仕店址．茄隣・ピット *＂1也IX
G ・ 21- 発氾関在 nt 土印料・絹恵凶・人竹・紐it，泥
9 ・ 22 発掘匹 面子・亮m

n1 

11・6・22 1105 (/),\~Ill) 屈蔵文化utm充511JF水行』R泣エ』11 立会関査 工d il'l情・迅物なし 年恨18

II • 6 ・以 1106 （本訓I) 区牛郎/,~ill研究1鼠 (AIU} とりこわしエ1Jl 立会関'/t/ I怨"・Jiln・ i!i Ill・ピット *t11むIX
10・ 17- 発揺閃虻 Ii tt・近世 土的牲I¥・・ 煩患西
lO • 19 
II•! 
ll. ~ 
l 1. l o 
ll • 21 
ll • 24-
ll.お
ll • 28 
12 • 9 
12・ 12-
12・ M 

II・ 7 • 5 11m （医耐） II遥氾間工りt 立会閃査 8.9nl 還情・還物なし 年9n18

II • 7 • 11 ll08 (｝i,1髪北）淳占名屈Ill給改改iE工9lt 立会閃査 71.3d 還構・這物なし 年"18
(3rrl) 

11・7・11 1109 (IJ,＼斐北）匁古2"福9ll捻孜改作況は設Igェnt 立会四査 50.7111 遠111・遺初なし qiffl18 
8 ・ I 
8・5 

11 ・ 7 ・お 1110 (II.I駐北）五ll'lj記念飢1ri樹木シロTIJ鼓も支往努怠収替え工 立会閃査 3.53nl 退lit・ 迫物なし 年柑18
れ

11 • 8・ !8 llll (:.II髪r"fl.I!)El然ff年「rll究｛け研究悼・理学陥研究1棗前遥路紐 立会!.l'l査 0.4611! 這IR・ ill物なし 年9n18
没予閻n工Ill 152111 
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I 構内逍跡と肱1査の概要

11 • 9 • 21 1112 （医む）甚幹．m拉笈19（釘6柑棟や支ほ配貌・記行,~え）餞立会図充／ 500,rl 古 lt1 ・古竪穴住屈址 •iii-tit迅Ill ・ビット *90むL'(
9 • 22 位は19エIJl 兄氾閃在 代・近世 土紐岱・須思侶
9・26-
9 • 29 
10 • •I 
10 • II 
10・ 26-
10・ 28 
10 • 31 
II・ 9 ・ 21 1113 （医研）荘幹・環填整f6（1116射ほ等支閃陀絞・尺資↓”え）エ立会閃充／ おは3d I I I 2図光地点と同様 *t11むL'(

IIt 兄氾潤充

II・ 10 ・ 11- I I I•I ぽ紐i)茄幹・環坦笈t9（祁6射tが陀U町輝・配汗仲え）閃立会コ充／ l糾.8lnf 古代・近世住居址？・浪・ピット 本似~IX
10 • 13 伎孜{9エIf［その2 兄阻閃9C 這物なし
10 ・ 17 
10 • 18 
II・ I 
II • II 
11 ・9・20 1115 (／i1髪北）ラグビー場横給水管繍99エIJI 立会閃査 2.3nl 還fn．遺物なし 年柑18

II • 10 ・ 24- lll6 (Ill髪北）文法学昴講義樟使所増柘芍改＇にエ llt 立会閃1t/ 公hf古代 翌穴住屈址？・ピット *IUむ1X
10 • 27 兄氾閃充 古代土師爵・須恵岱

11 • 10・ 2"- 1117 （本II9)医牛腿基逗研究棟とりこわしに11'が1嗚茫Iii! 立会関北 ~91.7nl 迅Illなし 土師駐片 年11i18
10・ お
12 ・ 12 
12 ・I・'Z7 

II • II • 15 l l l8 （大江）霞仕支諌1位去及び支仕新孜 ;t会閃査 OA2nf 遼Ill．退物なし 年11!18

ll•ll·22 1119 （保納）基幹・閃茂f9(Inq'央お9“l鼠苓とりこわし1こ{fう 立会閃充 407rrf 還Ill・辺物なし 年tn18
12・ M 支 a!*fJh'l等）エlfl
12・ 1・17-
l • 18 
II ・ 11 • 21- 1120 （区紺）基幹．m境豆f9（i/!6糾棟北悶平出郎と 1)こわし） 立会潤光 728nl 迅Ill．辺わなし 年恨18
11 ・お 工llt

11 • 11 ・ 28ー 1121 (/1¥斐199)凸仰・環視竪Ill（屈外併水は{gぶ）エ1/1 立会囚充／ TT4&6nf褐文・弥生住屈址？ •土坑・ 溝 ・ ilt-状遭111 · 本籠臼ぃ
)2 • 6 • 4 兄氾田丑 中期・古ピット・土坑状遠情・畑址（畝）

代・中世吏18・縄文土臼片•土幻臼片・絹
閉・近現代恵笛片・1'1茂・ 111蟷石チップ・！l，1
期 耀石片・霞塊石笞（敲石？）

II • 12 ・ 5 1122 ぽ出）荘怜・環坦整憫（血泣照射行淫立とりこわし）エりt 立会m丘 165.5nf 這1l1・這物なし 年11118

II ・ 12 ・ S 1123 （医和） 1ぷ作・環匹況（中庭支”U木磁去）エりt 立会閃在 21.6ポ 這構・辺物なし 年1!118
12・ 2 • 3 
II• 12 • 9 112~ (U＼梵北）北地区食穴屈外給水配音工ip 立公閃夭 l.5<1n! 還構．ill物なし 年1!118

II • 12 ・ 19 112 （大江北）北門謁辺l.ll坦整｛日（日栽・外灯）工9)t 立会四査／ 匹 n1 古代 溝 *10むIX
12 • 20 発掲111査 土岱器片・敲石・瓦片

II・ 12 • 19 1126 （大江北）北門屈辺m壌在｛2（辺路苓）エI~ 立公囮売 .1．77nl .ill捐・迅物なL 年tu18
12 •I· 12 1127 ぽ射）設情管珪棟ポイラー窪ドレン況管他改作工lJt 立会謂在 aI"｛ 遺構なし 年9R18

土師沿片

12 • 1 • 16 1128 (UI及北）北地区食穴・保紐センクー西関ガス陀音9田理 立公l.1'1光 迄 d 遺構・還物なし 年9nl8

12 ·I• 17-1 • 18 1129 （区村） 15悴． m填監ig(IBII•央妙1糾置とりこわし） ］：nI 立公閃光／ 716Jlnl 古in ・古代溝•土坑・ビット ＊恨l!IIX
I・ 20 
2・3 

位掲図充 古代土閲匹・須忠岱•石製品

2・6-7 
2 • 16-2 • 17 
2 • 20-2 • 21 
2 • 27 

II• 12 • 9 1130 （本荘91•) 医学応9SE研究棟 (B· Df{I)とりこわしエm 吟 m充／ I.I紐6rrl ,ヽ,揖以悶 iii• 土坑・ピット .+tlliり1X
12 • 13~ 
12 • 1-1 

兌掲閃充 土証料片・勁物什

12 ・ I • Z.I 
1・蕊～l・'l:7
2 ・ 8,15 

12 ・I・ 25 l l3l （京町団地）閃浅豆旧（法面保恒）工事 立会囚光 4.3nl 迅揖．這わなし 年l!l18
12・ I・ 31 1132 （医科）碁悴・環境整伯（涙’)巳下Cとりこわし）エl" 立会閃在 M.6nl .ill惰．ill物なし 年1!118
2 ・ I 
2 • 6 

12 ・ 2 ・ 8 1133 （碑91≫)医学おIBポイラー立改作伐械設{9エm 立会閃充 •`snl 這fll・這物なL 年1!118

12 • 2 ・ 16-2 • 17 "“ (Ml髭III)理牛部国迅整伯その他工m （そのI) 立会閃夭 747nl 住居址もしくは溝と息われる追携 年恨18
2 • 21 プラン

逗物なし

12 ・ 2 ・ 16 IIお (:i1髪11i)覆学郎園場整{9その他1J:（その2) 立会閃充 Inf .iflffl・ 這物なし 年"18
(1248nf) 

12 ・ 2 ・ 16 1136 OJ.I髭Ill)理学郎園Ill整Iiその他工事（その3) 立会関充 60.8d 住屈址か滉？ 年恨18
2 ・ 20-2 ・ 21 土四伍片・須患召）ヤ

12 ・ 2 ・ 20 1137 (li1如1/）理学部3サ飢スロープ取孜工りt 立会閃~ 115.60,ii 遠携・遺物なし 年!Ul8

12 • 2 ・'1:7 1138 （字惰毛） ll!物名誌府板設霞 立会関充 0.49nl 遺構・遺わなし 年til18
12・2・'£1 1139 (!A1髪北他）樟設名称サイン設置工IIl 立会閃在 0.63nl 迅揖・迅物なし 年tlll8

12 ・ 2 • 28 1140 (）;c町） mIRi日（法国竪閑I'!;)工nt 立会閃夭 1.8nl 辺in・遠物なし 年恨l8

12 • 2 • 28 11-11 （京町）環1Jl虹傭 (Ill四llDI<!)工nt 立会閃虻 2.0nl 還情・遭杓なし 年IU18

12 ・ 3 • 7 1142 （大江）薬1，~用切物団囚外掲示板設日工〗li 立会閃沢 l.6nf i!!構． i!!わなし 年1U18

12 ・ 3 • 12 1 143 （本荘巾）ガス供給岱紋取＃ 立会m夭 24.8，d 辺旧・遠物なL 年恨18

12 ・ 3・ l-1 I MI （本荘中）エイズ学研充七ンクー．生命資況碩呪・支恨セン 立会閃夭 75d ill構・遺物なし 年11118
ター、動物費況開発研究岱＆薪釘 実験捐水ln配行虞I)伸え
工9F
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3. これまでの閻究と＊1！F収録の追跡

12 ・ 3 ・ 36-3 ・ Z1 IM5 （底IH)，1，＂?． m)R919（筍6刹ICと1)こわL)エり！ 立会閃在／ 4万3h｛ 古代・ 1t11l!:iII •土ht ・ビット .+祖l!IIX
4 • 2 兌捉潤丑 以岱 土師笞l\•· lfAのff(手・ !11息岱I¥・
4 • 4 
8・21-8・23 

2012年度

12 ・4 • 10 1201 （：i\帖 IIl),l"＂,)III開寄妍lll*IJ!I~こ1)11 ユ会m夭 09rrl 辺情・遺物なし 年lll19

12 ・ 6・ 13 i幻2 （以町） HJKヽJヽ牛佼佑ft七ンクーtil'Ei二次お翫閃査菜B 立会潤在 7.lrrl .i11911 •這物なし 年tU19

12 ・ 6 ・ 14.15 I匹 （本ilE北）本荘北地区駐It！均＆行：I：ili(iii設） 立会霜査 159.inl 田石 年川19
12 ・ 6 ・ 18 
12 ・ 7 ・ 9.10 
12 • 10・ 15.16 
12 ・ 6 • 20.29 lざi ('l':/E北）日オJ9H序；t：Jli 立会四壬 1360d 迅笞 年似19
12 • 7 • 3.26 
12 ・ i • 31 
12 • 8 • 6.li 
12・6・ 19- 1205 （＊荘中）医学国碁四研究檀 (8棟烹Gil)とりこわしエ累 立会潤査／ 7おd 古代・近世清・ピット・土師石・ 1/1忠四・悶 本名

12 ・ 7 • 19 兌氾閃査 母注・猷

12 • 6・ 25 1206 (：i1佐北） JiJ"li記念館19i閲kl外枯オ内rm引他エ19 立会四丑 1.8n! 遭惰・遺わなし 年11119

12 • 6 • 29 l加7 （木荘北）水9llh;t.1がりU過区域1:IK氾削保去1 こ ff• う立会田立会田茫／ IOOnl 古代・近It 翌大 iEG•址· S・ill（代1i)． 年tni9
12 • 7 • 3-5 Jc・ 兄拇潤96 兄担謂査 ビッr2 •土的岱・須恵岱

12 • 7 • !l,IO l碑 （*•~北）立｛は［ 1（（JII文r4J\!翫卜？エIJI 立会岡査 iJ.7,rl 這911．遭物なし 年1fll9

12 • 7 • 6.9 1209 (*,/~•!•)以牛配屈迂1i11 究 f見 11 樟渇水処mに伴う立会苫氏 立会潤迂 9.7nl lltlR ・遺わなし 年IU19
12 • 7 • lJ 

12 • 7 • 17 1210 ()：（B1) HIは小牛佼船水ォ：行偵1i_鼻PII 立会田丑 む3rrl 迅Ill・ 這杓なし 年1ftl9

12 • i • 23,21 1211 ()j（日[)§if牛郎HI属III牛校所町7...9入改修工III 立会閃充 32Irl 還ill・遺物な L 年11119

12 • 7 • 31 1212 （以利）削/Ill紺P.i• 閲 iaI'粁屈没 ill IIn:ill 立会濶元 6!1,rl 遺9R・迫わなし 年ffll9

12 • 8 • 17.20 121:1 (＊1[：lt) ＊北lヒ地l?.a!lllllll迂没尼竹J3lt 立会潤北 468n! 迅t.11．迅1がなし qitil19 

12 ・8・ 16.17 t2l4 （木'II：北）立．｛団訓（Jり 11i•けその他エ柑 立会四究 z.3nl 田紐． J滋切l りlflll9
12 ・8 • 20 
12 ・9 ・5 

12 ・8 • 21 12l5 （絨出）枚ff牛郎HIば幼樅19l以外1.'II設ガス化行改ff工111 立会潤丑 35n! 這I,．遺杓なし りilli9

12 • 8・ 28 1216 (Jican Ullll小牛Ii1トff館系舷IIt永行改iにエllI 立会閃査 蕊 ．m 迅lll・ill物な L 年ffll9

12 • 8 • 30 l217 （以柑）駐,,（楊虹憐II控糸改l引閲R設II!工lJI 立田元 4.Id 這Ill・這物なし 年I019

12 ・9 • 3.4 1218 (:.I•＼駐北）妨災竹涅システム取設：r．：I! 立会iq北 100.3nl ピット・土谷・田磁悶 年恨19

12・9・ 12.13 1219 （大，：r.）凩外袷水行Im冗 立会四査 39.9d 遺lll・i.ll物なし lt!ffll9 

12・9・ M lむ0 (！i＼忙北）プール1̀1年ばt*tりn:,:m 立全潤査 12.rrl 遭IR・ ill物な L 年1Pl9

12 • 9 • 19 12'll ();(町）プロブク園改9tエ！！［ 立会潤査 17lrrl 遼".ill物なし 年9n19

12 • 9 • 2021 1222 （灰紺）外来お根｛見l1i件只代孜Ill］●●lli 立会閃査 40n! iIIIII? 年川l9

12 • 9 · 26～お 1223 (＊荘中）口悶先四匿学研究拠点朽設研営工事 立会四光／ 1お9nl 古代 ・近世 Ill・ 竪穴lt1＆址 ・lli!Sll!紐杓址 ． ＊件
12 • IO・ 1- 発氾田査 :I:坑・ピット・石製品・土記al・

/JI忠四・田Ill 召•土忙品・炊製
品・獣什

12 • 10 • 15. IZA (.'.l\~111) l.l!Cf.郎iu•4(A と I/.:9) し工3II 立会田査 14.6n{ 這情 ．illttlなL 年"119
12 • 10 • 232・1 
12・ II ・9 I竿 伐i/il）附糾Ia困悶地坦改RJ:IIi 立会況査 31.6バ iTJ情． iTJ物なし 年1U19

12 • II • 13 12:祐 （＊l［北）外米おIUlil1ittt記（近{9エill 立会潤在／ 2.2n{ 辺911? 年9U19
免掲団査

12 • 11 • 19.20 IZ ｛本荘；lヒ））1．ikl[）IUllげその他］3li(ill加） 立会閃丑 Z’.6n{ illtR ・ illわな L 年m19
l 2 • I l • 2l 
12・ ll • 2627 1磁 {.'/.\~Ill) l5!1r'3f;I日 lljtf~{け:r.!JJ 立会潤査 ”.6日古代 in又は住店址？ 年"l19
12 ・ 12 • 20 
12・ 12・ 10 l幽 (:1，1忙北） 9灯 ft！沼ntソA間 9n 』~,111~ :1:111 立会潤査 四d 迅Ill・遠物なし 年11l19

12 • 12 • 18.19 1230 (/l＼忙北） 9iff牛郎北閲肩！悧改9E;c)Ii 立会閃査 5.2111 古代 ビット．」•,師召 ·Ill！ぶ沿 年机19

l 3 • I・公ば9 l四1 ｛・人u:）喝牛船Af胤III佃池系紐H外伯水行改It[IlI 立会匁査 36.3nl 遭Ill・ 遺物なし 年11!19

13・ l • 30 l232 （大fl:）•Kn：地llU l柑拉ht外粕ホ・1,.)Mが工nヽ 立会関査 12nl 遠TLL・遺物なL り噌ll9

13 • 2 ・ 7.B 1233 ('1':/E•l1) 沢(因茄Illボイラー :-iH'i!!た 1佑L.·J:IIt 立会調在／ 93n! 古代 ビット・土訴召 年l1!19
13・ 2・ 12.13 分祉閃査

13・ 2・ 21.22 1:13-1 (4;it.lヒ）仄1mttJJF船9』IR設：I：,JI 立会悶査／ 公．Id 古代 ・ 近批 ：l；坑 • :1：関岱・ ll忠岱 ・田岱 年9U19
発掘悶査 以m

13・ 2・ 21 I蕊 （以紺） Ill内ガス斉緊．悠M9t:I:il[ 立会図丑 ud 遺Ill・ 遺物なし 、f!lll19
13 • 2 • 'l:1 1236 (：i＼代」じ） §tn牛郎哭耗19i設11l:t:J)9 立会図笠 0.6nl 辺IR・遺物なし 年llll9

i3. 2 • 27 U27 (.'il!l.llll)棟牛郎3I) /lllllllltl'J!験 ll!1h『U臥l:rJI 立会潤北 9.0n! 遺情 ・迅物なし 年"(19

13・ 2 ・お ！お8 (/J.\~11/) 屯火自動 IKII(ll(l1i営工りi 立会図査 II2nl 遭In・道物なし 年ttl19

13・ 3・5 l四9 ( ~ Ill ) Ill内if;.r.汗緊．も／日9E:r.Ili 立会潤丑： 邸n! 這Ill・ 迅物なし 年9Ul9

13・3・6 1240 (!.l＼ ~Ill) エ年郎駐は9J1J : ？Jl 立会閃査 2.7nl 辺In・遭物な L 年IUl9

13 • 3 • 7 l訊I （l氾町） 9k'f1午郎9肌41̀rt9212令I¥• Bl屈空うGり柑1設旧取設 立会閃丑 ”2d 迅lll・ifl物なし 年11119
:r．事

13・3・ ll.M 12'l2 (＊荘小）動物沢源研究開兌研究佑迂木阻爪油地下クンク1位 立会潤北 幻8nl 遭I.II・ 遭杓なし 年ffll9
公にIf.ぅ立．会四充

13 ・ 3 • 21.25 !2-13 （本北川）保飽牛1’fE！が東憫即l瀬拉物雇去I!J! 立会閃北 29nl 辺Ill・遭物なし 年』1119

13・ 3・ 26 1244 （俎 E北） 1"t援師9i1f91隋r.:1りik"圃改修艮悛設情エり1 立会潤北 I.Sm illlll・ 渭柑なし 年11119
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11 黒髪南地区の調査





n 黒嬰南地区の潤究

1.黒髪団地南地区水生動物飼育舎建築工事に伴う発掘調査 (9911調
査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

工学部・理学部が所在する黒嬰南地区は、北地区とともに黒髭町迫跡群（熊本市迫跡地区ぬ8-

88)内にある。本調査地点は9907調査地点と同様に、白川右岸の河岸段丘上 （揉高18~25m)に位置

する。調査地点は大学構内でも最も白川に接近した場所に位憎し、目前に白川が流れている。対岸に

は渡鹿迫跡群 • 新屋敷逍跡・大江迫跡群が所在する。

本件は水生動物飼育舎新営に伴う発掘調査である。平成11年度の年度途中、学長決裁により実施が

決定した事業である。 11月初めに文化財保護法第93条の申硝を行った。調査日程は年明けという要望

であった。本来1・ 2月は年次報告杏作成期問のため、本調査の実施は困難な状況であるにもかかわ

らず、既に2月から工学部衝撃・極限環境研究センター・サテライト・ペンチャー ・ビジネス・ラポ

ラトリー棟新営工事のため、小畑が報告書作成とともに本囮査を実施する予定となっていた。このた

め、大坪が報告書作成業務とともに3月から調査を実施した。

本調査地点の包含層およぴ迫構面の検出レベルが、予想を越えて深かった。このため廃土処理の都

合により 、調査区を I区（南西側）とII区（北東側）に分けて調査を行った。本文 ・図中の遣構番号

については、迫構の種類によらず、検出順に一連の番号を与えている。

b.隅査の経過

1区 1999年3月1日 一次掘削開始。

1999年3月2日 午後より、作業員による作業開始。

1999年3月6~7日 作業中止。

1999年3月8日 辿物検出、記録、取り上げ。全体写真撮影。測屈。

n区 1999年3月9日 I区測批完了後、うって返し。午後より II区の調査開始。
1999年3月10日 逍構掘削、遺物検出と記録（全体写真）、ijllj祉。

1999年3月13日 地山上面の全体写真。地山屈の掘り下げ。

1999年3月14日 全体写真撮影。測最。調査終了。

C.調査の組織

調査員 ：大坪志子

事務担当：松嶋木綿子

発掘作業員：夕n野木亜紀 • 岡田イツ代・小細工洋子・白石美智子・溜渕俊子・掘川貞子・水上順子

整理作業員：井上裕美 ・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀•土田ちえみ・林田

恵子 ・増井弘子 ・山薪早苗

(2)調査区の基本層序 （図4)

本調査区は9907地点からさほど離れていないが、辿構面および基盤層の深さは全く異なっていた。

最も深い所では、地山の検出レペルは地表下2.5mに達する。1層は現代埋土でガラなども含む。 2

R9~ 5 層までが耕作土、 4~~10層は白川の洪水砂の層である。 11恩は混入物のない、しっとりとし
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II 馬促南地区の浪l究

Lll=t9. OOm 

。
4m I陪 ：暗出色土 (lluolOYRJ/3) 6屈：！.II褐色砂質 (lluelOYR2/3) 11屈： MI褐色土 (lluelOY即／2)
21('!:暗褐色土 (flueI OYR3/ 4) 7 1111 : Ml褐色砂 (flu●IOYR2/3) 12層： Ml掲色土 (lluelOYR2/2)
3附：県18色土 (lluclOYR2/3) 8屈： ll1褐色砂 (lluel0¥'R2/3) 13恩： 911褐色砂 (lluclOYRJ/,1)
4附 ：I).¥褐色士 (lluelOYR2/3) !J屈：焦褐色砂質土 (lluclOYR2/3)
5崩 ：黒褐色:I:(lluclOYR2/2) 10屈：黙褐色砂質土 (Huc!OYR2/3)

図4 9911調査地点南西・北西壁土層断面実測図 (1/80) 

た軟らかい土の層である。 12層ー黒褐色土陪 (lOYR2/2)が古代の遺物包含層で土師器や須恵器を含

む。 13層はいわゆる地山陪であるが、既に報告されているように縄文土器の包含層である。その下が

砂岩プロックで形成されたような基盤陪となる。

(3)検出遥構 （図3)

本調査区の辿構面・基盤層は、 9907調査地点と同様に白Jllに向かって傾斜していたが、本調査区で

はとくに急激に落ちており、白川側半分が溝状になっていた。明確な掘り込みは見られず、旧段丘涯

の可能性が考えられる。北西側の台地状の部分は古代の辿物包含爵は削平されて残っておらず、地山

直上までは近世以降の埋土である。地山検出時においては、迫物の検出はあったが辿構の検出はない。

地山土層を除去した段階で、下の基盤層にはピット状の穴があり、縄文土器が含まれるものもあった

が、恐らくは自然の窪みであろう。 この他逍構らしいものはなかった。

辿物は、古代の包含層から土師器と須恵器が出土した。 II区では礫とともにある程度まとまった出

土があったが、その他は砕片が散在していた。また、先述のように地山としている陪から縄文土器が

出土した。

(4)出土遥物 （図5 • 6) 

本調査区からは、 8~9世紀代を中心とする古代の追物と縄文土器が出土した。

図5: 1 ~ 14は古代の土師器、 15~30は須恵器である。 4は8世紀前葉、 5は8世紀中葉、 6・ 7 

は9世紀前薬頃と思われる。 8~11は糸切り底で12世紀代の所産であろう。 12・ 13は土師器甕の口縁

部である。 12は8世紀末頃と思われる。 13は9世紀前半であろう。 14は台地状のビットとした基盤層

の窪みから出土した土師器杯である。 8世紀中葉であろう。 15~30は須恵器である。 19・ 25以外は溝

状部分から出土した。 15は須恵器蓋である。摘みや端部が欠損しており全体は不明だが、器高は隙＜

9世紀初頭かと思われる。 16は8世紀前半、 17は8世紀後半、 18~22は8世紀末葉から9世紀初頭と

思われる。 23は壷の口縁部、 24・ 25は壷の底部でともに8世後半代であろう。 26~28は須恵器甕の胴

部片である。 29は須恵器の円面硯である。直径は約10cm程度で小型である。脚は高台粂ではなく、独

立した丸い脚が3か所についていたようである。残っている脚は、周囲に廻る海と繋がっており、墨
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I.黒髪団地南地区水生動物創ff令姓培 l?jiに伴う発揺調在 (99ll 油'，11f. 地．＇•1[ ）
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ll 閑厖I}i地区の，母忙
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l. M{~団地南地区水生動物和Jff令述染．T:．事に伴う 発掘濶査 (9911調究地点）

が溜まるようになっているようだ。30はビットとした基盤層の窪みから出土した須恵器蓋である。か

えしが僅かに残っており、 7世紀末～8世紀初頭頃であろう。31~34は近代以降の磁器である。

図6: 35~60は縄文土器である。前期と後期の土器が出土した。35は曽畑式の深鉢の口縁部である。

36は南福寺式の深鉢の口縁部である。 37・ 38は出水式の深鉢の口縁部、 39~43は御手洗A式の古段階

である。44~46は小池l原下府式の鉢の口縁及ぴ胴部片である。47は太郎迫式である。48~60までは無

紋の土器である。有紋の縄文土器の構成からすると後期の所産の可能性がある。 48~55は器面をナデ

で調整している。49は、内面は丁寧にナデを施す。50は焼成後に穿孔をしているが、貰通はしていな

ぃ。55は土器を円形に加工したようにも思えるが、周縁はなにも調整されておらず、割面がそのまま

残されている。56は、外面は縦方向にナデをほどこすが、条痕が顕著に残る。内面のナデは丁寧に施

されている。57は、外面は幅5mmほどの道具でミガキを縦方向に施している。内面のミガキは粗く、

方向も縦横である。58・ 59は底部である。60は土錐で、縄文土器を再加工している。61~63は黒曜石

の剥片、 64はチャートの剥片である。65は敲石である。欠損してない側辺に敲打による痘痕が残る。

(5)まとめ

今回の調査は9907地点と同様、白川に向かって傾斜する地形を確認し、同様な時期の辿物を得た。

現在の地形は、以前、学生寮の敷地として活用され、眼前に構築された堤防までは整地されているた

め、本地点で白川に向かって崖状に落ち込むことは想定外であった。上記の整地により包含層は削平

され、逍構面もダメージを受けたと考えられ、通常遺構面とする黄色±上面では、遣構を確認するこ

とはできなかった。2011年に、本調査地点と9907調査地点の間を試掘した際には（埋蔵文化財調査セ

ンター年報18、1134調査地点）、古代と思われる住居址を1基確認しており、旧地形では崖の際に近

いあたりにまで集落が広がっていた可能性が考えられる。黒嬰南地区における縄文土器の出土状況に

ついては、未だ不明の点が多い。敷地の北半では、おおむね地山土陪と古代の迪物包含層の中間陥に

後期・晩期の遺物を含む場合が多い。南地区の中央入口道路下 (0203調査地点）では、地山層の中に

早期の土器や石器が含まれていた。今回のように地山土層の下の基盤層にまで達する地点は9907・ 

9911調査地点以外にない。地山土層のある程度の深さにまで縄文時代の迫物が含まれることは常に念

頭に置かねばならないことと、その範囲がどのように設定できるのかが、今後の課題である。同じ南

地区であっても、当調査センターの建物が立地する付近では、古代の辿物包含層が明確には確認でき

ず砂層となっており、既に旧河川敷の範囲内ではないかと考えられる。南地区の南側の敷地境は、

9911 ・ 9907調査地点のように際まで縄文時代の迫物を含む地山や基盤陪が確認される一方、西側では

砂層となり明確な辿物包含陪や逍構面が確認されない。また、地表下2.5mにおいて近世以降の畑地

が検出されるなど、状況は多様である。

今後は、このような段丘崖や旧河川敷の範囲が調査の積重ねにより、確定していくことが望まれる。

こうした成果が、近隣に所在したとされる「蚕疫の渡し」の解明へと繋がるであろう。
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n 黒嬰ihi地区の濶介

.. 調査地点出土遥物一覧表
図 肴号 lll ~ 糧顕（騒II) 法口 (CIII) 預存 口 特 費 色 5 出土還桐 llil 考

口圧
内 ：hりにナデ 内 ：IIm 7.5YR7/6 i胄 (1区）5 I 土閏iお “ bE程 口は昴片
外 ：回紀：ナテ 外 ：lluc 7.5VR7l8 

i”t 
ロ往

内 ：団にナテ 内 ：lluc 5YR616 
如 3 圧艇あり ？2 .I ••師召 年 底佳 口拉記片

外 ：l"lti:ナデ 外 ：IIue ?.5¥'R716 
昂店

U往 Iり；i9)転ナう’ 内 ：llue 5YRi/8 
滑 (I碑）3 · I ••幻召 H 庇往 口は絋1;・

外 ：阿転ナデ 外 ：lluc 5YR7/8 
わ店

口lf 内 ： l•Jti:·/-デ JりI:lluじ IOYN716
如・I 1：証石 硯 底佳 狂部it•

外 ：旧転ナ・ア 外 ：lluじ 7.5YR6t6
召厄

口E
内 ：lnlにナデ 内 ：lluc 5YR718 

潰 11区） 内外iii!坑屯色化符こI:5 I士面石 碗 底佳 底郎h・
外 ：HIにナデ 外 ：lluじ 5YR6l6

荏高

口匡 ll.4 
内 ；bl転：ナテ 内 ：llue 5YR5/6 如

内外面赤色化霰土6 上顧沿 H 底佳 7.4 口籍一祖郎片
外 ：ぃ）転ナデ 外 ：Hue 5YR6/6 匹

牲"'3.5
口径 内 ：旧転・J-デ．削1)

内外 ： ll u じ ? .5 Y R 7/6 50081 7 :I:r』と 碗 底伍 116 狂郁）r 外 ：r，I転 •rテ‘.11JJ IJ : llue 7.5YR6/6 
岱石

口E l2.5 
内 ：M転ナデ 内 ：llue 5YR6/1 

50091 
庇面糸りJIJ8 :I.:師四 u 底I.Iao 約1/2

外 ：旧転：ォ・プ' 外 ：Hue5YR7/1 内面にスス？f寸情
器店 32 

口ほ l2.o 
内 ：1el転ナデ 内 ：lluじ 75YR716 50091 底ilii糸切り， :1:闊石 “ 底径＆4 約113
外 ：lnI転 1 •デ りI:lluじ 7.5YR7/6

諾A 2.7 
lコ往 12.8 

内 ：Ihlにナ千 内 :lluじ 5YR616
50091 hXiffiガペ9JI;|10 :J.:Mi芯 u; 底往＆5 314 ~I : liil転：.,.デ 外 ：II叩 5YR7/6

召店 35 
口且 13.0 

内 ：Inlにナデ 内 ：11田 IOYH6/4
50091 底面糸切りII ,1̂.00召 u; 庄径 9.s 四

外 ：liiJ転；ナテ りI: llu• 10Yk7/4 
岱店 30 
口往：

内 ：団にナデ I-'! ; llue 2.5YR516 
坤 内外面赤色ft"＿1'.ll :tl'ni3 甕 底径 口18郎片

外 ：Pl転ナデ りI:lluじ 2.5ヽ•1<516
匹店

口径
□籍郎／ヤ Iり：lヅ転：ナテ 内 ：lluc7.5YR6l4 

溝下配 外面にススi',＂13 _t.“お 兒 底程：
外 ：rlll転：ナデ 外 ：｝lue IOYRi/~ 

召店

口往
内 ：199lt云ナデ．ナデ 内 ：lluc7.5YR616 

8•りビ ッ ト1,1 上証召 杯 b引径 ＆6 118 
外 ：阿転；ナデ．ナテ＇ 外 ：lluc 7.5YR5t4 

西店

口径
内 ： 阿E-,• デ ． ナデ 内 ： llu,• 2.5Y6心

珈 815 瑣氾岱 z ht径 射郎l「 外 ：I『9)転ナデ．nI)i) 外 ：lluc Z.SY6心
臼点
口佳

胴郎～必郎J¥・ 内 ： Iりl転；・J・テ＇ 内 ：IIuC2.5Y6I2 
溝 (I区）16 煩忠岱 M 1,~径

外 ：(nJt.c:ナデ 外 ：ll曲 2.SY6l2
沿n
Iコ往 内 ：r,1転・/・7' 内 ：II91t 2、5Y513

50052 外面に日然袖あり17 "（息沿 碗 庇往 l I4 
外 ：llll転ナデ 外 ：lluc 2.SY5/2 

花杯

口径 内 ：阿転・j・デ 内 ：llue 2.5Y7/2 
ill（投吼1/JIIB) 外面にfI然袖あり18 ”i恵岱 況 底佳 7,6 底祁1/2 外 ： r,1転•/··;' ,i : lluc 2.5Y7/I 

花莉

口径
内 ：l911転ナデ 内 ：lluc 5Y612 

13層19 坑也岱 競 底往 財ffil～底祁9ヤ 9i : Iul転 i• デ 外 ：ll99C 5Y512 
召店

口径
内 ：U転-j• デ 内 ：lluc 10YR5l3 

inr郎 赤焼公） :n患召 碗 Iii:径 10.8 底郎）t
外 ：阿転-/・デ 外 ！llue IOYRJ/3 沿店

口径
内 ：Iリに・J・う‘ 内 ：flue 25Y6/J 

償 (I区）21 1"息お “: hME &4 底郎）ヤ
クI:~•I~ナデ 外 ：llue 2,5Y62 

石応

口往
内 ：I』転ナデ 内 ：｝luc 5Y6/I 

匹z m．屯石 M 収aa7 bl郎114
外 ：I911転 1• デ 外 ： llut• 5Y6I! 

苔店

口往邸
内：Ipl転ナデ．クタキ 内 ：II91c 7.5Y•1 l 1 50061 ZI iII患召 a 底程： 口は一樹郎9ヤ
外 ：回転ナデ 外 ；！lue i.5Y5/I 50062 召店

口往
内 ：伺転ナデ 内 ：lluc 2.5GY6/I 溝 (Dr.<r"半2・1 ;＂恵お i!? ＇反程： 胴郎～底郎11・
外 ： 回転1• デ ． J11JI} 外 ；lluo 10Y5/1 郎R)括店

口径
内 ：@I転ナテ 内 :llue 5Y6/I 

お !il忠芯 遥 底径 10.7 底郎It
外 ：日転ナデ．削I/ 外 ：lluc 5Y3/l 

沿店

口径
内 ：ククキ 内 ：!!uo 7SY5/l 

溝下B5“ 
;n、も岱 史 (r,r) ,ii:径 昂郎9ヤ

外 ：タクキ 外 ：!luc 5Y5/I 
笞汀

口往
関部一底闇／1・ 内 ：タクキ 内 ：Hue 5Y612 

浪下狐't:T {fl患召 甕 麻径 9.0 
外 ：ククキ クi:I!ue 10WIl 

岱ni
口径

内 ：ク9キ 内 ：lluc IOYR6/3 
50090 28 in!!.,・祐 甕 底往 尉郎J;•

外 ：クタキ 外 ,Hue lOYRS/2 
お高

口径 115 
内 ；iμI転ナデ l'I : lluc 5lll-711 ill (I区） 外囮l:J'J然釉あり公 :n・'↓’沿 "血1i11. 底位 杓l /• I
外 ：削') 外 ：Hue IOY3/I 

註応

口径
口ほ郎J¥・ 内 ：佃転ナデ．nい） 内 ：II皿 2.5Y7/2 が ・ピット]() 閉息 正 底径

外 ；回転ナデ 外 ：II以： 2.SYS/2 
苔高

口径
内 ：ナナ l'i: lluじ 1引色

121/J.I:.面 白磁3l 屈芯 皿？ 狂伍 口贔1¥tlt
外 '1•テ 外 ：I-1uc u& 

甚高

口往
内 ：ナデ 内 ：Hue Iり色

12JdJ:面 白はよ 巳岱 石嗣 庇往 引郎）t•
外 ：ナデ 外：liuc 白色

お巧
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1. 熊嬰団地南地区水生勁物飼ff令述秘T.lliに伴う発掘潤査 (9911潤介地．＇・ 1i.）

図 塾号 辺物 II顕（闘Ill 法Iii(o) ”存口 特 口 色

” 
出土辺構 口 考

「IIF 内 ；ナデ 内 llue 5Y712 白田5 エ3 因石 Iii? htlt 引郎9ヤ
外 ：ナデ 外 ：1111じ 5Y7? 2サビット 内外面に仕あり

お店

I ! ｛ t 
内 ：ナチ ,；； ： lluc I’9色

“ 
田笞 場のみ ？ hl;!I 引郎1ヤ Ill:乱 (DU} 外面註付‘

悩m
外 ：ナテ 外 llue 1•1 色

1.Itt 
内 ：ナデ 内 ：lh1e 10¥'Rl/2 6 お 縄文」••笞 迂鉢形 ヒ岱 収{f §ii;:;9\• 
外 ；ナテ 9l : lluc IOYK4r』

ill (1211,l) "1B式
2れ店
II様

内 ：ナテ 内 ：Ifuc5Y5戊
36 縄文．I：お 深件形 l•• 岱 底惰 lJ9引応J¥・

外 ：ナデ 外 ・llue 25Y5/3 13柑 l"Ill寺式
岱ni
11m 

内 ：ナデ 内 ' lluc• l(IYRSI、1
37 縄文．． l：ti 深鉢影」•, ti 底ft I.I、心郎)¥・

外 ：ナデ 外 ：llut IOYR4/2 
清 (Il.(J Ill水式

岱Pi
11/f 

内 ：ナテ 内 ：ll̀＇e IOYR5I4 38 縄文J•• 沿 ims"’i-I..ti htiH II粒郎)¥・
外 ：ナデ り卜 ：ll̀'e IOYIi5I・1

:,0016 出水式
岱店

I lff. 
内 ：十子＇ 内 ：lluc IOYR•l/2 

39 縄文土召 深鉢彬上t;’'ttt U籍郎J¥・
外 ：ナデ 外 ；lluじ IOYRJII 13射 仰手洗A式

路ぶ
I I {f: 

内 ：ナデ I勺：IIt1じ l.'iYfil-1
40 縄文土沿 深体＂た1：沿 ’’tt惰 い籍柘9;• IJ屈 切手洗A式

お店
外 ：ナデ クト ：l lIm IOYK7I・l 

11m 
内 ：ナデ 内 ：II91e 25Y5つ

4 1 闘文土召 深体影 l：お hEtt LIIさ茄）；•
外 ：ナデ＇ 外 ：lluじ IOYR5t3

I4IM 切手洗A式
苔江

1 lff. 内 ：十デ 内 ：IIue 2.5Y591 .1 2 闘文士．韮 深U9; . l•• t:; I糾惰 U樟茄9t
外 ：ナデ 外 ：llIIt 25Y512 

13柑 切•F注 A 式
沿れ

＂仕 内 '+テ’ 内 ：llue IOYR69., 
43 縄文士甚 深汁粘 l••岱 bI!・t □1軒部9ヤ

外 ；ナデ 外 ・11IIc l(9YR6ヽ6 IJ屈 切手法A式
むni
I lif: 

内 ：ナデ 内 ．llu,・ IOYRil6 -14 遅文士器 i序体’;． l •• お I糾そ n1＆郎9t•
外 ．ナデ 外 ：11IIe 1ふYl<616 MNI:fJil 

小池II(下屈式
お店

,m 
内 ：ナデ 内 ：llu:2..'i¥＇5/2 ~5 縄文土t.i 深鉢＇とl:i:;底！f nIg郎）t
外 ：ナデ 外 ：llue 5VR5/ •I Ml/,J 小池ITT-'<I式

岱岱

Ill怜 内 ：十デ 内 ：lluじ 10¥'1!5ん
16 縄文土花 深Sり形上沿 戒II 討郎）；•

外 ：／仔き り(;lluo IUYIWI M~ 小池If!.下klj只
1；；店
11m 

内 ：ナデ 1勺：llIIt 10YR•II2 
』17 縄文上荏 深体影 l：岱

’’て1t 財R~J\·
外 ：ナデ 外 ：IÌ'じ 10¥'mri

溝 (12N) 太郎辺式
岱店

11m 内 ：ナデ 内 ：llue IOYR•l/3 ~8 悶文上苔 浮tい彬． I•• 荏 ’’ttt LIi"屈J¥・
外 ：ナデ 外 ：Ih"'I0¥'1<513 

1•IM 外面口様部にスス付れ
苔店

I It, 
内 ：ナデ Iり 1191じ •L5\’ 5 12

49 縄文土註 深外影，l:'l:l’’tit l ll~mヤ 外 ：ナデ 外 ：Iluc 出W593 14k 
おRi
II程

内 ：ナデ 内 ：Ilut 1(IYRI厄
50 樋文．1•• お 深体形 l：沿 底1そ I ll~il•'t 外 ：ナデ 外91lue IO¥'RI.，2 匹

乙れ

I I { t 
内 ：ナデ 内 ・lluc i.WR616 

51 縄文：t~ 深鉢影J-．お 1,~lt u'引郎9\•
外 ：ナデ 外 ：lluc IOYR'ji6 1311'1 !E!/1? 

おれ

I II~ 内 ：＋デ Iり 1lu,• 7.5YR514 52 闘文土比 沢鉢形 l •• お 1』[！1; I lf,lf.uJr 
外 ：ナデ 外 ：ll19C 出i¥＇印2 131d 

沿バ

I I If 
l'l'ナテ’ IA. Ilu9. loyR5戊

” 
出文土石 深体彫 l•• 召 ht11 119W[lt 

外 ：ナデ 外 ．llu,・ IOVH5I~ Mli 
tin; 
此~ 3.6 

内 ： 内 ：I•Iuc l(｝YR6/91 
5i 閲文:l:lil 深SM形1:1:1Ill 3.1 崩郎J¥・

外 ： 外 ：Iluc 2.5Y5l3 13"'1 汀ぼ9.4g
I'/,さ U.7
J,tさ i(I

閑： 内：lluc 5Y•l n fぼ刀1R土お 縄文 l:t3 深Sい影 1:1,叫 .1.45 旧郎！ヤ 14M 
1只さ 1)．缶 外 ：lluじ 2"，¥'513 11u,1m. 製円位？

I I!f: 
内 ：ナテ 1'1 : lluc IOYR-112 

56 縄文J•• 石 深体9;tt; 1』EIt: 呪郎,~
外 ．ナデ 外 ： llu,•IOY!<512

甜辺7
むれ

I I It: 
内 ：mさ 内 ．llue 7.5YR5/91 

57 撮文←UB iist:彬．tお 9II It 引征9\•
外 ．Inさ 外 llu9. iOYR69•I 叩 1・1

む“
II仔；

内 ＇ナデ
内 ：91999• 25Y614 

58 掲文J:芦 元体影．I：じ ,mt HO 1,~,lt: 約 1 14
外 ：.,.デ 外 ：lluじ 2ふYが3 1 •11.'f上面

岱'~ r，111Ii : I·luピ 25Y7/•I
I I{f: 

内 ：ナデ 内 ：l luc 5Y391 
59 閲文土呂 it体9il：む 旺1そ r,l:茄1;，

外 ：ナテ’ 9i :l l u,．5Y.1 91 
漬 [IH)

ねn;
Jとさ •1.85 

内 ： 内 ：lluじ 2.5Y4パ
頂祉片16.2njgf 印 土閃品 I.. ＂ 柑 2•15 ・え屁品

外 ： 外 ． Iluじ 25Y•V2 1がり 土笞 'Jni ,.,_さ l.Cl5
iとさ l．り 内 ： 内 ：lluc 61 ｛；註 '＇!.¥耀≪ ¢i1 1.15 外 ・ 外 ： llm•

珈 22 爪.ti紐
I'/. さ 0.•I

Jとさ 'LI 内 ： 内 ；lll1じ
“! 行 岱 :.1.＼岨／i OIi 1.5 外， 外 ：llu9’ 

1:111'!1 爪証1511
ヮ：： II••I

63 r, 器 99.1、1唱／i
l船とIさ と2.:!ti 1.1.j: Iり：lh1c

12.¥'I f(lil:1lg 
I'/.さ 0.55

外 ： 外 ：llIIじ

uさ <.7
内 ： 内 ：llIIじa 石器 ・I・ヤー ト 閲 2..1 外 ； 外 ．llue 14M ;f(Jillll.4g 

)リさ 1.0 
！とさ 15.1 内 ： 1.1!:11̀'じoo 石諾 At n 糾 102,; 外 ； クト ：I・IlIC 却 11 f湛お6/l
P1 さ •1 ,5
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n 焦嬰南地区の調査

2.黒髪団地南地区総合研究棟新営工事に伴う発掘調査 (0204調査地
点）

（1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経過

本調査地点は白川右岸の標高17mの地点にあたる。南地区の中部南西部に位皿し、 9603調査地点と

道路を隔てた位骰にある。旧工学部建物が調査区内に存在しており、調査対象地区のおよそ半分は破

壊されていた。また、調査区西側1/3ほどは旧運動場部分に相当し、現地表面より1.5mほど削平を受

けていた。 9603調査地点（熊本大学構内迫跡発掘調査報告w)とそれに接する9704調査地点（同）で

は東西方向の方形区画溝（幅およそ2m)とそれに囲まれた掘立柱建物が検出されており、 9603調査

地点のほぼ中央で検出された2本の溝（溝間4m)は本学内に存在が推定されている蚕姜（こかい）

釈内もしくはそれに通じる古代道路に比定される意見があるなど、本調査地点でも古代官術関連の迪

構の存在が予想されていた。

本調査地点は平成15年度竣工予定の総合研究棟の建築予定地であり、埋蔵文化財調査室では、隣接

する9603調査地点での調査成果をもとに、削平は受けているものの辿構の残存状態はほぼ良好である

こと、先に述べたように、「蚕登（こかい）駅」と古代官道の存在が予想されている大学構内におい

ても重要な地点であると判断し、施設部と協議の上、建築に先立ち、 4月17日に試掘調査を実施した。

その結果、旧工学部建物跡地の撹乱された部分を除き、辿構や包含層が残存していることが判明し、

調査が必要であると判断した。

b.調査の経過

熊本市教育委員会への埋蔵文化財の発掘調査手続き後、 5月6日から5月29日にかけて建設予定地

に残存していた楠の移植に伴う調査 (0206調査地点）を実施し、樹木移植後、埋蔵文化財調査のため

の1次掘削（表土・撹乱層除去）を終えた、 6月12日より本調査に落手した。

発掘調査の結果、古墳時代末から古代にかけての辿構、および縄文時代の包含陪を確認した。発掘

調査はおよそ2ヶ月間を要し、 8月14日に無事終了した。発掘調査面積は2.803面であった。

c.調査の組織

調査員；小畑弘己・大坪志子

事務担当：坂元紀乃

発掘作業員：伊藤千代子・岡田イツ代・岡村久美子・河野義勝・黒木重信・黒木タケ子・白川チズ

子・白石美智子・新里亮人・鈴木笙子 ・ 高松北子•田口伸也・溜渕俊子・中川毅人・

野口春美・林田恵子・早田咲百合・番山明子・福田久美子・堀川貞子・前田日出男・

松井昭子・水上順子・宮村邦子・森川征子・森川護•森田登•森田みどり

整理作業員：井上裕美・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・古賀敬子・首藤優子・末吉美紀・溜渕俊

子・林田恵子・早田咲百合・増井弘子・山菩早苗

(2)調査区の基本層序（図9)

本調査地点の陪序は、黒髪南地区の基本的な土層堆積状況と同じである。北壁の土層（図9上段）

によって説明を加える。
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2 . 黒嬰団地南地区総合研究棟新1;1；ぷ•‘ltに伴う発掘j悶1f: (0204湖査地点）

1層：表土・撹乱層：原さ60cm

2-6陪：黒褐色土陪 (10YR2-3) 厚さ20cmほどの数枚の層からなり、一部3陪に砂が多く混

じる。調査区の西側のみに存在し、斜めの東から西にかけて傾斜した堆積をなす。その堆梢状況から

みて人為的な埋土と判断できる。

7層：黒褐色土層 (7.5YR2/2) f駁さ20~30cmの水平体稜陪である。調査区東側（溝5より束側）

と50cmほどの高度差があり、西側の工学部迎動場建設後に堆積した層と考えられる。

8・9層：灰褐色土陪 (7.5YR5/2)と黒褐色土層 (lOYR2/l) 調査区東側のみに堆積する。東側

は7層堆積以前に削平された可能性がある。

10層：暗赤褐色土層 (5YR3/2) 厚さ40cmほどで、堆積の基底面は調査区の束側から西側にかけ

て緩く傾斜している。周辺の地点でもみられる、近代遺構の耕作土の甚盤となる層である。

11層：黒褐色土培 (lOYR3/l) 原さ30cmほどの水平体積総であるが、調査区の西側部分は10層

に削平されている。

12層：にぶい赤褐色土府 (5YR4/4) 原さ15cmほどの柔らかな土層である。調査区西側のみに残

存する

13層：黒褐色土爵 (7.5YR3/2) ｝厚さ50cmほどの基盤士である。

辿物の出土状況から、 11陪が古代逍物包含層およぴ逍構構築面であり、 11層下部から13陪の上部に

かけて縄文時代後期の迫物が出土する。

本調査地点は、 9603・ 9704調査地点と同じく西側1/3が旧運動場の造成によって削平を受けており、

この部分においては近代以降の堆梢陪である10陪で覆われていた。東側の堆積状況から判断して、お

よそ50cm~ 1 mほどの削平を受けたものと思われる。この上部には昭和28年の白川洪水の際の洪水

砂が被覆し、その上部は被災後の処理土（造成土）である2-6層が厚く堆梢している。

(3)検出遥構

今回の調査では、近世末の堀1粂、古代溝6条、古代竪穴住居址4基、火葬墓l基、縄文土器包含

陪を確認した。

＜溝＞

5号溝

調査区西部にほぼ南北方向に走る幅3m、深さ1.5mの堀である。近世末の陶磁器類（図14:3 ~ 

8) と用途不明の銅製品（図14:9)が出土した。陶磁器類の種類は、陶器鉢 ・稲鉢・瓦器鉢・染付

碗・青磁香炉•青磁人形片などである。

12号溝

調査区西部に東西方向に走る幅2.5m、深さ50cmの断面形台形の2段掘りの溝である。南側が緩や

かに立ちあがる。土師器甕・杯・須恵器杯（図14:10~12)などの小片が出土した。

13号溝

12号溝に平行する溝である。幅 lm、深さ30cmの断面U字形を呈する。土師器 ・須恵器の小片が

少紐出土している。ほぼ第12号溝と同じ時期と思われる。

これらの溝はその位匝関係からみて、西側に位t位する9603調査地点を東西に走る溝と巡なる一辿の

溝であると思われる。ただし、束側は批乱のためその端部が明確ではない。少なくとも 5号溝以束ヘ

は延びていない。築造順は8・9号溝と 5号溝の間に入る可能性が高い。
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2. Il.I足l:11地1+i地区総合研究棟新営工事に伴う発掘i辿1f.(0201，閾ftJ也点）
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2.黒嬰団地南地区総合研究棟新ボ肛r.！Jiに伴う発掘調究 (0204曲査地点）
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図9 0204調査地点各迫構土層断面実測図 (1/100 • 1 /50) 

34 



II 凡＼嬰南地区の調査

8・9号溝

調査区の西側隅を南北方向に走る溝である。いずれも幅lm前後、深さ30~10cmである。磁北か

ら6度西へ振れる。この方位は9603調査地点で検出した方形区画とほぼ同じである。辿物は土師器や

須恵器の細片が少祉出土したが、時期を示すものに須恵器の高台付の杯などがある（図14:13~16)。

ほぼ8世紀後半代の迫構と考えられる。

その位置と規模からみて、道の側溝と思われるが、残念ながらこの部分の削平が大きいことから、

路面は残存していない。また両溝は平行して走るが、北側において若干距離を縮めている。

この他、調査区南側中央で約10mの距離を骰いて東西に平行して走る幅80cm、深さ10cmあまりの

溝2本 (10号・ 11号溝）を検出しているが、覆土からみて古代の逍構である可能性が高い。 11号溝か

らは土師器の杯と甕が出土している。これらは7世紀末～8泄紀初めの時期のものであるが、辿物は

ごく少最であり、これら迫物がこれらの溝の正確な時期を表すか否かは不明である。

＜竪穴住居址＞

1号竪穴住居址 （図10)

調査区南東端で検出した方形の竪穴住居址である。規模は5x5m以上であり、西辺の南寄りに鼈

を設置している。ただし、窟の残存状態はあまり良好ではなく、焼けた粘土が残存し、その前面で砂

岩製の支柱を検出しただけであった。住居址内には硬化面が中央西よりに認められた。住居に伴う柱

穴は検出していない。土師器甕・須恵器壷の破片（図14:19~24)が出土した。床面からガラス製の

小玉1点（図14:25)が出土している。

2号竪穴住居址 （図10)

1号竪穴住居址の北側に隣接している方形の竪穴住居址である。規模は4X4mの略方形を呈する。

北辺中央に寵があるが、竪穴住居址本体と縦ともに削平が激しく、残存状況はよくない。寵は粘土と

右側の袖石が確認できたのみである。辿物は土師器の杯や甕形土器（回14:26~31)が住居床面から

破片の状態で出土した他、東辺中央付近のピット内から須恵器甕（図14:32)が破片を重ねるような

状態（図10上段）で検出された。

3号竪穴住居址 （図11)

調査区中央部東側で検出した方形の竪穴住居址である。削平を受けており、壁の立ちあがりは5~

10cm程度であった。本調査地点においてはもっとも大きな住居址であり、その規模は6.5X6.3mであ

る。北辺中央に瑠をもつ。醗も撹乱によって破壊を受けていた。砲方向に長軸をもつ主柱穴6個が確

認できた。その間には2面の一部重なる硬化面が細長く広がっていた。床面から土師器甕・杯・須恵

器杯身の破片（図14:33~39)の他、天草地方産の凝灰岩を使用した大型の砥石1点と砂岩製の小型

の砥石1が出土した（図15:40 ・ 41)。

4号竪穴住居址 （図12)

調査区北東隅で検出した方形竪穴住居址である。 5.5X5.Qmの規模をもつ。南部を撹乱によって切

られるが、残存状況は良好であった。東辺中央に鼈をもち、その前面に硬化面が認められた。鼈は中

央に砂岩製の短い支柱をもつが、袖石は確認できなかった。破壊され土器とともに粘土 ・焼土が2X 

lmの範囲に広がっていた。主柱穴は検出していない。篭とその南東角を中心に若干の追物が出土し

た。追物は逆刺のある須恵器杯身およぴ土師器甕．鉢である（図15:42~53)。

各竪穴住居址の時期は、 3号竪穴住居址が最も古く 7世紀初で、 4号竪穴住居址が8世紀前半、

1 ・ 2号竪穴住居址が8世紀後半と考えられる。住居規模は時代が新しくなるにつれ小型化している。
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2.黒髪団地南地区経合研究柑［新営工事に伴う発掘調査 (02(),1調査地点）

1号翌穴住居址1) 
．） ！・

ダ
／ 

?...,• (,． 
./ -. __ 
¥ ＼．J 

O〉
◎ 

◎@ 

§l!AOIg-
―
)
旦
昌
翠
吝
mi

u-goo-11111 

t
 

ufiI鸞
了
い
国
叩
詞
叫
[i-

2号竪穴住居址

閲 r
 

U
l
=
1
7
.
5
0
m
 

① ．
 

¥

．/
．
 

¥¥
，C
)
 

[
 

.o
 

.-

)
 

i
J
 

.¥
 

IJI= 17. 50m 

玉
l陪 ：暗褐色土 (lluo2. 5YR'1/6) 
2殷 ：UI褐色土 (lfuoI 0Yfl2/3) 

① 
- L、= 17.•IOm

-j 

I.II== 17. 50m 

。
2m 
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2.黒嬰団地宵地区総合研究椋新営工事に伴う発掘既ff.(0204囮介地点）
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図12 4号竪穴住居址実測図 (1/50) 
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2.黒嬰団地南地区総合研究棟新常工事に伴う発掘湖査 (0⑳4，悶．布地．＇・1i.)

鼈の設置位置はすべて北辺側であり、共通している。

くその他の遥構＞

21号火葬塞（図13)

3号竪穴住居址の北部1.5mのところで検出した土師器の斐形土器と須恵器の大型甕の破片を利用

した蔵骨器である。長さ lm、幅50cmあまりの2つの穴が巡接したような土坑を掘り、その一つの

基底に円い扁平な大型礫を敷き、さらにその上部にもう一段の扁平礫を敷き、その上部に土師器甕の

蔵骨器を置いている。そして、その周囲を石で囲むように配骰した後、須恵器甕の破片で蓋をして、

石で押さえている。検出時には、すでに石の重みで渋れており、土師器甕も割れ、内部にあった焼骨

が一部外側に溢れていた。従来は復元図（図13)のような埋葬法であったと考えられる。

蔵骨器に使用された甕形土器は口径27cm、器商24cmの簿手の器壁をもつ（図13:1)。蓋に使用

された須恵器売の破片は底部付近の破片であり、長さ34cm、幅24cmである（図13:2)。

(4)出土遥物

辿構出土品 （図14・ 15)については、すでに述べているので、省略する。図16:54~61はピットや

単独出土の古代の土師器・須恵器である。図16:60は究永通宝、同61は鉄鏃である。同62は布目瓦

（平瓦）片である。このほか、各辿構や包含屈から、弥生時代中期中ごろを中心とした甕形土器のロ

縁部片が検出されている（図16:63~69)。原位骰をとどめていないが、本調査地点西側の9704調査

地点では該期の甕棺墓群が検出されており、古代に造成される以前はこの一帯にも弥生時代の迫構が

存在した可能性がある。また、各迫構の覆土および13陪上而の包含層から縄文時代後期前半と後期末

を中心とした土器片30点あまりが出土した（図16:73~93)。である。後期前半（北久根山式）に遡

る資科も若千存在するが、中心となる時期は、天城式・古閑式期のもので、小破片ではあるが、同期

の深鉢形土器や浅鉢形土器類が出土している。黒曜石製およびチャート製の剥片とともに、後期後半

の九州系の玉の素材となるクロム白雲母岩の小片 （チップ）が出土している。

(5)まとめ

今回の調査では縄文時代晩期から近世末までの辿構・辿物を検出した。その中でも重要な成果とし

てはやはり古代官道の側溝と考えられる8.9号溝を検出したことであろう。これらの溝は9603調査

地点の東側にこれらに対応する側溝が無い点から推測すると、古代官道の延長部にあたる可能性が高

い。この可能性の信憑性は9603調査地点で検出された方形区画の東西辺の溝がこの2本の側溝を越え

て本調査区内まで延びていないという事実から一層高くなる。両調査地点の間の状況が不明なので断

言はできないが、この区画は先に予想した官道の西側溝に取り付く可能性がでてきた。しかし、東西

方向の区画としては12・ 13号溝や10・ 11号溝のように別の区画が存在したことを示している。10・ 11 

号溝は道路に取り付く脇道の側溝である可能性もあるが、削平と5号溝によって破壊され、 8・9号

溝との関係は不明である。12・ 13号溝は8・ 9号溝を切っており、時期的に下るものであるが、調査

区の途中で5号溝に連なる近世の溝である可能性が高く、この道路を取巻く一帯の区画がどのような

状況で、しかもどのように変遷したのかについては、今後より面的な調査が継続されなければ明確な

判断は下せない。しかし、少なくとも東西南北を基調とした土地区画は、この付近に限って言えば、

近世末まで継承されていたことは5号溝の存在から明らかである。

この一帯は白川の河川敷と台地を隔てる段丘崖縁に位罷しており、駅関連施設が存在したとすれば、

40 
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2.規嬰団地南地区総合liJf究棟新営工事に伴う発掘翡jft(0204濶査地点）

位罷的に見てこの付近が最も有力な候補である。今後は西側の (9704・ 9603調査地点）地点で検出さ

れた方形区画と掘立柱建物の時期的変遷が重要な焦点となろう。

表4 0204調査地点出土遥物一覧表

図 魯号 ll'I 賃 直国（籍糧） 法a(-) 残存口 特 日 色 "i 出土遺1, Ill 囀

I ill 万，（I
内 ：ヘラ間11．回にナデ 内 ：Hue 5YR516 

13 I 1：閲召 甕 htit 3 '•I 
,r . 、 •'Tn . 阿にナテ 外 Hue5YR516 

21 •I;＊柘 g 臼什む

石店 29UI 

l l tt 
内 ：タクキ 内 ：Iiue 25Y7/2 試什とこ｛甕射郎1¥'刃11)

2 川忠li 史 ,i¥':tt 明m);• 211，'火葬口
沿店

クi:クタキ 外 • Hue IOYR・l/2 I、J然釉あり

LJ!t. 19.0 
内 ： 内 ：Huo7.5YR311 

l•I 3 囚：； Sし bH社 1.mm:11・ 
外 ： 外 ：Hue7.5YR3/I 

5•I)情 ( I F.j 
石店

utt 内 ：ハケLI.同転ナデ．
内 Hue 5YR•V2 91 囚沿 ·l• I1鉢 ’’Htt IIIN郎）ヤ nI） I) 
外 ：Hue7.5YR4!2 

5サinf91近 叶・，焼
岱店 9~ • !Ill転ナデ．削’)iilL
I t!"f, 

内 ：岡転ナデ 内 ：Hue ZSYR•l/1 
5 k ti 体 底if l l l~M,! ヤ

外 · 卜 l l 92→•テ． nIJII 外 ：HueHIYRl.711 
51・}構 (I区）

t紅t

旧沿
I 1m 

内 ： 内 ：自色
6 

（ 染 1•i )
碗 1,H~ 6.0 庇 ・ 醗郎li•

外 ： 外 ：日色
包含附 5,)j,iRI,t近 白い磁白にりしれで酎・t

岱ll'li

ill 苔 Kさ 5.1
内 ：ナデ 内 ：Hue7.5YR6/2 

7 
（ーが磁）

人影 俎 15 
外 ：枯 外： Huo5G6l1 5f;•i" 

ヮさ 0.5 

田花
1 91I 内 ：．rデ 内 ：Huc 2.5Y812 

8 (fu日）
(i が h~lt IIH郎）ヤ

外， 1 • デ 外 ：Hue5GY1/I 5り清
沿店

JIさ 7.9
内 ： 内 ：lluc， Ill製品 ~;りl

“ 
I.I 

りi. クI-:Hue 
5g•in 爪伍llBg

I'/.さ 0、お

I llt 
内 ：Iり1転＋デ 内 ：Hue7.5YR7/6 

10 上的：；； 甕 I糾t II位郎）ヤ 1 2r;•i ll （ 皿 区）
岱店

外 ；厄1転ナデ 外 ：Hue 10¥"RS/6 

I trn 
内 ．[u[転.,.テ’ 内： Hue5Y711 

II !n恵沿 H 「9ttt I lit郎）i-
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1 2り•ill （ 日 区）
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8サ溝 (ml!.l

石“

I I I冷
内 ： l•I 転ナテ＇ 内 ：Hue 10¥'5'1 

13 !/I!L'.t; 純 ill~ 9.7 r,Htll>み 9りill!IDUJ 外面に1'I然柏あり
む店

外 ：ナデ． n1)I) 外 ：Huei.5YR611 

lll't. 
内 ：同転ナデ 内 ：liuc X6IO 

I •I !II-'L'•石 I,{: ht 1t. I IIミ郎9¥嶋
外 ・1司転ナデ 外 ：Hue N710 91;• iB ( D 「‘.) 外面に1'Ir!.，柏ぁI)

iu?; 

I I Iそ
内 ：削転ナデ Iり：Hue5YR6/6 

15 1:証と 1-f: 旺仔，65 麻郎I¥・
外 ：回転ナデ． n11り ク►: Hue 5YR6/6 91;•ill (U Iそ）

tゎn;
I II冷 16.0

内 ・ナデ．IヽケB Iり：IIue IOYR6厄
16 U雄B 完 IJt 1.1 IJ9il郎I¥・
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拉8i
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II 黒要南地区の調査

図 需号 還

“ 
揖関（闘髄） 法伍（叫 双存 fil 特 微 色 91 出土遺捐

゜
考

口径
内：回転ナデ 内： Hue2.5YR6/2 

14 

” 
瑣忠器 高杯 庇往 細狐lt

外：回転ナデ 外： Hue5YG/2 
2サ竪穴住居址p.IO 外面に総抄団［あり

岱高

口径 13.6 
内 ：liilほナデ．屯き 内 ：IIue iOR596 

28 土師岱 毬 底径 ほほ究影 2サ竪大住居址
侶応 4.9 外：回転ナデ．llllり 外：Hue2.5YR6/6 

口径 13.7 内；阿転ナデ．”さ
内 ：Hue5YR6/6 

” 
土．応聾 n: 底程 6.0 約 I/~ 外：皿匠ナデ．隅り．

外 ：Hue5YR5/6 吟竪穴幽hi:
外面にスス付刃・線状賓あり

笛窪 42 IBさ

口往磁6
内：回にナデ．削り 内 ：Hue IOYR6/3 が竪穴住屈址P-8・

30 土．関問 直 底径 口樟～閉郎片
外 ：1ii1転ナデ．ハケll 外 ：HuoSYRG/6 p.14 内liilこスス1寸舟

召高

口a19.o 
内 ：回に1• デ• /1lJり 内 ：HueSYRS/3 2サ竪穴住居址P4. 内外面にスス1す沿31 土応岱 甕 底恒 口ほー胴屈1ヤ

臼旧
外 ：回転ナデ．ハケ目 り~: Hue 5YR5/4 床下 屈吟り

口区 17.5 
内 ：回転ナデ．間19.

32 {J(.¥!.,・葬 史 底径 10,0 四
ククキ 内 ：Hue5134/1 

2サ竪穴住居址P-2 内面に青氾叩さ飢あり
外 ：回転ナデ．間IJ. 外： Hue584/1 

岱高 313 
クタキ

口ll92 
内 ：回転ナデ 内 ：Huo7.5Y5/l 3;}竪穴住屈址P-1・ 

33 須忠因 り 底程 5.0 2/3 
器高 2.9 外：回転ナデ． nりり 外： lluc7.5Y4/I 撹乱 (ll区）

口佳
内：回転ナデ 内 ：Hue IOY611 

“ 
珊思臼 五 妊ほ 口樟郎h~

外 ：回紐ナデ 外 ：Huc ?SY6/1 3サ竪穴に居址Iii屈辺
討石

口伍
内 ：回転ナデ 内： Huo IOY3/I 

35 須忠諾 l:f,? 庇II 口紐～因節片
外：回にナデ 外： Hue IOYYI 3号竪穴住居址

岱和

口昼 10.3 
内：回転ナデ 内 ：Hue 7.5YR5/3 

36 瑣氾西 年 底琵 口屈部のl/3
外：回転ナデ 外：Hue IOYIも々 3サ竪穴住居址竃因辺

閉高

口ff 12.0 
内：回転＋デ 内 ：Hue5VR3/2 

37 土石 杯 底圧 1/2 3サ竪穴暉址P-4 内外面に丹注1』か？
岱店

外：回転ナテ．削り 外： Hue 75YR512 

口伍
内：回転ナデ．団さ 内 ：Hu.e IOYR5/3 

38 土競む

“ 
底径 口縁郎片

外： 1illにナデ 外： Hue lOYR613 
3サ竪穴住店址p.5 外面11¥位印研

器高

口径
内：回転ナデ 内： Hue IOYR6/4 

” 
土四蔚 甕 底径 口は蔀片

外 ：回転ナデ 外 ：Hue IOYR6/4 
3号竪穴住屈址p.12

臼高

Rさ 21.2.5
内：

llt天gヰro8既石g（汲灰岩）15 ~o 石呂 砥石 悼 7.5 完形
外：

灰色 3-1}翌穴住居址
厚さ 6.8
仕さ 5.25 

内 ： 皿黛蕊Og
41 石岱 砥石 笛 2.5 完形 白茶褐色（紐佼様） 3サ竪穴住屈址

ばさ 2.1
外： 砂岩

口往
内 ：回転ナデ 内 ：Huc 5Y591 42 如 /.i,J 日 底径 6.8 115 
外 ：固にナテ． 1¥l1り 外： Hue IOY411 “}翌穴住居址罰土

日高

口往 17.0 
内 ：ナデ 内： Hue7.5YR7/4 

43 土；的岱 製'll土辺？ 紐a 111 4サ竪穴住居址ぬ田
un 外 ：ナデ 外： H叩 7.sYR7/4

口径 9.5 
内 ：回転ナデ．問IJ 内 ：Hue7.sYR7I4 “}竪穴住屈址比6. 外面にスス付珀44 士99笞 小駐九庇豆 証径 i/2 

註高 102 
外 ：回にナデ．ハケ目 外： Hue IOYRS/4 II!土 /!1II!あり

口狂 21.0
内 ；回転ナデ． 1Bさ．

45 土紅屈 皇 紐琵 口ぬー胴邪片
nn 内： lIm 7.SYR6/4 

“引竪穴住店J:d:出1 内外1liiロ給証に丹j!'.1/
外 ：回にナデ．ヘラ開 外： Hue 2SYR~/6 

閲高
さ． 9ヽヶg

口位
内：回転ナテ，『PI 内： Hue7.5YR5/6 

46 土臼臼 史 証ほ 約l/2
外 ：回転ナデ．ハケ目 外： Hue5YR5/4 

4サ竪穴住戯 内外iliil:スス付刃
召高

4サ竪穴住屈址
ロほ 1&4 

内：回転ナテ．間り 内 ：Hue7.5YR6/6 lcl3 • No.17 • 四・
47 土輝四 甕 紐但 約1/2

外 ：回転ナデ．ハケ目 クI: Hue 7.SYR6/6 
出公 ・ 匹 •Ml.26.

笞高 匹 • Ill土 ・ 1!1焼土 ・
臼焼土謁辺・霞

口琵 9.6
内 ：回転ナデ 内 ：Hue7.5YR6/4 

48 土“四 甍 底任 口栂郎片
外 ：回転ナデ 外 ：Hue7.5YR6/4 

4サ竪穴住屈址焼土
召高

口If21.0 
内 ：回転ナデ． ftlll) 内 ：Hue7.5YR?／4 

49 土師器 甕 底径 口樟邸片 4サ竪穴住居址 •Ill± 外面にスス付筍
罰高

外 ：回転ナデ．ハケ目 外 ：Hue 7!iYR7/~ 

口g 222 
内：回にナデ． nりIJ 内 ：Hue 7.5YR5/~ 4介竪穴住居址 N,7.

50 土印岱 星 底狂 1/5 内外面にスス付”
け高

外 ：回にナデ．IヽヶB 外 ：Hue7.5YR7/4 随・ No.18• !II± 

口圧お2 内 ：回転ナデ．削').
内 ：Hue5YR6l6 

5l 土郡岱 体 liEI! 1/5 ハケ目
外 ：Hue5YR6/6 

4号竪穴住屈址四 内外面にスス付灼
侶jl'lj 15.4 外：回転＋デ． 99ケEl

口E l53 
内；回転ナデ．削') 内 ：Hue IOYR匂352 土師巴 甕 底匡 約1バ3
外：回虹：ナテ． 9ヽケII 外 ：Hue 5YR514 “}竪穴住屈址Nl4

侶高

口径 16.0 
内：回転ナデ．間I) 内 ：Hue7.5YR6/6 

ぷ 土鉦紐 兒 底E l/6 
外 ：同伝＋デ．Iヽヶg 外 ：Huc ?.5VR5/4 1サ竪穴住屈址驚

臼m
口径

内 ：回転＋デ 内 ：Hue7.5Y5/1 
16 シ 須息臼 体 底伍 口紐郎片

外；回転ナデ 外 ：HueSY、1/1 閲サ遠9B
因碍
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2.黒髪団地南地区総合研究棟新営工事に伴う弱掘調査 (0204調査地点）

図l 醤 迂l 積9覆1i1(＂&) 紐 IC 残存 ra 特 羅 色 閃 出土迂l構 6l 考

口狂
内；回転ナデ．ナデ 内： Hue5Y6/l 16 55 須恵沿 鉢 底{l 10.8 庭郎1/2
外：回転ナデ 外： HU<!5Y6/I ”サilltll

沿麻

口a
内：回転ナデ 内 ：Hue 益'{6/1

56 {l1恵臼 体tL<1.t豆 底E li2 lパ3
外：回転ナデ．削IJ 外： Hue2.5Y6/l 40サ遺Ill

臼布

口往
内：回にナデ 内： Huc 邸YR•l/6

5 ±的甚 9し 底往 口ほ郎片
外 ：回転＋デ．削I) 外： Huc 四 YR416

52サ遭Ill 丹泣り
石高

口径
内 ：ナデ 内： Hue5YRil6 

邸 士的討 り 出lt 口縁部lヤ
外：ナデ ク►: H匹 SYRG/6

40-I}遺Ill 外面lこ墨宮（判既不間）あり
笞高

口＆
内：問り 内 ：Huo7.SYR6/4 

59 ±凹路 甕 底往 柑部片 p.2001 丹泣IJ
柑布

外：ハケ目 外： Hue IOR4/6 

艮さい
内 ： 内 ：Hue 煎fit12g

60 以餃 宜水通虫 幅 2.4 II4 41号這Ill
mさ 0.15 外 ： 外： H皿 寛＊通111

長さ 4.0 
内： 内：Huo

6l 鉄祠 以 船 09 
外： 外 ：Hue P-20010 瓜丑3.6g

序さ 0お
氏さ 7.9 

内 ：布目 内 ：Huo IOYR3/l 
62 瓦 布目瓦： 悩 5.3 阪 It

外 ：布目．内き 外 ：Hue IOYRJ/1 
包含層 (D区）

mさ 1.9
ロU

内 ：ナデ 内：Hue7.5YRS/3 

“ 
弥生土岱 甕影土岱 底往 口様郎1ヤ 包含闇 (m区）

召高
外：ナデ 外 ：Hue7.SYRG/3 

口社
内 ：回転ナテ 内：Huo2..5YR7/2 

引 弥生土迅 史形土雑 底往 口様郎9t・ 98構 (m区）
昴高

外： 外 ：Hue2.5YR7/3 

口佳
Iり：回転ナデ 内：Hue2.SYl祁／3

65 弥生土岱 史形土臼 底佳 口樟郎片 9サ{R("区）
涵店

外： 外 ：lluc2.5YR6/3 

口伍
内 ：ナテ 内：Hue25Y7/3 

66 弥生土四 遂形土呂 庇ほ 口樟郎Jヤ
外：ナデ 外 ：Hue lOY脳 2

包含団 (Il区）
西高

口騒
内 ：回転ナデ 内：HuC IOY如

67 弥生土閑 甕形土岱 底伍 口樟郎J¥・ l2釈8(m区）
岱店

外．： 外 ：Huc 狂YR713

口往
内 ：回転ナデ 内： Huc loyR8/4 

68 弥生土岱 夏形土岱 底佳 口樟郎lt
外 ：同転ナデ 外 ：Hue25Y殴m 8~溝 (m区J

悶高

口註
内 ：回転ナデ 内：H匹 2.SVR7/1a) 弥生土笞 史形土岱 底E ロほ郎）ヤ
外 ：回転ナデ 外：Hue2.5YR7 /3 

9B"溝 (m区）
岱高

口圧
内 ：ナデ 内：H匹 2.SY7/370 閲文土四 深体形土四 底佳 口樟郎)¥・
外 ：ナテ．庖き 外 ：Hue2.SY6/3 

p.200i5 口松外国1こ針覆文あり
呂高

口ほ
内 ：ナデ 内；H匹四Y6/2

71 縄文土臼 深体形土臼 底佳 口樟郎lヤ
外 ：ナデ 外 ：Hue2.5Y4/2 

p.20005 口行昴に刻目文あり
笛高

口佳
内 ：ナデ 内：Hue IOYR6/4 

72 縄文土笛 深体形土臼 底径 11.3 阪郎113
外 ：ナテ‘ 外 ：Hue IOYR7/3 42iJ-辺捐

笛高

口径
内 ：削り 内：HueSYRS/4 

73 ほ文土罰 ill体形土己 底往 関郎9ヤ
外 ：U9き 外 ：H皿 7.5YR4/3 13サ濤（田区）

臼高

口佳
内 ：iりき 内：Hue IOYR7/3 

74 悶文土沿 汲鉢形土笞 底伍 口殺郎1ヤ
外 ：旧さ？ 外 ：Hue IOYR7/3 12サ溝 (m区） 内面にIA¥ll［あり

臼布

口伍
内 ：9(Jき 内 ：Hue25Y6/4 

お 聞文土沿 深鉢形土召 底に 口は郎9ヤ
外 ：119さ 外 ：Hue 2.5Y6/3 樹地IU直上 外iliiに凹紋文あり

召高

口伍
内 ：開I) 内 ：Hue 2.5YR5/2 

76 縄文土i9 深鉢形土柑 底に 胴nIl\•
外 ：9!lき． Iヽヶg 外： Hue IOY R IIサ1/J

料布 513 
口佳

内 ：90き 内 ：Hue 砧YR6/3
77 縄文土笛 浅体形土f;底伍 胴郎lr

外 ： 外 ：H皿 IOYR6/3 11サi9
笞況

ロほ
内：ナデ？ 内 ：Hue IOYRS/4 

78 縄文土器 深鉢形土沿 底位 屈節片
外 ： 外 ：Hue IOYRS/4 15サ辺IR

臼窮

口伍
内：ナテ 内 ：Hue2.5Y6/3 

79 関文土召 深鉢形土笞 底佳 用祁9i・
外 ：ナデ 外 ：Hua2.5Y7/1 

包含恩 (m区）
召高

口狂
内 ：ナデ 内 ：Hue25Y6戊

80 関文土沿 深鉢形土笞 底11i 因郎1ヤ
外 ：ナデ 外 ；Hue2.5Y4/3 

p.20()]5 
罰高

口佳
内 ：ナデ？ 内： Hue2.5YR4/2 

81 関文土臼 深鉢形土笛 底往 朋節片
外 ： 外： Hue IOYR412 

9サ汎 (m区）
笞布

口伍
内 ：回にナデ 内： Huc 公Y512

82 関文土岱 浅ff:lft土芦 底狂 胴邪片
外 ： 外 ：Hue7.syR594 20g辺捐 (Iii区） 外面にスス付”

召高

口往
内 ：ナデ 内： Hue IOYR7/~ 

83 関文土沿 深体形土悶 庇佳 柑lllllヤ 外 ； 外 ：Hue5Y5/2 9サiB(n区）
召窮
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]I 馬墜南地区の調査

因 墨号 透 物 騒JJ1（闘Bl) 法 (cc,) II! 存＇口 特 閃 色 四 出土濃構 1ll 考

口径
内：内さ 内：Hue IOYR6/J 

16 糾 縄文土沿 深体形土母 底ほ 店邪片
外： 外： HuoSY211 

8号沿 (II区） /XI証か？
臼m
口径：

内：ナデ 内 ：Hue 2.SY6l2 
85 f/i1文土悶 深鉢形土己 底匡 •口紐昴片

外：ナデ 外：Huo2.5Y3/2 
酉包含層 (I回

芦高

口佳：
内；団さ 内：Hue 邸YR7/3

邸 縄文土閤 深鉢形土呂 底径 口紐郎l,L
外： lIJき？ 外： Hue IOYR7/3 13サ沿（田区l

缶石

口径
内：団さ 内： Huo2.SY7/4 

87 縄文土包 浅鉢形土醤 lil':径 胴郎9ヤ
外；屯さ 外： Huo IDYRS/4 

包含層 (lg)
器jl'lj

口径
内 ：ナデ 内：Hue25Y切

88 縄文土給 深鉢形土邑 底径 朋郎片
外：ナデ．磨さ 外： Hue 四Y614

姐乱 (II区）
笛店

口径
内： llJき 内：Huc 1.5YR5/4 外面ススf寸沼か1

89 栂文土器 汲鉢形土悶 底径 口ほ祁片 3号翌穴住居址
器店

外：唐き？ 外： Huo IOYRS/3 沈絞紋あり

口径
内：ナデ 内： Huo IOYR6/3 

90 縄文土四 深鉢形土母 底径 厨昴片 包含層 (I区）
憐富

外：ナデ 外： Hue2.5Y3/1 

口径
内汀9き 内： Hue IOYR714 

91 紐文土苔 鉢形土閑？ 底径 店祁下半
外： ク• : Huo IOYR7/4 

II号沼
召店

口径
内：ナデ．頃き 内： Hue2.5Y7/1 

92 純文土器 深鉢形土雑 底琵 9.6 底討片
外：ナデ．狙さ タ~ : Hue IOYR7/~ 

p.an沼
褐高

口但：
内：ナデ 内： Huo25Y6/4 93 闊文土罰 深鉢形土穀 底匡邸 底罰片
外：ナデ 外： Hue IOYR6/4 包含層 (I区）

罰店

長さ 2.1
内： 韮祉I.Sg

9-1 石器 羽 1ヤ 杞 22 完形 瓜色 包含層

厚さ aぉ 外： 爪咀石

fim訊の
仕さ四

内； 瓜lit勾g
お 石笞 幅 2.0 完形 訊色 包含層

ある耐片
厚さ 0.45

外： 黙囮石

別霞伍の
丑さ 1.6,S 

内： 重位21g
96 石岱 栢 I.Jo 完形 11,¥I!!. 包含層

ある渕片
厚さ 0.95

外： 訊瑾石

仕さ l.7 
内： 直伍駁ig

97 石＇紗 剥片 幅 1.7 完形
外：

/1,1色 包含陪
屈囮石

瞑さ 0.35
伍さ 1.35 

内：
頂瓜嚢曜0石.5g 98 石四 小剥片

“ 
1.5 完形

外：
肌色 包含層

/1jlさ 0.35

伍さむ3
内：

印 石也 剥片 関 4.I 完形
外： ＂緑色 包含層 証 17.0g

厚さ 1.3 

長さ 0.75
内： 泣Jit0.111

lOO 石片 玉In石片

“ 
邸 完形 紐色 包合層

厄さ〇
外： クロム白雰母岩
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3.黒嬰団地南地区給合研究棟新常に伴う樹木移植工事に伴う発掘湖究 (0206湖査地点）

3.黒髪団地南地区総合研究棟新営に伴う樹木移植工事に伴う発掘調
査 (0206調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と謂査経緯

本調査地点は工学部・理学部が所在する黒髪南地区の西端中ほどに位1位する。工学部研究棟Il-2

の北西隅に位骰する。南束側に隣接する9704調査地点（工学部研究棟II-2敷地 熊本大学構内辿跡

発掘調査報告1V)では甕棺磁群が確認され、また南地区北西隅の市側の市道付近においても過去に甕

棺墓が発見されている。 9603調査地点では古代およぴ近世の迫構・蒻地が調査されており、本調査地

点一帯は、弥生時代から近世にかけての遺跡が密集する範囲である。

本地点の調査は、黒髪団地南地区統合研究棟を建設するにあたり、建設予定地 (0204調査地点 本

嘗）内にあり支障となる樹木の移植先である。本地点は小さな建物（倉血）の跡地のため撹乱を受け

ていると予想された。重機による掘削をしたところ、旧建物の基礎などを除去した後、地表下2.5m

で迫構面（地山）を検出したため、調査を実施した。また、移植元である樹木周囲についても、掘削

範囲内から古代の遺物包含層及び迎構が検出されたが、 0204調査地点内であるので、移植元の調査に

ついては、まとめに概要を記す。

b.調査の経過

移植先 2002年5月20日 一次掘削開始、作業貝による作業開始。

5月21日 辿構掘削、遺物検出と記録（全体写其）、測最。

5月22日 測批。調査終了。

移植元 2002年5月24日 深さ確認のための掘削立会。

C. 調査の組織

5月27日 作業員による作業開始。遺構掘削、迫物検出。

5月28日 遺描掘削、遺物検出と記録（全体写真）、測飛。

5月29日 測批。調査終了。

調査員：小畑弘己・大坪志子

事務担当：坂元紀乃

発掘作業員：岡田イツ代・黒木重信 ・黒木タケ子 ・白石美智子 ・溜渕俊子・早田咲百合・

番山明子・福田久美子 ・堀川貞子・水上順子・宮村邦子・森川征子・森川護・森田登

整理作業員：井上裕美 ・江口 路・鬼塚美枝 ・小山正子・古賀敬子・首藤優子・末吉美紀・

溜渕俊子・林田恵子・早田咲百合・増井弘子・山薪早苗

(2)調査区の基本層序（図17)

表土のすぐ下は旧建物による撹乱陪、その下は 1陪、2層となる。 1／習は現代の埋土陪、 2層は昭

和28年の洪水による砂の堆積府である。鉱物の沈殿陪とそれらに挟まれた4層 (5層上面）は旧運動

場面で、北に位骰する特高受地棟建設に伴う調査時にも (0102調査地点）、地表下2mで並壕跡を検

出している。 9704調査地点では、 4恩を洪水砂 (2陪）が直接被覆しており 、3陪は運動場を造成

しなおした際の客土と考えられる。 5・6層は近世末の耕作土、 7・8陪は同時期の古代の辿構埋土
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II 黒嬰南地区の調介

と思われる。

(3)検出遥構 （図17)

本調査地点では、古代の辿構が形成される柔らかい地山層は削平されており、近世耕作土を除去す

ると、地山層下の砂岩プロック状の硬い甚盤層が検出された。この基盤陪は西側に向かって緩やかに

傾斜していた。この傾斜面に沿うように、幅1.5m、深さ0.2~0.5m程度の浅い溝状の窪みがあり、そ

こから成人用甕棺の破片が出土した。溝状の窪みが墓城であるかは不明である。破片は、口縁がやや

散乱し向きもばらばらである。層序の観察からは5・ 6陪が乱れのない水平堆積をしており、この

5・6層の造成の際に墓城と甕棺は破壊されたと考えられ、破片はその際に動かされ、或いは乱雑に

集めて埋められた可能性がある。

(4)出土遥物 （図17)

甕の破片を復元した結果、底部を欠くがほぼ縦に半裁した形状になった。凸帯は口縁下には付けず、

やや低い位置に断面三角形の凸帯2条が廻ると考えられる。口縁は丸味を帯びたT字形を呈し、やや

外側に低く傾斜する。焼成は堅緻で器壁が博い。これらの特徴から、甕棺は橋口編年のKII c式（汲

田式）である。2の蓋は直線的でふくらみをもたない円錐形である。 3は小型と考えられる甕棺のロ

縁部である。

(5)まとめ

まず、移植元について概要を記す。位骰は0204調査地点の南半、やや東寄りに位置する。共同溝の

基礎脇にあったため、樹木の周囲をドーナツ状に、直径約5mの半円状に掘削した。掘削した結果、

0204調査地点で検出された、 10号溝が樹木の根の部分以外で検出され、ほかピットが検出された。出

土迫物は、土師器片・須恵器片である。

移植先である本調査地点で検出された甕棺は、 9704調査地点で確認された甕棺墓群の列の延長上に

位置しており、同じ墓域を形成した甕棺であると考えられる。9704調査地点で検出された甕棺は、弥

生時代中期後半のkma式（須玖式）と黒髪式である。本調査地点の甕棺は、弥生時代中期前半のK

II C式（汲田式）であることから、本調査地点の甕棺のほうが1型式古い。

検出状況についてであるが、同じ運動場造成範囲にありながら、 9704調査地点の甕棺は破壊を免れ

たものもあり、受けた破壊の程度には大きな差がある。本調査地点では、甕棺片は標高16.10~15.60 

mの間で検出された。最も深い地点を甕棺の墓城底部付近とし、 9704調査地点の墓城構造を参考とす

ると16.80m程が墓城の掘り方であったと考えられる。 9704調査地点では、最も深い墓城の掘り方は

標高14.00m、他も15.20mほどまで深く掘削されている。本地点と同じ深さの甕棺は、本地点同様に

全壊に近い状態まで破壊されている。しかし、一方では標高16.40mでも、甕棺を斜位に設龍する際

に最初に掘削される長方形土城から残されたものもある。土陪を確認すると、本調査地点では、標高

16.30m前後にまで、運動場造成前の地山削平が及んでいる。9704地点では、調査区北西部は同様の

深さまで削平されているが、約10m南東側では、標高17.20m程度までしか、造成による破壊が及ん

でいない。

9704調査地点の甕棺群の深さと位霞関係を整理すると、本調査地点に近いものは、墓城の掘り方が

やや浅かったことと、運動場造成前に行われたと考えられる地山の削平が深く及んだことで壊滅的な

破壊を受けた。南東側に位置した甕棺は地中深くに設置されたことと、地山の削平が南になるにつれ
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II 黒嬰南地区の調査

浅くなったことにより、破壊の程度が軽くなった。甕棺の辿存状況の差は、墓堀の掘削の深さと後世

に行われた土地改造の条件の差といえる。

以上、本調査地点で古い甕棺が検出されたことと、墓城掘削の深さの違いから、一連の甕棺墓域に

ついて北側から形成が開始され、南西側に展開していったと考えらえることと、次第に墓城を深く掘

削し甕棺を埋設するようになったと考えられる、という新たな知見を得る成果となった。

表5 0206調査地点出土遥物一覧表

図 壼号 辺物 穏類｛翡111) 法a（叫 残存 lil 特 費 色 図 出土還構 口 考

口径
内 ：十デ 9勺：Hue 7.5YR4/4 集中 ・Nol・ t..13 ・ No 

l1 l 弥生土岱 史の澁 底li ll.7 底ffil～胴邪片
外 ：ナデ 外 ：Hue 7.5YR4/4 

15 ・池16・ -/[;・ 投 史1'11(Jォ甕）
蔚石 乱

口佳 92.0 
内 ：ナデ IA) : Hue 2.5YR5l6 集911•四· "'24. 

2 弥生土沿 甕 Ill 底ほ l/3 
外：ナデ 外 ：Hue 2.5YR4/4 紐・邸9• 他

甕n（下甕）
骰窃

口経
内 ：回転ナデ 内 ：Huo IOY R81:l 

3 弥生土凶 甕 底佳 口伐郎片
外：国転ナデ 外： Hue 10YR7/~ 西悦乱

岱店
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4.馬髪団地附地区工学部樹木移植工事に伴う発掘濶1f.(0210i潤介地点）

4.黒髪団地南地区工学部樹木移植工事に伴う発掘調査(0210調査地点）

(1) 調査の目的と経過

a 調査地と調査経緯

黒嬰南地区総合研究棟 (0204調査地点）の建設に伴い新設する共同溝の設骰、およぴ道路敷設予定

箇所に植栽されている樹木を移植する必要が生じた。移植先の候補地として工学部1号館と工学部研

究棟Iの間の緑地帯、および工学部研究資科館南側の緑地帯が挙げられた。周辺での既往調査により

辿物包含層および逍構の存在が予想されたため、移植工事に先だって2002年10月よりおよそ3日間移

植地の発掘調査を実施した。コンクリート基礎が出たために移植不能と判明したトレンチについては、

近くに新たなトレンチを設定し、 11月中旬に調査を実施した。

樹木移植予定地のうち迫物包含層に達する深さ80cm以上のものを選択し、計21箇所のトレンチを

設定し、調査を実施した。 トレンチの配置は工学部1号館南・東側で15箇所、工学部研究棟 (I)西

側で4箇所、工学部研究資料館南側で2箇所であった。工学部1号館南・東側のトレンチ (1~ 15) 

はすべて撹乱されており、遺構は検出していない。工学部研究棟 (I)西側では4個のトレンチ (16

~19)を設定したが、 2つのトレンチ (17・ 19)において包含層・遺構而を確認した。また、工学部

研究資科館南側では、古代迫構と縄文時代の追物包含陪を確認できた（トレンチ20・ 21)。

b.調査の経過

2002年10月1日 掘削開始、 1~15トレンチ。作業員による作業開始。

10月2日 16~21トレンチ掘削、辿構掘削、辿物検出と記録 （全体写真）、測最。

10月3日 辿物検出と記録（全体写真）、測飛。調査終了。

11月18日 18トレンチ再掘削、調査終了。

c.調査の組織

調査員：小畑弘己・大坪志子

事務担当：坂元紀乃

発掘作業員：伊藤千代子・岡田イツ代・押方富江・河野義勝・白石美智子・高松北子 ・田口伸也・

溜渕俊子・野口春美 ・ 林田恵子 ・ 早田咲百合•福田久美子・堀川貞子•松井昭子・水

上順子・宮村邦子・森川征子・森川護 • 森田登•森田みどり

整理作業員：井上裕美・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・古賀敬子・首藤優子・末吉美紀・溜渕俊

子・林田恵子・早田咲百合・増井弘子・山菩早苗

(2)調査区の基本屑序 （図18• 19) 

本調査地点一帯の基本陪序は、上部に厚さ80cmあまりの表土およぴ埋土が堆積しており、その下

部に近代の追物包含層（畑地）である黒褐色土陪 (1陪： 7.5YR3/2~10YR3/2)が30~40cmあまり

堆積している。その下に、やや黒味の強い古代姐物包含踊である黒褐色土層 (2陪： 7.5YR2/2~

10YR2/2)が厚さ30cmあまり堆積し、その下部は基盤層としている暗褐色土層 (3層： 7.5YR3/2)

へと連なる。2層は古代の辿物包含層であるが、既往の調査成果から下位（地山土層との漸移層部

分）には縄文時代後晩期の辿物を含むことが判明している。また、 0203調査地点においては地点によ

り3層には縄文時代早期～後期の迫物が含まれることも判明している。
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(3)検出遥構 （図18• 19) 

くトレンチ17>

ll lJ.l促iAI地区の調査

トレンチ17は、工学部研究棟Iの西側の皿区に位骰し、北から 2つ目のトレンチである。追構は検

出していないが、古代および縄文時代の辿物包含層を確認した。それぞれ慎重に掘削した結果、古代

の遣物包含層から須恵器壷片（図20: 22 ・ 23 ・ 24)、地山土層から縄文土器片（同4・ 7 ・ 12)を検

出した。

くトレンチ19>

トレンチ19はm区に位置する、最も南のトレンチである。本トレンチでは、古代の竪穴住居址の一
部と思われる遺構を確認した。住居の立ちあがりと硬化面を検出した。黒嬰南地区における既往の調

査では、古代の住居址は主軸が北から若干西に傾くことが判明しており、この住居址も同様に古代の

住居址で、南壁に相当する部分を検出したと考えられる。出土遺物には須恵器壷の口縁部片（図20:

22)などがある。

くトレンチ20>

トレンチ20は、工学部資科館の南側のIV区に位置し、東側のトレンチである。古代の竪穴住居址の

床と思われる硬化面を確認し、さらに掘削をおこなった。すると、地山土層から縄文土器片（図20:

5・6)や石器（黒曜石剥片）などが出土した（図20: 25~31 ・ 33)。地山土層は、辿物が検出され

なくなるまで、遺物取り上げと掘り下げを繰り返した。

くトレンチ21>

トレンチ21は、 トレンチ20の西側に位骰する。古代の遺物包含層を掘り下げ、地山土層を0.3mほ

ど掘削すると縄文時代の土器・石器約30点が出土した（図20:8 ~17 ・ 32)。地山土層は、迫物が検

出されなくなるまで、迫物取り上げと掘り下げを繰り返した。

(4)出土遣物（図20)

図20:l ~20は縄文土器である。 l・ 2は、器面は内外面ともに丁寧に磨いている。 3も外面面は

磨いており、内面は丁寧にナデにより平滑に仕上げている。 4・ 19は同一個体で、外面は丁寧に磨き、

内面はナデで平滑に仕上げている。 7は、 1~3と同じく、外面は磨いており、内而はナデにより平

滑に仕上げている。 5は底部である。底面は条痕があり、凹凸がある。 6は、内外面ともに貝殻条痕

があり、春日式の胴部の可能性がある。 8も、外面は貝殻条痕がある。器面は凹凸がある。内面はナ

デにより平滑に仕上げている。 9は山形状になった中期中葉の春日式の口縁部である。胎土に滑石が

混入しており、脂質光沢がある。表面には細かい押引文が施文されている。 10は、外面には小さな点

列による文様らしきものがあるが、明瞭ではない。表面は非常に荒れている。内面は平滑にナデられ

ている。 11は、外面は貝殻条痕、内面も貝殻条痕がある。 12の外面は粗いナデ、内面は外面に比べ平

滑にナデられている。 14も春日式、 13も春日式の可能性が高い。 15は、外面はナデており小さな凹凸

がある。内面は貝殻条痕がある。 16は、内外面ともにナデによる調整である。 17は粗い条痕による調

整で、器壁が1cmをこえ非常に厚い。珪灰鉄鉱が胎土中に入っており、押型文以前の早期前半の土器

である。 18は、内外面ともに磨いている。 4・ 19と良く似ている。 20は内外面ともにナデている。以

上の土器のなかで、貝殻条痕により器表面を調整しているものは、春日式と考えられ、ほかの磨きや

ナデによる調整のものは、後晩期の土器と思われる。

21-24は須恵器である。 21は長頸壷の頸部、 22は甕の口縁部である。連統する山形のヘラ記号があ

る。 23・ 24は甕の口縁・頸部である。 24は外面に自然釉が全面にかかっている。 22は6世紀後半、
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4.黒嬰団地南地区「．学部iit木移帷 l?jiに伴う発枷，淵丘 (0210,↓¥j在地点）
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56 図20 0210調査地点出土遺物実測図 (1/3・1/4・2/3)



II 黒髪南地区の製査

23 ・ 24は8世紀後半と考えられる。

25~33は石器である。 25~27は打製石鏃、 28~33は剥片である。

(5)まとめ

全部で21箇所のトレンチを設置し、その中の4つのトレンチで遺構や迫物を確認できた。トレンチ

が大きく 4地点に分かれたことで、試掘調査と同様の成果を得た。 17・ 19トレンチは、土製印が出土

した9412調査地点 （現工学部研究棟I：熊本大学構内迫跡発掘調査報告I)の西側に位置し、古代の

迫跡がさらに西側に広がることが確認できた。トレンチ20・ 21では、工学部資料館南側の緑地帯一帯

が、撹乱などを受けずに良好な状態で遺跡が保存されていることが確認できた。本地点では、地山土

屈の上位に縄文時代の辿物が含まれることが確認できた。出土状態から、縄文時代の包含層として良

いであろう。先に報告した0302調査地点は、本地点の成果を受けて調査を実施した。その結果、縄文

時代の早期から後期に至るまでの土器 ・石器が多巌に出出土した。1112調査地点 （熊本大学構内迫跡

発掘調査報告lX)のうち、工学部資料館南側の緑地帯における掘削では、僅少ながら黒曜石の剥片が

出土した。その他、近隣の調査において、地山土愚から縄文時代の迫物が出土する事例はなく、現況

では0302調査地点およぴ本調査地点トレンチ20・ 21周辺において、地山土層に縄文時代の遺物が含ま

れると考えられる。しかし、今回の地点は、出土した土器は春日式が多く、そのた後晩期のものがあ

るが、 0302調査地点のような、時期幅はない。そうすると、縄文時代の迫物出土地点は時期ごとに小

規模な範囲で変わる可能性がある。狭い調査範囲であっても、このように各地点を綿密に調査する通

常は地山土層上面までを調査対象としており、以下の掘削は行っていない。今後は各地点において確

認作業を行う必要があろう。
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4.黒嬰団地南地区工学部樹＊移植工’Itに伴う発掘潤'.it(0210漑充地点）

表6 0210調査地点出土遥物一覧表

図 醤 m 物 闘ID(IIII) 追lit(a,) ”存口 ＂ 
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m 本荘北地区の調査

1.（医病）病棟（軸）新営工事に伴う発掘調査 (9901調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本荘北地区に所在する本庄迫跡は、熊本市迫跡地図No.8-95の熊大病院敷地迫跡として周知されて

いる遺跡である。阿蘇に発する白川は、中流域で河岸段丘を発達させながら熊本大学黒嬰地区付近で

蛇行したあと穏やかな流れとなって下流へ下る。本遺跡はその中流から下流へさしかかる地点であり、

白川左岸に形成された自然堤防上（標高14m)に位置している。

本荘北地区において実施された大学病院薬剤部注射患者毎セット支給室等取設工事に伴う発掘調査

(9807調査地点）では、 7世紀後半から 9世紀初頭にかけての竪穴住居址や掘立柱建物が検出された

（熊本大学構内迫跡発掘調査報告V)。また1996年に行われた医学部校舎建設工事に伴う発掘調査

(9601調査地点）では8世紀～9世紀の古代の集落址が調査され、その際「田井」「枚本寺」などのヘ

ラ書きや墨書をもつ土器が大批に出土した。また古墳時代前期の住居址が、付近一帯としては初めて

確認され、古墳時代から古代にかけての複合的な迫跡の広がりを示している（熊本大学構内迫跡発掘

調査報告w)。これらの出土遣物と類似した「田井」のヘラ書き土器が出土している大江追跡群や新

屋敷迫跡といった奈良•平安時代の集落址が、本逍跡の上流に控えている。

本事業は、平成10年の年度当初計画にあげられていた事業である。 8月中旬に施設部より発掘調査

の依頼があった。調査期間を積算したところ半年以上かかることになり、調査貝二人で調査に当たる

こととした。諸手続き・準備を終えた後、年内に調査を開始した場合、 1・ 2月の年報作成期間に調

査を一時中断せねばならないため3月から調査に入ることになった。ところが、年度末に補正予算に

よって年報作成期間にもかかわらず理学部自然科学等総合実験棟の新営工事に係る発掘調査 (9810調

査地点、熊本大学構内辿跡発掘調査報告V)を優先して行わねばならないことになり、 3月からの本

事業の調査には二人体制では臨めない状況となった。このため施設部と協議を重ね、 12月～ 1月の間

に調査予定地内の支障配管切替工事を先行して行い（熊本大学埋蔵文化財調査室年報5)、理学部の

調査の終了を待って4月から本調査に入ることになった。調査は、廃土処理等の都合から調査区を I

区（東側）と II区（西側）に2分割し、 I区から調査を行った。

b.調査の経過

1999年4月5日 I区（東側）発掘調査開始。重機による撹乱除去、鋤き取り。作業貝投入。

1999年6月15日 I区全体写真撮影。残りの図面・写真・測最。

1999年6月21日 I区調査終了。うって返し。

1999年7月5日 II区（西側）調査開始。

1999年7月23日 掘立柱建物群、写真撮影。古代包含層掘削、遺構検出、掘削。

1999年8月27日 II区全体写真撮影。残りの図面・写真． illlj最。

1999年8月30日 現場説明会開催。

1999年9月2日 発掘調査終了。
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c.調査の組織

調査員：小畑弘己・大坪志子

事務担当：松嶋木綿子

皿 本荘北地区の調究

作 業員：上野しず香•岡崎光子・岡田イツ代・岡村久美子・押方富江・甲斐田末男．勝野義

勝・熊本茂仁・黒木重信・黒木タケ子・古賀敬子・小細工洋子・坂口三輝子・白石亜

紀・白石美智子・鈴木笙子・高松北子・溜渕俊子・土田ちえみ・中川毅人・橋口剛

士・林田恵子・番山明子・福田久美子・古野京子・堀川貞子・松井昭子・宮村邦子・

宮本里美•宮本千恵子・村上浩明・森川征子・森川護・森田ミドリ•吉田ひろこ・徐

錐斐

整理作業員：井上裕美・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・土田ちえみ・林田

恵子・増井弘子・山寄早苗

(2)調査区の基本層序（図23)

調査区は周囲全てが包含層や遣構面まで撹乱を受けており、周辺での調査において参考となるよう

な良好な層序の確認は出来ていない。かろうじて、調査区東壁において、迫物包含層と辿構の検出面

についてある程度深さなどがおさえられた。 1----4 ・ 23層までは近・現代埋土で深さ1.4m辺りまで

堆積している。 5層ー黒褐色土層 (10YR2/2、厚さ25cm) と6層ー暗褐色土層 (lOYR3/3、厚さ

15cm)は近世・近代の耕作である。 7層ー黒褐色土層 (lOYR2/2、厚さ 4----30cm)が古代の辿物包

含層である。 5・6層が確認できた南側の一部で最も遺存状態がよかったが、その他の箇所では削平

されていた。 7層下の26層は古墳時代の追構の覆土である。これまでは遺構検出面（地山）としてい

る暗褐色土の直上に古代の追物包含層が堆積していたが本調査区では古代の追物包含層下に古墳時代

の遺構の覆土があり、古墳時代の迫構の広がりに伴い場所によっては古墳時代の追構覆土・遺物包含

層がある可能性を示している。

(3)検出遺構と出土遥物

今回の調査で検出した主な遺構は、古墳時代前期～中期初頭の竪穴住居址15基と竪穴3基、土坑l

基、古代では8世紀後半の竪穴住居址11基、竪穴1基、 9世紀前半の竪穴住居址7基、竪穴1基、掘

立柱建物址6棟、溝は古代から近世まで大小合わせて17条、土城墓1基、集石遺構2基である。竪穴

住居址については、可能性例も含まれる。このほか多数のピットが検出され、遣物を得ている。古代

の遺構・遺物については、建物の主軸の方向や迪物の傾向から 2期 (I期： 8世紀後半、 II期： 8世

紀末～9世紀代）に大別して記述することにする。本調査区で検出された溝の中には、古代の条里方

向には合わない溝が多数あるが、迪物から純粋に古墳時代の所産と確定できるものはない。このため、

溝は一括して古代の項で記述する。

古墳時代の遺構

＜竪穴住居址＞

本調査地点では、古墳時代前期～中期初頭にかけて多数の竪穴住居址が検出された。住居址の主軸

の方位を確認すると、古墳時代の竪穴住居址の主軸は北を向かず、北北西から南南東へ若干傾斜する

調査区の傾斜と直交する、調査区を横断する溝に対して主軸が直交するもの、あるはそれに近いもの

が大半である。少数北を向くものがある。
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1. （医刹）荊棟（軸）新営工~J~に伴う発掘調究 (9901 ，加1ft地点）

3号竪穴住居址（図24)

I区の調査区の北隅近くの北壁よりの地点で検出された。縦2.9m横3.6mで、主軸は南北方向に対

してちょうど45度西に振れている。検出時の深さは約0.3cmである。調査区の中でも高い位置にある

ため、上面はかなり削平されている。中央部で硬化した床面が確認できた。また、東南側の壁近くに

炉穴と思われる穴が確認された。柱穴は検出されなかった。焼土や木炭、砂岩が床面に散在していた。

この住居址からは、良好な状態で遺物が多最に出土した。古墳時代前期（布留 I末～II期）の古式土

師器である（図25: 1 --24)。器種には、高杯・小型丸底壷・屈曲浅鉢・器台・甕・壷がある。また、

鉄製品として刀子（図79:683)が出土した。

5号竪穴住居址（図24)

I区の東壁中央、やや北寄りで検出した。東側一部が調査区外に延びる。住居の主軸は3号竪穴住

居址と同一方向である。住居址の東南半分が4号溝によって削られている。現状では縦約3.2m、幅

4.2mである。隣接する80号竪穴住居址の様子から、 4号溝の対岸あたりに南壁があった可能性があ

ると考えられる。検出時の深さは0.2mである。本住居址からも良好な状態の古式土師器が多最に出

土したほか、木炭などが床面に散在していた。住居址の中央では硬化した床面が確認されたが、柱穴

は検出されなかった。出土した遺物は古墳時代前期（布留 I末～II期）の古式土師器である（図26:

25~54、図27:55-61)。器種は小型鉢、屈曲浅鉢・小型丸底壷・器台・高杯・甕・ニ重口縁壷のロ

縁部などである。高杯には、実用ではなく祭祀用と思われる小型品 (37)がある。

35号竪穴住居址（図28)

I区の中央、やや北寄り、 2号溝の西側で検出した。住居址の主軸の方向は3号竪穴住居址より少

し西に振れている。縦5m、幅約5.9mである。後に住居址の東壁と南壁の一部を37号溝に掘りこま

れており、マンガン層の沈着などがある。硬化面や柱穴などは検出されなかった。床面には土器片や

円礫、焼土が散在していた。特に、円礫が多かったのが注目される。出土迫物は古墳時代前期末～中

期初頭と考えらえる古式土師器である（図28:62-66)。古代の甕と甑の把手も出土しているが、住

居址の主軸方向から判断して本来本遺構に伴うものではない。

80号竪穴住居址（図29)

I区の東側、 5号竪穴住居址の西側に位置し、 5号竪穴住居址の西壁を一部切るかたちで検出され

た。 80号竪穴住居址も南西側半分を 4号溝により削られているが、対岸に南壁が依存しており全体の

プランは確認できる。 4号溝より北側の部分を検出した当初は、 2基の竪穴住居の重複と考えて掘り

下げを行ったが、 4号溝の対岸の様子から 1基の住居であると判断した。住居址の主軸の向きは3・

5号竪穴住居址と同一方向である。縦5.6m、幅7.4mで、やや長方形である。中央部分で硬化した床

面が確認されたが、柱穴は検出されなかった。北西側と西側には、 8世紀と 9世紀の竪穴住居址が重

複している。遺物は、古墳時代中期初頭と考えられる古式土師器（図30:67-86)のほか、不定形の

垂玉（図78:680)が1点出土している。土師器は高杯・壷・甕で、高杯が多い。

92号竪穴住居址（図30)

I区の南西部、 156号溝 (380号溝）と72号溝の間で検出された。西側を74号溝、南側を156号溝に

切られており、また東側は93号竪穴住居址とした掘り込みと攪乱の影智もあり遺存状態は良くない。

現状は縦約4.2m、幅約3mである。住居址の主軸は、北西から若干東に振れており、南側の156号溝

と直交する。硬化面や柱穴は検出されなかった。追物は住居址の北西側でまとまって出土した（図

31 : 87--91)。古墳時代前期（布留 I末～II期）と考えられる高杯・甕・壷である。 91は特異な形を

した壷である。
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1. （医病）病棟（軸）新営工事に伴う発掘調査 (9901調査地点）
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図25 3号竪穴住居址出土遥物実測図 (1/4)
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m 本荘北地区の調査
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1. （医病）病棟（軸）新営工事に伴う発掘調1t(9901調究地点）
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図27 5号竪穴住居址出土遥物実測図2 (1/4) 

113号竪穴住居址（図32)

I区の西側中央部で検出された。住居址の中央部を4号溝が貫き、また近・現代の建物基礎により

南半の大部分を破壊されている。 4号溝の南側は一部が残っているが、 72号溝によって削られている。

35号竪穴住居址や52号竪穴住居址がある台地は4号溝に向かって緩やかに傾斜しており、本住居址付

近は浅い溝状になっていた。住居址はほぼ北西を向いているが、主軸は北西より若干西に振れており、

4号溝とは直交している。現状で縦5.3m、幅7.4mである。深さは 5cm前後で削平が著しく、かろう

じてプランを確認することができた。硬化面を一部確認したほかは、明確な柱穴は確認されず、出土

遺物も少ない。出土遺物は、古墳時代の古式土師器とともに古代の遺物が混在しているが、住居址の

主軸の向きから、古墳時代中期の所産と判断した。図33: 92---101は土師器の高杯脚部と甕である。

92---101は古代の追物で、土師器杯・甕・高杯（須恵器赤焼け？）、須恵器の臆である。本来は重複す

る114号竪穴住居址の遺物の可能性が高い。

253号竪穴住居址（図34)

]I区の北隅 (I区との境）、調壺区北壁沿に位置する。調査区北壁沿いに敷設されていた配管によ

り、住居址の大半はすでに破壊され、住居址の南東隅が残っているのみである。後に、古代の291号

竪穴住居址に切られる（重複する）。縦1.9m、幅約3m、深さは0.2mある。削平が著しく、本来なら

辿存状況は悪い。住居址の主軸は北を向いており、古墳時代の住居址の中では珍しい。出土辿物は古

墳時代前期（布留 I末～Il期）である。図35: 102---103は土師器の高杯である。

337 • 338号竪穴住居址（図35)

]I区の中央やや西より、古い建物基礎の南側に位置する。北側が基礎によって破壊されている。追
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図28 35号竪穴住居址実測図・出土逍物実測図 (1/50•1/4) 

構検出面で辿構全体を把据した時には約3.2x3.7mの竪穴住居址と考えていたが、辿構埋土を掘削す

ると南側がさらに深くなった。そこで、北側を337号竪穴住居址、南側を338号竪穴住居址とした。

337号竪穴住居址は現状で縦約3.2m、幅約1.5m、深さは0.2m程度である。338号竪穴住居址は、縦約

3.2m、幅2.5m、深さ約0.5mである。中央付近で硬化した床而が検出され、土器や裸などが出土した。

337号 ・338号竪穴住居址の主軸は北西を向いている。337号竪穴住居址．の時期は主庫IIIの向きから古瑣

時代、 338号竪穴住居址は、 出土辿物から古墳時代前期 （布留 I末～Il期）と考えられる（図35:104 

~106)。古式土師器の鉢 ．甕 ・ニ訊17縁壷である。
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1. （医病）刹棟（軸）新営工事に伴う発掘調査 (9901謳lff.地点）
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図29 80号竪穴住居址実測図 (1/50)

340号竪穴住居址（図35)

1I区の中央やや西より、 337・ 338号竪穴住居址の西側で検出した。古い建物の基礎で大半を破壊さ

れており、全体の1/4程度が残るのみである。基礎の北側には続きがなく、 1辺は2.5mを超えないと

考えられる。現状では縦約1.4m、幅約1.5m、深さ約0.8mである。住居址の主軸は北西に振れており、

337 ・ 338号竪穴住居址と向きはほぼ同じである。出土遺物は、小型の丸底壷（図35: 107)であるが、

類例に乏しい。祭祀用と思われる。前期終わり～中期初頭か。
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1. （医刹）病棟（軸）新営工-’l［に伴う発掘調究 (9901iUiJ 1f.地．’・'i)
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図31 92号竪穴住居址出土遥物実測図 (1/4)

346号竪穴（図36)

II区の調壺区北壁中央付近に位懺する。古代の竪穴住居址や掘立柱建物が密集し、重複している場

所であり、本竪穴も埋没後に290号竪穴住居址が造られている。縦約3.6m、幅最大で2mである。西

側の幅は1.6mとやや狭まるため、若干台形である。深さは約0.6mである。断面も、上辺が広がり、

底が狭まるため台形になっている。主軸は南西を向いおり、遺構の向きは調査区に並行しており、ほ

かの古墳時代の遣構と同様の傾向を示す。底部から土器と焼土が検出された。住居址としては狭小で、

ほかの住居址と比較して深さも深い。類似する例は、本荘南地区の9801調査地点でも検出されており、

迎構内からは古代の土器と鉄製品（鎌）が出土している。祭祀を行った場所と考えられている。本遺

構は、向きと出土遺物から古墳時代前期（布留 I末～II期）終わり～中期初頭と考えられる（図37:

108-116)。手捏ねのミニチュア土器と古式土師器の高杯・甕・壷が出土している。ミニチュア土器

が出土していることから、本迫構は、祭祀行為に関連する可能性がある。

352 • 353号竪穴住居址（図36)

II区の中央やや西寄り、 338・ 338号竪穴住居址の北側に位置する。住居址の南側を、古い建物の基

礎によって破壊されている。これらの住居址は、 337・ 338号竪穴住居址と同様に、遺構面での遺構プ

ランを把握した時には 1基の住居址と認識していたが、埋土を掘削すると、中央部が深くなることを

確認した。そのため、外側の浅い住居址を352号竪穴住居址、内側の住居址を353号竪穴住居址とした。

352号竪穴住居址は、現状で縦横ともに約4.5mの正方形を呈し、深さは0.05mである。削平が著しく、

かろうじて残っていた状態である。住居址の主軸は北西を向いている。住居址の中心部分は、 353号

竪穴住居址によって切られており、硬化した床や遺物など、本住居址の利用痕跡は残されていない。

353号住居は、現状では縦約2.6m、幅約3.6mである。深さは、迎構面からは0.4mである。住居址の

主軸は北西を向いている。中央部では、硬化した床面が検出された。 352号竪穴住居址の出土遺物は

図37: 117----119で、古墳時代前期（布留 I末～II期）と考えらえる鉢・壷の口縁？・ニ重口縁壷のロ
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皿 本荘北地区の調査
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図33 113号竪穴住居址出土追物実測図 (1/4)

縁部が出土している。353号竪穴住居れ1：の出土辿物は図37:120~122で、古瑣時代中期初頭と考えら

れる古式土師器甕 ・ニ重口縁壷の頚部 ・小壷である。

354号竪穴 （図37)

Il区の北西隅より 、72号溝の北側緑に位附する。現状では縦約2.2m、幅約2.3mでほぽ方形を呈す

る。深さは0.5m程である。主軸は北西を向いており 、他の古瑣時代の住居址と同じである。住居址

としては狭小で、土坑としてはやや大きい。出土辿物は古式土Iiili器の器台 ・小型丸底壷（屈1111浅鉢）．

小壷 ．甕が出土しており（図37:123~126)、古瑣時代前期の終わりのころと考えられる。

360号竪穴住居址（図38)

Il区の中央やや北寄り 、72号溝の南側に位附する。500り掘立柱建物と諏複している。住居址の北

半分は、72号溝によ って破壊されている。現状では、縦約3.2m、幅約5.6m、深さは0.2mである。主

軸は北北西を向いている。床の中央一術にぱ焼土が散在しており、住居址の中央やや南よりになる地

点には、炉と考えられる掘り込みを検出した。また、一面から」；器片が出土した。1,-1，1土辿物は図39.

127~ 139で、 古式土師器の小型丸底壷 ・器台 ・高杯 ・甕が出土している。甕の口縁がやや立ち上がり

気味のものがあるため、古瑣時代前期の終わりのころと考えられる。

361号竪穴 （図38)

Il区の中央やや束寄りに位樅する。本辿構は北側半分以上を72号溝によって破壊され、また西側に

は362号竪穴が隣接している。現状は住屈址状で南東隅が一部残るのみで縦約1.5m、輻1.8m、深さは

約0.7mである。ゴ・：i|鼎はおおむね北を向くようである。jil！土を完掘した状況では、）米と思われる平坦
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]11 本荘北地区の品涜

253・291号竪穴住居址
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l. （l促刹）病棟（軸）新営工？ltに伴う発掘調査 (9901，淵代地点）
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l. （医病）甜棟 （柚）新営t'Jiに伴う発掘，JJJ1f.(9901，品庫地点）
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1. （医病）病棟（軸）新営工事に伴う発掘調1f.(9901調査地点）
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360号竪穴住居址 •361号竪穴出土通物実測図・363号竪穴住居址実測図 (1/4 •1/50) 

な面は検出されず、柱穴もない。追構プランを見た場合には、本遣構を西側の362号竪穴が切ってい

るように捉えられるが、追構の深さは本遺構の方が深い。掘り込みの範囲から考えると、 361号竪穴

は西側には広がらず、 346号竪穴のような狭小な遺構であった可能性が高い。出土遣物は古式土師器

の壷．甕で（図39: 140----141)、古墳時代前期（布留 I末～II期）と考えらえる。

363号竪穴住居址（図39)

II区の中央部、やや東寄りに位骰する。 363号竪穴住居址は、南側1/3弱を4号溝によって破壊され

ている。縦約1.6m、幅約2.lm、深さ約0.2mである。住居址の主軸は北西を向いている。硬化した床

面や、本遺構に伴うと考えらえる柱穴は検出されなかった。逍物は土器の砕片である。

387号竪穴住居址

II区の東より、 4号溝と380号溝の間に位置する。住居址の北側は半分以上が4号溝によって破壊
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387号竪穴住居址
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1. （医病）病棟（軸）新営工•lliに伴う発掘調査 (9901調介地、1!.i)

されている。現状では、縦約1.2m、幅約4.2m、深さは0.15m程度である。住居址の主軸は北西を向

いており、調査区の傾斜に対して直交する。住居址の中央部には、硬化した床面が広がり、焼土も検

出された。柱穴は検出されなかった。出土逍物は古式土師器の小型丸底壷と高杯である（図40:142 

~146)。前期（布留 I末～II期）の所産と考えられる。

竪穴住居址と考えられるものは、このほかに340号竪穴住居址の西側に位骰する339号竪穴住居址

（？）がある。

く土坑＞

368号集石土坑（図40)

II区の南側中央、 1号溝 (381号溝）と358号溝の間の台地上に位置する。不正の円形で、上部に積

石をしている。積石には河原石（円礫）と不正形の石が仕様されている。土坑の底部は平坦ではなく、

側壁も整えられた感じはしない。墓城の可能性も考えられるが、骨は検出されなかった。出土迪物は

図40: 147--149で、古式土師器の甕と古代の須恵器杯が出土している。

くその他＞

394ピット

II区の東寄り、 387号竪穴住居址の南側、 156号溝 (380号溝）の北側に位置する。不整形の半円形

で、長さ0.7m、幅l.Om、深さ0.5mでやや大きい。須恵器の甕の口縁部片（図40:150)が出土した。

このほか、多くのピットが検出された。

古代の遺構

く古代I期の竪穴住居址＞

30号竪穴住居址（図41)

I区の東より中央部に位骰する。 80号竪穴住居址の上に掘りこまれていた。当初は80号竪穴住居址

を別のプランで検討し80号竪穴住居址を先に掘り下げたため全体の正確なプランを把握できなかった。

住居址の主軸は南北を向いており、おそらく 4m四方ほどの住居址であったと考えらえる。北壁側で

わずかに硬化した床面と斑の白色の粘土と焼土、袖石が確認された。追物は土師器片と須恵器甕の頸

部（図42:151)が出土している。また鉄製品の釘（図79:684)が出土している。

43号竪穴住居址（図41)

I区の北西、調査区北壁下に位置する。配管工事により、住居址の北側半分ほどを削平されている。

現状で縦2.7m、幅約4m、深さは約0.2mである。住居址の主軸は南北より若干西に振れ、北北西を

向いている。硬化下床而や柱穴は確認されなかった。西壁に鼈の跡と思われる焼土が詰まった掘り込

みと袖石が検出された。出土遺物は土師器が出土している。図42: 152--153は杯と甕である。 2の杯

は、屈曲して稜線があり口縁部が肥厚し、丁寧にミガキを掛けている。甕よりやや古相である。 6世

紀後半～7世紀初頭か。

50号竪穴住居址 （図43)

I区の北西、 43号竪穴住居址の南に位置する。東半分は52号竪穴住居址に切られている。住居址の

主軸は南北より少し西に振れている。現状では縦3m、幅2m、深さは0.2m程度である。硬化した

床面や柱穴などは確認されなかった。住居に明確に伴う迫物が少なく時期決定は困難であるが、当該

期の追構のなかでは早い段階のものと考えられる。出土遺物は土師器の二重口縁壷の口縁部である
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図42 30 ・43号竪穴住居址出土追物実測図 (1/4)

（図44: 154)。

52号竪穴住居址 （図43)

検出当初は4基の竪穴住居址が切り合っているものとして掘り下げをおこなったが、追物や散在す

る炭の状況から、最終的に 1基の幣穴(t),，｝であると判断した。縦約6rn、幅約5.2m、深さ0.2mであ

る。住），片址の主庫庸は南北を向いている。硬化した床而が、住居址．の南側で一部確認できた。床面には

炭が一而に散在していた。ただし、木炭などの建築部材を示すようなものはi!！［く 、焼失住居とは考え

られない。辿物は土師器の杯盗 ・J疇不 ，甕 ・瓶の把手、須恵器杯船 ・杯 ・鉢 ・壷がある。土師器のJ不盗

にかえしがついているもの、須恵器のJ不身にかえしがついているものがあり 、時期が古いものがある

(I叉144: 155~ 179)。

290号竪穴住居址 （図45)

II区の調究区北壁沿い。ほぽ中央に位1ltする。北fl!I]半文は配管による破壊されている。上面もかな

りj'jljられていた。どちらも軸は南北を向いている。硬化した床而や柱穴などは確認されなかった。追

物も少なく砕片ばかりである。古瑣時代の346号竪穴の埋没後、その上に造られている。現状で縦約

2.7、lllhi約3.7m、深さは0,lm程度で、削平のために非常に浅い。住居址の主刺lは北を向く 。西壁付近

で焼土が検出されたが、砲は検出されなかった。西壁に砲が造られていた可能性がある。出土辿物は

図45: 180~ 185の、土師器杯と須忠器盗である。181~ 183は81仕紀末～91Il：紀初頭で、やや新しい。

291号竪穴住居址 （図34)

Il区の調壺区北壁沿い、290号竪穴仕），叶址の東側に並列するように位附する。北側は配管によ って

破壊されている。現状では、縦約5111、幅約6.1rnである。本米なら、約6111四方の住居址であった

と考えられる。削平が著しく 、ほとんど深さは残っていない。主軸は北から佃かに西に振れる。住居

址の壁には、作りつけの砲が検出された。また、住居址に伴うと考えられる柱穴も検出された。出土

辿物はlil45: 186~ 191である。土師樅J不、甕、須恵器蓋、杯が出土しており 、7世紀後葉～8世紀後

菜である。

297号竪穴住居址

Il区の調査区北壁近く、 291号竪穴住屈址の南に軸を揃えて検出された。297号竪穴住居址は291号

住居址にり）られおり、また投乱によ って北側のプランは不明である。297号住居址は幅6.4m、上而の

削平が著 しく、深さは10cm足らずである。72号溝が埋没したのちに造‘常されている。297号住居址

では硬化した1米而が確認された。297サ竪穴住居址では砲の跡と息われる焼土が確認された。術は西

壁に作られている。支柱などは確認されなかった。出土辿物は土師器杯 （図45: 192)と土製鋭（図

78: 675)である。

343号竪穴住居址

Il I区の東、 中央部に位附する。北側を72号溝、南側を4号溝に削平されており、また全体的に削平

が著しく、僅かに住居址のプランを確認した。主庫111は北西を向く 。追物は、住居址の範囲において古
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図43 50 ・52号竪穴住居址実測図 (1/50)
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図44 50 ・52号竪穴住居址出土追物実測図 (1/4) 

式土師悩と古代の土器が多批に出土したが、砕片が多く図化に至らなかった。8世紀後半の須恵器碗

が床と考えられる而の直上で出土しており 、住居址の主刺lは北西を向くが、古代の住居址と判断した。

355号竪穴住居址（図46)

ll区の北側中央、 290号竪穴住居址の南に軸を揃えて検出された。 355号住居址は290号住居址に切
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m 本荘北地区の調査
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図45 290号竪穴住居址実測図・290・291 ・297号竪穴住居址出土遥物実測図 (1/50•1/4) 

られおり、また撹乱によって北側のプランは不明である。現状では、縦約3.8m、幅約5.2mで、 297竪

穴住居址同様上面の削平が著しく、深さは10cm足らずである。 346号竪穴が埋没したのちに造営さ

れている。 355号住居址でも斑の跡と思われる焼土が確認された。 355号住居址では西壁に作られて

いる。支柱などは確認されなかった。また、住居址に伴う柱穴も検出されなかった。出土遣物は土師

器の甕、甑である（図46: 199---201)。

356号竪穴住居址（図47)

II区の北西隅、大きな撹乱の北側に位置する。住居址の中央部を72号溝に削平されている。溝の北

側を356号竪穴住居址、南側を327号竪穴住居址として調査を進めたが、同一の住居址の可能性がある。

北側の住居址は、壁部分が別の遺構によって切られている。現状では、北側は縦約1.5m、幅約4.2m、

南側は縦約1.5m、幅約5.5mである。住居址の主軸は北北西を向き、古墳時代の住居址と同じ向きで

ある。遺物は図47:202の甕が出土している。
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本荘北地区の調充
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1. （医病）剤棟（軸）新営工事に伴う発掘調究 (9901;淵究地点）

＼〕

゜
2m 

→̀、二0:8/4, ¥__ 

ヘ幻Ic15l2 O l~IO 
図48 367号竪穴住居址実測図・出土遺物実測図 (1/50 • 1/4) 

357竪穴（図47)

II区の中央やや北東より、 72号溝上に位置する。現状では、縦2.3m、横2.5m、深さ0.2mの浅い方

形の掘り込みの中に、縦約1.7m、最大幅約1.3mの楕円形を呈する掘り込みがある。主軸は北北東を

向いている。本遺構も、 346号竪穴のように、住居址としては狭小である。出土遺物は、中の掘り込

みからは土師器の杯・皿、移動式鼈の庇部分が出土し（図47: 203--205)、外の浅い部分から206の土

師器杯が出土した。

367号竪穴住居址（図48)

II区の南側中央に位置する。 358号溝が住居址の中央を貫く。しかしながら、本来あるはずの北側
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皿 本荘北地区の調査

半分は検出できなかった。現状では縦約3.5m、幅約8mである。埋土を掘削すると、住居址のよう

な掘り込みとなったが、床と考えられる面は検出できず、遺物は基盤の砂岩プロック状の層まで入り

込んだ状態であった。出土追物は図48: 207--212で、須恵器の杯蓋、杯、壷などが出土している。

く古代1I期の竪穴住居址＞

25号竪穴住居址（図49)

I区の中央やや東寄り、 2号溝と 4号溝が交差する北東隅に位置する。古墳時代の80号竪穴住居址

の西側を切っている。現状では縦3.0m、幅3.2m、深さは0.2mである。住居の主軸は北西からやや東

に振れている。住居址の南西隅では寵の跡と考えられる焼土と遺物を検出した。また、住居址の中央

には硬化した床面を確認した。出土遺物は図50: 213--239で、土師器の杯、甕、須恵器の蓋杯の杯身、

杯、甕の口縁部が出土している。 231は底部外面に「安」であろうか、墨書がある。 225--227・ 229は

古式土師器の甕の口縁であり、また須恵器の蓋にはかえしがつく時期の古いものがあるが、ほかの追

物や住居址の様子から、本住居址は8世紀後葉～9世紀初頭の所産であろう。

114号竪穴住居址（図32)

I区の中央やや東寄り、 113号竪穴住居址の北側に位置する。住居址の時期の関係上は113号竪穴住

居址のほうが古く、 114号竪穴住居址が切る形となるが、 113号住居址のプランを確定し掘削した後に

114号住居址を確認したため正確な範囲を把握することができなかった。また、撹乱もあり、全容は

不明である。西側では、本住居址に伴う可能性がある寵の跡が検出された。住居址の北西角付近で迫

物がまとまって出土した。図50: 240--242を図化した。土師器甕の口縁部と須恵器蓋杯の蓋である。

157号竪穴住居址（図51)

II区の北西隅に位置する。北側と西側が調査区外に延び、東側は排水管によって既に破壊を受けて

いるため全体のプランは確認できなかった。現状では縦約5m、幅2.3m、深さは0.3mである。住居

の主軸は北を向く。床面には土師器や須恵器などの遺物が散在していたほか、硬化した床面も確認で

きた。調査区の北側の壁に鼈が露出していた。精査した結果支柱などが確認された。 9世紀前半の設

営と考えられる。今回、北壁は検出されておらず調査区外へと迪構埋土は延びるようであるが、寵の

位置を考慮すると別の住居址や遣構が重複していた可能性が考えられる。出土迫物は図51: 243--266 

である。土師器の薔杯の壺、杯、碗、皿、甕、須恵器の蓋、杯で、古墳時代の辿物 (259)が僅かに

混入している。 250の底部には細い格子状のヘラ記号があり、 252の底部には判読できないが墨書があ

る。

258号竪穴住居址（図52)

II区のほぼ中央に位置する。北側には360号竪穴住居址が隣接し、本遣構が切っている。また、 500

号掘立柱建物に切られている。東側半分は破壊されており、現状は縦約3.6m、幅3.0m、深さはO.lm

程度である。住居の主軸は北からやや西に振れる。住居址の中央部では、硬化した床面が確認された。

柱穴は不明である。古代の住居址であり、鼈が設置されていたと考えられるが、検出した範囲では確

認されなかった。 500号掘立柱建物を切っており、時期は8世紀後半以降である。出土迫物は図52:

267--271である。土師器杯と甕、須恵器杯である。 269の杯の底部には、判読不明であるが、格子状

の細いヘラ記号と墨書がある。

300号竪穴住居址（図52)

I区と II区の境、調査区北壁近くに位置する。現状で縦約2.9m、幅約2.9m、深さ約0.5mで、住居

址中央では、硬化した床が検出された。柱穴は検出されなかった。主軸は北を向く。住居址の南東隅
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m 本荘北地区の調査
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図50 25号竪穴住居址出土遥物実測図 (1/4)

には、鼈が造りつけられていた。東壁に一段浅く張り出す部分があるが、これは鼈に伴うものと考え

られる。また、床の周囲には、幅0.2m、深さ0.1程の溝が壁に沿って廻らされている。このような構

造を持つ住居址は、本住居址が唯一である。寵付近では、鼈の構築部材と辿物が多展に検出された。

出土遺物は図53:272-314、図78:653である。土師器の杯・甕と須恵器の蓋、杯、鉢、甕、土錐で

ある。 304-310の7点の土師器杯の底部には墨書が記されていた。 305・ 307 ・ 309は「安」、 306は「女」、

308は「五口」である。住居址からの愚書土器の出土点数は、本庄迫跡では本住居址が最多である。

ほかに鉄製品の釘（図79:685)が1点出土している。 8世紀末～9世紀前半の遺物である。

310号竪穴住居址（図54)

I区と II区の境、前調査区の中央部に位置する。 300号竪穴住居址の南側で検出された。配管など

の撹乱が多く、全体的に削平を受けており、ベルト状に一部が本来の状態で残されていた。大よその

プランは把握できるが、住居址や追物の残存状態は良くない。現状での推定では、縦約5.9m、幅約

5.9mである。住居の主軸は北を向く。東側に鼈の跡と考えられる焼土塊があり、ここが本住居址の

東壁付近と考えられる。出土迫物は図54:315-327である。土師器の杯・碗．甕、須恵器の長頸壷

（肩部）である。本住居址からも、墨書のある杯が1点出土した。文字は判読不明である。このほか

鉄製品の刀子（図79:686)が1点出土している。

359号竪穴住居址

I区と II区の境、調査区の南壁沿い中央に位置する。竪穴住居址の可能性がある迫構の一部が検出
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1. （医病）病棟（軸）新営工事に伴う発掘調1f.(9901調介地点）
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III 本荘北地区の調究
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1. （医病）刹棟（軸）新営←l?ltに伴う発掘調1f.(9901調究地点）
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m 本荘北地区の調査
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l. （灰林i)1,ii棟 （軸）新‘1::;I:'Hに伴う発411!,J:,!11:(990 I調査地．＇.'.iJ

口
． 疇り 8

 
2
 

•3 rJ 

ユ
l,ー

[J 〖會； {>
＼ 
｝ ： ．． ‘,ダ
: : •’・‘
; : 

“ゞ̀
名グ 0 亡f••••‘ 10cm 

図55 359 ・362号竪穴住居址出土迅物実測図 (1/4)

された。現状では縦約0.8m、輻約3.0mである。主軸は北西からやや南に振れる。出土辿物は須恵器

の壷の頸部である (I部155: 328)。

362号竪穴（図38)

II区の中央やや北東寄り 、361号竪穴住居址の西側に位iiりする。西側は360号竪穴住居址、北側は72

号溝、東側は361号竪穴住屈址が隣接する。361号竪穴仕居址と同様に、住居の北側半分以上を72号溝：

によって破壊されている。現状では、縦約2.0m、幅4.6111、深さ約0.5111である。主軸は北を向く 。逍

構プランはほかの竪穴住居址と同じで、 5m四方の住届址に復元できそうであるが、本辿梢もほかの

住居址と比較すると、深さがある。完掘時では、床と思われるような平坦な面は検出されず、柱穴も

ない。361号竪穴住居址と同様に、掘削時に床而と考えられる平而は検出されず、砂岩プロック状の

基盤陪が底部で検出された。出土辿物は図55:329の、土師器の瓶である。底部の蒸気孔は桟渡タイ

プである。

く掘立柱建物址＞

本調査区では、 6棟の掘立杜建物址を確認した。掘立柱建物址は、古代の辿物包含1門に掘り込まれ

ている。 I区では柱穴列の把据が困難で調究後に認定した。II区では辿物包含陪上で把握することが

できた。500・ 501号以外は、調壺区の北西外に広がり、全休の確認は出来なかった。このほかに南北

や東西に並ぶピットがあり、本来は掘立柱建物を構成する柱穴である可能性がある。
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m 本荘北地区の調査

500・501号掘立柱建物
500号掘立柱建物
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1屑：馬褐色土 (HuelOYR2/2)
-＝エニニ立

2層：黒褐色土 (HuelOYR2/2) 1層より黒っぼい
1屈：駄褐色土 (lluclOYR2/2)
2層： 1層の土と地山の混合土 lH:::::12.60m --l -

亨

501号掘立柱建物
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.
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図56 500 ・501号掘立柱建物実測図 (1/100)
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l. （医病）病棟（軸）新噛 l?liに伴う発掘，→ぷ'，I1t(9901泄1在地，＇・1]．）
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図57 500 ・ 501 ・ 502 ・ 503号掘立柱建物出土迫物実測図 (1/4) 

500号掘建柱建物址 （図56)

II区の北側中央で検1,1,1した。桁行5IIIJ、梁行3|iilの掘立柱建物である。主庫Iliは南北方向である。72

号溝が埋没した後、355号竪穴住屈址の上に設営されている。柱IIりは桁行 ・梁行とも1.8~2 mである。

柱穴は径が55cm~70cm、柱痕は径25cmである。検出面からの深さは30cm~80cmである。建物の

方位からは8世紀後半以降と考えられ、355号竪穴住居址を切る事から 8批紀代も終り頃の可能性．が
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皿 本荘北地区の調在

502号掘立柱建物

／ ＼］  
w09・":Hl E -

； ／ 
C\—•——•— 

二只□：1260m
我3：霜捻魯圭｛閲ば哉翡％~)
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図58 502 • 503 ・ 504 • 505号掘立柱建物実測図 (1/100)

あろう。出土迫物は図57: 330--332で、土師器の杯が出土している。 8世紀末～9世紀初頭と考えら

れる。

501号掘立柱建物址（図56)

II区の北西、 500号掘立柱建物址の4mほど西側で検出された。 500号と主軸を揃えている。南側が

撹乱のため不明だが、 500号と同じ3間X5間の建物であったと考えらえる。調査終了後に認定した。

柱間は1.8~2m、柱穴は径が55cm--80cm、柱痕は径約25cm、検出面からの深さは30cm--50cmで
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1. （医病）病棟（軸）新‘i附l?liに伴う発掘調究 (9901調査地点）

ある。設営時期は500号と同じ頃と思われる。出土遺物は図57: 333--339で、土師器の杯、蓋、甕、

須恵器甕などである。また、鉄製品の鏃（図79:687)が1点出土している。

502号掘立柱建物址（図58)

II区の北側中央で、 355号竪穴住居址と500号掘立柱建物址と重複して検出された。北半分が調査区

以北に延びるため全体は分からない。桁行3間以上、梁行3間の建物である。調査終了後に認定した。

主軸は南北方向をとり500号と向きを揃えている。柱間は桁行が約1.9m、梁行が約2.3mである。柱穴

は径が50--80cm、柱痕は15---20cm、深さは50--60cmである。 355号住居址を切っているが500号との

前後関係は判断し難い。出土追物は図57: 340--344である。土師器杯、須恵器坪と壷形のミニチュア

土器が出土している。 340・ 341の2点の土師器の杯の底部には黒書がある。文字は判読不明である。

503号掘立柱建物址（図58)

調査区の北側中央付近で検出した。調査終了後認定した。北側がさらに調査区外に延びるのかは不

明である。現状では桁行4間、梁行2間である。主軸は南北方向を向いており、上記の掘立柱建物と

方向を揃えている。柱間は桁行で1.9~2m、梁行で1.9m、柱穴は40--70cmである。出土遺物は図

57 : 345---346で、土師器杯と須恵器蓋である。 8世紀後半の所産と考えられる。

504号掘立柱建物址（図58)

調査区の北側中央付近、 503号掘立柱建物址と重複して検出された。調査終了後に認定した。北側

がさらに調査区外に延びるのか、また西側は何間となるかは不明である。現状では桁行5間、梁行l

間である。主軸はおおむね南北方向を向いているがやや東に振れており、上記の掘立柱建物とは方向

が微妙にずれる。柱間は桁行で1.7~2m、梁行で2.0m、柱穴は50--70cm、深さは45--70cmである。

505号掘立柱建物址（図58)

調査区の北側中央付近、 503号掘立柱建物址の西側0.8mで検出された。調査終了後に認定した。桁

行き、梁行きともに調査区外に延びると考えられる。現状では桁行1間、梁行2間である。主軸は南

北方向を向いており、 500号や501号などの掘立柱建物と方向を揃えている。柱間は桁行で2.lm、梁

行で1.9~2.5m、柱穴は60--75cm、深さは50---80cmである。

この他掘立柱建物となると思われるピットが4棟分あると認識している。

＜溝＞

本調査区では、古墳時代から近世に至るまでの大小さまざまな溝が検出された。溝は、調査区の南

側を東西に横断するものが多い。地形的に西側から東側に向かって流れている。調査区南側の溝が集

中する範囲は、水の作用の為であろう、マンガンと思われる鉱物の沈着が著しく、溝の形状がそのま

まコーティングされた状態のものが多い。古墳時代・古代の溝はまとめて遺構番号に則して記述し、

最後に近世以降の溝について記述する。

1号溝

1号溝は、調査区の南側を北東ー南西方向に貰＜溝である。幅最大2m、最も深いところで1.2m

である。 I区で2号溝、 72号溝と交差し、交差する地点から西側では幅を lm前後にたもって南西か

ら北東に向かって流れている。 II区では381号溝として掘削したが、同一の溝と判断した。 8世紀前

半には埋没したと考えられる 4号溝、それを切る379号との関係を整理すると、 1号溝は9世紀前半

の設営と考えられる。出土遣物は図60: 347--392、図61: 393--417、図62: 418--435、381号として

取り上げた図75: 631--633、図78:654 ・ 655である。土師器の蓋、杯、皿、甕、鉢、甑、移動式鼈、
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1. （医剤） 1州棟（軸）新営工事に伴う発掘調究 (9901調究地点）

□:：：:~347 
ーニ―三ニヒニニ/

351 

ー三□55
、ニニエ59 こ—~360

しニニ＝ここ三二言49
\--」＝ ~52

¥56`  

---巧620 
=＝＝ィ63=可-64D=365 

冒
・'一ェニヱ
366 

---―_―_ _ ＿ ＿―--
-—- ---

--- - --―-二二
---- ----、

l 

368 ~369 

-53  

て＿＿＿＿

＼ 

□ /そ手デきヽ
354 

こ 7

--三-:＝＝＝グ361

7
 
6
 
3
 

Q
]
 

73 

ロニ二

口

I 

三一、 358 

口
、\-~0371

□ \1/~375 
ヽ'-----_..374 

ご

----=-- _j 

378 
--- -- I 

:-II/  
ぞ

381 

ご
382 

.、380 383 

ご 384 

―---乙二二←一、／9 ／―--385 386 387 388 /--、／→一‘-L-ゞロ[7.2
10cm 

ー

・

＇

U~,

. 

___ _::—--- •一一 ー・・
――
 ー、-． 

ニ
ー

79 

図60 1号溝出土迫物実測図 1(1/4) 

104 



Ill 4ふI.l；北地区の，•J'J1f.
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図61 1号溝出土泣物実測図2 (1 /4) 
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I. （阪病）術棟 （軸）新営工事に伴う発掘，Jl,J1f.(9901,Jl.j 1f.J駆，［）
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Ill 本荘北地区の調森
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1. （医刹）病棟 （軸）新常:r.・JIに伴う発掘逍在 (9901,;凋在地．I．'．i)
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図64 4号溝出土迎物実測図2 (1/4) 

煩恵器の杯、裔坪、甕、長頸壷、肱、 瓶、 ,{1i11瓦、土製品（陶製紡錘車、漁網錘）、陶磁器類が1,1,1士

した。364~367、371~374は見込みに刻 ，It:があり 、364・ 367は 「十」または「井」、 365は不明、

366 ・ 371 ・ 373は恐らく「井」、372は「口牧」である。374は「七木」のようだが「柴」か。368と369

は底にヘラ記号でそれぞれ「JI:」「-I・ (X）」 と刻まれている。370は「赤or水 1hl」、375は 「口麻

呂」のようである。403は脚の内側に＝本の線が「川」の字のように刻まれている。8世紀後半から

9世紀前業のものが主体である。図62:429~435は中 111••以降の陶磁器類である。 429は近 Ill:の陶器か。
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Ill 本荘北地区の，→(!:,l究
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図65 4号溝内38号出土逍物実測図 (1/4)

430は白磁で11世紀後半～12世紀前半、431は同安窯の野磁碗、432・ 435は龍泉窯の秤磁碗で12世紀中

菜～後半である。433は小碗の磁器で、時期は不明である。434は肥前陶磁である。このほか、鉄製品

の刀子（図79: 688)が出土している。

4号溝

4号溝は、調査区の中央を北東ー南西に買＜溝である。1号溝より若干北に振れている。幅約2.2m、

深さl.lm前後で一直線に掘削され北東から南西に向かって流れている。古瑣時代前期の住居址を切っ

ているが、 5 世紀には既に設営 • 利用されていたと思われる。 上而で土師器甕と須恵器甕等を並べる

か重ねて故意に破損してあり 、祭事を行った跡と思われる (38号辿構）。また、72号溝と交差する調

壺区有中央付近では、馬と思われる動物の頭部骨が検出された (95号辿構）。水に関する祭祀が行わ

れたと思われる。溝は8世紀前半には埋没していたと考えられる。出土辿物は図63:436~465、図

64: 466~489、固65:490~496、図66:497~499、図78:681 ・ 682である。土師器の薔、坪、邸坪、

斐（甑）、壷、須恵器蓋、杯、高杯、速、盤、鉢、甕、古瑣時時代の古式土師器の邸坪、甕、須恵器

盗、臼玉、ガラス玉が出土した。おおむね7世紀代～8世紀前半の所蔽であるが、古瑣時代の辿構を

切って設営されたため、古墳時代の辿物を含む。また、 446は糸切り底の土師器の小llllで、後世の辿
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1. （医病）病棟（軸）新営工1［に伴う発掘調究 (9901調査地点）
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図66 95号馬骨出土状況実測図・出土遥物実測図 (1/50•1/4) 

物が混入している。 465は、灰色を呈し須恵器のようであるが、胎土に砂が多量に混入し、焼成は軟

らかく須恵器のような堅緻さがない。頸部には、半週ほど縦にヘラ描きした棒線の文様がある。図

63: 489は白磁である。近世の所産か。 38号遺構から出土した辿物は6世紀後半～7世紀前半とみら

れ、推定される 4号溝の埋没年代より古い。溝の埋没後に古い土器類を集めて破壊したと考えられる。

15号溝

I区の南壁沿い、 1号溝の南に位置する。幅が約 lm、深さが20cm程度の細く浅いみぞである。

15号溝は周辺と同じくマンガンの沈着があるが形状は不明確である。砂とマンガン層が互層となって

堆積していた。出土迫物は図67:500-507で、 7世紀代～8世紀代の土師器の杯、須恵器杯、壷・甕

の口縁部などが出土した。

37号溝

I区の中央に位置する、舌状の溝状遺構である。幅約1.8m、深さは30-5cmの浅い溝である。南

側は72号溝と接していたようだが、北側は二股に分かれ、それぞれ次第に浅くなり消える。出土辿物

は図67:508-518で、土師器の薔、杯、甕、高杯（？）が出土した。 7世紀代～9世紀中葉の所産と

考えられる。

57号溝

調査区中央に位骰し、南西から北東に流れる溝である。幅約 lm、深さは最も深いところで約50cm
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1. （医病）病棟（軸）新営工事に伴う発掘j狐Jft(9901調査地点）
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図68 57号溝出土遥物実測図・369号壺出土状況実測図・出土遥物実測図 (1/4•1/50) 

である。 72号溝と 4号溝がある程度埋没した段階で新たに掘りこまれている。 8世紀中頃以降の設営

と推定される。東西の両端は不明瞭で本来の長さや流路は把握できなかった。追物より 8世紀中頃か

ら利用され短期間のうちに埋没したと思われる。出土遺物は、図67: 519--539、図68: 540--546、図

78 : 656 ・ 657である。土師器の杯、碗、甕、甑、須恵器の蓋、碗、高杯、土製紡錘車、土錐である。

土師器杯の526と528は「大」あるいは「火」か、刻書がある。 8世紀後半のものを中心に7世紀代か

ら9世紀代の所産のものがある。

58号溝

調査区中央を北に向かって流れている。幅0.8m、深さ0.15mの小さな溝である。方位から 8世紀後

半以降、条里にならって設営されたものと思われる。

72号溝

72号溝は、調査区を湾曲しながら東西に走る。 72号はII区では幅約3.4m前後、深さは1.3m前後で

安定しているが、調査区の中央より東では撹乱やその他の溝との重複などにより形状が一定しない。

川底はマンガンと砂の互府となっていた。その中には、破損のない遺物が含まれている (369号・ 371

号）。遺物より 6 世紀中頃には設営•利用され、 8 世紀後半までには埋没したと思われる。出土遺物

は図68:547、図69:548、図70: 549--562、図71: 563--565、図72:566、図78:676である。土師器

の高杯、甑、須恵器の高杯、甕、移動式寵、石製紡錘車である。 6世紀後半～7世紀中ごろの所産で
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m 本荘北地区の調査
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図69 371号土器出土状況実測図・出土迫物実測図 (1/50•1/4) 

ある。 72号溝からは古式土師器も大最に出土しており、機会を改めて報告したい。

74号溝（図73)

調査区の中央、やや南に位置し、北西一南東方向に走る。幅0.7m、深さ0.3mの小さな溝である。

北は72号溝57号溝と交差し、南は156(380)号溝と交差する。時期の特定は遺物が少なく困難である。

出土迫物は図73: 567--568、図78:677で、須恵器蓋と長頸壷の胴部、石製紡錘車である。 7世紀末

葉の所産と考えられる。 92号竪穴住居址の埋没後、 7世紀代に設営され、短期間に埋没したと考えら

れる。

156 • 380号溝

調査区の南側を 1号溝と並行して、調査区を北東ー南西方向に貫く。 156号溝は幅2.6m前後、深さ

0.2mである。 2号溝に切られている辺りで 1号溝がゆる＜湾曲しているが、両者はこの辺りで重な
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l. (I'ぺ糾）甜棟（哨Il) 新‘i的_[•Jiに伴 う発掘，品l1t (9901,．J！埼地、I,ti)
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図70 72号溝出土迫物実測図1 (1/4) 
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Ill 本壮北地区の調森
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図71 72号溝出土逍物実測図2 (1/5 ・1/4) 

るものと息われる。 1号溝と同様、水の作用によるマンガン沈殿物と思われる鉱物で被毅されていた。

設営時の溝の形状をとどめていると思われる。辿物の年代と切り合いから、 4号溝よりは早い8世紀

前半に埋没したと考えられる。 I区では156号、 II区では380号とし、最終的に両者が同一の溝である

ことを確認した。出土辿物は図73:569と、380号として取り上げた即75:627~630ある。また、刀子

（図79: 689)が1点出土している。8世紀前半の所産と考えられる。

289号溝 （図74)

調査区の中央、 300号竪穴住居址の北側に位四する。北西ー南東方向に走るが、北は調査区外に延

び、南は300号竪穴住居•J·北の手前で途切れる 。 輻0.7m、深さO.l mである。

358号溝

調査区の南側を380号溝や 1号溝と並行して、調査区を北東ー南西方向に買く 。幅1.5m前後、深さ
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I. (l:,,(1,i,j) ~,i-i1東 ( 11咄） 匁t‘揺1―. !jiに伴うり隷雌I，lft (9901,.J:，I1濃．I．'f. )

566 

゜
20cm 

図72 72号溝出土迅物実測図3 (1 /6) 

0.4mである。380号溝と同様に鉱物の沈滸により、設党時の溝の形状をとどめていると思われる。出

土逍物は1対173: 570~591、図78:658である。土tili器の盗、杯、邸杯、甕、須恵器の藍、坪邸坪、土

錐である。576は墨杏、577・ 582は刻古がある。577・ 578は判読不明であるが、583は 「主帳 (1長？）」

と読める。また、582は盗の頂部に X I:|lのヘラ記・リ.がある 。 6 世紀末 • 7世紀初頭～9世紀中ごろま

での辿物があるが、8世紀後半のものが王流を占める。

365号溝

1I区の南西隅に位附する、溝状の辿構である。深さは0.5mで、西に向かって深くなる。西側の訂

は調壺区外である。358号溝の北側では、本溝の続きは検出されなかった。出土辿物は図74:592の土

師器の邸杯である。6世紀末～7 •世紀初頭の所脱と考えられる 。

373号溝（図74)

泄，j究区の南西隅を東西に走る。西端は358サ溝にり）られ、東端は調査区外に伸びる。幅0.6m、深さ

0.15mの細く小さな溝である方向は、条里に合わせたものと考えられる。373号溝は、鉱物の沈滸は

なかった。

374号溝（図37)

1I区の北西、 501号掘立柱建物の北側に位附する。調査区の北壁から南に舌状に延びる溝状の掘り
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74号溝実測図 •74 ・156 ・358号溝出土遥物実測図 (1/50•1/4) 

込みである。方向は、条里に合わせたものと考えられる。幅0.7m、深さ0.15mである。

379号溝

II区の中央やや南を、大よそ東西に走る溝である。幅は 1~2m、深さは0.1~0.4mである。 380号

や4号溝を切っており、これらが埋没した後に、設営されたと考えらえる。鉱物の沈着があった。出
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1. （医病）病棟（軸）新‘tt工事に伴う発掘調究 (9901調究地点）
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図74 373号・289号溝実測図・365・379号溝出土遺物実測図 (1/50•1/4) 

土遺物は図74: 593--597である。土師器の杯・碗と須恵器碗、壷（甕） の口縁である。 8世紀後莱～

9世紀初頭と考えられる。

2号溝

I区の中央を、北北西ー南南東に貰く。幅約5m、深さ約l.lmで、溝の中で最も大きな溝である。

北に向かって流れている。時期は最も新しく近代以降のものである。出土迫物は図75:598---625であ
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m 本荘北地区の調究

、、ー、［，

二 601

認愈可皿~ 603 

‘̀ 疇 604

-I 

.， 

9,

＼．
11, ．．
 

,
9
.
.
\
\
_
-

＇
ー
こ
＇
．
し
•
i
‘
\

、
`

,

9

1

.

.

`

”

'

＂
，
こ
[
.

、

i
~
i
.
Z
々

9
,
 

•. 

•,9, 

，
戸
｀
＼
＼
・
ー
'
,
1
/
r

.

-

9

，

ヽ

,．
 

，． 

‘
.
,
‘
‘
,
＇
 
＇ 

/,＇’. 

＼
い

ー
＼
ヽ
．
＼
因
，
I

．
I
J
.
.
.
A

．い、

\
•
I
'
-
＇
-
、

1

．
ヽ
，
＼
、
り
‘
.
,
．

5
:

＇¥．

9..

l
‘
・
ー
＇
，
ー

.
¥
．
9

r

 

t

.

V

1

.

 

9

.

¥

,

'

.

9

,

 

4

9

9

.

9

.

,

_

 

＇
、

9‘ 

9'602 

□〗606 口／口：
ロ／ご；
四▽[6i
、ミニ三？

620 

▽三

・・ぐ▽ 

マZ戸こ刀
＼ 

618 

令
〗

6
2
4

.、

>
623

ダ．
622
0
 
マ621

>

614 

／◎ 
619 

：ご□
； ； 

-~——- 628`、三：し4。
こニニ/ご=--̀ 631 632 

~33 ゜
10cm 

265号獣骨出土状況

¥[(l) 

E ['_鸞只。皐•
LH=11. 50m 

E E' 

ふ f凸~-q,o.,＿

゜
2m 

図75 2 ・16 ・380 ・381号溝出土遥物実測図・265号獣骨出土状況実測図 (1/4•1/50) 

119 



1. （灰荊）刹棟（軸）新営工事に伴う発掘調介 (9901,lil介地点）

る。土師器の甕、鉢（碗？）、高杯、甑底部、杯、布目瓦など古代の遺物が含まれるが、他は火鉢、

描り鉢、茶碗類の中世以降近世の遺物である。 606・ 607は瓦質土器の火鉢・播鉢で、中世後期である。

608は陶器の揺鉢で中世の所産か。 609は陶器の鉢か。近世代である。

610 ・ 611は天目茶碗である。 610は中近世、 611は中世後期以降の所産である。 612は陶器の皿であ

る。近世の所産である。 613・ 616は染付の碗で、近世の所産である。 614・ 615は龍泉窯の青磁碗で、

14世紀後半～15世紀前後である。 617・ 621 ・ 622は龍泉窯の青磁碗である。 12世紀中莱～後半である。

618は白磁の碗である。時期は不明である。 619は龍泉窯の青磁碗で12世紀中葉～13世紀前半である。

620 ・ 623 ・ 625 ・ 626は白磁の碗で、 11世紀後半～12世紀前半である。焼成が悪いか被熱があるようで

ある。 624は染付の1IIlである。時期は不明である。

16号溝

I区の南東隅、 15号溝と並行に南壁に沿って流れる溝であるが、終始は不明である。鉱物の沈着が

見られる。 15号溝と類似するが、遺物から近代の辿構とした。出土遺物は図75:626で、磁器の破片

である。

くその他の遥構＞

265号獣骨（図75)

358号溝の北側、 358号溝と373号溝が接する付近で、獣骨と土器片が混在して出土した。土器片の

下からは炭化物も出土している。土器は土師器の甕と須恵器片である。 8世紀末と思われる甕の口縁

がある。獣骨は大型の動物のもので、牛か馬と考えられる。

366号土坑（図76)

II区、 358号溝の北側、調査区西壁から12m付近に位置する。 0.8x0.9mの正方形に近く、深さは0.5

mである。南西隅が浅く掘り込まれ、礫が数個骰かれていた。追構の性格は不明である。出土辿物は

図76:634の土師器の杯である。 8世紀後薬と考えられる。

115号胞衣壷埋設遥構（図76)

I区、 30号竪穴住居址の北壁外で検出した。 1.6x l.lm、深さ0.5mのピット状の掘り込みの中に、

西に寄せてさらに直径0.5m、深さ0.3mの穴を掘り、その中に設置していた。土師器の甕に須恵器の

蓋をしていた（図76:635 ・ 636)。中には土の流入もなく、密閉状態が保たれていた。 8世紀後半の

ものと思われる。このほか須恵器の壷が出土している（図76:637)。

370号集石（図76)

II区の調査区西壁下、 1号溝 (381号溝）と358号溝の間に位置する。河原石と砂岩の不正形な礫か

らなる。幅 lm程度、深さ0.3m程度の浅い1IIl状の窪みに積まれていたようであるが、性格は不明で

ある。出土遺物は図76:638~641で、土師器杯と須恵器杯、甕である。土師器の杯638の見込みと、

639の外面に「井」と思われる字の刻書がある。 8世紀後葉～末と考えられる。

250号土塘墓（図77)

II区の西壁中央に位置する撹乱東側において、土り廣墓が1基検出された。 4号溝の西端付近である。

1/3程が現代の建物の基礎工事により破壊され、また骨の追存状態も良好とはいえないが、埋葬の様

子は確認できる。頭位は北で仰臥しており、足は軽く曲げていたと思われる。胸部あるいは腹部で手

を合わせていたようだ。副葬品としては左屑付近から刀子が1本と、右肘部分から土師器の小皿l枚

が出土した（図77:642 ・ 643)。
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1. （医病）病棟（軸）新‘営工事に伴う発掘調．ff.(9901調在地点）
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図7 250号土堀墓人骨出土状況実測図・出土遥物実測図 (1/20 • 1 / 4 • 1 /3) 

くその他の出土遥物＞

その他の遥構出土土器

図78:644 ・ 645は須恵器の杯である。 8世紀末葉～ 9世紀初頭であろう。 646は長頸壷の胴部で8

世紀後半、 647は須恵器の壷である。 468は土師器の甕で、口縁は薄手で上を向く。 9世紀前葉か。

649 ・ 650は土師器の碗である。それぞれ8世紀後半、 9世紀前薬であろう。 651の土師器の甑（把手

杯甕？）の把手部分である。 644は17号溝、他はピット出土である。

土製品

図78: 652 ・ 654 ・ 657---659 ・ 662---674は土錐である。 674は他の土錐の3倍の大きさである。 654は

火鉢や火桶の脚のようである。 655・ 656は紡錘車である。 656は土師器片を再加工したもので、片面

が凸面、片面が凹面となり、全体も不正形な円である。 660は須恵器の把手（耳）である。壷か提瓶

の把手であろう。 661は湾曲した円筒状の土製品である。把手あるいは脚のようであるが、非常に小

さい。 675は土製の鏡模造品である。中央を摘まみあげて鉦とし、細い棒状のもので孔を貫通させて

いる。

石製品

図78: 676---678は石製紡錘車である。 676は、片面が平坦で片面が凸面である。 677は両面ともに平

坦な作りである。 678は旅両面ともに平坦であるが、片面の平面径が小さく、 676に近い形態となる。

676 ・ 678は蛇紋岩製、 677は滑石製である。 679は暗濃緑の蛇紋岩製の有孔円盤である。表面と周縁は

丁寧に研磨されている。 680は不正形の垂玉である。乳緑～緑色の石材である。特に整形はせずに研

磨し、穿孔したと考えらえる。縄文時代の追物であろう。 681は滑石製臼玉である。古墳時代の追構

の迫物である。

ガラス製品

図78:682は水色のガラス製の小至である。

鉄製品

多数の鉄製品が出土したが、そのうち14点を図化した。図79: 683 ・ 686 ・ 688 ・ 689 ・ 692 ・ 693 ・ 

694は刀子、 684・ 685は釘、 687・ 690は鏃、 691・ 695 ・ 696は鎌である。
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111 本荘北地区の調査
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1. （医病）病棟（軸）新営工事に伴う発掘調査 (9901調究地点）

遺構外出土土器（古代以降）

図80:697～図81: 741は包含層出土の遺物である。 697--704は土師器の杯で、 7世紀代～9世紀前

半の所産である。 701・ 702 ・ 703は、判読不明であるが底に墨書がある。 705--707は甕で8世紀後半

~9世紀前半の所産と思われる。 708は甑の底部で、桟渡しタイプであろう。 709・ 710は多孔タイプ

の甑の底部である。 711は移動式鼈の底部、 710は手捏土器である。 713は土師器の壷で、器面は赤色

の化粧土をかけ、全体にミガキを掛けている。 714は古墳時代の土師器壷である。 715--720は須恵器

の蓋である。 715は頂部に「 X」のヘラ記号がある。かえしを持つものはなく、 720はかなり扁平化が

すすんでいる。図80: 721 --727、図81: 728は須恵器の杯である。 721は丸底でかえしが付く古相のも

ので、 7世紀前半、他は8世紀代である。図81: 729--732は須恵器の高杯である。いずれも 7世紀前

半～中葉の所産であろう。 733は須恵器の鉢、 734は甕（壷？）の口縁部の破片、 735は甕の頸．肩部、

736は長頸壷の胴部である。 737は龍泉窯系の青磁碗で、 13世紀前半である。 738は白磁碗で11世紀後

半～12世紀後半、 739は白磁皿で12世紀中葉～後半である。 740・ 741は越ヽ J11系青磁碗で8世紀末～10

世紀中葉である。

図81: 742--756は撹乱から出土した遺物である。参考資料として掲載する。 742--748は土師器の杯

である。 744・ 745 ・ 748はそこに墨書がある。 744は「東」か、墨書がある。 745は判読不明、 748は

「新羅」か？ 749・ 750は須恵器薔で750は「x」のヘラ記号がある。 751--753は須恵器の杯、 754~

755は壷である。

縄文土器・弥生土器

縄文時代後期後葉～晩期の土器が出土した。図82:757-759は太郎迫式の鉢・深鉢である。 760~

762は三万田式の鉢である。 760は口縁部に磨消縄文がある。 761と762は無紋の鉢の口縁である。 763

~778は鳥井原式の鉢・深鉢である。口縁の文様帯に二本の並行する幅広の凹線を施し、それらを寄

せて稜を作り出している。 766は御領式・天城式に見られる山形の突起がある。 779---787は御領式の

鉢・深鉢である。口縁の文様胎に二本の並行する凹線を施すが、鳥井原ほど幅が広くなく、深い凹線

を明確に引き、凹線間の突帯を際立たせている。 788-794は天城式の深鉢である。深鉢口縁部の沈線

は雑に引かれ、本数も 1本～4本まであり一定しない。 795-817は古閑式の鉢・深鉢である。深鉢は、

口縁部の沈線が寄り雑に複数本引かれる。無文のものもある。 802ば焼成後に内外の両面から穿孔し

ている。図83:818-822は黒川式の鉢・浅鉢である。 819以外はいずれも表面を丁寧に磨いている。

823--826は刻目突帯文土器、 827は夜臼式の壷の口縁と思われる。 828・ 829は太郎迫式～御領式の時

期の鉢の底部である。 830も後期後葉～末の深鉢の底部である。 831-835晩期の深鉢の底部である。

836-858は時期の特定は困難であった。後期後葉から晩期の以外の時期の縄文土器の出土がないため、

この時期のものと考えられる。 860は、口縁に刻みを持つ弥生土器の甕である。 861は弥生土器の甕の

底部である。

石器

図84:862～図88:918は、各迫構から出土した石器である。磨石・敲石・台石・砥石・打製石斧・

石鏃等が出土している。また、図版67~69は黒曜石の剥片である。写真のみ掲載した。番号は左上段

から右に付している。観察表と対照されたい。

その他

図版67:919は炭化種子の破片である。 920は刀子に付着していた布片である。 921は鉄滓と思われ

る。 922は獣骨の下顎の部分である。馬か。
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lII 本荘北地区の調査
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図79 9901調査地点出土鉄製品実測図 (1/3) 

(4) まとめ

本調査地点は、本荘北地区において9601調査地点につづき古代の集落を確認し、また古墳時代の集

落を初めて広範囲で確認した地点である。 9601調査地点の調査時には、西側に古墳時代の集落が展開

するものと予想されたが、その予想通りに古墳時代の住居址群が検出された。

古墳時代の竪穴住居址は、概ね古墳時代前期から中期初頭までの一定の時期であった。近辺の0006

調査地点． 0104調査地点． 0119調査地点． 0304調査地点でも、同様の時期の住居址や追物が確認され

ている。古墳時代中期以降の集落は、本調査地点寄り南側の0411調査地点． 0509調査地点や本荘中地

区で確認されており、古墳時代の集落の占地は、白川沿いから次第に離れていくことが確認できた。

古墳時代の後、本調査地点では 6 世紀末• 7世紀初頭から溝の設営が始まり、 8世紀から竪穴住居

址が造られ集落が形成される。 8世紀末には、多くの溝が埋没し竪穴住居址も減少する。この後、掘

立柱建物が建てられるようになると考えられる。古代の成果としては、「主帳」刻書土器の出土があ

る。本庄遺跡は古代詫麻郡に属する。託麻郡は8里からなり、郡としての等級は「中郡」にあたる。

主帳は郡司の第四等官でいわゆる書記官であり、中郡では定員 1名である。「宮崎産業経営大学の柴

田博子氏によると、「主帳」墨書土器が日向国庁跡を含む官術迪跡である宮崎県寺崎遺跡で出土して

おり、この報文の時点（柴田博子2001)では寺崎追跡の例を含めて全国で3例と極めて少ない。柴田

氏は主帳やそのほか官職銘のある資料について、文字が記されたものが坪であるというその性格・機

能から、国司や貴人に対する郡家による接待などの饗宴の場での使用・廃棄を想定している。刻書土

器が多量に出土した9601調査地点の調査者も、供膳具の多さに注目し火事場処理を行う施設の存在を

想定している。本調査地点の出土遺物は膨大で、内容は9601調査地点と類似しており一連の施設で

あったと考えられる。 9601調査地点からは「枚本寺」をはじめ「佛」「寺」などの刻書土器が出土し

ており、近辺に寺が存在していたことを伺わせる。本調査地点や9601調査地点と、もし近辺に寺が存

在していたとするならば、その位置関係は官術遺跡である渡鹿A遺跡と渡鹿廃寺、神水遺跡と陳山廃

寺の位置関係に類似する。本調査地点及び9601調査地点の主要な時期は8世紀後半から9世紀前葉に

かけてである。両地点の中間に位置する0707調査地点も古代の遣構は同様で、かつ9世紀後半以降は

水田が造られている。機能した時期は渡鹿A遺跡 (7世紀末～8世紀前半）の後、神水迫跡 (8世紀
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l. （医病）甜棟 （軸）新営J?l［に伴う発掘，謁1f.(9901，湛l在地．’.'.O
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I11 本荘北地区の，凋究
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Ill 本荘北地1“．．の遇介
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1. （（医病）病棟（軸）新営工事に伴う発掘調査 (9901調査地点）
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本荘北地区の調査
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1. （医刹）射棟（軸）新‘ttl・・’liに伴う発朴紐!1f.(9901調代地、1!.i)
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本荘北地区の調究
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1. （医病）病棟（軸）新‘i;tul［に伴う発掘調究 (9901調在地点）
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図88 9901調査地点出土石器実測図5 (2/3) 

後半～9世紀前半）とほぼ同時期とみられる。

「主帳」の土器は 1点のみで、持ち込みの可能性もあるが、本荘北・南地区における既往の調査で

は、布目瓦や硯、銅製の蛇尾や巡方など役所・役人の存在を示す遺物が出土しており、本荘地区に郡

術かそれに類する施設が存在した可能性も考えられる。ただし、本庄遺跡の位置は想定されている西

海道および阿麻大路からはやや離れている。現在、国府跡や官術跡と推定される迫跡群が、これらの

道沿いに立地している点とは異なる。

本荘北地区内における発掘調査は、既存建物により既に破壊されている可能性が高い部分、既に調

査を終えた部分を勘案すると、細部を除き調査は一段落を迎えている。一方、九、J•I1新幹線の開通事業

に伴う二本木辿跡の発掘調壺の進展により、肥後国府とその他の古代史の解明が進められると期待さ

れる。今後は、肥後国府の解明の中で本庄遺跡の機能や性格が明らかにされていくことが期待される。

参考文献

熊本市教育委員会 2007『二本木遺跡群IIーニ本木遺跡群第13次調査区発掘調査報告書ー」

柴田博子 2001「寺崎追跡出土の屈書土器について」「寺崎遺跡一日向国庁を含む官術追跡ー』宮崎

県教育委貝会

熊本市 1998『新熊本市史』通史絹 第一巻 自然•原始・古代
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m 本荘北地区の調査

表7 9901調査地点出土遥物一覧表

図 番号 辺物 種類（器種） 法m(～） 残存 lit 特徴 色 田 出土辺構 団 考

25 l 土師器 店杯
盟口径 16.0 

l/5 内外：回回転転ナナデデ．ヘラナデ
： ．削り

内外 ： H u e 10 Y R 7 / 4 
: Hue IOYRS/3 

3サ竪穴住9廿址

2 土師器 杯
盟口往 10.6 

口樟部片 外内：回転転ナデ．ハケ目
：回ナデ．ハケ目

外内： H ue 2.5 Y 6 1 2 
: Hue IOYRS/4 

3り竪穴(t1、り址 焼きムラあり

3 土師器 小型丸底壺
口盟径 11.6 

口緑郎片 外内 ：： 磨回回転転きナナデデ．．ハ府ケきH . 外内： H u e 5 Y R5 16 
: Hue 5YR6/6 3り竪穴住9心址

塁口径悶 97..0 2 
内：回転ヶナデ．ナデ．

外内： H ue IOY R 7 / 4 4 土師器 小丙！丸Iititt はぽ完形 ハ H 3サ竪穴住1,1}址
外：回転ナデ．ハケ目

: Hue IOYR714 

5 土師器 莉杯
盟口径 16.0 

116 外内：回転ナデ
：ハケ目，磨き

外内： H ue 7.5Y R6 / 6 
: Hue lOYR7/4 3サ竪穴住1,,;-址 外面に黙斑あり

6 土師器 器台
盟口径 9.4 

1/2 外内 ：： 回回転転ナナデデ 内外 ： H u e 2 . 5 Y 7 / 4 
: Hue 2.5Y7/1 3り竪穴住J，引址 内外面にスス付府

7 土師器 紅杯
盟cm 16.0 杯郎のみ 外内 ：： 府回囮転転さナナデデ．．ハ閉ケき目． 内外 ： H u e IO Y R 2 / l 3サ竪穴住I&hl:l/2 : Hue IOYR3/l 

8 土師器 高 .t.f‘
口盟径 14.2 

口様部片 外内 ：： 回回転転ナナデデ．削り
外内： H ue IO Y R 6 /4 
: Hue IOYR6/3 

3り竪穴{I:9サ址 内［面にスス付杓

口径 13.4 
外内 ：： 回回転転ナナデデ．磨き

内外 ： H u e IO Y R 6 / 4 ， 土師器 浅鉢
底器径tJi 4.8 

1/3 
: Hue IOYR614 

3サ竪穴住9＆址 底面にスス 1•I杓

口径 11.4 内：回転ナデ．ナデ．
内外 ： H u e 10 Y R 6 1 4 10 土師器 小型丸底壺

盟
114 ハケ日 3サ竪穴住,,r址 口樟郎にスス1寸芍？

外：回転ナデ．ハケ目 : Hue 10YR614 

11 士師器 小型丸底壺
口径悶 10.2 

底器 8.8 
ほぼ完形 外内：回転転ナデ．ナデ

：回ナデ．ハケ日
内外 ： H u e 2 .5 Y 6 1 4 
: Hue 2.5Y614 3サ竪穴り：I&址 外面底部に開斑あり

12 土師器 小型丸底壺
口径悶 11.2 

底器 10.5 
ほぼ完形 内外：回転転ナデ．削り

：回ナデ．ハケ目
内外 ： H u e 5 Y R 6 ! 6 
: Hue 5YR51•1 3サ竪穴住居址 内外面にスス付粁

13 土師器 店杯
盟口往 22.6 

口縁部Jヤ 内外：回転転ナデ，ハケH：回ナデ．ハケ目
外内 ： H u e 5 Y R6 / 8 
: Hue 5YR6/8 3サ竪穴住1廿址

14 土師器 店杯 底1器こ）｛径店f 1 1.6 2/3 内外 ：： 回回転転ナナデデ，，府府きき 内外 ： H u e 10 Y R 8 / 3 
: Hue !OYR8/3 

3サ竪穴化9，引址 内外面にスス付杓

15 七師器 甕 底U器径径高 1171..9 5 l/2 内外：回転転ナデ，削ナり
：回ナデ．デ

外内： Hu e 10Y R3/3 
: Hue 10YR3/3 

3サ竪穴{l:KI;•址 外内外面面に吹にスきスこ付ぼ杓れあり

16 土師器 甕
l二l 命径 1 6 .2 
汲器 径18.8 約1/3 内外：回回転転ナデ．削ケり

： ナデ．ハ目
外内： H u e IO Y R3 / I 
: Hue lOYRS/4 

3り竪穴{I:I1,；-.Iii: 外内面面がに黙よ斑く焼あけりていない

17 土師器 壺
盟[ l i f 2 1.4 

口樟部Jヤ
内：回ケ転目ナデ．削りハ 外内： H u e 10 Y R 7 /4 3り竪穴{t1,l}址 外面に焼きムラあり
外：回転ナデ．ハケ目

: Hue 10YR7 /6 

18 土師器 壺
盟ntf l6.0 

n樟郎片 内外：回回転転ナデ．削り
： ナデ

外内： H u e IO Y R 7 16 
: Hue 10YR7 /6 

3サ竪穴(t1、t}址 外面にスス付杓

19 土師器 壺
盟[!If 16.6 

日樟郎片 内外：回回転転ナデ．削り
： ナデ．ナデ

外内： H u e IO Y R S/4 
: Hue 10YR8/4 3り竪穴住I＆址

20 土師器 壺
盟n径 8,5

口緑郎片 外内：回転転ナデ．削I)
：回ナデ．ハケ目

外内： H u e 2.5 Y 6 /3 
: Hue 2.5Y6/3 3サ竪穴ttl＆址

外面にスス付杓

21 土師器 壺
盟[I径 16.4

口縁部片 内外：回転転ナデ．削り
回ナデ

外内： H u e IOY R 6 /3 
: Hue 7.5YR7 l6 3サ竪穴住18.hl:

22 土師器 壺
盟口径 15.6 

1/3 外内：回回転転ナデ．削り
： ナデ．ハケ目

内外 ： H u e 2. 5 Y 6 / 2 
: Hue 2.5Y612 3り竪穴住居址

内面口緑部にスス付芍

23 土師器 壺
盟口径 19.2 

l/8 外内：回転転ナデ．削り
：回ナデ．ハケH

外内： H u e IO Y R 713 
: Hue 2.SY6/2 3サ竪穴住居址

24 土師器 壺
盟口往 17.2 

1/3 外内：囮転転ナデ．削り
：囮ナデ．ハケ目

内外 ： H u e IO Y R 7 / 4 
: Hue 10YR7 /6 

3サ竪穴住居址 外面にスス1,t杓・焼きムラあり

26 25 土師器 浅鉢
口托閑 10.8 

底器 4 .1 
ほぽ完形 外内：ナデ．ヘラナデ：ナデ

外内： H ue IOY R 7/4 
: Hue lOYRS/4 5り竪穴住1、"；ht

外面にスス付杓

26 土師器 鉢 底口器径i窃F 561 .. 1.4 4 8 約l/2 外内 ： ナデ．ナハケH．府ケき目
：囮転デ．ハ

内外 ： H u e 2 . 5 Y 6 / 2 
: Hue 2.5Y7 /3 

5り竪穴住It}址

27 土師器 屈曲浅鉢
盟ロrn 1 1.2 

113 
内： 回府府'"'転転ささナナデ．nn, 
外： デ．ハケU.

外内・ H ue 5 Y 6/8 
: Hue 5Y6/8 5り竪穴住居址

外面にスス付府

28 土師器 小型丸底壺
口径見 11.5 

底器 7.5 
ほぼ完形 外内 ： ： I府gきき 内外 ： H u e 5 Y R 6 / 8 

: Hue 5Y2/l 5サ竪穴住9凸址
内ifiiロ縁部にスス付芍

口悶往 10.3 内：回転ヶナデ．ナデ．
内外 ： H u e 10 Y R 6 / 4 29 土師器 小型丸底壺

底器 7.6 
約112 ハ目 5サ竪穴住9,，}址

外：回転ナデ．ハケH • Hue IOYR614 

30 土師器 小型丸底壺
口径悶 11.0 

底岱 8.4 
ほぼ完形 外内：回転転ナデ．朽き

：回ナデ．ハケ目
内外 ： H u e IO Y R 7 /4 
: Hue IOYR7 /4 5サ竪穴住9廿址

31 土師器 小型丸底壺
盟口径 11.2 

115 外内 ：： 回回転転ナナデデ．．磨明きき 内外 ： H u e lO Y R 6 1 4 
: Hue lOYR6/4 5サ竪穴住9廿址 外面に開斑あり
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1. （医病）病棟（軸）新‘営工事に伴う発掘調究 (9901調在地点）

図 番号 遺物 種類（器種） 法fil(cr.i) 残存塁 特徴 色 図 出土道構 偉 考

26 32 上師岱 小利丸I知tt
U 佳往 1 1. 0 

品 1/6 内外．ナデ＂．削．りき．晒さ
'ハケ H1 

内外 ： H ue 7.5 Y R6 /6 
: Hue lOYRS/2 5サ竪穴住屈址 外面にスス f•t杓

33 土師諾 小閉丸9It1tt
Il ii t l•I.0 

試 l/6 内外・削り．ハ．ケ内Hき．府き
．ハケH

内外 ' H u e 7 . 5 Y R 6 / 4 
: Hue 7.5YR5/6 5サ竪穴tt1、引址 内外面にスス f•t杓

“ 
t師器 小閉丸底ヽ：：t

I I tit f 12.8 

底器tr; 1 2.1 
ほぼ完形 内外・回転転ナデ．削I)

．回ナデ．ハケ目
内外 ： H ue IO Y R 6 /3 
-Hue 2.5YRil4 5サ竪穴tt.I、1址 外面に焼さムラあり

35 :t：師器 店杯 羅 1/3 内外 ナデハケ口
・ナデ．ヘラ用さ

内外 H u e lO Y R S / 3 
: Hue 7.5YR7/4 5サ竪穴住9、柑址

36 i：師岱 硲か 且 1/3 外内・削I)．ハケH
：ナデ．ヘラ用さ

外内 ： Hue 2.5Y7/4 
• Hue 7.5YR7 l6 

5サ竪穴住I＆址

37 上師岱
ミニチュア IH'f iを 8.6 

約213 内外 ： ナデ 内外 ： H u e lO Y R i / 4 5サ竪穴住9，引址 外面底部にスス 1•t杓店杯 底岱f.1i 66..2 7 ：ナデ．ハケH • Hue lOYRi/4 

Il i’ f t 8.4 
内外：回転ナデ．暦磨きき 内外 ： H u e i . 5 Y R 5 / 4 か内.f外Lあ面にりスス付行38 t師器 器介 底岱 f: 9.6 113 
．回転ナデ． : Hue i.5YR514 5サ竪穴住居址

t:i 72 

39 上師器 器介 底Ll器ifi店f:• 891.2 1.7 0 約)/2 内外 . lfl き
・ナデ．！行き

外内 ： H ue lOY Ri /3 
: Hue lOYRi /3 5サ竪穴{I:9廿址

40 ..l・．師器 店杯
塁I:li悶t 16.（j 

約)/2 内外： 回転転ナナデ．ヘラ磨磨きき
: Id デ．ヘラ

外内 ： H ue 2.5Y 6 /4 
: Hue 2.5Y6/4 5サ竪穴住居址

41 土師器 店杯 II~ 
底器 1 1.8 約1/2 内外 '： [ii削］転り．ナハデケ．Hf'IIJ."り1き 内外 ： H u e i . 5 Y R i / 4 : Huc 7.5YR7/4 5り竪穴住1廿址

焼さムラあり

42 土師器 邸杯 底I器―I t径店̀t 1 ( ） ． 4 約J/2
内： lrり］転)ナデ．ナデ． 外内 ： H ue 10 R5/6 5サ竪穴住9廿址 内外Ifli にスス 1•I杓
外： デ．削I)．ハケH : Hue 2.5YR6/6 

43 ＿1：師器 、訂杯 底I器It径店¥. 1 2 . 0 約1/2
内：肘悶転＇） ナデ．ナデ． 内外 ： H u e 10 Y R 6 / 3 5号竪穴U:1~｝址 J_f復あり
外： り．ハケfl．府き : Hue IOYR6/3 

44 上師器 ＇窃杯 鳳 113 内外 ．ナデ．削り
: /ffき

内外 ： H u e !O Y R 6 / 2 
: Hue 10YR6/3 5号竪穴住1.,}址 外面にスス｛，t杓

45 土師器 店 M;
盟I I {f l ii2 

1/2 外内 ： ［り1転転ナデ．磨用ささ
．回ナデ．

外内 ： H u e IOY R 7/4 
• Hue IOYR7 / 4 5号竪穴仕li'l-Jtl: 脚部にスス 1•t 杓

46 上師器 店杯 噌晶 1/3 外内 ．． 削利きI) 内外 ： H u e IO Y R 5 / 3 
: Hue IOYR-1/3 5サ竪穴住居址

[―_1 i iそt1  2`•I 内：回転ナデ．削I).
内外 ' H u e 7 . 5 Y R 7 / 6 47 :Ì．師器 壺 晶 約1/4 ハケH • Hue 7.5YR7.'6 5サ竪穴tt1.＂址 内外面にスス{.t行

外：回転ナデ．ハケH

48 t師器 壺
I:litf f 15.8 

晶 113 外内：ヘラナデ．ハケ [l
：ナデ．ハケH

内外 ． H u e IO Y R i / 3 
• Hue i.5YR6!6 5サ竪穴住9片址 外if1i にスス 1•I 行

49 :I'.．師器 ・社
Llit. 径 16.5 

塁店
118 内外 ・回転ナデ．削IJ

回転ナデ．ハケH
内外 ： H u e 2.5 Y R 6 I 4 
: Hue 5YR5/4 5サ竪穴住1，り址 外面にスス f•t 杓

50 :I：師器 壺
lll｛f. そ 16.6 

塁店
n柑部片 内外 ：ナデ．削り

．ナデ．ハケH
外内 ： H ue i .5Y R6 16 
: Hue 5YR6/6 5サ竪穴住,,柑址 外面にスス 1•t 行

51 土師器 壺
l塁li悶を 15.6 

ll柑～脚郎9ヤ 内外． 1ill転転ナデ．削り. I~] ナデ．ハケ目
外内 ： H ue 10Y R 4 13 
: Hue 10YR613 5サ竪穴住居址

内外面にスス・コゲ付杓

lli命f 1:n 内：回悶転ナデ．削 I)• 外内 ： H ue 5 Y R6 /6 52 上師岱 壺 飛岱 往2172..80 ほぼ完形 オサエ 5サ竪穴住9,柑・址 外面に焼さムラあり
外・ 転ナデ．ハケfl

: Hue 7.5YR6/4 

53 上師器 壺
口径盆 16.0 
最器 {f 24 .5 115 内外：回転転ナデ．削り

: (jjJ ナデ．ハケEl
内外 ： H u e 5 Y R 6 / 4 

• Hue 7.5YR6/4 
5サ竪穴｛I:I&址 外Ihiにスス1寸杓

54 上師器 壺 底[器lii 往¥'Ji t 21 51..2 2 はぽ完形
内 • (ij)指厠転転オサナエデ．削り ． 内外 ： H u e !O Y R 7 / 4 5サ竪穴住1廿址
外： ナデ．ハケfl : Hue 7.5YR7 /4 

齢I I it 1 4.6 内 ： 削圃l川転I)ナ，ハデケ，ナHデ， 外内 ： H u e 10 Y R7/3 27 55 j:tli t} 壺 rnl8.8 約l/2 5サ竪穴il:I、引Jtl: 内外Ihiにスス・コゲ付杓
外： 転ナデ．ハケH Hue IOYR7/3 

[I 盆t.t16.0 外内 ： lu)転転ヶナデ．削ナIJ 外内 ： H u e lOY R 7 /4 内外I面hi1こコゲあ多り56 J：師岱 壺 最器 itl 8.2 はぽ完形 ：圃ナデ．デ．
: Hue 2.5Y7/3 5サ竪穴仕I&ht にスス <i•I杓21.l ハ fl

57 上師器 壺
[lif 点 16.8 
最岱 it. 20.0 約114 外内： I＂1転転ナデ．削り

：回ナデ．ハケH
外内 ： H u e 7.5 Y R7 /4 

• Hue 7.5YR6/2 
5サ竪穴住居址 内外面Iiiにコゲあ1J り

にスス杓

58 土師器 壺
[l 盆{t 18.(） 
最岱 i t 2 4 ..1 1/3 外内：ナデ．削り H．磨き

：ナデ．ハケ
外内 ： H u e 2 . 5 Y 7 / 3 
・ Hue IOYR7/4 5サ竪穴仕1，引址 内外外面面面部にににスコヘスゲラ多あ描くりあ1•Iりれ

59 土師器 ご：爪I□1柑壺
塁I―li悶f 15.0 

ロ柑郎）¥・ 内外：： 回回転転ナナデデ．削り 内外 ： H u e 7 . 5 Y R 6 ! 6 
• Hue 7.5YR6/6 5サ竪穴it9廿hl: 外[hiにスス付杓

60 ←!：師器 :fultゑ壺
店Lil悶t 15.6 

ll縁部9ヤ 外内：回転転ナデ．ハケ[I．回ナデ
外内 ' H ue 5 Y R6 ! 8 
: Hue 5YR6/8 5サ竪穴{t:1片址

61 -l:ti器 壺
店Lilt悶 26.0 I • I緑郎9;• 内外 1nl転ナデ．削．nlJi) 

'ハケ I] I) 
外内 ： H ue 2.5 Y6 1 3 
: Hue 2.5Y612 5サ竪穴住1，り址 内外面にスス 1•I杓

塁IIi悶t 16..I 内・回転ナデ．ナデ．
外内 ： H ue 2.5 ¥' 5 /6 吹外iさfiこスぼスtれt棋ttあり28 62 I:師諾 壺 ほぽ完形 削り 35サ竪穴住居址

外・回転ナデ．ハケ目
: Hue 2.5Y5/6 

6.1 ＇：師路 小内リ丸rkt:t
I盟I it l l.6 

J/6 内外＇回転転 ナデ
・回ナデ．府き

内外 ： H u e i . 5 Y R 6 i 4 
: Hue 10YR6/ 4 35サ竪穴住9，引址

外ぁ面にスス f•t 行・吹さこぽれ棋
り
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皿 本荘北地区の調査

図 番号 迫物 種類（器稲） 法伍 (cm) 残存 m 特微 色 図 出土追構 偉 考

28 引 土師器 売
盟口径 22.4 

口緑部1/5 外内：回回転転ナデ．削り
： ナデ．ハケH

外内： Hue 5 Y R6/6 
: Hue 7.5YR7/4 

35号竪穴住屈址

65 土師器 鉢
口径且 12.5 
底器 87..0 2 

ほぽ完形 外内・回囮転転ナナデデ．指オサエ： ．ハケ目
内外 ： H u e 7 . 5 Y R 6 /6 
: Hue 7.5YR6/6 

35号竪穴住居址 外面に焼きムラあり

66 ±師器 甑 凪 取手のみ 外内：：削ナデり．ハケ目
内外 ： H u e 5 Y R 7 / 4 
: Hue 5YR7/6 

35号竪穴住居址

30 67 ±師器 高杯
盟口径 18.6 

杯部ぽ完のみ
ほ形

外内： In き
：ナデ．ハケ目

内外 ： H u e 5 Y R 6 /8 
: Hue 5YR6/6 

80号竪穴住居址 外面にスス付杵

邸 土師器 窃杯
翡口径 19.4 

杯部213 外内：ナデナ．ハデケ．目
：回転 ハケH

内外 ： H u e 5 Y R 5 / 6 
: Hue 5YR6/6 

80号竪穴住屈址

69 土師器 高杯
盟口径 18.2 

杯部約1/4 外内 ：： 回囮転転ナナデデ．ハケH
内外 ： H u e 2 . 5 Y 7 / 4 
: Hue 7.5YR7/4 

80号竪穴住居址

盟口径 20.0 内：儡回転ナデ．ナデ． 内外 ： H u e 5 Y R 6 / 6 70 土師器 祁杯 杯部約1/4 ．ハケH 80号竪穴住居址
外： ナデ

: Hue 5YR6/6 

翡口径 20.6 内：回転ヶナデ．削り．
内外 ： H u e 2. 5 Y R 6 /6 71 土師器 茄杯 約l/2 ハ目 80サ竪穴住居址 外面にスス付杵

外：回転ナデ．ハケH
: Hue 2.5YR6/6 

72 土師器 麻杯 員 杯部l/8 外内・ナデナ．l'IデIJI) ． 
：囮転 ．ハケH

外内： H ue 5Y R7/6 
: Hue 5YR7/6 

80号竪穴住屈址

凪 内：誓回転＆ナデ．ナデ． 内外 ： H u e 7 . 5 Y R 7 / 6 73 土師器 窃杯 l/4 80号竪穴住居址 杯部内面にスス付杵
外： ナデ : Hue 10YR6/4 

74 土師器 店杯 鳳 1/3 外内：回転転ナデ．削り
：回ナデ．ナデ

外内： H u e 7.5Y R6 /6 
: Hue 2.5YR6/8 

80サ竪穴住居・址

75 土師器 高杯 員 脚部1/4 外内：：削府きI)．磨き 外内 ： H u e 10Y R6/4 
: Hue 7.5YR6/4 

80号竪穴住居址

76 土師器 窃杯 底器口径窃径 12.4 ほ脚ぽ部完の形み 外内 ：： 削回転りナ．ハデケU 外内 ： H u e lO Y RB/8 
: Hue 7.5YR7 /8 

80サ竪穴住居址

77 土師器 窃杯 底器口径径店 14.0 脚部4/5 内： 回指囮削転転オりナサナデデエ． ナデ．
外： ．ハケ目．

内外 ： H u e 5 Y R 6 /6 
: Hue 7.5YR6/6 

80サ竪穴住居址 外面の一部に開斑あり

78 土師器 店杯 羅 1/4 外内 ：：削回転りナデ．府．ナきデ． 外内： Hue lOY RS/4 80号竪穴住屈址
ハケH

: Hue 10YR6/4 

79 土師器 小型九底壺 最口器大径窃径10.6 2/3 内外 ：ナデ
：回転ナデ．ハケ目

外内： Hu e 7.5 Y R6/4 
: Hue 7.5YR6/6 

80り竪穴住居址

盟口径 10.8 外内：回回転転ヶナデ，ナデ 外内： Hue 5 Y R5/6 80 土師器 壺 約1/4 ： ナデ，ナデ， 80号竪穴住居址
ハ H

: Hue 2.5YR5/6 

盟口径 10.8 内 ： 回削ナ転りナ．，磨磨デきき，ナデ． 外内： Hue 5YR7/6 81 土師器 小型丸底壺 2/3 80号竪穴住居址 外面にスス付杵
13.0 外：デ

: Hue 5YR6/6 

82 土師器 壺 履 口緑～H部9ヤ 内 ： 回削回転転I)ナナ．指デデオ．． ナデ．
外： サハエケ目

外内： H ue IO Y R 7/3 
: Hue IOYR7 /3 

80号竪穴住居址 外面にスス1寸杓

83 土師器 壺
盟口径 17.4 

約l/4 外内：回転転ナデ．削り
：回ナデ．ハケ目

外I人I: Hue 2.5YR6/8 
: Hue 5YR6/6 

80号竪穴住居址 外り面にスス付滸・吹きこぽれあ

84 ±gili器 壺
盟口径 17.2 

口縁部片 外内：回転転ナデ．ハケ目
：回ナデ

外内： H u e lO Y R 6/ 4 
: Hue 7.5YR7/4 

80号竪穴住居址 内外面にスス付杓

85 土師器 壺
盟口径 16.5 

口緑部213 内 ： 削回回転転りナ．ハデケ．ナデ．

外： ナデ．ハHケH

外内： H ue IO Y R 6/4 
: Hue 7.5YR6/4 

80サ竪穴住居址

86 土師器 甕？ 鳳 胴部片 外内：ナデ．ハケ目
：ナデ

内外 ： H u e 10 Y R 6 /4 
: Hue 10YR6/4 

80号竪穴住居址 外面に条痕あり

31 87 土師器 店杯 員 1/3 外内： ナデ．削削りり ．ハケH
：ナデ， ．ハケH

内外 ： H u e lO Y R S / 4 
: Hue 10YR7/4 

92号竪穴住居址

88 土師器 壺
盟口径 18.2 

口縁部1/4 外内：回転転ナデ．ハケH
：回ナデ．ハケH

内外 ： H u e 2 . 5 Y 6 / 2 
: Hue 10R5/6 

92号竪穴住屈址

最器口大径高径l7.4

内：閂回転ナデ，ナデ．

89 土師器 甕 約1/4 外内： H ue 5Y R6/6 92号竪穴住居址 内外面面底に面スにス付コ沼ゲあり
外： ナデ．肝．ナきデ． : Hue 7.5YR7/4 
ハ H

90 土師器 壺 底器口径径茄 4216.1.0 .6 5 1/8 
内 ： 削回回転転りナ．指デオ．ナデ．

外： ナデ．サハエケH

外内： H ue 10 Y R7/4 
: Hue 10YR6/4 

92り竪穴住居址 内外面にスス付杵

91 土師器 てゞ 底器口径径高 3132 . .1 8 1/3 外内：削り．ハケHH 
：ナデ．ハケ

外内： H ue 2.5Y R7 /6 
: Hue 10YR7 /6 

92号竪穴住居址

33 92 土師器 杯 底口器径径高 9.0 1/4 外内：回転転ナデ．ナデ
：回ナデ．ナデ

外内： H ue 2.5Y R6 /6 
: Hue 2.5YR6/8 

113号竪穴住居址

底器口径径窃 861...5 9 4 
内：儡回転ナデ．ナデ． 外内： Hue lOY RS/3 501133サ11竪穴住居址93 土師器 かわらけ 完形

: Hue lOYRS/3 
底面糸切り

外： ナデ

94 土師器 器台 底器口径径高 15.0 脚部3/4 外内 ：： 回回転転ナナデデ．削り 外内： H ue 1 0Y R7/4 
: Hue 10YR7/4 

113号竪穴住居址

95 土師器 店杯 底器口径径窃 1 1.6 1/6 内外：回転転ナデ，削り 外内： Hue 5YR7/6 113号竪穴住屈址・
：回ナデ : Hue 5YR7/6 50528 
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1. （医病）病棟（軸）新営工事に伴う発掘調査 (9901調査地点）

図 番号 遺物 種類（器種） 法m(cm) 残存伍 特微 色 罰 出土遵構 偉 考

33 96 土師器 壺
盟口径 16.2 

口緑～m部片 内外：：磨磨回転ききナデ．削り ． 内外 ： H u e 7. 5 Y R 7/4 : Hue lOYR5/6 113号竪穴住居址 丹塗り

97 土師器 壺
盟口径 15.2 

1/8 外内：回回転転ナデ．削り
： ナデ．ハケ目

内外 ： H u e 7.5 Y R 3 l 2 
: Hue lOYR3/l 113サ竪穴住居址

底口器高径径 2715..3 2 

内：ナデ．削り．指オ

外内あ面面り底ににスコスゲ付あ着り・吹きこぼれ痕98 土師器 壺 ほぼ完形
サエ 外内： Hue 5Y R6/6 113サ竪穴住居址
外：回転ヶナデ．ナデ． : Hue SYR6/6 
ハ目

99 土師器 甕
盟口径 30.8 

口緑～m部片 外内：回回転転ナデ．削I)： ナデ．ハケ目
外内： Hue lOY RS/4 
: Hue 5YR716 113サ竪穴住居址

盟口径 18.6 内：儡回転ナデ，ナデ， 外内： Hue 7.5Y R7/4 5011333サ1竪穴住屈址．100 土師器 亮 口縁郎片
外： ナデ．ナデ

: Hue 7.5YR7/4 

101 須恵器 壺 底最口径大径径613.0.2 1/3 外内 ：： 削回回転転りナナデデ．ナデ． 外内： Hue 5Y6/ l 
: Hue 5Y6/l 

113サ竪穴住居址

35 102 土師器 高杯 底器口径径高 11.2 脚部片 外内：回回転転ナデ，削り
： ナデ．ハケ目

外内： Hue lOY R6/3 
: Hue 10YR4/l 253サ竪穴住居址

員
内：瓢回転ナデ．ナデ． 外内： Hue 2.5Y R6/6 

103 土師器 高杯 1/8 : Hue 2.5YR6/8 
253号竪穴住居址

外： ナデ

104 土師器 鉢形甕
謡口径 11.2 

1/4 外内 ：： 回ナ転デナ．デハケ．ヘ目ラ削I)外内： H ue 10YR6/3 
: Hue 10YR7/4 337 • 338サ竪穴住居址

盟口径 15.4 内：回転ナりデ．ナデ． 外内： H ue 2.5YR6/6 
105 土卸器 甕 口縁郎2/3 ヘラり : Hue 10YR6/6 337 • 338サ竪穴住居址

外：回転デ．ナデ

106 土師器 二爪口縁壺
謡口径 17.4 

口縁部1/4 内外：回転転ナデ．ナデ
：回ナデ．ナデ

外内： H u e 1 0 Y R6/3 
: Hue 10YR7/4 337 • 338•サ竪穴住居址

107 土師器 小型丸底壺 底器口窮径径 66 .. 0 4 完形 外内：回回転転ナデ．指ナケデ
： ナデ．ハ目

外内： H ue 5 Y R6/4 
: Hue 5YR6/4 

34P•0l サ竪穴住居址． 外面底部にスス付沼

37 108 手捏ね土器 鉢 庇口器高径径 63..4 7 ほぼ元形 内外：指指ナデ．指指オサエ
： ナデ． オサエ

外内： H u e 25 Y 6 /3 
: Hue 2.5Y6/3 346サ竪穴

109 手捏ね土器 鉢 底口器径径高 542 ... 6 0 0 ほぼ完形 内外：指指ナデ，指指オササエ
： ナデ．オエ

外内： H u e 2.5 Y 5/2 
: Hue 25Y5/2 346サ竪穴

焼きムラあり

110 土師器 店杯 凪 杯部1/2 内外 ：： 府ハ回転ケきナ目デ應．ハきケ目． 内外 ： H u e 7. 5 Y R 6 / 6 
: Hue 7.5YR6/4 346サ竪穴

外面にスス付滸

底口器窃径径 11.6 
内：回儡転ナデ．ナデ． 内外 ： H u e 7. 5 Y R 7 / 6 111 土師器 甜杯 1/2 : Hue 7.5YR7/'1 346サ竪穴
外： ナデ．ハケEl

盟口径 17.0 内： 1ii1儡転ナデ．ナデ． 外内： Hue 25 Y7/3 112 土師器 壺 口縁部片
: Hue 2.5Y6/l 346サ竪穴

外： ナデ．ハケ目

113 土師器 壺
盟口径 16.0 

口緑部片 外内 ：： 回回転転ナナデデ．削り 外内： H ue 10R6/8 
: Hue 10R6/8 346サ竪穴

114 土師器 壺
盟口径 15.0 

口縁～用部片
内：回月転iナデ．ナデ．
外： ナ目デ．削り．

外内： Hue 7.5Y R7 /6 
: Hue 5YR7/6 346サ竪穴

外り面にスス付着・吹きこぽれあ

翡口径 11.0 内： ハ回回転転ケナ目デ．削り ． 外内： Hue 10Y R6/6 
115 土師器 小朋九底壺 ほぼ元形 : Hue IOYR6/6 346号竪穴

外面に焼きムラあり
11.3 外： ナデ．ハケ目

最口器径大高径22.225l6.2 .6 
内：回転tナデ．ffljI). 

外内： Hue 1 0Y R6/4 116 土師器 壺 ほぼ完形 ハ目
: Hue 10YR7/4 

346•サ竪穴
外：回ナデ．ハケ目

117 土師器 鉢
翡口径 92 

1/6 外内：回転転ナデ．翔ナデき
：回ナデ．

外内： Hue 5Y R6/6 
: Hue 5YR6/6 

352サ竪穴住居址 外内面面にに暗貝文の押あ型り文あり

118 土師器 壺 凪 口縁部片 内外 ：： 回回転転ナナデデ．．磨題きき 外内： H ue 1 0Y R7/3 
: Hue 10YR7/3 352号竪穴住居址

119 土師器 二爪口縁壺羅 口縁部片 内外：： 回回転転ナナデデ．削り
外内： H ue 7.5Y R7/4 
: Hue 7.5YR7/4 352•サ竪穴住居址

盟口径 17.0 内：削回回転転りナナデ．ナデ． 外内： H ue lOY RS/3 120 土師器 壺 口縁～胴部片
: Hue 10YR6/3 

353•サ竪穴住居址
外： デ．ハケ目

121 土師器 二煎口緑壺凪 頸～胴部片
内：回ハ転転ケナ目デ．ナデ． 外内： H uc 1 0 Y R8/4 353サ竪穴住屈址 外内外面面に吹にスきスこぼ・れコ痕ゲ付あ着り
外：回ナデ．ハケ目

: Hue lOYR8/3 

122 土師器 小既九底壺 沿器口大高径径10.5 1/3 外内 ：： 削削回転II)Jナ，．指ハデオケ．サナ目エデ． 外内： H ue 10 Y R 7/4 
: Hue 10YR6/3 353号竪穴住居址

外面に黙斑あり

123 土師器 器台
盟口径 7.8 

l/2 内外：：ナ回転デナ．磨デき．ナデ 外内： H ue 7.5 Y R7/6 : Hue 5YR6/6 354号竪穴住居址

124 土師器 Jlt 
盟口径 13.0 

口縁郎l/6 外内：：ナナデデ．．ハ庖ケき且磨き 外内： H u e 10Y R 7/4 : Hue lOYR6/4 354号竪穴住居址

125 土師器 小型九底壺
盟口径 12.0 

口縁1/一6胴郎 内：醤回ハ転ケナナ目デ．Illり． 
外： デ．磨．削きり．

外内： H ue 5 Y R4 /4 
: Hue lOR4/6 354号竪穴住居址

内外面にスス？付着

126 土師器 甕
盟口径 16.2 

口縁部l/4

内：回ハ転ケナ目デ．削り．
内外： H u e lO Y R 7/4 354サ竪穴住居址 スス付着

外：ハ回転ケナ目デ．ナデ． : Hue lOYR2/l 

138 



III 本荘北地区の調査

図 番号 遺物 種類（器穏） 法m(cm) 残存 m 特徴 色 詞 出土迫構 岱 考

39 127 土師器 小型丸底壺
盟口径 8.6 

l/4 外内 ：囮府回転転きナナデ．削り
： デ．ハケH.外内： H u e IO Y R 6/4 : Hue 7.5YR6/4 360サ竪穴住居址

盟口径 11.0 内：誓回転iナデ．ナデ． 内外 ： H u e 10 Y R 6 / 4 128 土師器 小型丸底壺 約1/4
• Hue 10YR5/4 

360号竪穴住居址
外： ナデ．lfjき

底器口径高径 71.1.0 0 
内：閂回転；ナデ．ナデ．

129 土師器 小型丸底壺 1/6 外内： H ue lOY R6/4 360サ竪穴住居址
外： ナデ．府．ナデ． : Hue lOYR7/4 
ハ El き

130 土師器 器台 底器口径径高 8.6 脚部のみ3/4 内外 ：ナデ．ハケH
：回転ナデ

外内： Hue 10Y R7/6 
: Hue 10YR7/6 360号竪穴住屈址

131 土師器 器台 底口器径高径 14.0 1/4 内外 ： 削府回転きり．磨き： ナデ．削り． 外内： H ue l O Y R l.7 / 1 : Hue 7.5YR6/4 360号竪穴住居址 脚部内面黙色府研

132 土師器 高杯
盟口径 12.0 脚部のみ

内外：：府ハケき日後ナデ
外内： H u e 2.5Y 6/4 360号竪穴住居址

5/6 : Hue 10YR6/4 

133 土師器 高杯
盟口径 16.0 

口緑部l/4 内外：回転転ナデ．ハケ目
：回ナデ．ハケ目

外内： H u e 7.5 Y R 7 /6 
: Hue 7.5YR7 /6 360サ竪穴住居址

134 土師器 高杯
盟口径 16.8 

1/4 外内：：府閲きき．ハケ目
外内： Hue 7.5 Y R7/6 
: Hue IOYR7/4 360号竪穴住居址

135 土師器 壺
盟口径 19.0 

口緑～胴部片
内： 削回回転転りナ．ハデケ．ナデ．

外： ナデ．ハ目ケH
内外 ： H u e 10 R 5 /4 
: Hue 2.5YR6/4 360サ竪穴住居址

外面にスス・コゲ付芍

盟口径 14.7 内：回転;ナデ．削り． 外内： H ue IOY R7/4 136 土師器 壺 口縁部片 ハ目
: Hue 10YR7/4 360号竪穴住届址

外面にスス付府・焦斑あり
外：回ナデ．ハケH

盟口径 19.6 内：回転ナデ．削り
内外 ： H u e 5 Y R 6 / 4 内外面面口椋部にコゲゲ付あ莉り137 土師器 壺 l/8 ハケ目 360号竪穴住居址

外：回転ナデ．削り
: Hue 7.5YR6/3 にスス・コ

138 土師器 壺
盟口径 16.6 口緑部のみ 外内：囮転転ナデ．ハケ目 外内： H ue 5Y R6 /6 360サ竪穴住居址1/2 ：回ナデ．ハケ日 : Hue 2.5YR5/6 

139 土師器 3→1 9 
盟口径 14.7 

約1/6 内： 削回回転転りナナ．指デデオ．． ナデ．
外： サハエケ目

外内： H u e 10Y R6 /4 
: Hue 2.5Y7/4 360サ竪穴住居址

外面にスス コゲ付杓

盟口径 13.0 内：儡回転ナデ．ナデ．

140 土師器 壺 口縁部片 外内 ： H u e l O Y RS/4 361号竪穴外： ナデ，ナデ， : Hue 7.5YR7/6 
ハケH

141 土師器 壺
盟口径 13.6 

口緑～胴部片 内外 ：： 回回転転ナナデデ．．削削りり 外内 ： H u e 7.5Y R7/4 : Hue 7.5YR6/4 361号竪穴
外面口縁部にスス付杓

昇口径 11.6 内：悶回転；ナデ．ナデ．
40 142 土師器 小型丸底壺 約1/2 外内： Hue 7.5R4 /6 387•サ竪穴住居址

外： ナデ．ナデ會 : Hue 7.5R4/6 
9.1 ハ目

盟口径 11.5 外内：ナデ．ハケ目 外内： H ue 2.5 Y 7/4 143 土師器 小型丸底壺 4/5 387号竪穴住居址
10.5 

：ナデ．ハケ目 : Hue 2.5Y5/3 

144 土師器 小型丸底壺
口径悶 13.2 

底器 10.5 
ほぼ完形 内 ： 削回回転転りナナ．指デデオ，． ナデ．

外： サハエケ目
外内： Hue 7 Y R7/4 
: Hue 7YR7/4 387号竪穴住居址 外面にスス付沼

145 土師器 莉坪 底器口高径径 1163..5 5 3/4 
内： 回削閤転りナ．ハデケ．ナ"デ．

外内： H ue 10Y R 6/3 387号竪穴住居址 黒内斑外面あにりスス付杓
15.5 外： ナ．ハデケ．ナHデ． : Hue lOYR7/4 

146 土師器 高杯 履 杯部のみ
外内 ：： 囮回転転ナナデデ 内外 ： H u e 2 .5 Y 8 / 4 387号竪穴住居址2/3 : Hue lOYRS/4 

盟口径 15.4 口緑～胴部 外内：回転転ヶナデ．削り 外内： H ue 2.5Y R 5/6 外内面面ににスコゲス付あ沿り147 土師器 壺 ：回ナデ．ナデ． 368号集石土坑1/3 
ハ H : Hue 5YR5/6 

148 土師器 壺 径17.1
翡口径 14.l 

1/3 外内：回転転ナデ．削り
: ［目ナデ．ハケH

外内： H ue 5Y R5/4 
: Hue 2.5YRS/8 368号集石土坑

黙斑あり

149 須恵器 碗 底器口径径高 74..6 3 1/3 外内： 回転転ナナデデ．．ナデ
：回 ヘラ削り

外内： H u e 2.5 Y6/ 1 
: Hue N5/0 368号梨石土坑 ヘラ記号「x」あり

150 須忠器 四て會f 履 口緑部片 外内 ：： 回回転転ナナデデ．削り
外内： Hue N6/0 
: Hue N6/0 394号ピット

42 151 須恵器 甕
盟口径 21.0 口縁～H部 内外：回転転ナデ．タタキ 外内： H ue 5 Y 5/ l 30号竪穴住居址

1/3 ：回ナデ，タタキ : Hue 10BG4/l 

152 土師器 均；
盟口径 13.6 

約1/4 外内 ：： 回回転転ナナデデ．．磨磨きき 外内： H ue 2.5 Y R 5/6 : Hue 2.5YR5/6 43号竪穴住居址 黒斑あり

153 土師器 甕
盟口径 15.6 

口縁部片 外内 ：： 回回転転ナナデデ，削り 外内 ：： HHuu e e 55YY RR 66//6 6 43号竪穴住居址

44 154 土師器 二1I（口縁壺
盟口径 24.0 口緑部のみ 外内：回転転ナデ 外内： H ue 2.5 Y 6/8 50号竪穴住居址l/4 ：圃ナデ．削り : Hue 2.5Y6/6 

155 土師器 蓋
盟口径 182 

口緑部片 外内：回転転ナデ
：回ナデ．削り

外内： H ue 25 Y R 6/8 
: Hue 2.5YR6/8 52号竪穴住居址

156 土師器 杯 底器口径径高 9313 . .1 0 .6 約l/4 外内 ：： 回1ill転転ナナデデ 外内： H ue 7.5 Y R7/4 
: Hue 7.5YR7/4 52号竪穴住居址

157 土師器 坪 底器口径径高 5.8 l/4 外内：回転転ナデ
：回ナデ．削り

内外 ： H u e 7. 5 Y R 7 /6 
: Hue 7.5YR6/6 52号竪穴住居址

139 



1. （医荊）荊棟（軸）新営工事に伴う発掘調査 (9901調在地，点）

図 番号 遺物 種類（器種） 法滋 (cm) 残存紐 特徴 色 罰 出土遺構 償 考

44 158 土師器 杯 底器口径径窃 8.6 底郎9ヤ 内外 ： ナデ
：回転•J・デ．削り

外IJ.J : Iluc IOR6/6 
: Hue 5YR7/4 

55202サ72竪穴住9iI}址．

159 土師器 碗 底器口高径径 812.2 .6 1/•l 外内：回囮転転ナデ．ナデ 外内： H ue 5Y R618 52サ竪穴{I:li;"址
5.1 

： ナデ．n11り : Hue 5YR6/8 

lfiO 土師器 碗 底器口径窃径 12.6 1/8 外内 ： ： 9ナ8デき．削り 外内： H u e 5 Y R616 
: Hue 5YR6/6 52サ竪穴住9,札｝址

l6l 須忠器 互 闘 胴部片 外内：：．回J-デ転ナデ．削り 外内： lluc 7.5Y R5 /3 : Hue 5Y6/I 52り竪穴住9.j}址

l62 須恵器 互
口盟径 14.6 

底器 20 
約1/4 外内 ： 回転転•J· デ

：囮ナデ．削り
外内： Hue N4 /0 
: Hue N•l/0 52サ竪穴{I:9廿址

口晶径 14.3 内：誓囮転；；ナデ．ナデ． 外内： Hu e 5Y6 /2 lG 須恵器 茎
底器 l.4 

l/8 52り竪9ttt9，柑址
外： ナデ．削り : Hue 5Y611 

164 須思器 互 底器口径高径 112.2 .0 l/2 
外内：回転転りナデ，ナデ
：削囮 ナデ． •J・デ． 外内： ll u c 10Y5 / l : lluc N5/0 52サ竪穴itI社址 内外面面ににス自然ス付釉莉あり

165 須患器 杯 底器口径高径 93.2 0 1/4 内外： 回囮転転ナデ．削削り
： ナデ． り

外内： ll uc N4/0 
: llue N4/0 52•!}•竪穴it1.i}址

166 須患器 杯 底器口高径径 63l . .l l.8 8 l/8 外内：同転転ナデ
：回ナデ．削り

内外 ： H u e 5 P B 6 / I 
: Hue 51'B611 52サ竪穴iE9け址 内外面に自然釉あり

167 須忠器 杯
口径盟 10.7 

底器 3 . 3 
1/2 外内 ：： 回回転転ナナデデ．削り

内外 ： H u e N 6 / 0 
: Hue N6/0 52り竪9tit1、引hl: 内外面に自然釉あり

168 須患器 碗
口径盟 13.4 
底器 94 .. 0 0 l/3 外内：回囮転転ナデ．ナデ

： ナデ．削り
内外 ： H u c l o y . I I I 
: Hue IOY3/l 

55092サ75竪穴住I&.hl:．

169 須恵器 碗 員 l/2 外内 ： ： I［引il転転ナナデデ．削り 内外 ： H u e 1 0 Y 5 / I : lluc 5GY6/I 52り翌穴9I:I，引址

170 須忠器 碗
盟口径 14.2 

1/3 外内 ：： 囮回転転ナナデデ．削I) 内外 ： H u c 5 Y 4 / ） : IIuc 5Y•1/1 52•!}•竪穴91:I，引址 外ifi一部に自然狛あり

171 須恵器 碗
口翡径 9.2 

1/6 外内 ： I 叫l 転転 •J • デ
: I目•}•デ

内外 ： H u e 5 8 4 / 1 
: lluc 7.5Y3/l 52サ竪穴91:It址

172 須恵器 壺
盟口径 13.8 

口緑部l/3 外内 ：： 圃回藍転ナJ• デデ．．削削りり 外内： I hm 2.5 Y 5 / l 
: lluc 2.5Y5/l 52サ竪穴9l:Il}址 内外面にスス付消

盟口径 28.5 内： 阿削回転転りナナデデ會．ナデ． 内外 ： ll u c IO Y R 7 /2 173 土師器 甕（錯形） 約l/8 52サ竪穴0:1;,}址 内外面にスス1中it
外： ナデ削り : lluc 5YR6/4 

174 :I：師器 史
翡口径 20.0 

口樟部l/-1 内外 ：： 回圃転転・・｝ト・デデ．削I) l外'・l : Hue 5YR6/4 
: Hue 2.5YR6/8 52•サ竪9til:9廿JII: Ik)クトiiiにススtl}‘t

175 土師器 亮（鍋形）
盟口径 30.4 

口緑～刷部9ヤ I外り ： Ii) 転争云 1• テ，． りナJJ I) : rn, .]・デ． デ
内外 ： H u e 7 . 5 Y R 6 /4 
: Hue 2.5Yl~7/6 52・1}竪穴il:9、i}址 外内ii面hiににスコゲスあ1す滸り

176 土師器 史
盟口径 16.6 

口緑～胴部Ji• 内外：圃転転ナデ．削.,.I) : l91.J•デ．デ
外内： H u e 2.5 Y R 6/6 
: Hue 2.5YR5l6 52サ竪9.（tl:IiUII:

177 土師器 史
罪口径 28.4 

口様部片 内外： I訃9転転ナデ．ハケU: 1m ナデ．ハケl!I
内外 ： H u e IO Y R 7/4 
: Hue IOYR7/4 52サ竪穴fl:9;！ijti:

178 土師器 移動式窺 醤曲硲 胴部片 内外 ：： 削ナデI) 内外 ： H u e 5 Y R 6 /6 
: Hue 7.5YR6/6 52り竪穴住居址

179 :I：師器 甑 履 取手のみ 内外：削ナり．ハケ"＂ 
： デ．ハケ

内外 ： H u e 7 . 5 Y R 714 
: Hue 7.5YR714 

55206サ38竪穴{I:/廿址・

45 180 土師器 坪 底器口径店径 3712 .. 8 6 .5 1/4 
内： ［il転＆ナデ． 1•デ．

外： 削［il ナ・r.1'1りり
外内： Il uc 7.5 Y R 7/6 
: Hue 7.5YR7/6 290サ竪穴住9,}址

181 土師器 杯 底器口店径径 ＆213.4 2 .6 口様～底部ll・ 内外 ： 回転転 •J-デ
: [!!I ナデ

内外 ： l ［ u e 2 .5 Y R 6 / 6 
: Hue 2.5YR6/6 290サ竪穴tE9凸址 内外面赤色化粧土

182 :K師器 杯
口畠径 13.4 
底諾 82 .. 6 4 

口緑～1,3:部9ヤ 内外 ：： 回回転転ナナデデ 外内： H ue 2.5 Y R6 /6 
: Hue 2.5YR6/6 290サ竪穴{E9心址 内外面赤色化粧：l：

183 土師器 杯
口径悶 13.3 
底器 82 . .1 0 l/8 外内 ：： 回回転転ナナデデ．削り

内外 ： H u e 2 .5 Y R 6 1 6 
: Hue 2.5YR5l6 290り竪穴｛I:l＆址 内外面赤色化粧土

lSI 土師器 杯
口盟径 16.4 
底器 93 . .5 0 口様～底部片

外内：：削ナデIJ．削り 外内： H ue 10R4 /6 
: Hue IOJH/6 290り竪9ttE/，札址

内外面に丹旅I)

185 須忠器 互
盟口径 142 

1/6 内外：回転転ナデ．削り
：回ナデ

外内： H ue 7.5 Y5/ l 
: Hue N4/0 290 り竪穴住'•'i址

186 ：l：師諾 杯
盟口径 122 

口縁～崩部片 内外 ：： 回回転転ナナデデ．．I削i9きり 外内： H ue 2.5Y R5/6 
: Hue 2.5YR516 291り竪穴｛1:1&址 内面にススf寸杓

187 土的器 杯
罪口径 16.0 

l/8 内外：回転転ナデ
: Illl 1• デ．削り

内外 ： H u e 5 Y R i / 6 
: lluc 5YR7/6 291・サ竪穴{I:l&JII:

眉
内：闊回転ナデ．削り． 内外 ： H u e 7 .5 Y R 7 / •1 188 土師器 甕 口緑部片 291•サ竪9to:l、1址
外： ナデ : Hue 5YRi/6 

189 土師器 亮
盟口径 19.3 

口緑～胴部）ヤ 内外 ：ナデ．削り
：阿転ナデ．ハケfl

外内： Hue 5Y R6/4 
: Hue 5YR6/4 291•サ竪穴it屈hl: 頸部I勺面にコゲあり

140 



m 本荘北地区の調査

図 番号 道物 種類（器種） 法ra(cm) 残存 fil 特微 色 詞 出土遺構 偉 考

45 190 須恵器 盗
盟口径 11.2 

口緑部片 外内 ：： 回回転転ナナデデ．．削削りり 外内： H ue 7.5Y 4 / l : Hue 7.5Y4/l 291号竪穴住居址

191 須恵器 杯 履 2/3 内外：•回(ij)転転ナデ、削ナデ
． ナデ． り

外内： H ue 5Y 8/2 
: Hue 5Y7/l 

291号竪穴住居址 ヘ焦斑ラ記あ号りあり

192 土師器 杯 底器口高径径 9.6 約1/4 外内：回転転ナデ
：回ナデ．削り

外内： Hue 7.5YR6/6 
: Hue 5YR6/6 

297号竪穴住居址

46 193 土師器 杯
盟口径 12.0 

1/4 外内 ：： 内回回転転きナナデデ．．府削きり． 外内： Hue 2.5 Y R 5/8 
: Hue 2.5YR5/8 343号竪穴住居址

内外面赤色化粧土

194 土師器 甕
翡口径 20.7 

口縁部片 外内：回転転ナデ．府き：回ナデ
外内： H ue 2.S Y R S/6 
: Hue 2.5YR5/6 343号竪穴住居址

195 土師器 甕
盟口径 30.7 

口縁部片 外内：回転転ナデ．削削り
：回ナデ． り

外内： H ue 5Y R6/6 
: Hue 5YR6/6 343号竪穴住居址

外面にスス・コゲ付沿

196 須恵器 笠 凪 約1/2 外内：回転転ナデ．ナ削デ
：回ナデ．り

内外 ： H u e N 4 / 0 
: Hue N5/0 343号竪穴住居址

外面に自然釉あり

197 須恵器 甚 員 4/5 外内：回転転ナデ．ナデ
：回ナデ．削り

外内 ： H u e 5 Y 7 / l 
: Hue 5Y6/l 343号竪穴住居址

198 須患器 壺？
盟口径 19.0 

口緑部片 内外：： 回回転転ナナデデ．削り
外内： Hu e 1 0G Y4 / l 
: Hue N4/0 

343号竪穴住居址

199 土師器 甕
盟口径 20.2 

口緑～胴部片 外内 ：： 回回転転ナナデデ，削り 外内： Hu e 10 R6/8 
: Hue 10R5/6 

355号竪穴住居址

200 土師器 甑 員 破片 外内：回転転ナデ，ナデ
：回ナデ．ナデ

外内： Hu e 7.5 Y R 7/4 
: Hue 7.5YR7/4 

355号竪穴住居址 内面にスス付沿

201 土師器 移動式鼈 履 破片 内外 ：ナデ，削り
：ナデ

外内： H ue IO Y R 6/3 
: Hue IOYR6/4 

355号竪穴住居址 内外面にスス付沿

47 202 土師器 甕
盟口径 14.6 

l/8 外内：回回転転ナデ．削ケり
： ナデ．ハ目

外内： H ue 7.5Y R6/6 
: Hue 5YR5/4 356号竪穴住居址

内外面にスス・コゲ付杵

203 土師器 坪 底器口径径店 9314..0 3 .3 3/4 外内：回転転ナデ
：回ナデ

内外 ： H u e 2 .5 Y R 6 / 6 
: Hue 10YR7/4 357サ竪穴

204 土師器 皿 底器口径径t.Jj 1101.69 ..2 0 1/3 外内 ：： 府府きき 内外 ： H u e 2 .5 Y R 5 /6 
: Hue 2.SYRS/8 357号竪穴

内面にスス付芍

205 土師器 移動式鼈 凪 破片 外内： ナデ
：ナデ．指オサエ

外内： H u e 5 Y RS /4 
: Hue 5YR5/4 357号竪穴

外面にスス付滸

206 士師器 杯 底器口径径~ 31104.2 ..8 0 1/2 内外：： 回回転転ナナデデ．ヘラ削り
外内： Hue 7.5Y R7 /6 
: Hue 5YR7/6 

34角8）号 (357号竪穴の一

48 207 須恵器 甚
口径悶 15.8 

底器 4 .25 
3/4 内外 ：： 回回転転ヘヘララ削削りり 外内： Hue 10YR4/ l 

: Hue N4/0 367号竪穴住居址

碑 須恵器 碗 底器口径窃径 73..6 7 1/2 外内 ：： 回回転転ヘナデラ削，ナりデ 外内： Hue N5/0 
: Hue N5/0 

367号竪穴住居址

口径悶 13.4 外内：回転転ナデ
(;¥.J : Hue IOYR2/2 ・ 

209 須忠器 碗
底器 410.5 .2 1/5 ：回ナデ．削り

5/3 367号竪穴住居址 内面剥陛
外： Hue 10YR5l2 

210 須忠器 碗 底器口径径店 51105.8 2 .4 1/4 外内：ナデ．削り
：削り

外内： Hue lOY R5/ l 
: Hue 2.5Y7 /l 367号竪穴住居址

外面に自然釉あり

211 須恵器 台付壺？ 底器口径径店 310.7 .0 1/3 内外 ： ナデ
：回転ナデ

外内： Hue 2.5Y8/2 
: Hue 2.5Y6/l 

367号竪穴住居址

212 須忠器 壺
口径悶 9.0 
底器 5 . 6 314 外内 ：： 回回転転ヘヘララ削削りI) 外内： H ue NS/0 

: Hue NS/0 
367号竪穴住居址

50 213 土師器 杯
口径悶 12.3 

底器 922 .8 
415 外内 ：： 回回転転ナナデデ 外内： H ue 2.S Y R S/6 

: Hue 2.SYRS/6 25号竪穴住居址 内外面赤色化粧土

214 土師器 坪
盟口径 14.0 

約1/4 外内 ：： 回回転転ナナデデ 外内： Hue 5Y R6/6 
: Hue 7.5YR7/4 25号竪穴住居址 内外面にスス付芍

215 土師器 杯 底器口径径高 8213 .. 0 9 .3 約l/2 外内 ：： 囮回転転ナナデデ 外内： H ue 2.5 Y R 6/6 
: Hue 2.5YR6/6 25号竪穴住居址 内外面赤色化粧土

216 土師器 杯
口径悶 11.6 
底器 37 .. 9 2 

1/4 外内 ：： 回囮転転ナナデデ 内外 ： H u e 5 Y R 5 / 4 
: Hue 2.SYRS/6 25号竪穴住居址

内外面赤色化粧土

217 土師器 杯
口径悶 14.0 
底器 210.7 .0 

口緑一底部片 外内：回転転ナデ：回ナデ
外内： H ue 5Y R6 /6 
: Hue 5YR6/6 

25号竪穴住居址 内外面赤色化粧土

218 土師器 均： 底器口径径窃 2713 .. 8 7 .0 l/3 外内 ：： 回回転転ナナデデ．ナデ 外内： H ue 5Y R 6/6 
: Hue 5YR6/6 25号竪穴住居址 内外面赤色化粧土

219 土師器 杯
口径悶 13.0 
底器 83 .. 0 5 

ほぽ完形 外内：囮転転ナデ．ナデ
：囮ナデ

内外 ： H u e 5 Y R 6 /6 
: Hue 5YR6/6 

25号竪穴住居址 灯内外明面皿赤と色し化て使粧用土か？

220 土師器 杯
盟口径 13.2 

口緑部片 外内 ：： 囮囮転転ナナデデ 内外 ： H u e 7 . 5 Y R 6 / 6 
: Hue 7.5YR6/6 25号竪穴住居址

221 土師器 杯 底器口径径窃 8314 .. 0 9 .5 l/2 外内：囮回転転ナデ．ナデ
： ナデ．削り

外内： H ue 5Y R6/6 
: Hue 5YR6/6 25号竪穴住居址

外内外面にスス付化杓粧
面赤色 土
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1. （医病）病棟 (iliII)新営工事に伴う発掘潤査 (9901調査地点）

図 番号 遺物 種類（器糧） 法m(ca) 残存 lil 特徴 色 囮 出土遺構 臼 考

50 222 土師器 杯 庇ロ器往ff.窃 31105.3 .1 .0 1/4 内外 ：： 回回転転ナナデデ 外内： H u e 7.5 Y R7/6 
: Hue 7.5YR7/6 25サ竪穴住居址

223 土師器 11: 
盟ロ托 1•1.o 

口縁郎9「 内外：回転転ナデ：回ナデ
外内： H u e 7.5 Y R 7/6 
: Hue 7.5YR7/6 おけ竪穴住居址 外面に焼きムラあり

22•1 土師器 壺
盟口径 16.4 

口縁郎片 内外 ：： 回回転転ナナデデ 外内： H u e 7.5 Y R 7 /-I 
: Hue 7.5YR7/4 25サ竪穴(E98址 外面にスス1寸箸

225 土師器 甕
翡口rn 1 6.2 

口縁郎9ヤ 外内 ：： 回回転転ナナデデ 外内： H ue 7.5 Y R6/6 
: Hue 7.5YR6/6 25•9}竪穴tE9廿址

226 土師器 小壺
謡口径 11.2 

口樟郎9ヤ 外内：回転転ナデ．削I)
：回ナテ’

外内： Hue 5Y R7/8 
: Hue 5YR7/8 25サ竪穴住9廿址

227 土師器 甕
盟1:1/f. 16.2 

口緑郎Ji• 外内 ：： 回回転転ナナデデ 外内： H ue lOY R7/6 
: Hue IOYR6/3 25•サ竪穴住9廿址 外面に焼きムラあり

228 土師器 甕
盟I:ltt 14,6 

1/'1 外内：回回転転ナデ．削ケり
： ナデ．ハ tl 

外内： 1-I ue 5 Y R5/6 
: Hue 5YR5/6 25サ竪穴住9片址 内外面にスス付消

229 土師器 甕
盟CIt音 15.8

口縁郎片 外内：回転転ナデ．削り: [ill..,.デ
外内： Hue IOY R7/4 
: Hue 10YR7/4 25サ竪穴tE9A・址

230 土師岱 甕
翡口径 認0

口縁郎片 外内：回転転ナデ：回ナデ
外内： Hu e 7.5Y R7 /6 
: Hue 7.5YR7/6 25サ竪穴住居址 外面にスス付沼

231 土釘器 杯 底岱口店佳佳 8.2.139 1 .0 213 外内：回回転転ナデ．削ナデ
： ナデ． り

内外 ： H u e 7.5 Y R 7/ 6 
: Hue 5Y6/6 25サ竪穴住居址 墨内杏外面「安赤」色化あ粧り土

232 須患器 社
翡口佳 142 

口縁郎片 外内：回転転ナデ：回ナデ
外内： H u e N-1 /0 
: Hue N5t0 25サ竪穴住居址

233 須恵器 互
翡口径 142 

口縁郎片 外内：回転転ナデ．削り
：回ナデ

外内： Hue IOY6/ l 
: Hue lOY6/l 25サ竪穴tt居址 外面に自然粕あり

234 須恵沿 皿
口閑径 16.0 
底岱 21 22 2 ほぼ完形 外内：回回転転ナデ．削ナデ： ナデ． ，） 

外内： Hue 5Y6l 1 
: Hue 5Y7/l 

25•5}竪穴住居址 内外面に焼きムラあり

235 須思岱 碗 底口岱高托l'f. 9.0 底郎）ヤ 外内 ：： 回回転転ナナデデ．ナデ 外内： Hue 5Y7/ l 
: Hue 5Y7/l 25サ竪穴住居址

236. 須息器 碗？
翡口佳 13.3 

口栂郎JI・ 外内 ：： 回回転転ナナデデ 外内： H ue 7.5Y5 / l 
: Hue 7.5Y5/l 25サ竪穴住居址

237 須恵器 碗 底料口高径径 41182.5 .2 6 1/4 外内 ：： 回回転転ナナデデ，削り
内外 ： H u e 5 Y 6 / l 
: Hue 5Y6/l 25サ竪穴住屈址

238 須恵岱 u: 底口岱高径径 73.13.3 4 .2 1/3 外内 ：： 削削回転りりナデ．ナデ． 内外 ： H u e 7.5 Y 8/ l 
: Hue 7.5Y7/1 25サ竪穴住居址

239 須恵岱 甕
誤口径 町．6

口縁郎片 外内 ：： 回回転転ナナデデ．削り
内外 ： H u e 10 Y R 5 l 1 
: Hue 10YR5/l 25サ竪穴住9＆址 外面に自然釉あり

盟口径 l5.4 内：回転ヶナデ．削り．
内外 ： H u e 2.5 Y R 5 / 4 240 土師器 甕 口栂郎片 ，、日 114サ竪穴住居址

外：回転ナデ
: Hue 5YR7/4 

24l 土師器 甕 員 口拇郎片 外内：回転転ナデ．削ナり
：回ナデ．デ

内外 ： H u c l O Y R 8 /4 
: Hue lOYRS/3 114サ竪穴住居址

242 須恵器 四 凪 口投郎片 内外：： 回回転転ナナデデ．削り
内外 ： H u e S Y S / l 
: Hue SYS/1 114サ竪穴住居址

51 243 土節四 匠
盟口径 23.4 

1/8 外内 ：： 回回転転ナナデデ．ナデ 内外 ： Hu e 2.5Y R6 /8 
: Hue 25YR6/8 157サ竪穴住居址 内外面赤色化粧土

244 土師器 杯
口閑径 13.6 
底悶 92 . .2 0 l/2 内外：回転転ナデ．ナデ

：回ナデ
外内： H ue 5Y R6/6 
: Hue 2.5YR6/8 157サ竪穴住居址 内外面赤色化粧土

245 土師器 杯 底口器高径径 8.212.l 4 .4 1/4 外内：回転転ナデ
：回ナデ

外内： H ue 5Y R6/6 
: Hue 5YR6/6 157サ竪穴住居址 内外面赤色化粧土

246 土師器 杯 底口笞径径il'li731.2.1 0 .2 1/2 外内：回転転ナデ．ナデ
：回ナデ

外内： Hue 2.5Y R5/6 
: Hue 2.5YR5/6 157サ竪穴住居址 内外面赤色化粧土

247 土師器 杯 底口器高往径 621 .. 1.2 4 6 l/3 内外 ：： 回回転転ナナデデ．．府nI）きI) 外内： Hue 2.5Y R6/6 : Hue 10R6/8 157サ竪穴住居址 内外面赤色化粧土

248 土師料 杯 底口苔高径径 8313 .. 0 0 .8 4/5 外内 ：： 回回転転ナナデデ後後府1"ささ 外内： Hue 5YR6/6 : Hue 7.5YR6/6 
P15-7 7•サ·P竪-8穴住屈址．

219 土師器 杯 底口岱往径高 8313 .. 0 0 .8 213 内外 ：： 回回回転転転ナ府ナデデき．回．n碕1Jり． さ 外内： Hue 2.5Y6/8 
: Hue 7.5Y6/4 157サ竪穴tt1廿址

250 土師器 杯 底ロ器高抒伍 7313 . .2 9 .6 l/4 内外 ：： 回回転転ナナデデ．．府nIjさり 内外 ： H u e 5 Y R 6 / 6 : Hue 7.5YR6/4 157サ翌穴住居址 底面にヘラ記号あり

251 土師器 碗 底口器径佳高 9.6 底部片 内外：：回回転転ナナデデ阻．削さり 内外 ： H u e 2 . 5 Y R 6 /6 : Hue 2.5YR5/6 157サ竪穴住居址

252 土師器 H 凪 底部片 外内 ：： ナナデデ 内外 ： H u e 2. 5 Y 7 / 3 
: Hue 10YR6l3 157サ竪穴住居址 屈杏あり

253 土的器 鉢 底口器往高径 9.4 1/4 外内 ：： 回削転りナ後デナデ 内外 ： H u e 5 Y R 5 l 6 
: Hue 25YR5/6 157サ竪穴住居址
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図 番号 遺物 種類（器種） 法fil(cm) 残存丑 特徴 色 詞 出土遺構 慌 考

51 254 土師器 碗
盟口径 22.0 

1/8 
内：隠岡転ナデ．nII9、

外： ナデ．削り．
内外 ： H u e l O R S / 8 
: lluc IOR5/8 157サ竪穴住居址 内外面赤色化粧土

255 土師器 皿 底器口j¥'lj 径径 111.528 ..2 3 1/2 内外： 1lmil転転ナナデ．ナデ
：デ． •J•デ

外内： H u e 2.5Y R6/6 
: I•I しIC 2.5YR6/6 157•サ竪穴住1品址 全面に赤色化粧土

256 土師器 皿 底器口高径径 161l.29 ..0 0 1/4 内外 ：： 回栢1転転 ••JJ•• デデ．． 削•J-デり 外内： l l u c 2.5 Y R6/6 
: Hue 5YR616 157サ竪穴住居址 内面にスス付がi

257 土的器 皿 底口器高径径 11185.4 ..8 0 口緑～1』田部｝ヤ 内外 ： ： II卯i）l転転1ナ•デデ 外内： Hu e 5Y R6l6 
: Hue 5YR6/6 157サ竪穴住居址

258 土卸器 皿 底岱口高径径 1M1.79 ..6 8 口縁～11'!:部｝ヤ 内外 ： 回(ill転転1•デ． ナデ
： ナデ．ナデ

外内： Uu c 2.5Y R6/6 
: Hue 2.5YR5/6 157サ竪穴住／呂址 内外而赤色化粧土

259 土卸器 甜り 凪 脚部2/3 外内 ：： 府ナデき． 削I) 外内： H u e 7.5 Y R5/4 
: Hue IOYR6/4 157•サ竪穴住居址

260 土師器 亮
盟口径 15.8 

口緑郎9ヤ
内外： 1ill回転転ヶナデ．n-Ji・lり
：ハナHデ．デ．

外内： Hue 7.5Y R6/4 
: Hue 7.5YR6/4 157•サ竪穴住居址

261 土師器 甕
盟口径 25.6 

口縁郎9ヤ
内外： l目転転ヶナデ．削ナり
: Iハ目 ナI]デ． デ．

外内： Hue IOYR 7/3 
: Hue 5YR7/4 157サ竪穴住居址

262 土師器 甕
盟口径 2&O 

口緑郎9ヤ 内： 回削回ハ転転ケりナナ[lデデ．指ナデ，
外： ．ナデ．

外IJ..J : Hue IOYR6/2 
: Hue 7.5YR6/4 157サ竪穴住居址 外面にスス付杓

263 土師器 二煎口縁壺
盟口径 25.4 

口緑一胴部）ヤ 内外：ハケI].JケIJさH 
：ナデ．ハ

外内： H u e 7.5Y R 7 /6 
: lluc 5YR6/6 床揺1覆57下土19サカ床•翌P上・穴-IO覆•住IO土·屈P•．ヒ址-20!l!・20付・． 近・ 

26'1 須思器 社 員 1/2 内外：： (1filfil転転ナナデデ．ナデ 外内： Hue N-1 /0 : Hue N5/0 
P15・2 7サ竪穴住居址

265 須恵器 碗 底器口高径径 9.2 底郎1/•I 内外 ：： 回回転転ナナデデ．．nnIIIIりり 外内： Hue 10Y5/ l 
: Hue 7.5Y4/l 

P15-271 サ竪穴住居址・

266 須恵器 杯 底器口高径径 ＆3122 •i 4 約 1/•l 内外： WI転転ナデ．ナデ
: I目ナデ．ナデ

外内： Hu e 7.5 Y-l / l 
: Hue 7.5Y5/l 157サ竪穴住居址

底器口径高径 9.0 
内：齢回転ナデ．ナデ． 外内： Hue 2.5 Y R 6/8 52 267 土師器 坪 l/8 258•サ竪穴住居址 内面赤色化粧土
外： ナデ．削り

: lluc 5YR7/8 

268 土師器 杯 底器口店径径 9.1 底郎1ヤ 内外：ナデ阻ffiJさり
：ナデ．

外内： Hue 5 Y R7l6 
: Hue 2.5YR6/6 258サ竪穴住居址 内外面赤色化粧土

269 土師器 り・ 底器(J径店径 8.0 1/6 内外：： ＂回f転きナデ．lffさ 外内： Hue 2.5 Y R6/8 
: Hue 5YR7/6 258サ竪穴住居址 ヘ屈杏ラ記あ号りあり

盟口径 28.4 内：回転;ナデ．削り． 外内： Hue 5Y R7/6 2i0 土師器 売 口様一胴部Jヤ ハ H
: Hue 7.5YR5/4 258サ竪穴住居址 内外面にコゲ・吹きこぽれあり

外：回ナデ．ハケH

町1 須忠器 碗 底器口高径径 9.、1 底部1ヤ 内外：回転転ナデ
：回ナデ．削り

外内： Hue 2.5 Y 6/2 
: Hue 2.5Y7/3 258サ竪穴住居址

53 272 土師器 沐 底器口高径佳 9313.3 4 .0 1/2 内外：回転転ナデ
：回ナデ．削り

外内： Hue 5Y R6 /6 
: Hue 5YR6/6 300号竪穴住居址 内外面赤色化粧土

273 土師器 杯
口径見 13.5 
底器 92 . .5 8 2/3 外内 ： ： I回i)転転ナナデデ．ナデ 外内： Hue 5Y R6/8 

: Hue SYR6l8 300サ竪穴住居址 内外面赤色化粧土

274 土師器 杯 底口器甜径径 3713 . .3 7 .3 213 内外：回回転転ナデ．ナデ
： ナデ．ナデ

外内： Hue 5Y R5/6 
: Hue 5YR5/6 細｝•竪穴住居址 内外面赤色化粧土

275 土師岱 杯 底器口tli 径径 831 2.2 0 .4 4/5 外内：回回転転ナデ．ナデ
： ナデ．ナデ

外内： H ue 5Y R6/6 
: Hue 5YR6/6 300•サ竪穴住居址 灯内ス外明ス面付皿赤府と色して化粧使用土か？

切6 土師器 杯 底器口高径径 8213 .. 6 9 .6 約l/2 外内：回回転転ナデ．ナデ
： ナデ．ナデ

外内： H ue 5Y R6 l6 
: Hue SYR6/6 300サ竪穴住居址 内外面赤色化粧土

277 土師器 杯
口悶径 13.、1
底諾 93 . .2 6 213 外内： ［ij]転転ナデ．ナデ

: Iel -J-デ，＿J-デ
外内： H ue 5Y R5/6 
: Hue 5YR5/6 300サ竪穴住居址 内外面赤色化粧土

278 土師器 杯 底特口高佳佳 4712.3 .3 .5 ほぽ完形 外内： 1ill囮転転ナデ．ナデ
： ナデ．削IJ

外内： H ue 25 Y8/4 
: Hue 2.5Y8/4 300サ竪穴住居址 外面全体にスス付莉

279 土師器 杯 底口器窃径t'(, 8312 .. 、I1 .8 2/3 外内 ： ： I囮8l転転ナナデデ．．削•J•デり 外内： H ue 2.5 Y R 5/6 
: Hue 2.5YR5/6 300サ竪穴住居址 内外面赤色化粧土

280 土師器 杯 底器口窃径lf.3llO5.8 .. O 7 213 外内：削!!i厄il転転I) ナデ，ナデ： ナデ． •J• デ． 内外 ： H u e 5 Y R 6 / 6 
: Hue 5YR6/6 300サ竪穴住居址 内外面赤色化粧土

281 土師器 灯・ 底器口茄径径 8314 . .3 7 .2 1/4 外内：削l!i［叫ll転転りナデ，ナデ： ナデ，ナデ， 外内： H ue 7.5 Y R6 /6 
: Hue 7.5YR6/6 300号竪穴住居址 内外面赤色化粧土

282 土師器 杯 ，,器口引i¥'lj 佳径 ＆21 3.o 9 .4 l/4 外内：厄1illl転転ナデ．ナデ
： ナデ．ナデ

外内： H ue 2.5Y R6/ 8 
: Hue 2.5YR6/8 

3001)翌穴住居址

盟口径 15.8 
外内 ： ： ［囮引転転ナナデデ 内外 ： H u e i.5 Y R 6 / 6 283 土師器 杯 10.4 l/8 300サ竪穴住居址

3.3 : Hue 25YR6/8 

2糾 土師器 杯 底料口窃径抒 9315 .. 0 2 .0 約1/4 外内 ：： 囮1ill紐転ナ｝・デデ 内外 ： H u e 2 . 5 Y R 5 / 6 
: Hue 2.5YR6/8 300サ竪穴住居址
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図 番号 遺物 種類（器種） 法伍 (ca) 残存田 特徴 色 詞 出土遺構 園 考

53 285 土師器 杯 底器口高径径 7212 .. 9 4 ,5 1/4 内外 ：： 回回転転ナナデデ 外内： H ue 2.5 YR6/6 
: Hue 2.5YR6/6 300号竪穴住居址 内外面赤色化粧土

286 土師器 杯 底器口高径径 9213 . .8 0 .6 1/3 外内：回転転ナデ．ナデ
：回ナデ．ナデ

外内： Hue 2.5YR5/6 
: Hue 2.5YR5/6 300号竪穴住居址

灯内外明面皿赤と色し化て使粧用土か？

287 土師器 杯 底岱口高径径 311603 .. 4 4 約l/4 外内 ：： 回回転転ナナデデ 外内： H u e 2.5YR5/6 
: Hue 2.5YRS/6 300号竪穴住居址

謡口径 15.4 外内：回回転転ナデ．ナデ 外内： Hue 5YR6/8 内内外外面面赤口緑色部化粧に土スス付着288 土師器 杯 10.2 約l/4
： ナデ．ナデ : Hue 2.5YR6/8 300サ竪穴住居址

3.0 

寧 土師器 杯 底口器高径径 721.2.0 7 .8 約l/4 外内 ： 削回回転転りナデ．ナナデ： ナデ． デ． 外内： Hue 2.5Y RS/6 : Hue 2.5YR6/8 300号竪穴住居址 外内外面に面赤スス色化付珀粧土

290 土師器 坪 庇口器高径径 3712 .. 0 6 .6 約1/4 内外： 削回回転転I)ナデ．ナデ： ナデ．ナデ． 外内： H ue 2.5 YR5/8 : Hue 2.5YR5/8 300号竪穴住居址 内内面外面に赤スス色付化沼粧土

291 土師器 碗 庇器口径高径 8.4 1/3 内外：： 回回転転ナナデデ．ナデ 外内： Hue 2.5Y R6/8 
: Hue 5YR6/6 300サ竪穴住居址

292 須恵器 盗
盟口径 18.0 

1/4 内外：： 回回転転ナナデデ．．削削りり 外内 ：： HH uu e e 55YY 55// l l 300号竪穴住居址

293 須恵器 盗
盟口径 18.7 

1/4 内外 ：： 回回転転ナナデデ．．削削りり 内外 ： H u e 5 Y 5 / l : Hue SYS/1 300サ竪穴住居址

294 須恵器 杯 底口器窮径径 6311..6 5 .2 1/2 内外：回回転転ナデ．ナナデ
： ナデ． デ

外内： Hue 2.5Y6/ l 
: Hue 2.5Y6/l ．叩0号竪穴住居J.tl: 焼きムラあり

295 須恵器 杯 底口器高径径 731 .. 1.2 5 6 1/4 内外：回転転ナデ
：回ナデ．ナデ

外内： H ue 2.5Y7/ l 
: Hue N7/0 300号竪穴住居址 内外面にスス付粁

296 須恵器 杯 底口器高径径 8310 .. 9 2 .0 約l/2 内外：回回転転ナデ．ナデ
： ナデ．ナデ

外内： Hue 7.5 Y R4 / l 
: Hue 7.5YR4/l 300号竪穴住居址

297 須恵．器 杯 底器口高径径 8314..6 7 .0 2/3 内外：回回転転ナデ．ナデ
： ナデ．ナデ

外内： H ue 1 0Y6/ l 
: Hue 10Y6/l 300号竪穴住居址

298 須恵器 杯 底器口高径径 612.4 .4 約l/4 内外：回回転転ナナデ．ナデ 外内： H ue 5 Y4 / l 300号竪穴住居址
3.1 

： デ．ナデ : Hue 5Y4/l 

盟口径 15.4 内外：回転転ナデ．ナデ 外内： Hue 5Y7/l 299 須忠器 皿 11.5 l/8 300号竪穴住居址 内面にスス付府
1.5 

：回ナデ : Hue 5Y7/l 

300 須恵器 碗 底口器高径径 10.8 底部片 外内：回回転転ナデ．削ナデ
： ナデ． り

外内： Hue 1 0Y R6/ l 
: Hue 10YR6/l 叩竪穴住居址

301 須恵器 碗 底口器高径径 9.3 底部片 内外：： 回回転転ナナデデ．削り
外内： H u e 5 Y6/2 
: Hue 5Y6/2 呻竪穴住居址

底口器高径径 8.4 
内：回転iナデ．ナデ，

302 須恵器 碗 底部のみ
ハ目 外内： H ue 2.5Y6/2 300号竪穴住居址
外：回削 ナデ．ナデ． : Hue 2.5Y6/2 

303 須恵器 鉢
盟口径 19.8 

口縁部片 内外：： 回回転転ナナデデ．削り
外内： Hue 5 Y5 / 1 
: Hue 5Y5/l 300号竪穴住居址

盟口径 16.0 外内：削回回転転りナデ．ナデ 外内： H u e 5 Y R6/6 
屈内嘗外面あ赤り色化粧土3" 土師器 杯 10.0 1/4 ： ナデ．ナデ． : Hue 5YR6/6 300号竪穴住居址3.0 

305 土師器 杯 底口器莉径径 8313.5 .0 .0 3/4 内外 ：： 回回ヘ転転ラナ磨ナデデき．ヘ．削ラり磨．き 外内： Hue 5YR6/6 
: Hue 5YR6/6 300サ竪穴住居址 屈書あり

盟口径 M.'1 外内：削回回転転りナデ．ナデ 外内： H u e 5 Y R5/6 
屈内外密面あ赤り色化粧土306 土師器 杯 10.8 l/4 ： ナデ．ナデ． 300号竪穴住居址

3.0 
: Hue 5YR5/6 

307 須恵器 杯 底器口研径径 712.7 .0 213 外内：： 回回転転ナナデデ．ナデ 外内： Hu e 7.5Y5/ l 300号竪穴住居址 屈舟あり
4.3 

: Hue 7.5Y5/l 

308 土師器 杯 底器口高往径 9313 .. 0 1 .7 1/3 外内：回回転転ナナデ．ナデ
： デ．ナデ

外内： H ue 5YR6/6 
: Hue 5YR6/6 300号竪穴住居址 墨内外宵面あ赤り色化粧土

309 土師器 杯 底器口高径径 93l4 .. 0 0 3/4 外内 ：： 回回転転ナナデデ．．ヘヘララ磨府きき 外内： Hue 2.5YR6/6 : Hue 2.5YR6/6 300サ竪穴住居址 屈内外寄面あ赤り色化粧土

310 土師器 杯 底口器苅径径 8213 . .3 4 .4 l/4 外内：： 回回転転ナナデデ．削り
外内： H ue 2.5 Y R6/6 
: Hue 2.5YR6/6 300サ竪穴住居址 屈内外密面あ赤り色化粧土

311 土師器 甕
盟口径 18.0 

口縁部片 外内：回回転転ナデ．削り
： ナデ．ハケ目

外内： Hue 7.5YR6/6 
: Hue 7.5YR6/6 300号竪穴住居址

312 土師器 亮 最口器大応径径2256.. 4 4 1/2 外内：回回転転ナデ．削ケり
： ナデ．ハ目

外内： H ue 7.5 Y R7/4 
: Hue 7.5YR7/4 300号竪穴住居址 内外面にスス付粁

313 土師器 史
翡口径 29.0 

口柁部片 内外：回回転転ナデ．削ケり
： ナデ．ハ目

外内： Hue 7.5YR6/6 
: Hue 7.5YR6/6 300サ竪穴住居址 内面にスス付沿

314 須恵若 甕
盟口径 24.0 

口縁ii片 外内 ：： 回回タ転転タナナキデデ．削り ． 外内： Hue I OY5/ l 
: Hue IOY5/l 300号竪穴住居址

54 315 土師器 杯 底口器径径高 4715 . .8 0 .4 1/2 内外：： 回回転転ナナデデ．削り
外内： H ue 5Y R7/8 
: Hue 5YR6/8 

33810975 号竪穴住居址．
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図 番号 遺物 種類（騒種） 法 (ca} 残存 fil 特徴 色 g 出土辺捐 臼 考

54 316 土師器 杯 底笞口高径径 ＆3.16〇0 2 約l/6 内外：： 回回転転ナナデデ．削り
外内： H ue 2.5Y R6/6 
: Hue SYR6/6 310サ竪穴住店址 内面赤色化粧土

317 土師器 杯
謡口径 17.0 

1/8 
外内： 回回削転転りナデ．ナデ
： ナデ．ナデ． 外内： H ue 5Y R6 /6 

: Hue 5YR6/6 310サ竪穴住居址
内面赤色化粧土

318 土師器 杯 底口器応径径 3714.2 o .8 1/4 外内 ：： 削回回転転りナナデデ．ナデ． 外内： H u e 7.5Y R7/6 
: Hue 5YR6/6 310号竪穴住店址

319 土師器 坪
盟口径 13.2 

1/8 外内 ：： 削回回転転I)ナナデデ．．磨聞きき． 内外： H u e 2 .5 Y R 6 /6 
: Hue 2.5YR6/6 310サ竪穴住IN址 内外面赤色化粧土

320 土師器 杯 底口器高径径 8.4 1/3 外内 ：： 回回転転ナナデデ 内外： H u e 5 Y R 6 / 6 
: Hue 2.5YR6/6 310サ竪穴住屈址 内外面赤色化粧土

321 土師器 杯
盟口径 12.0 

l/8 外内 ：： 回回転転ナナデデ．．削削Iり) 内外 ： H u e 2 .5 Y R 6/ 6 
: Hue 2.5YR6/6 310サ竪穴住店址 屈内行外面あ赤り色化粧土

322 土師諾 杯
謡口径 14.2 

口緑郎片 外内 ：： 削磨回転きりナ．府デき．削り ． 内外 ： H u e 2 .5 Y R S / 6 
: Hue 2.5YRS/6 310サ竪穴住屈址 丹拉り

323 土毎器 亮
盟口径 13.0 

口縁一胴部片 外内：回回転転ナデ．削ナり
： ナデ． デ

外内： Hue 5 Y R5/3 
: Hue 7.5YRS/3 310サ竪穴住屈址 内外面にスス付珀

324 土師器 甕
盟口径 17.4 

口縁ー用郎片 外内 ：： 回回転転ナナデデ．．ll!JナデI) 外内： Hu e 5Y R5/4 
: Hue 7.5YRS/4 310サ竪穴住居址 内外面にスス付紆

325 土師器 吏
翡口径 ”.o 

口緑郎片 外内：： 回回転転ナナデデ．削り 外内： Hu e 5 Y R 6/6 
: Hue 5YR6/6 310サ竪穴住屈址 外面にスス付灼

翡口径 26.0 内外： 回回転転ヶナデ．ft!ナJI) 外内： Hue 7.5 V R7/3 326 土師器 甕 ロほー用郎片 ： ナデ． デ． 310サ竪穴住9片址 外面に吹きこぽれ痕あり
ハ目

: Hue 7.5YR7/3 

327 須恵器 壺 員 因部片 内外：・回転転ナデ．削タタりキ
．回ナデ．

外内： Hue N7/0 
: Hue NS/0 310サ竪穴住店址 外面に自然柏あり

55 328 須恵器 壺
翡口径 19.0 

口縁～用部片
内：回夕転ナデ．削り．

外：回転タキナデ，削り

外内： Hue 7.5YR6/4 
: Hue 2.5Y5/1 359サ竪穴住屈址

底器口径径高 3412.2 .0 内： 回削回転転I)ナナ．磨デデき．． ナデ． 外内： H ue 7.5Y R6/6 329 土師器 甑 約l/6 362サ竪穴 外面に黙斑あり
外： ハケ目

: Hue 5YR6/6 

57 330 土師器 杯 底器口径高径 2.712..4 9 8 l/4 外内 ：： 回回転転ナナデデ．，府府きき 外内： H ue 5 Y R6 /6 
: Hue 5YR6/6 500(l7サl1J-掘ピ立ッ柱ト述）物

331 土師器 杯 底器口莉径径 9215 .. 4 8 .6 1/4 外内 ：： 皿回転転ナナデデ．．府府きき 外内： H u e 2.5Y R6/6 
: Hue 2.5YR6/6 500(17サ1サ掘ピ立ット柱） 紐物

332 土師器 盤？ 醤器高 0.9 底部の一部 外内 ：： 回回転転ナナデデ．．府1りきき 内外： H u e 2 .5 Y R 5 / 8 
: Hue 2.5YR5/8 500(17サ1サ掘ビ立ッ仕ト建）物

333 土師器 杯 底器口高径径 8313 .. 0 2 .6 213 外内 ：： 府回回転転きナナデデ．．fi府llりき． 外内： H u e 7.5 Y R 7/6 
: Hue 7.5YR6/6 50(1713ササ拙ピ立ッ柱ト建）物

334 土師器 杯 底口器径径高 82.14.2 8 .2 4/5 
内：回オ転サ転ナエデ．削り． 外内： Hue 5YR6/6 50(1713ササ掘ピ立ッ柱ト建）物
外：回ナデ．nIJI)

: Hue 5YR6/8 

335 土師器 .t.f, 底口器径径高 72.13.8 7 .5 l/4 外内 ：： 府回回転転きナナデデ．．府ナデき． 外内： Hue 5YR5/6 
: Hue 2.5YR5/6 

50(2301ササ掘ピ立ッ柱ト紐）物

336 土師器 杯 底口器径径高 8.134 .6 l/3 内外：： 回回転転ナナデデ．ナデ
外内： Hue 2.5Y R5/6 
: Hue 2.5YR5/6 50(1771ササ掘ピ立ッ柱ト紐）物

ヘ穴外ラ記面あサ赤りあり
穿内 色化粧土

337 土師器 亙 底器口径径高 2.18.1 4 約1/4
内：且回転ナデ．ナデ．

外： ナデ．ナデ．
外内： H ue lOY R6/4 
: Hue 5YR616 50(1713ササ掘ピ立ッ柱ト述）物

338 土師器 亮
盟口径 ”.2 口縁1ー/8用部 内外：回転転ナデ．削り

：回ナデ．ハケ目
外内： H ue l OY RS/3 
: Hue lOYRS/4 

50(1971ササ掘ピ立ッ柱ト紐）物

翡口径 25.0 内：回転夕ナデ．ナデ．

339 須恵器 亮 口粒一因部片
タキ 内外 ： H u e 2 .5 Y R 4 / l 50(191サ7サ掘ピ立ッ柱ト述）物 内面口縁郎・外面に自然柏あり

外：回転夕ナデ．削り． : Hue NS/0 
クキ

340 土師器 杯 凪 底部l/8 外内 ：： 回回転転ナナデデ 外内： H ue 2.5Y R5 /6 
: Hue 2.5YR6/6 502(199ササ掘ピ立ッ柱ト紐）物 屈行あり

341 土師器 碗 凪 底郎l/10 外内 ：： 回回転転ナナデデ 内外： H u e 2 .5 Y R G / 6 
: Hue 10R5/6 502(342ササ掘ピ立ッ柱ト建）物

屈宵あり

342 土師器 手捏ね土器
盟口径 32 

l/6 外内：ナデ．ヘラ1'fln
：ナデ

外内： H ue 7.5 Y R6/4 
: Hue 10YR6/4 

502(199ササ掘ビ立ッttトiil）物 外面底郎・外面体部にスス付沿

343 土師器 碗 底口器高径径 52214.i .2 .0 213 外内 ：： 磨回回転転きナナデデ．．磨l'PJきり． 内外 ： H u e 5 Y R 6 /4 
: Hue 2.5YR6/6 502(342ササ姐ピ立ッ柱ト建）物

外内面外一面赤郎に色焼化粧さ土ムラあり

344 須恵器 碗 底口器高径径 8.8 4.6 底郎112
外内：回転転りナデ
：削回 ナデ．ナデ．

外内： H ue 1 0Y 5/ l 
: Hue 10Y5/l 

502(202ササ紺ピ立ッ住ト紐）物

345 土師器 碗 底口器径径高 111.2 .0 底部1/2 外内 ：： 回回転転ナナデデ 外内： Hue 2.5Y R6/8 
: Hue 2.5YR6t8 

503(136ササ姐ピ立ッttトE）物

346 須恵器 亙 底口器径径高 2.137 3 1/4 外内 ：： 回回転転ナナデデ．削I)
外内： Hue 7.5Y 5/ 1 
: Hue lOY5/l 

印(1083号サ姐ピ立ッ住ト紐）物

60 347 土師笞 杯 底口西径径高 31104.0 .. 0 0 1/2 外内 ：： 回回転転ナナデデ．．削削りり 外内： Hue 2.5Y R6/8 
: Hue 25YR6/6 lサ溝 内外面赤色化粧土
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図 番号 迫物 種類（器種） 法m(cm) 残存口 特徴 色 図 出土迫構 慌 考

60 348 土師器 杯 底口器径高径 3110.5..I .0 0 はぽ完形
内外： 皿転転りナデ
. 削l＂］ ナデ．ナデ．

l外勺： Hue 5YR6/6 
• Hue SYR6/6 1り消

349 土師器 杯 底l岱l径高tを 931 :.. 4 2 1 . 8 4/5 外内 ：： 皿l＂1転転ナナデデ 外内 ： H u e 5 Y R6 /8 
. Hue 5YR6/8 

18•溝 内内外外面ifii赤に色ス化ス付粧杓：I: 

350 土師器 杯 底[器lt径trif 93l 4..0 0 .(） 1/4 外内． lul転転ナデ
: I"’ ナデ．削り

外内 ． H u e 2.5 Y R6 / 6 
• Hue 2.5YR6/6 

1号溝 灯rJ..]外りIiIIllfi赤と色し化て粧使：I:Illか？

I□Itそ 13.8
外内.[n]転転ナデ 内外 ： H u e 2 . 5 Y R 6 / 6 灯内明外皿面赤と色し化て粧使Ill：I:か？351 土師器 H、

底辟it 高 92 .. 0 8 4/5 • @I ナデ．削り • Hue 2.SYR6/6 1サ溝 •50001

お2 土師器 杯
「lt閏t 14.0 
底器 93.. 0 8 

約1/2 外内 ： ： ［阿い）転転ナ・ナデデ．．用削さり 内外 ・ H u e 5 Y R 6 1 6 
• Hue 5YR6/6 

1号溝 内外面赤色化粧•I:

I:Itを 103
内外・回転転ナデ．ナデ 内外 ． H u e 2 . 5 Y R 6 1 6 353 土師器 杯

底器径店 73..0 I 
2/3 : (iiJ ナデ．ナデ • Hue 2.5YR616 1サ溝 内外面赤色化粧I:

忠 土師器 杯
口径悶 13.2 
底器 93 ..3 8 

1・12 外内．［吋転ナデ
回転ナデ．削り

！外勺： Hue 5YR6/6 
: Hue 5YR616 1サ溝

灯内明外皿として使付J行11か？
面にスス

口佳閑 12.8 内外 ・回転ナデ 内外 ・ H u e 5 Y R 7 / 8 355 土師器 杯 底 10.2 ほぼ完形 : @l転ナデ • Hue 5YR718 
1号溝． 5CXX)7 内面にスス付杓

器 3.7

I I 径閑 l • 1 . （） 内外 ． （』転転きナデ．府削さり 外内 ： H ue 5Y R 7 /6 356 土師器 杯
底器 83..0 4 

約1/2 阿ナデ． ． 1号溝 内外mi赤色化粧土
府

: Hue 10R618 

357 土師器 杯
Ult 悶 15.0 
底器 93..0 5 

213 内外 ．Iり）転ナデ
阿転ナデ．削 I)

外内 ： ll ue 2.5 Y R6/6 
: Hue 2.5YR6/6 

1号溝 内外面赤色化粧土

358 土師器 杯
Ult: 悶 13.5 
底器 93..2 2 3/4 内外 ・ IO]転ナデ．ヘラ,oき

. lill転ナデ
内外 ： H u e 5 Y R 6 /6 
: Hue 5YR6/6 

1 サ溝 •50086 内外面赤色化粧：I:

359 土師器 碗 底9器1径径高 7 . 2 1/3 内外 ： I叶転•J• デ，ナデ
阿転ナデ．削り

内外 ： H u e N 4 / 0 
: Hue 7.5YR714 

1号溝 内外！面l．¥にスス1寸杓

IJ/f 悶 15.6 内外＇阿転転 ナデ，ナデ 外内 ： H ue 2.5 Y R6/6 360 +．師器 皿 底器 1 3. 5 4/5 1号溝 内外面赤色化粧．． I： 
2.1 

'阿ナデ．ナデ : Hue 2.5YR6/6 

361 土師器 IIll 底u器rn 径紅 11l 52. 7 .. 0 fi 11:1 内外：回転転ナデ
• I“) ナデ．ナデ

外内 ： H ue 2.5 Y R 6/6 
: Hue 2.5YR6/6 1サ溝 内外面赤色化粧J••

N 径悶 1 6 . 6 
内外 ：． 削削 りり 内外 ： H u e 5 Y R 6 / 8 362 土師器 皿 底器 1 3.4 2/3 

: Hue 5YR6/8 lサ溝
内外面にスス付杓

1.8 

1 _ 1 径悶 1 6 . 0 内外 ：阿転ナデ 外内 ： H ue 2.5 Y R 6 1 6 
内ス外ス付面赤杓色化粧l・・363 上師器 皿 底器 1 2.0 約2/3 • [ii]転ナデ : Hue 2.5YR618 1サ溝

1.9 

珀 上師器 杯 鳳 破片 内外 ： ナデ
ナテ‘

内外 ： H u e 7 . 5 Y R8 1 6 
: Hue 7.5YR8/4 1号溝

ヘラ記•i} 「＃」？あり

tlft 
内外 ナデ 外内 ： H ue 7.5Y R 7 i6 365 土師器 杯

盟
破 9i•

削り : Hue 7.5YR716 
1号溝 刻行（判決不明）あり

口径
内外 ナデ 内外 ． H ue 7.5 Y R 7 !6 366 土師器 碗

盟
磁 1ヤ ：削り : Hue 7.5YR7 l6 

1号溝 ヘラ品り・「＃」？あり

367 土的器 杯 凪 破 I¥・ 内外 ナデ
ナテ

内外 ： H u e 7 .5 Y R i / 6 
• Hue 7.5YR7i6 lサ溝 刻内「1•」？あり

[―l f悶t 1 4.4 内 ・ 岡内転i9・デ．9・デ
内外 ． H u e 2 .5 Y R 6 / 8 368 土師器 杯

底器 83 .. 8 2 
112 

外． I1l) ナデ．削り． • Hue 2.5YR5/6 1サ溝 底面にヘラiしりあり

府

369 土師器 杯
(1 ｛悶を 13.2 

底岱 93..4 9 
)/2 内外 回転転ナデ．ナデ

'(ill ナデ．削り
内外 ' H u e 5 Y R 6 / 6 

• Hue 5YR616 
1号溝 底内外面面にヘ赤色ラ記化り粧あ土り

370 土師器 杯
口径g14.2 
底器 83 . .4 4 3/4 内外lf，：f(肘さII)転転ナナデデ會．＂削りさり會 内外 ： H u e 5 Y R 6 / 6 

: Hue 5YR6/6 1号溝
屈内内外面「赤赤色or化水粧•：II: Il」あり

371 土師器 碗 底口器径径店 9.4 1 /4 タ内~． 1"1 転ナ.削デり．ナデ
＇ナ・r.

内外 ． H u e 5 Y R 7 / 6 
: Hue 2.5YR6/6 

1号溝 ヘラ記・ij・「＃」あり

372 土師器 杯 底口器径高径 9.4 )/8 内外 ： ： I(id1J転転ナナデデ 内外 ： H u e 7 . 5 Y R 8 / 4 
: Hue 7.5YR8/4 

1サ溝． 50547 刻内「？牧」あり

373 上師器 杯 履 破片 内外 ： I"］転ナデ
＇ナデ

内外 ： H u e 2 . 5 Y R 6 / 6 
: Hue 2.5YR6/6 1サ溝

屈内外内面「赤？麻色化呂」粧あ土り

374 土師器 杯 底n器托店往 7.2 約1/8 内外， Iり］転転ナデ，-.,.デ
• (<1] ナデ．ナデ

I外勺： Hue 7.5YR7 !6 
• Hue 7.5YR7 /6 1サ溝 ヘラ記り・「＃」？あり

r:liを
内外 ，回転ナデ 内外 ： H u e 5 Y R 7 / 6 375 土師器 杯 底岱径店 10.0 l/8 
ナデ．削り Hue 5YR7/6 1サ溝 刻行「ヒ＊」あり

口径
内外 ：何転ナデ 内外 ． H u e lO Y RS / 2 376 土師器 甕

盟
l_1柑郎9i・

阿転・ナデ : Hue IOYRS/2 
1号溝 内外面にスス 1•t杓

377 土師器 甕
口盟径 26.0 

口柑～胴部片 内外： ［り）転転ナデ．削り
阿ナデ．ハケH

内外 ． H u e 10 Y R 8 1 l 
Hue 7.5YR7 /3 1サ溝

内痕あ外面りにスス付符・吹さこぼれ

378 土師器 甕
盟口径 町．0

I―I柑～肘部片 外内：回転転ナデ．削り
回ナデ．ハケH

内外 ： H u e 10 Y R 6 1 4 
• Hue i.5YR616 

1サ溝 内外面にスス 1•t 行

379 土師器 甕
謡口径 26.-1 

n柑～胴郎9ヤ
内・回転；ナデ．削 I)

外・府[nJ ナデ．ハケH

内外 ． H u e lO Y R 6 ! 2 
: Hue 5YR5i4 ＂｝溝

内面口縁部にコゲあり
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図 番号 遵物 種類（甜種） 法f;l(cci) 残存伍 特徴 色 "i 出士遺携 伍l 考

60 380 土師器 鉢
盟口佳 19.0 

口縁ー用部片 外内：回転転ナデ：回ナデ．削I)
内外： H u e 5 Y R 6 / 6 
: Hue 2.5YR6/8 "}iR 

381 須恵器 亙 口底器径径高 2.5 15.0 l/3 
内：骨回転iナデ．ナデ．
外：ラ ナりデ．回転へ

外内： H uc N7/0 
: Hue N5/0 "}in 

382 須恵器 亙
口径晶 15.0 

底器 2.5 
]/3 内外 ：： 回回転転ナナデデ．．削削りり 外内： Hue 10Y R6 l4 

: IIuc N4/0 
1•I}•清 内外面に11然釉あり

383 須恵器 甚 底口岱径径高 21•.8 1.6 3/4 内外：ナデ．ff削lJII) ) 
：ナデ．

外内： H ue N6/0 
: Hue N6/0 "j•清 内面にl]然釉あり

庇口器径径i¥'li 214.6 .3 内： ヘ回回転転ラナ削ナデデり． ． ナデ． 外内： Hue lOY 5 / l 384 須恵器 近 l/6 : Hue 5Y5/l "｝in 外： ヘラ削I)

385 須忠器 近
盟口径 16.4 

1/2 
内： 指サ回ナ転エ＊デサナ．削デエり．ナデ．
外： ．指オ

外内： Hue 5Y6 / l 
: Hue 5Y6l1 l •サ清 •50172

底口器径径高 215.7 .6 
内：眉回＆転ナデ．ナデ． 外内： Hue i.5 Y6/ l 386 須恵器 甚 ほぼ完形 1•S)·in 
外： ナデ．削り

: Hue 7.5Y6/l 

387 須恵器 正
盟口径 15.0 

l/5 外内：回転転ナデ．削削りり
：回ナデ．

外内： Hu e NS /0 
: Hue N5/0 lサ・in

388 須恵器 亙
口盟佳 15.2 

l/4 外内：回転転ナデ．削削りり
：回ナデ．

外内： Hu e 2.5 Y6 / l 
: Hue 5Y6/l ＂｝溝

3S9 須恵器 甚 底口器径径高 2.168 .6 1/4 
内：,回転iナデ．ナデ．
外： ナデ．ナデ．

内外 ： H u e 5 ¥' i / 1 
: Hue 5Y8/l W•溝

390 須恵器 互 底口器径径高 215.2 .0 約1/3 内外：回転転ナデ．削り
：回ナデ

外内： Hue 7.5 Y R 6/ l 
: Hue 7.5YR7 /l ＂｝溝

391 須恵器 五 底口器径高径 2162 .0 2/3 内外 ：： 回回削転転りナナデデ．ナデ． 内外 ： H u e 2 5 Y i / l 
: Hue 25Yi/l ＂｝溝

392 須恵器 坪 底器口店径径 7、11.12.6 .2 213 内外：回転転ナデ
：回ナデ

内外 ： H u e lO B G 5 / l 
: Hue 2.5GY5/l "；•i髯

6l 393 須忠器 り 底器口高径径 8313..0 8 .0 約l/2 外内：回転転ナデ
：回ナデ．削り

内外 ： H u e lO Y S / 1 
: Hue 10Y5/I ＂｝溝

394 須恵器 杯 底器口高径径 8413..6 3 .2 l/3 外内 ： ： I回OO転転ナナデデ 外内： ll uc IOY R7/4 
: Hue 2.5Y7 /2 

l•サ溝

395 須恵器 碗 底器口高径径 8313.,0 9 .2 l/4 外内 ： 1ii1転転・J・デ
：回ナデ．削り

外内： H ue N 5/0 
: Hue N5/0 lサ溝

396 須恵器 u; 底器口高径径 21184.5 ..6 0 1/8 外内 ：： 囮囮転転•ナJ・デデ 外内： H ue 7.SYS / 1 
: Hue 7.5Y5/I ＂｝溝

397 須恵器 碗 底口器高径径 9614 .. 0 7 .4 l/3 外内 ：： 回回転転ナナデデ．削り
内外 ： H u e N S / 0 
: Hue N5/0 

l•5}溝

398 須患器 碗 底器口径i¥'li径 9615 .. 6 6 .0 213 外内 ：： 回回転転ナナデデ．削り
内外 ： H u e 2 .5 Y 6 / I 
: Hue 2.5Y6/l 

l•サ溝 底面に自然釉あり

399 須恵器 高杯 底口器麻径径 7.0 約1/2 外内：回転転ナデ．削削りり
：回ナデ．

内外 ： H u e 5 Y 6 / l 
: Hue IOYR511 "｝in 内外面に[19ぶ釉あり

•100 須恵器 高杯 庇口器高径径 9.8 l/2 外内：回転転ナデ．削削りI) 
：回ナデ．

内外 ： H u e 2 .5 Y 6 l 1 
: Hue 2.5Y6/I ＂｝溝 外面に日然釉あり

履
内：儡回転ナデ．ナデ． 内外： H u e 2.5 Y R 5 1 6 内赤焼外面け赤色化粧土401 須恵器 店坪 約l/3 1サ溝
外： ナデ．削り : Hue 2.5YR5l6 

402 須恵器 高杯 底口器径径高 11.6 約1/2 外内：回転転ナデ．削削Iり) 
：回ナデ．

内外： H u e 5 Y 6 / I 
: Hue 5Y611 1サ清 内外面に自然釉あり

•103 須恵器 高杯 庇口器往径高 10.4 約1/4 外内 ：： 回回転転ナナデデ．．ffffllJJIり) 外I勺： Hue2.5YR6/6 
: Hue 2.5YR6/6 

1•I}•in ヘラ記・` ｝？刻杏？「1］」あり

4" 須恵器 壺
盟口径 12.2 

口樟ー胴部片 外内：： 回回転転ナナデデ．沈採文
内外 ： ll u c 10 Y 5 / l 
: Hue JOYS/I "Jin 外面に沈稼文あり

最口器大高径径1166.. 0 7 外内 ： 回回転転夕ナデ 内外 ： H u e 5 Y 3 / l 405 須恵器 壺 口椋ー用部片 ： ナデ．削I)• 
: Hue N6/0 

1•lj•清

タキ

406 須恵器 甕
盟口径 23.0 

口縁ー用部片 外内：回転転ナデ．タクりキ
：回ナデ．nIJ

外内： H u e 5 Y,l/ l 
: Hue N7/0 lサ溝 内外面に自然柏あり

盟口径 21.7 内：回夕転ナデ．fflJI)．
内外 ： H u e 5 Y ,l/ l 407 須恵器 売 口縁～明郎片 タキ lサiR 内外面1.:r:19ぷ釉あり

外：回転ナデ．タタキ
: Hue Ni/0 

408 須恵．器 甕
謡口径 18.i 

口松一羽郎片 外内 ： 回回転転タナキナデ．デ削． ．タタキ：夕 削りり．
内外 ： H u e IO Y R.f / 1 
: Hue N7/0 1サ溝 内外面に日然柏あり

409 須恵器 史
盟口径 21.6 

口緑ー用部片
内外： 回転転りナナデデ．．タタキ
：削回 タタキ．

外内： H u e 5 Y i/ l 
: Hue 5Y7/l 

1•I}in 

410 須恵器 壺 履 口縁郎片 外内：回転転ナデ
：回ナデ

外内： Hue N6 / 0 
: Hue N5/0 1•rJ-in 外面にit稼文•平行波状文あり
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1. （医荊）病棟（軸）新‘tiご！？l［に伴う発掘調1f.(9901調在地点）

図 番号 迫物 種類（器種） 法lil(cm) 残存伍 特微 色 閲 出土氾構 偉 考

61 411 tii忠器 甕 履 I:I柑部）ヤ 外内． Iul転転ナデ• rUl -J-デ．削り
外内 ： H ue 10 Y 3 / l 
: Hue 10G2/l lサ溝

内外面に191然釉あり

塁Ilit: 閏12.8 I―I柑部のみ 内： 回削肘転転りナナデデ． タタキ． 内外 ： H u e IO Y 5 / l 412 1ii.＇じ器 壺 lり•i糞
113 

外． ．タタキ
: Hue IOY5/l 

413 須忠器 .it 履 頸部のみ
内 回悶転I)ナデ．ナデ． 内外 ： H u e 2 .5 Y 3 / l 1サ溝 内外面に1.1然釉あり
外： 転ナデ．削I) • Hue :-16/0 

I Itt 
内外・回転ナデ．削削 i) 内外 ： H u e 5 Y 3 1 1 91 1 4 須恵．器 .. tt 

塁悶
I I t汝部9ヤ

・回転ナデ． り : Hue IOR2/l "}溝 内外面に119A釉あり

•115 須恵．器 壺 II~ Ii器i it I i.O l/2 内外 ・回転・ナデ
．削I)

内外 ： H u e IO Y i/ 1 
: Hue IOY612 1サ溝

外且W1部に紐色のn．然釉あり

416 須忠器 壺 II] 
li1: 岱 ff'n.8 胴郎）;・ 内外： （叶転転ナデ

．回ナデ．削り
内外 ： H u e 2 .5 Y 7 / 3 

• Hue 2.5Y5/3 
1サ溝

最1器1/f高）,if公5.8
内外： 回囮転転ナナデデ．．タタキ 内外 ： H u e 5 Y 5 i l 

417 須忠器 .,：：t 肘部）¥・ ： 削り
: Hue 5Y5/I 1サ溝

タタキ

II~ 
内外 ：回転ナデ

内外 ： H u e 2 .5G Y 5 i l 
62 418 須忠器 臆 最器 rt ,・9 2/3 ・阿転転ナデ．削り． : Hue 2.5GY5/l 1サ溝

同カキn

鳳 内外’ タタキ 外内 ： H ue 7.5Y 4 / l 
419 須患器 甑 破 9i• ・ナデ．タタキ : Hue 5Y5/I い｝溝

指オサエ

420 須忠器 鉢 底l器l径it:|'Ii 110l94 ... 0 4 9 約 1/•1 内外： I叶転転ナデ
: lu) ナデ，削り

外内 ： H ue 5 Y 6 / l 
: Hue 5Y5/l 

li;•溝

421 • I：師器 甑
塁Ilit 悶 14.0 底部片

内外 ：Iり）転ナデ，削I)
．ナデ

外内 ： H ue 5 Y R 7/6 
: Hue 2.5YR6/8 lサ溝

外lhi赤色化粧K

開長さ 7.li 内外：ナデ．削削り 外rJ..J : Hue 10YR7 /3 
422 l：師器 移動式鼈 14.8 破 9ヤ ，ナデ． I) : Hue 5YR6/6 lサ溝

さ 3.65

423 :I：師器 甑
悶liさ 7.7

さ 51..065 
底部片 内外，In]転ナデ

: 9 ケヽH
内外 ： H u e 5 Y R 7 / 6 
: Hue 5YR6/6 lサ溝

悶長さ 7.3 
内外 ．・ 縄布H H 内外 ： H u e IO Y 5 / l 424 1{ 布111£ 4.7 破）ヤ

: Hue IOY5/l 1サ溝
須恵

さ 3.3

425 1( 布111£
r長ガさ 7.:!5 
さ 61..065 

破片 内外 ． 介iH ．削削り
：ナデ． り

外内 ： H u e 7.5 Y R 6 14 
• Hue 7.5YR714 lサ溝

426 瓦 布IIlt ~I長'/.-1 さ 915.5.5 破片 内外 ． 布H 内外 ： H ue 2.5 Y 4 / 2 1サ溝
さ 2.1

・クタキ : Hue 5Y4/l 

ぶ打 上師器 移動式冦 ¢1.lrl/. と1さ 59..:51 破）t 外内・ナデ．指指オサエ
内外 ：： 一H u e lO Y R 7 / 3 1サ溝

さ 3.5
・ナデ． オサエ

・128 r．師器 甑 鳳 底部）t 外内． ナデ
：ナデ

内外 ： H u e 7 .5 Y R 7 / 4 
: Hue i.5YRi/6 1り清

429 困器 壺？ 履 破片 内外 ： 削I ) 
・回転ナデ．削り

内外 ： H u e 7 . 5 Y R 4 1 2 
: Hue 7.5YR414 1サ溝

430 磁器 碗 羅 破）；• 内外 ： ナデ
．ナデ．削り

内外 ： H u e N 7 ! 0 
: Hue N710 1り溝

•13l I"]安窟tt磁 碗 鳳 破）ヤ 内外 ： ナデ 外内 ： H ue 5Y 6/3 1サ溝 内外ifliに粁磁釉あり：ナデ : Hue 5Y6/3 

•132 龍泉烹行磁 碗 鳳 破 9t 内外 ． ナデ
・ナデ

外内 ： H ue 5G Y 6 / l 
: Hue 5GY6/l 1サ溝

内外if1iに粁磁釉あり

433 磁器 碗
店ll i悶t 8.4 

II椋～胴部9ヤ 内外 ． ナデ：ナデ
外内 ： H ue 7.5 Y 5/2 
: Hue 7.5Y5/2 1サ溝

434 磁器 碗 ii [ 破片 内外， ナデ
：ナデ

外内 ： H ue 1 0G Y 8 / l 
: Hue lOGYS/1 

い｝溝 肥,：しl須li／凶で磁染付け

4沢う ffl!泉惣tt磁 碗 履 破片 内外 ＇ ナデ
：ナデ

外内 ： H u e 2.5 Y 6 /3 
: Hue 2.5Y6/3 1サ溝

内外if1iにPi磁釉あり

63 436 :I:師器 社
11ft 悶 15.0 
底器 4 .3 

約213 内外＇回転転 ナデ．ナデ
：回ナデ．削り

外内 ： H u e 5 Y R 6/6 
: Hue 5YR6/6 •1り消

I !If 悶 11.6 内＇回転ナデ．オサエ
内外 ： H u e 7 . 5 Y R 7 / 6 437 ・!:師器 ¥. 

底器 2.0 
約116 ナデ

: Hue 7.5YR7 l6 4サ溝
外・回転ナデ．ヘラ削I)

I lit 9.6 
内外 ： 回回転転ナナデデ．指．削オりサエ 内外 • H u e 7 . 5 Y R 6 / 6 438 I:師器 M、

底器tr, 径 ・71 . 9 I 
3/•I 

: Hue i.5YRi /6 4サ溝

I I t't 13.0 
内外 ．： ヘヘララ9府i1きき 内外 ・ H u e lO Y R S / 3 439 :t師器 杯 盟 N柑郎片

• Hue 7.5YR7 l3 
•I ij•溝 外面にスス？コゲ？付;rr? 

・140 :I：師器 杯
I l!f. 悶 I 1.8 

底器 •1.8 
約112 外内：：削回転りナデ ナデ 内外 ： H u e 10 Y R 7 / 4 

: Hue IOYRi / 4 
4り溝 トレンチ

・Ml 上師器 if: 
盟lli't. 13.0 

l_1柑郎）ヤ 内 ： ,n転き
外．回ナデ．府き

内外 ： H u e 7 . 5 Y R 7 / 4 
: Hue 2.5YR6!8 4り溝

外内外面にヘラ拮fあ.tり
面にスス It 

I li悶f. 12.0 
内外 削り 外内 ： H ue i.5 Y R i / 6 ・1-12 上師器 杯 底 5.1 li2 
．ナデ．削り : llue 7.5YR6!8 4サ溝

器 3.9
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111 本荘北地区の調査

図 番号 遺物 種類（器種） 法lil(cm) 残存 m 特徴 色 罰 出土遺構 偉 考

63 443 土師岱 碗 底I器:I研t径t 8514..4 4 .2 約l/2 内外 ： （I叫U）)転転ナデ．ナ・J•デ
： ナデ． デ

外内： Hue 5Y R6/6 
: IIue IOYR8/4 4•「}•溝 店台内底1.:2条の沈線あり

444 土閥器 碗 底l器:I窃{抒f 85l 2 .. 9 8 .6 約1/3 外内 ： （FFI叫）L転転ナ・｝・デ．ナデ
： デ．ナデ

外内： Hue 5Y R6/6 
: lluc 5YR6/8 4•サ溝

445 須恵器 碗
盟l]紐 12,8
84 . .1 2 約l/2 内外 ： ： （回叫）転転•ナJ•デデ． .J• デ 外内： Hue 2.5 Y6/2 

: Hue 5YR6/6 4サ溝 須恵の赤焼け？

446 土師器 かわらけ 底1器こ1甜径径 861. .. 0 0 0 l/3 内外 ： ： IIUi)) 紐転ナ）•デデ． •J• デ 外1,..I : Hue 7.5YR6/6 
: Hue 7.5YR6/6 

4•サ溝 底面糸切り

447 :l：師器 碗 底1器:1 径莉往 761 6 .. 6 9 . 0 約1/'1 内外 ：ナデ
：ナデ．l'Iりり

内外 ： ll u c 2 . 5 Y R 6 /8 
: I-IUC 2.5YR5/6 

4•サ溝 内外面にスス付滸

448 :I：師器 甜 t"{: 闘 2/3 内外： ナデ．l'l削りりり
：ナデ．

外1J..J: Hue 2.5YR5/6 
: Hue 2.5YR5/6 4・：：：・溝 脚杯部部脚内面部赤外面色丹化粧検土I) 

449 土師器 甜杯 鳳 約l/2 内外：ナデ．N削IJIり} 
：ナデ．

外内： H ue 10R 5/8 
: Hue 10R5/8 4サ溝 内外面赤色化粧土

450 土師器 店坪 底器口店径径 12.0 約1/2 内外 ：： 削削りり 外内： Hue 7.5 Y R 8/6 
: IIuc 7.5YR7/6 4サ溝

外器面荒れて所々丹旅I)残る

•151 土師岱 高杯 9口器沢高径径 9.4 2/3 内外：： lI削ffg)転さりナデ．削り． 外内： Hue 2.5 Y R 5/6 
: Hue 2.5YR5/6 4•サ溝 杯部・脚部外面に丹塗り

452 土師器 店杯 鳳 約1/8 内外 ： ナデ．IffOlJさり
：ナデ．

外内： Hue 7.5 Y R 7/4 
: Hue 25YR4/6 •Iサ溝 外面・杯部赤色化粧土

453 :I:師器 亮 盟器在 、1.6 約116 内外 ：： I回il転転ナナデデ．J．削：Il-りナデ 内外 ： H u e IO Y R 6 /4 : Hue 7.5YR6/6 
4•サ溝

4引 土師器 亮
盟口径 15.0 

l/6 内外：回[i)転転ナデ．削ケり
： ナデ．，、 日

外内： Hue lOYRG/3 
: Hue 7.5YR6/4 4サ溝 内外面にコゲtt行

盟口径 13.0 内： Ii)t 転ナデ．n11,,.
外内： H ue 7.5 Y R1 /3 455 土師器 亮 口縁～胴郎9i・ ハ I] 4サ溝 内外面にスス・コゲ付莉

外： Ig) ナデ : Hue 7.5YR5I-I 

456 土師器 亮
盟r.:1径 19.8

口縁一胴郎9ヤ 内外：回転転ナデ．削I}: Ii) ナデ．ハケfj
内外 ： H u e 5 Y R 6 /6 
: Hue 10YR6/4 

4•サ溝 外面にスス付莉

盟口佳 19.4 内：回饂転ナデ．ナデ． 外内： Hue 5Y R 6/6 •157 土師器 甕 116 : Hue 5YR6/6 
4•サ溝 外面一部にススtt沼

外： ナデ．1/fき

458 土師器 売
盟口径 22.0 

口縁～胴郎H・ 内外 ： ： I回叫）転転ヶナナデデ ．． 削nllりり． 外内： Hue 5Y R6/6 4サiR

'‘" 
: Hue 5YR6/6 

459 土師器 吏
盟口佳 282 

ロ樟一胴郎9ヤ 外内 ： ・ （引）転転ナデ．削削Iり} 
．回ナテ’•

外内： IIuc I OY R8/4 
: Hue 7.5YR7/4 

4•サ溝．撹乱 胴外面部口に縁ス部ス1に寸吹着きこぽれ痕あり

盟口径 29.4 内外 ： IE)転転ヶナデ．削削Iり} 外内： Hue 7.5 Y R7/4 460 土師器 鉢 口縁一胴郎9ヤ : lfil ナデ． ． : Hue 7.5YR6/4 
4•g•溝 外面にスス・コゲf;t莉

,、 1]

461 土師器 亮（鍋形）
盟口径 33.0 

l/3 外内：回圃転転ナデ．nIJケI) 
： ナデ．ハ u 

外内： Hue 5Y R6 /6 
: Hue 7.5YR5/4 •W·溝

外内あ面面りににコスゲスあ付り滸・吹きこぼれ痕

盟口径 24.0 内外 ： I回Q)転転ヶナデ．nナIjり 外内： Hue 5Y R 6/6 462 土師器 甑 1/8 ： ナデ． デ． : Hue 25YR6/6 、1号iR 外面にスス1寸杓
ハ tl

463 土師器 瓶 員 取手のみ 内外：： 削指指ナI)デ，ハケH, 外内： Hue 7.5 Y R6/-I 、1サ溝 外面にスス付府
オサエ

: Hue 5YR6/6 

4&1 土師器 甑 鳳 取手のみ 内外：： 削ナデり．ハケI]．指 外内： Hue 5Y R6/6 •Iサ溝
オサエ

: Hue 7.5YR7 /6 

465 土師器 壺 底口岱径tG径 761.1 3.5 .6 ほぽ完形
内外： 回(削i)転転りナデ．削I)
： ナデ．ナデ． 外内： Hue 5Y4 /'l 

: Hue 2.5¥4/2 •Iサ溝 ヘラ描あり

“ 
466 土師器 壺

盟口佳 18.9 
約1/3

内： 回指lfl回転転＊きナサ•，·デデエ．削,, _ 
外： ．ハケa.

外内： Hue 5Y R6/4 
: Hue 2.5YR5/8 

4性(サ30）・iりn竪穴住居址可能 内土外面の口縁部～頚部赤色化粧

467 土師器 移動式班 員 底部片 内外 ：： 削ナデり．nIl り
外内： Hue 10Y R6/3 
: Hue 7.5YR7 /4 •1サ溝

履
内：ナデ．fflJI)．指オ

外内： H ue 7.5 Y R6/4 468 :I:師器 移動式竃 底部片 サエ : Hue 7.5YR6/3 
4•サ溝

外：ナデ．ハケH

•169 須患岱 辺 底口器径甜径 92 .. 6 7 11'2 内外：： 回削削転りりナデ．ナデ． 内外 ： I I u e N 5 / 0 
: Hue 5Y5/3 4サ・溝

外面全体に自然柚あり

470 須恵器 近 底諾口店径径 215S .6 1/3 内外 ：： 削削Iり) . -I • デ 外内： Jl uc 7.5 Y 7/ l 
: Hue 7.5Y5/I 4·~}溝

471 須息器 打・ 底口器窃径抒 、11.23.3 約1/2 外内 ： ナデ．削削りり
：ナデ．

外内： H ue 7.S Y R•l/ 2 
: Hue 5Y5/l 4サ溝

472 須忠器 碗 底悶ml 篇ttff 8l .. 8 8 約1/3 外内： 1但8)l転転ナデ． •J•デ
： ナデ．ナデ

外内： Hue N5/0 
: Hue 2.5Y6/l 4号溝

473 須忠器 碗 底器口麻径径 96.1 .1 約l/3 内外 ： ： I匝叫ll紐転•｝J・・デデ． 1• デ 外内： H ue 2.5 Y6/2 
: Hue 2.5Y6/l 4サ溝

hil口℃m托rn ; 9.2 内：盟IUl転ナデ，・J• デ，
外内： H ue NS/0 474 須思器 碗 1/2 4サ溝 底面に自然釉あり

外： ナデ．削り
: Hue N6/0 
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1. （医病）剤棟（軸）新営工事に伴う発掘調査 (9901調査地点）

図 醤号 還物 種類（器種） 法lit(cc) 残存且 特微 色 閑 出土辺捐 国 考

64 475 9fi.,U荏 碗 /口岱j~佳仔高・ 13.0 脚郎のl/2 外内 ：： 回回転転ナナデデ．ナデ 内外 ： H u e 5G Y 5 / l 
: lluc N•l/0 •I•I}iR 

476 須．lg.t; 盤 翡岱高 2..I 1/4 外内 ：： 回回転転ナナデデ．ナデ 内外 ： H u e 2 ~=i Y 6 1 2 
: lluc 10YR5/I •1り構

477 須恵符 鉢 底n岱tliii"f t ・81.0 .2 l/3 外内 ：： 回回転転ナナデデ．ナデ
外内 ： ll u c 2.5Y6 / 2 
: lluc 2.5Y6/l •IIJ·溝

478 須恵路 高 .1.f: t:I~ 
最岱 往7.8 約1/3 外内： Iijl転転ナデ

：回ナデ．削り
外IJ..J : lluc 7.SYIN/2 
: Hue IOY5/l 

4 !}•iR 

479 須恵荏 杯 底[岱Hr;ftli t 31:.9 1.0 約1/6 外内 ：： 回回転転ヘヘララ削削II)) 外内 ： ll u c N3 /0 
: lluc N4/0 

4•!}•in 

、180 須患符 高杯 底nt祁irnt 'Ii 56l• .. 1o 0 .0 約l/3 外内 ：： 回回転転ナナデデ．ナデ 内外 ： ll u c 2. 5 Y l i / l 
: lluc 5Y6/) 4•サi1t

481 須患岱 応 U 底器I: I 佳高it !)3 ．. 2 .1..う 約l/3 外内 ：： ヘ回転ラナ削デり．ヘラn1JI)内外 ： ll u c 2 .5 Y 8 1 :1 
: lluc N6/0 

、W•in

最I硲:l i大高t m o. o 外内・回転ナ日．削デり 内外 ： ll u e 7 .S Y 6 / I 外用る面部にに刺帖突土文片・あヘりラ桜描る文とあ行りがす482 須患器 冦 516 ：ナデ ．回転 : lluc 75Y6II 
•I !}•in 

カキ

483 須患埒 壺 最n岱往大高i°f21.2 ,1/5 外内：回回転転ナデ．タタキ
： ナデ．タタキ

内外 ： ll u c N 7 / 0 
: lluc N510 •Iサ溝

4糾 土師岱 高 .If.
盟nit 18.5 

約l/4 外内 ：： 削回転りナ．ハデケ．ナHデ 1外J..I : IIue 2.5YR6/8 
: lluc 5YR616 

•I !j•iR 

485 土tm；； t6.t.f; 
盟l]i! 16.2 

杯ほ部ぼ完の形み 外内： ナデ
：ナデ

内外 ： H u e 2 .5 Y 7 / • 1 
: lluc 2.5Y71:I 

5•W1().·ilR2 . 50011 • 51002 • 

lWtiH謡tt 111633...5 5 7 内：ハgナケ．デ府U．き削．府りさ．ハケ 内外 ： ll u c IO Y R 71 :I 486 :I：師器 店 U; 約1/2 、1!}•溝
外：

: lluc IOYR6l•1 

盟nit l l.8 内：［儡叫）転ナデ．ナデ．
内外 ： ll u c IO Y R S/ 3 487 土師岱 小限・Jt.9iむtt l/6 : lluc IOYR812 

4•ij•in 内外面にスス・コゲtt杓
外： ナデ．ハケ11

rm 見13.o 内：回閂転＇） ナデ．ナデ． 内外 ： I I u e 2. 5 Y 7 / 1 •188 須患岱 甚
底岱 •I.I 

4/5 : lluc 2.5Y6/2 
、1サ溝 ヘラ記・りあり

外： 転ナデ．削り

489 白磁 碗 凪 口縁部片 外内 ：： 回回転転ナナデデ 内外 ： ll u c 5 Y 7 / I 
: llue 5Y7/l 

、W•iB

65 •190 土師岱 杯 底1岱こmf高t 7、11..1.45 0 約l/2 外内 ：： l内回ff転ききナデ．ナデ． 内外 ： ll u l! 2.5 Y R 5 /8 
: llu!! 2.5YR618 38サ：t器梨111郎 外内外面面に焼口緑きム部赤ラあ色化り粧土

-191 土師沿 店 u; 盟[Jff 13.2 約l/2 外内 ：：内ナデさ．削り ．＂fさ
内外 ： ll u e 10 1{ 5 /6 
: lluc IOR518 

38！上i：器染II9郎 内外面赤色化粧土

•192 土師岱 高 u: 1底岱こl托店it 9.4 脚部l/•1 外内 ：： 内ナデき．削I) 内外 ： ll u c lO R 5 / 8 
: lluc IOR5/8 

汲りたi：坑梨,,：部 内外面一部赤色化粧土

493 土師岱 壺
I :l i閏t 8.4 
底岱 •1.3 

2/3 外内 ：： 削ハケIJH.lff．府きき 内外 ： ll u e 7 . 5 Y R 7/ -I 
: lllm 2.5YR5/6 ．氾サ：I：岱集中部

49•I 土師岱 匝
盟nm :io.6 

口縁～胴郎片 内外 ：： 回回削転転I)ナナ．ハデデケ．．削ナHデり． 1外,.I : Hue 7.5Yl~7/4 
: lluc IOYH714 

：氾！ki：坑集1卜部 取手下面にススtt杓

-195 :1：師岱 甕 ロi大高t ｛ 'f 281 6 .. 0 4 
最岱 3 2 .5 

315 内外 ：： 磨回回転転きナナデデ．．ハ削ケI}IL 内外 ： ll u c l O Y R 7 / 3 
: lluc IOR•l/8 ．氾サ：I：器梨111郎 外内面外面に一赤郎色黙化斑粧あ土り

496 須患器 甕
[l{f 命23.0 
最岱 rt 3 • 1 3 ほぼ完形 内外 ： 回回タ転転タナキナデデ．． タタキ： 削り． 内外 ： ll u c 7 . 5 Y 5 / I 

: lluc 5Y•I/I 38り•土若梨 III 郎

66 497 土師器 甕
盟[]ff 18.6 

口縁郎片
外内：回転転りナデ．nナ1J IJ 
：削回 ナデ． デ．

内外 ： 1 ［ u c 7 .5 Y R , 1/ 1 
: lIuc 7.5YR•l/1 951;-(4．り構内）

498 須患器 冦 n[ 底岱 2.1 約112 内外：： 削回転I)ナ．カデキ．1ナ]デ 外内： I I uc 7.5 Y R •I /2 
: IIuc 7.5YR•1/3 95 サ (•I-！｝•溝内）

•199 須．I!'.岱 臆
I:l[ 
底岱 •1 .0 約l/2

内：国転iナデ． 1•デ．

外：削削固 ナデ．ナデ．
外内： ll uc N 5 /0 
: lluc N510 958•(4 •サilfl勺）

67 500 :l:t5器 杯 盟I:l往 510.4.:1 ほぼ完形 内外：：，"削きI}．．府指オきサエ l外kl : lIuc 7.5YR6/8 
: Hue 7.5YR6/8 151}iR ・ :105.57 

501 :I：師器 杯 1n悶』~mrn 窃 s5rn.. o （） .o )/'1 内外 ：： ナナデデ ．． l'f削ljりり 外11.1 : I luc 7.5YR8/2 
: Hue IOYRS/2 

)51}•溝

502 土師器 碗 鳳 l/3 
内：贋回転＇） ナデ．ナデ． 外内： H ue 7.5 Y R 7 /6 15·1}•溝 ヘラ記•サ？「八」あり
外： 転ナデ．l'flJり : lluc 5YR7/6 

n 見it 14,0 
内外：： 回回転転ナナデデ．ナデ

外内： Jl uc 7.5Y R 7 /'1 503 :I:師器 杯 底器 1 1.0 l/4 : lluc 7,5YR7/4 151}溝 •50149
3.1 

紐 土師器 碗
盟I:lt.t 16,•I 

1/-1 外内： 回転転ナデ．削削I} 
：回 1•デ．り

外内： H ue 5 Y R6/,1 
: llue 5YR6/,1 

151}溝

505 須患岱 碗
n i悶f l•I••I 
底岱 95..2 3 l/3 外内 ：： 回回転転ナナデデ．．削削IりJ 内外 ： ll u c 5 Y R 6 1 6 

: Hue 2.5YR6l6 15り構 •50134 • 50145 焼赤焼さムラあり
け

506 須恵器 や-．．．？． 凪 口穀郎片 外内 ：： 削削Iり) 内外 ： ll u c N 5 / 0 
: Hue N5/0 15サ溝 外面に沈扱文•平行波状文あり
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m 本荘北地区の調査

図 番号 追物 種類（器種） 法m(cm) 残存 fil 特徴 色 罰 出土迅構 臼 考

67 507 須恵器 甕 羅 口樟郎9ヤ 内外 ：： 削削 りり 外内 ： H u e 5G Y 4 / l 
: Hue 5GY5/l 

15り構 外面に沈級文・波状文あり

508 土師器 丑 凪 213 外内・：回削転りナデ 外内 ： H u e 5 Y R6 /6 
: Hue i.5YR6/4 

371}溝

509 土師器 社
I盟J!t 16.l 

口緑部片 内外：・回転転ナデ．削磨きり
．回ナデ．

外内 ： H u e 5 Y R7/6 
: Hue 5YR7/6 

37サ溝

510 土師器 杯
I□1閏m 13.6 
底器 83..0 2 

約1/2
外内：回転転りナデ．削ナり
：回削 ナデ． デ．

内外 ： H u e 2 . 5 Y R 6 /6 
: Hue 2.5YR5/6 

37サ溝 内外面赤色化粧土

511 土師器 杯 底I器□1 径抒屈 931 4.. 0 0 . 0 ほぼ完形 内外：・回転転ナデ．削削りり
．回ナデ．

内外 ： H u e 2 .5 Y R 6 /6 
: Hue 2.5YR6/6 

37り消 内外面赤色化粧:f:

512 土師器 杯 底口器径莉径 9213..0 8 .6 1/4 内外：回転転ナデ
：回ナデ．削り

外内 ： H u e 5 Y R 6/6 
: Hue 5YR6/6 

37り樽 内外面赤色化粧土

513 土師器 杯 底口器窃径lt9316..0 5 .8 口緑部～底部
内外 ：： 回回転転ナナデデ．．府削きり 外内 ： Hu e 2.5Y R5/6 37サ溝 内外面赤色化粧J:

1/8 : Hue 2.5YR5/6 

514 土師器 皿 底路口高径径 1ll.539 ..9 0 1/2 外内：回転転ナデ．ナデ
：回ナデ．ナデ

内外 ： H u e 2 . 5 Y R 6 / 6 
: Hue 2.5YR6/6 37り溝

内外面赤色化粧土

515 土師器 碗 底口器径抒店 10.4 l/6 
内外： 回転転きナデ．府削きり
：閉回 ナデ． ． 

内外 ： H u e 2 . 5 Y R 6 / 6 
: Hue 2.5YR5/6 ”り溝

外面にスス付杓

/口器ix高径径 •1. 8 底郎のみ 内外 ： ナデ 内外 ： H u e 5 Y R 6 / 6 516 土師器 碗
1 /2 ：削回転りナデ．ナデ． : Hue 5YR616 

37サ溝

517 土師器 甕
盟口径 26.0 

口柑部1/3 内外：回回転ナデ．削り
： 転ナデ．ハケ日

内外 ： H u e 7 . 5 Y R 7 / •1 
: Hue 7.5YR614 

37~}溝

518 須恵器 店杯
盟口径 li.O 

口縁部l/4 内外：回転転ナデ
：回ナデ

内外 ： H u e 7 .5 Y 6 / l 
• Hue 10Y6/l 

37り消 ヘラ描あり

519 土師器 杯
[l 閑佳 10.8 
底器 3 .9 

1/3 外内 ・： 回回転転ナナデデ．指．ナオデサエ
内外 ： H u e 10 Y R 7 / 3 
: Hue 2.5YR5/6 

57り溝 内認で外き面るに2-5mm程の開斑を確

520 土師器 杯 底n器佳窃径 6413..0 5 .6 1/3 外内：回転転ナデ．ナデ
：回ナデ．削り

内外 ： H u e 7 . 5 Y R 7 / 6 
: Hue 7.5YR7/4 

57サ溝

521 土師器 杯 底口器径径麻 5110.5.2 .3 0 約1/2
内外： 回転転きナデ，府削きり
：府回 ナデ． ． 

外内 ： H ue 2.5Y R6 /6 
: Hue 2.5YR6/6 

57サ溝 外面に関斑あり

522 土師器 杯 底口器窃径抒 414.5 .0 1/3 外内 ：： 削ナデり．．府府きき 外内 ： Hue 2.5Y R6/8 
: Hue 2.5YR6/8 

57サ溝 内外面に！l．1斑あり

523 土師器 杯
盟口径 13.8 

1/3 外内：回転転ナデ
：回ナデ．削り

外内 ： H u e 7.5 Y R7 /6 
: Hue 5YR6/6 

57サ溝

524 土師器 杯
盟口径 13.0 

1/3 外内：回転転ナデ
．回ナデ．削り

外内 ： H u e 2.5Y RS / 6 
: Hue 5YR616 

57り溝

525 土師器 杯 底口器tli 径佳 541 2.. 6 8 .2 314 外内 ：： 回岡転転ナナデデ 内外 ： H u e 7 .5 Y R 7/ 6 
: Hue 7.5YR7/4 

57サ溝

526 土師器 杯 底口器径径店 9.2 118 外内：回転転ナデ．ナデ
：回ナデ

外内 ： H u e 7.5Y R 7 / 6 
: Hue 5YR7/6 

57サ溝 刻底面行 「大」付ま行たは 「火」 ？あり
にスス

5?:i 土師器 碗
口径i16.6 
底器 31 2.8 .8 

112 内外：： 回回転転ナナデデ．．朋削きI) 外内 ： H u e 7.5Y R 7 / 6 
: Hue 7.5YR716 

57サ溝

528 土師器 碗
口径見 12.8 

底器 9•1..4 9 
1 /4 内外：回転転ナデ．削削り

：回ナデ．り
内外 ： H u e 7 .5 Y R 7 / 6 
: Hue 7.5YR7/6 

57サ溝 底面に刻行「大」あり

529 土師器 碗
口径悶 13.6 
底器 95.1 .0 

2/3 内外：回転転ナデ
：回ナデ．削り

外内 ： H u e 7.5Y R7 / 6 
: Hue 7.5YR7 /6 

57サ溝 焼きムラあり

530 土師器 碗 底口器径往't1i 9313..6 6 .8 1/2 内外：回回転転ナデ．ナデ
： ナデ．削り

内外 ： H u c 7 . 5 Y R 7 / 6 
: Hue 7.5YR7 /6 

57サ溝

531 土師器 碗 底口器径研径 9.6 213 外内： 回回転転ナデ
： ナデ．削り

外内 ： H u e 7.5Y R 6 /6 
: Hue 7.5YR6/6 

57サ溝

532 土師器 杯 底口器径抒甜 412.7 .4 l/3 外内：： 府1ill転きナデ 外内 ： H u e 2.5 Y R 5 / 6 
: Hue 5YR5/6 

57サ溝 外面に沈線が縦に描かれる

533 土師器 甕
盟「ltf: 23.6 

口緑～朋部片
外内： 囮転転りナデ．削ナり
：削回 ナデ． デ．

内外 ： H u e 7 .5Y R6 /4 
: I-Iue 5YR7/6 

57サ溝

534 土師器 甕
盟口径 22.0 

口縁～胴部片 外内：回転転ナデ．削削り
：囮ナデ． り

内外 ' H u e 7 . 5 Y R 5 / 4 
• Hue 7.5YR6/4 57サ溝 外面に吹きこぼれ摂あり

535 土師器 甕
盟nm 22.0 

1/5 外内：ナデ．磨き
：ナデ

内外 ： H u e lO Y R i / 6 
: Hue 7.5YR6/6 

57サ溝． 51081

536 土師器 甕
盟n佳 19.0

約1/4 外内：・回転転ナデ．削磨きり
．回ナデ．

内外 ： H u e lO Y R S / 3 
: Hue 7.5YR6t4 

57サ溝 焼さムラあり

537 土師器 瓶 履 口緑～胴部片 外内：回転転ナデ．削り
：回ナデ．ナデ

内外 ： H u e IO Y R 7 / 2 
: Hue 10YR71-I 

57サ溝 内面にスス付芍

538 土師器 甑 鳳 口縁～胴部片 内外：回転転ナデ．削り
：回ナデ．ハケ目

外内 ： H ue i.5 Y R6 /4 
: Hue 7.5YR5/4 

57り消 内面にスス付芍
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1. （医病）荊棟（軸）新‘ti•JコJ~に伴う発掘調究 (9901調査地点）

図 番号 迫物 種類（器種） 法fil(cc) 残存口 特徴 色 関 出土還捐 臼 考

鳳
内： I盆i)転ナデ．削り． 内外 ： ll u c 7 . 5 ¥' 1{ 6 / ・I 67 539 土師器 甑 I:I柑ー用部9ヤ : flue 5YR6/6 57り情 外面にコゲあり
外： ナデ．ハケ I]

68 5-10 須忠岱 社 履 l/3 外内：：削回転I)ナデ．ナデ 内外 ： 1 -I しm 5 Y 6 / l 
: lluc 5Y6/I 

57•サ溝

511 須忠器 社 g [:!fg f 215.4 .8 2/3 内外： ［91転転ナデ．削削りI) 
: IりI ·J• デ．

内外 ： ll u c N 5 ! 0 
: l!Ut! N510 57SJ•清

5-12 須息岱 碗 底I岱:I i It 6li t951 4 .. 0 li .3 1/2 内クト ：： （Ibill転転ナ1•デデ．削I) 内外 ： Jl u c 7 . 5 Y 5 / l : Hue 7.5Y5/2 
571)•溝

盟l]t'f M.2 内： I饂hl転・J•デ．ナデ．
内外 ： ll u c 5 Y l i / l 543 須忠器 碗 晶I 2/3 : lluc 5Yli/l 57サ溝

外： ナデ．削り

54 •1 須！U岱 碗 /n 岱ir.祁iitt 55l .. lI:1 ) .I) 1/4 内外 ： ： IlPi)) 転転1・｝•・デデ． 削IJ 内外 ： ll u l! 2 . 5 Y l i / l : lluc 5Y:l/l 57サ溝 外iiiに自然柏あり

底It:&lrn,i訂t !1.0 
内： l闊g)転ナデ．ナデ． 内外 ： I h m IO Y l i / 1 545 須患岱 ＇灯 u: 約l/2 : llllt! IOY5/I 57サ溝外 ： ．｝・デ

Il沿i.:l;li莉/t . t I(）.、1
内 ： （船叫19訊•デ． •J• デ． 

内外 ： ll u c 5 Y 6 / l 546 須恵悩 研 l-{: 1/2 : lluc N5/I 57サ溝
外： ナデ．削り

最u悩大店rnrnI11275...0 5 :1 外内 ： Ii)転転タナキナデデ．． クタキ 内外 ： ll u c 5 G 2 / l 36(792ササ壺ilf1l,.111:)1：状況547 須思岱 壺 はほ完形 : IOl 削I),
: lluc 5G2/I ク

69 548 須患器 麻り： 底nt磁mrn 111231.1 ..0 2 はぼ完形 内外： （Wりll転転ナデ
： ナデ．nIJり

内外 ： I h m IO B G •l / 1 
: Ihm IOBG,1/1 

:(J772)ササi店Rlf.内I）II:I：状況 外面に自然釉あり

70 5-19 土師岱 店 .1.f: 底n岱nirn t 12.5 脚郎のみ 内外 ： ナデ．ff!Jり
：ナデ

1外1~ : lluc IOYR71•1 
: lluc IOYR716 72サin

550 土師器 瓶 鳳 n柑～肘郎H・ 内外：回転転・｝•デ． n1JIJ
: ffil -J・デ．ハケn

内外 ： I h m IO Y R 6 l 2 
: Ihm 7.5YR71•1 72り・in 内面口縁部コゲ付府

551 須忠器 店 u: Iこl[底岱 ） •I••I 脚部のみ 外内： （~l 転転ナデ．ナデ
: 1m ナデ

内外 ： I h m 5 Y 8 / l 
: lluc 5Y8/I 72サ溝

552 須忠路 高 U 底i:Jit祁fff 'Ii 81l05.5 ..2 8 1/2 外内 ： ： ［Ii叩）)転転ナナデデ．ナデ 内外 ： ll u e 2 . 5 Y 6 / I 
: llue IOYH3/l 72s;•iRI層

553 iii患路 店 M; ,I 岱,:~liitri t.t !}l 1•.01Ii ..8 0 21:1 外内 ：： 回Iり）転転ナナデデ．．削削りIJ 内外 ： ll u c 2 . 5 Y 71 :I : lluc 2.5Y6/I 
72S}•溝 外面・脚部内面に自然釉あり

却 須患器 店 4: 底u岱~rn it 91102.2 ..6 0 2/3 外内 ： I叫l転転 •J· ・r . ·J• デ
: [ij).,•デ

内外 ： ll u c 5 Y • I/ I 
: lluc 5Y511 

72t}•in 

555 須患器 店 ,l.f: 底u岱店iif i 10.7 1/2 外内 ： ： 栢I01l9転甜ナ•デ・r ．. n削」IIJ J 内外 ： ll u e 5 Y 6 / I 
: lluc 5Ylill 12り構

556 須忠2；； 高 4: 底n岱店irn t 9.:1 1/2 外内 ： ［U）転転ナ•9•デデ．．削削り
： ［りl り

内外 ： ll u c 7 . 5 Y •1/ I 
: lluc 7.5Y:111 72サ溝 外面に1牡然釉あり

557 須患器 屈 最n岱大店tf II9.0 2/3 外内 ：： !illlill転転ナナデデ．削IJ 内外 ： ll u c IOY G 6 t l : lluc IOYG611 72t}•iR 内外面にスス付沼

最n岱大店tt if.21.6 

内：回転ナデ．•｝•デ．

558 須患器 なヽ●9 、1/5 クタキ 内外 ： ll u c 5 Y 7 / l 72サ清
外： 削Iil転りナデ．ナデ． : llue 5Y6/2 

．タタキ

559 須忠器 井-... 履 1/2 外内：回転転ナデ．ククキ 内外 ： ll u c 5 Y 71 1 72サiR
：厄lナデ．タタキ : lluc 5Yill 51208 

560 須患器 壺
盟nit 2•I.0 

n樟ー用郎片 外内： ［りl転転ナデ．タクキ: Wl ナデ．タクキ
内外 ： ll u c N6/ 0 
: IIue 5Y•1/2 72サilf 外面に厚く自然柏あり

561 須患器 屯
盟ntを 19.0

I:IRー用郎片 外内：回転ナデ．タタキ: Iり転ナデ．タクキ
内外 ： ll u c 5 Y il l 
: lluc 5Yill 

72t}•in 

562 須忠器 甕 叫:最岱 it：刃．I 1/2 内外 ： クタキ
：ククキ

内外 ： ll u c 5 Y R 5 1 6 
: lluc 5YIU/I 72サ清

71 563 須忠器 壺 最n岱大店it mo.o 約113 外内 ： [［bil)転転タナキナデデ．． タクキ
：夕 ハケ11.

内外 ： ll u e N 6 / 0 
: lluc IOYfill 72サ溝． 51li9 • 51203 外面にカキaあり

履
内：ナデ．削り．指オ

内外 ： ll u c IO Y R 8 ! 2 
祁I 土師器 班 底郎）ヤ サエ : lluc 7.5YR7lli 

72ij•in 
外：削り．ハケII

565 土的器 磁 羅 底郎9i• 外内：ナデ．削り
：ナデ

外内 ： ll uc 5Y R5 13 
: lluc 5YR•1/2 72 り•清 外面にスス付莉

最I岱l大i店t 代5972.. 8 0 
内： l!il転ナデ．削I).

721り98情・ •51118 • 
72 566 須恵器 壺 約112

ククキ 内外 ： ll u c N 5 / 0 51 511印 •51200 • 外面r,l部に自然釉あり外：圃転ナデ．nI）I)． : line N5/0 
タタキ 51201 ・ 51218 • 51221 

73 567 須息器 必 1rt』:H訊I往tF ：1i62 .0 完形 内外： liil転転ナデ．ナデ
: Iり） ナデ．削I)

外内 ： I I uc 25Y 5 /2 
: Hue 5Y5/I 

7-11;•清

568 須恵器 壺 皿t]底最 托1018. .2 0 213 内外 ：： ナ岡転デ•．9•削デり．削I) 内外 ： ） ） U C 5 Y 6 / l : Jluc 5Y6/l 7-P}iR ・ 51181 外面に自然柏あり

569 須患荏 社
盟I:IIt3l•.1 I.9 

約1/2
内外： Ii)転ナデ．nナ1J I) 
: 削[ill転りナデ． デ．

外内 ： H ue IO Y RS/ 1 
: Hue 7.5YS/1 

)561J構

570 土師岱 社 底n悶ii~t F 217.8 2 約1/・I 内外： ［i]転転ナデ
: rm ・トデ．削I)

外内 ： ll uc 5 Y R6/6 
: IIue 25YR6/6 

3581;•in 
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図 番号 遺物 種類（器種） 法国 (a:i) 残存且 特微 色 詞 出土遺構 臼 考

73 571 :J：師器 4; 底器口麻径径 ＆3142 〇.0 約1/4 内外 ：： 回回転転ナナデデ．nrJ,,
I外勺： Hue 2.5YR6/6 
: llue 2.5YR6/6 358サ溝 内外面赤色化粧土

572 ：I：師器 杯 ，,l器:［1径径"tli 821 3.. 6 8 . 0 1/2 内外 ：： 回回転転・ナJ-デデ．ナデ 外内： H u e 5 Y R6/8 : Hue 5YR6/6 358•サ溝 内面・底面にスス付莉

573 :I:師岱 杯 底口器径高径 6211.8 .7 .6 1/8 内外 ：： 回回転転ナナデデ．nllり
外内： Hue 5Y R6/6 
: Hue 5YR6/6 358サ溝 内外面赤色化粧土

574 土師器 杯
l:l 見往 1 7.0 
底器 41 .1.8 0 2/3 内外 ： 回.固]・転デ転ナナ．l'flデデJI) ．． ナデ： ツマミ 外内： Hue 5Y R6/8 

: Hue 2.5YR6/8 358•サ溝

575 土師器 碗 底口器高径径 9513 . .1 8 ..I 約3/•I 内外 ：： 回回転転ナナデデ．n1JI) 
外内： Hue 7.5 Y R718 
: Hue 5YR7/8 358•サ溝

576 土師器 l.l: 底l器:I t往店f 8. 8 l/8 内外 ：： 1削ftさI) 外内： Hue 2.5 Y Ri/6 
: Hue 2.5YR7/6 358•サ溝

底内外面面に屈赤杏色化「粧ノ土」？あり

577 土師器 杯 底器tl店{径f 73l .. l、71 .8 1/•1 内外：回転転ナデ
：回ナデ．削り

外内： Hue 7.5 YR7/4 
: Hue 7.5YR7/4 

358•g•ig 刻害（判説不明）あり

578 土師器 高杯
盟口径 11.2 

杯ほ部ぼの元形み 内外 ：： 回ナ回転テ転’ナナデデ． ツマミ 外内： Hue 7.5 Y R7 /8 
: Hue 7.5YR7/6 358サi昇

5i9 土師器 史
喜l: 1 径悶 2• I .7 

ロ柑一胴部）ヤ 内外：・回転転ナデ．削削Iり) . [ill ナデ．
外内： Hue 7.5 Y R8/4 
: Hue 7.5YR8/4 358•サ溝

580 須恵器 近
盟口径 14.8 

l/3 
内：回野転ナデ．ナデ． 外内： Hue lOY R4 /3 358サi青
外： デ．削り

: Hue lOYR•l/1 

581 須患器 盆
盟口径 17.2 

約1/•1 外内.·J• デナ．削デり． 
：回転 削り

外内： Hue 7.5 Y R•l / 2 
: Hue 7.5YR4/2 358号清 内面口縁部・外面に自然釉あり

582 須患器 甚 鳳 1/4 内外：回回転転ナデ．ナデ
： ナデ．ナデ

外内： Hue 5Y Ri/8 
: lIue 5YR7/8 358サ消 刻苔「主恨」あり

583 須思器 甚 底口器店托径 318.3 2 ほぼ完形 外内：回回転転ナデ
： ナデ．削り

外内： H ue lOY R6/ 2 
: Hue 7.5YR4/2 

358・1}溝 ヘラ記号あり

認I 須忠器 i;{: 
盟口佳 9.6 

口縁部片 外内：回転転ナデ，削削りり
： ［引ナデ．

外内： H ue 2.5G Y'1 / l 
: Hue 5GY5/l 358号溝

585 須忠器 杯
口閏径 11.8 
底器 93 .. 9 4 l/2 

外内 ： 回回削転転りナデ．ナデ
： ナデ．ナデ． 内外 ： H u e N 5 / 0 

: Hue N4/0 
358•サ溝

586 須患器 杯 底口器t:i 径径 831 3.8 .0 .2 l/5 外内：回転転ナデ．ナデ
：匝l ·J• デ．削 I)

外内： H ue 5Y6/ l 
: Hue 2.5Y6/2 

358•サ溝 内面中央が凹んでいる

盟口佳 13.6 外内 ： ： 削［回i［転転りナナデデ．ナデ． 内外 ： H u e 5 P B 6 / l 587 須恵器 碗 10.0 l/4 358•サ溝
•1.7 : Hue N4/0 

588 1ii恵岱 碗 底口器窃往lt 9310..6 7 2 l/2 外内 ：： 回回転転ナナデデ 外内： H ue 5Y7/ l 
: Hue N4/0 358•サ溝

589 須患器 碗 底口器i¥'li 佳佳 931 3 . .8 41 .6 1/3 外内 ： 削固回転転りナデ．削ナり： ナデ． デ． 内外 ： H u e N S / 0 : Hue N3/0 358サ溝

590 須患器 高杯 底器口窃径径 9.0 l/2 外内：・回転転ナデ．削削IIJJ 
. Iil ナデ．

内外 ： H u e 7. 5 Y 6 / l 
: Hue N<l/0 358号溝 脚部内面・外面に自然柏あり

底辟口祁佳佳 8.4 
内：誓囮転＆ナデ．ナデ． 外内： H ue 5B4 / 1 591 須忠器 i¥'lj 11: 約1/2 358サ溝
外： ナデ．削り

: Hue 5B5/1 

74 592 土師器 店杯
口閏径 14.9 

底器 6.0 
314 外内 ：： ,ナ11デさ． Iif さ 外内： H ue 10Y R7/6 

: Hue IOYR7/4 
365.i：：•溝

593 土師器 碗 底料口甜径径 97、1.1.8 .8 1/2 外内 ：： 回回転転ナナデデ．ヘ．ナラデ削I}内外 ： H u e 2. 5 Y R 7/6 : Hue 2.5YR716 379サ溝

59-1 ；l：師器 杯 底器口茄径径 83lヽ.. 9 1.6 0 l/3 外内 ： E回l転転ナナデデ．．ナデ
： ヘラ削I}

外内： Hue 5Y R7/6 
: Hue 5YR6/6 3798・溝

595 土師器 杯 底器口r.r, 径径 831 4 . .3 0 .8 213 外内：：回囮転転ナナデデ．削り
外内： H ue 2.5 Y R 6/8 
: Hue 25YR6/8 379サ溝 内外面赤色化粧土

596 須患器 碗 底器口高径径 94l . .3 l0 2 1/4 内外 ：： 削削Iり) 外内： Hue 25 Y6/2 
: Hue 25Y6/2 379•サ溝

597 須患器 壺（亮） 底口器tr, 径径 32 .2 0 l/8 内外 ： 回転転 1•デ
: WI ・J・テ’

外内： Hue 2.5 Y 6/2 
: Hue 2.5Y6/l 379サ溝

75 598 土師器 売
盟口径 13.5 

l/4 外内：：ナ回転デナ．削デり．ハケH 外内： Hue IOY R5/3 : Hue 5YR6/6 2'サ溝

5!l9 土師器 針：
麿1:1閏rn 16.4 

1/6 内外： Iii)転ナデ．削ハケり
：ナデ．削り. El 

外内： Hue 10Y R7/4 
: Hue 10YR7 /6 2号溝

61X) 土師器 甜 M; 底E器l莉径径 991 3.. 4 2 . 0 ほぽ完形 内外 ：： 回削ナ転りデ•9．・削デ．I)ナ.デ)ff．き外内： Hue 5 Y R5/6 
: Hue 2.5YR6/8 2サ溝

601 土師器 高杯 底口器高径径 9.6 
脚部のみ 内外 ： ［回卦）転転1 • デ． l'flJ り 外内： Hue 5Y R6/8 2サ溝1/4 ： ナデ : Hue 2.5YR5/8 

602 土師器 売
盟IJ径 20.l

113 内外：： 削［il転りナデ．ハケ且
外内： lluc 7.5 Y R6/4 
: Hue 7.5YR7/4 2•サ溝 外面に黙斑あり
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図 番号 遺物 穏類（器種） 法fil(cm) 残存足 特微 色 謂 出土遺構 偉 考

75 603 土師器 瓶 鳳 底郎片 外内： ナデ
：ナデ

外内 ； 1-Iue 7.5Y R6/4 
: Hue 7.SYR6/4 2サ溝

604 土師器 かわらけ ~i [ •I.I) l/4 外内：囮転ナデ
：ナデ

外内： Hue IOY RS/4 
: Hue lOYRS/4 2サ溝 底ifii糸切り

605 瓦 布11瓦 ¢r長1Li さ 5•1..77 破）ヤ 外内 ：： 縄布文H 外内： Hue 7.5Y6/ l 2号溝 須患
さ 2.0 : Huc7.5Y6/l 

606 瓦質土器 火鉢 凪 口緑郎｝ヤ 外内：回転転ナデ
：回ナデ

外内： Hue N3/0 
: Hue i1iGY4/l 2サ溝 外面に押朋文あり

607 瓦貫土器 揺鉢 鳳 破）ヤ 外内：回転デナ．指デオ．スリ目
：ナ サエ

外内： Hue IOY3 / l 
: Hue 5Y4/l 2号溝

608 困器 描鉢 員 破 H・ 外内 ：： 回回転転ナナデデ 外内： Hue 2SY R6/6 
: Hue 2.5YR4/2 2サ溝

609 囚器 鉢？ 員 胴郎9ヤ 内外 ：： 削削 りり 外内： H ue 5Y R6/2 
: Hue 5YR4/3 2号溝

610 困（天f:I)器 碗 /器n』t窃径tt451 ,,1.6 2 2 1/6 内外 ： ナデ
：ナデ．削I)

外内： Hue 5Y 3/2 
: Hue 5Y3/2 2サ溝

暗り赤褐地に！l.＼のかけ流し文9慕あ

611 囚器 碗 履 破 9i• 内外 ：ナデ
：削I}

外内： Hue N l .5／0 
: Hue Nl.5/0 2号溝 天n茶碗

612 陶器 碗 底l器:l 径径麻 、1.8 底部～胴部9i• 外内： ナデ
：ナデ．削I)

外内： H ue l OY RS/2 
: Hue 10YR5/2 2サ溝

613 磁器 碗 闘 口椋部Ji• 外内： ．J・デ
：ナデ 外内 ：： HHuuee 宵'rf白白色色 2サ溝 外内内外jififjjiりifrlこしi陰須Iこ哀柏で1/文あ染付ありけり

614 llll泉惣ff磁 碗 羅 口様部Ji• 外内： ナデ
：ナデ

外内： H ue 2.5Y5/2 
: Hue 2.5Y5l2 2サ溝 内外ifliに粁磁釉あり

615 龍泉笥げf磁 碗 履 口緑郎Ji• 外内：ナデ
：ナデ

外内： H ue 1 0GY6/ l 
: Hue 10GY6/l 2•サ溝 lJ..)外面に汗磁釉あり

616 磁器 碗 履 n柑郎9i• 外内：ナデ
：ナデ

外内 ：： HHuuee 甘汗白白色色 2サ溝 内外面りし須で染付け

617 i'f 磁 碗 員 胴郎片 内外 ： ナデ．削削II)) 
：ナデ．

外内： H ue 5Y 5/ 2 
: Hue 5Y5/2 2サ溝 内外面にff磁釉あり

618 白磁 碗 [I~ 
,，器'!:,1,0 底部112 内外 ：： 削ナデI) 外内 ：： HHuuee 白白色色柏釉 2号溝

619 罷泉窓行磁 碗 履 胴部片 内外 ： •J-デ
：ナデ

内外 ： H u e lO Y 6 1 2 
: Hue lOY612 2•サ溝 内外iliiに粁磁柏あり

620 白磁 碗 凪 底部l/3 内外 ：： J'iナljデI ) 内外 ： H u e 7 . 5 Y 7 / l 
: Hue 7.5Y7/l 2サ溝

621 龍泉密1f磁 碗 凪 洞部片 内外：・ ナデ．削nrJりI) 
・ナデ．

内外 ： H u e 7 .5 Y 5 /3 
: Hue 7.5Y6/2 2•サ溝 内外面に粁磁釉あり

622 龍泉密行磁 碗 鳳 朋部片 外内：ナデ
：ナテ’

内外 ： H u e lO Y 6 / 2 
: Hue lOY6/2 2サ溝 内外面に粁磁釉あり

623 白磁 碗 I底器--l f往高t 6 . 0 底部l/4 外内 ：： 削ナデり 内外 ： H u e S Y B/ 2 
: Huc lOY8Il 2サ溝 被熱？

624 磁器 皿 底t岱:lf窃径t、1.8 底部l/4 外内： ナデ：ナデ．削I) 内外 ：： HHuuee 'i'fう’f白白色色 2サ溝 り甜し須台でに染砂付nfけす杓

625 白磁 !Ill 鳳 1こ1緑部片 外内： ナデ：ナデ．削I) 外内 ：： HHuuee 白白色色 2•!｝•溝

626 白磁 小碗 羅 I:1縁部｝¥・ 外内 ：： 削削Iり) 外内： Hue 2.5G Y8/ l 
: Hue 2.5GY8/l 16サ溝

6切 須恵器 };f; 底口器径f.fi径 7412..5 7 .3 2/3 外内 ： ： I囮計転転ナナデデ．削I) 外内： Hue 5Y R6/6 : Hue 5YR6/6 380サ溝 赤内焼ifIi焼けさムラあり

底I器:l 莉i径:t •l 1014.9 ..4 2 外内 ：： 回圃転転ナナデデ］．nI）・デI) 外内： Hue 5Y R6/6 
悶内面に焼さムラあり

628 須忠器 碗 2/3 : Hue 5YR6/6 380サ溝下層 け
にススtt杓

629 須忠器 碗
l:l[ 
/器』):; I0.2 315 内外： 回回転転ナデ

： ナデ．削り
外内： H ue 7.5Y6/ l 
: Hue 5Y7/l 

380•サ溝

630 須忠器 碗 底l器:l店i径t5.8 底部のみ 内外 ：： 削回転り・J-デ 外内： H ue N5/0 
: Hue 5Y5/l 380サ溝

631 :I：師器 碗 n[ 底器 9.2 約114 内外 ：： 回回転転ナナデデ．．削ナデり 内外 ： H u e 2 .5 Y R 6 / 6 : Hue 5YR6/6 381サ溝

632 須忠器 丑
盟I--I tt 13.（I 

約1/•I 内外：回転転ナデ
：回ナデ．削り

内外 ： H u e N 5 / 0 
: Hue 5¥611 38l・サ溝

633 須思器 碗 底n器佳f高t ,••1 1/2 内外 ：： 回回転転ナナデデ．削IJ
内外 ： H u e 5 Y R 4 / l 
: Hue 5YR•1/2 381サ溝 赤焼け

76 63-1 土師器 碗 底1器こ)ff,往f.li 841 .. 1.4 :J 7 約2/3
内： 削［回引転りナデ．ナデ． 内外 ： H u e 2 .5 Y R 6 / 6 366サ土坑
外： 転ナデ．ナデ

: Hue 2.5YR616 
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図 番丹 遺物 種類（器種） 法且 (cr.i) 残存伍 特徴 色 詞 出土遺構 偽 考

76 635 須患器 社 底器口径径莉 214.2 .3 ほぼ完形 外内：回回転転ナデ．ナデ
： ナデ．削り

外内： Hue N6/0 
: Hue N4/0 115号胞衣壺ピット 胞外衣面壺に自然釉あり

盟口径 18.0 内：回転;ナデ．削り． 外内： H ue IOY RS / 6 636 土師器 甕 完形 ハ目 : Hue IOYRS/6 115号胞衣壺ピット 胞衣壺
17.7 外：回ナデ．ハケ目

637 須忠器 壺 最器口大高径径2160.4.4 1/6 外内 ： 回回タ転転タナデ．削削り
： ナキデ． り． 

外内： H ue 5Y 5 / l 
: Hue lOYS/1 ll5号胞衣壺ピット

内面口縁部・外面に自然釉あり

638 土師器 杯 底口器径径店 8.0 底部1/4 外内：回転転ナデ．ナデ
：回ナデ．ナデ

外内： H ue 7.5Y R7/6 
: Hue 7.5YR6/6 370号集石 ヘラ記号「＃」あり

639 土師器 杯 履 胴部片 外内 ：： 回回転転ナナデデ 外内 ： H u e 5 Y R7 /6 
: Hue 5YR7/6 370号集石 ヘラ記号「＃」あり

640 須恵器 碗
口径悶 13.2 

底器 4 .4 
約1/4 内外：回転転ナデ

：回ナデ．削り
外内： H u e 2.5 Y 7 / l 
: Hue lOYRS/2 370サ集石 外面に焼きムラあり

盟口径 25.6 内：回転夕ナデ，削り，
外内： H ue 5 Y 7/ l 641 須恵器 亮 口緑～胴部片 タキ 370号集石 内外面に自然釉あり

外：回転ナデ．削り
: Hue N7/0 

77 642 土師器 小皿 底口器径径店 71..9 8 ほぽ完形 外内： ナデ
：ナデ．削り

外内： Hue 5Y R6/8 
: Hue 5YR6/6 

250号土城g

643 鉄 刀子 l幅此gさ 21 5.3.25 5 閑： 外内： H u e 250号土漿慈 煎Ji1:30.8g
さ 0.25 : Hue 

78 644 須恵器 碗 底器口径tli径 8514..4 3 .0 1/2 外内：回転転ナデ，削ナデ
'回ナデ． り

外内： H u e N5 /0 
: Hue N5/0 17サ溝

645 須恵器 碗
口見径 12.8 
底器 93 .. 0 95 

l/4 外内 ：： 回回転転ナナデデ 外内： Hue 5 Y 4 / l 
: Hue NS/0 188号ピット

646 須恵器 壺 最器口大店径径25.6 胴部片 外内 ：： 回回転転ナナデデ．．削削りり 外内： Hue lOY S/ 1 : Hue IOBG6/l 131号ピット

647 須忠器 壺
口径悶 5.4 

底器 1 4 .l 
213 外内：：回タ転タキナデ．ハケ日 内外 ： H u e 2. 5 Y 3 / l 

: Hue 2.5Y2/l 146号ピット

618 土師器 亮
盟口径 19.6 

l/6 外内：・回回転転ナナデデ．ヘラ削り
． ．ナデ

外内： H ue 10R5/6 
: Hue 7.SYR6/6 179号ビット

口径悶 10.7 
内：回庄転ナデ．回転へ

内外 ： H u e 2 . 5 Y R 6 / 8 649 土師器 碗
底器 73 .. 6 7 l/3 

外： ナデ．回転へ : Hue 5YR6/8 214サビット 店台の底以外に丹放り

り

謡口径 14.6 
外内 ：： 囮回ラ転削転ナナりデデ．回転へ 内外． H u e 2 . 5 Y R 6 /6 650 土師器 碗 10.2 l/2 350号ピット

5.2 : Hue 10R5/6 

651 土師器 甑 霜器高 15.8 取胴っ部手小及片ぴ 外内：削り
：ナデ．ハケ目

外内 ： H u e 7. 5Y R6/6 
: Hue 10YR7 /6 399号ピット

盟長さ 4.6 
外内：： ナデ 外内 ・ H u e 652 土製品 土錘 1.7 ほぼ完形

: Hue 2.5YR5/6 300号竪穴住居址
さ 1.6

653 土製品 脚？ 厄長幅さ 42..7 5 1/4 内外：： ナデ．,nき 外内 ： ： H u e 7.5 Y R6 /6 166サピット
さ 3.35

長盟さ 4.0 
内外：：ナデ 外内 ： ： Hue 7.5Y R5/4 654 土製品 土錘 1.5 ほぽ完形 1号溝 煎益9.0g

さ l.4

655 土師器 紡錘JI(
悶長さ 4.0 
さ 2l..265 約1/4 内外：：ナデ

外内： H u e 5 Y R6/6 
: Hue 10YR7/4 1サ溝 内面に赤色残る

656 土師器 紡錘車 m 幅長さ 42..27 5 約l/2 外内：ナデ 外内： Hu e 7.5Y R7/4 57号溝 土頂祉器8片.0再g利用
さ 0.7

：ハケH : Hue 7.5YR5/4 

悶長さ 4.0 
内外：：ナデ ク内~ ： : Hu e 7.5 Y R7/4 657 土製品 土錘 1.15 ほぼ完形 57号溝 煎iii:5.0g

さ l.l

悶長さ 4.45 
内外：： ナデ 外内・ H ue 658 土製品 土錘 l.25 ほぼ完形 : Hue 2.5Y7/2 358号溝・一括

さ 1.15

盟長さ 4.7 
外内：：ナデ．削り 外内・ Hue 659 土製品 土錘 l.l ほぽ完形 2号溝 焼きムラあり

さ l.l
: Hue lOYR7/3 

660 須忠器 取手 員 取手のみ 外内：：ナデ
外内： H ue 
: Hue 5B1.7/1 2サ溝

661 土製品 取手 鳳 破片 外内：： ナデ 外内・ H ue 
: Hue 10YR6/4 包含層

662 土製品 土錘
問長さ 3.3 
さ 01..90 

ほぽ完形 外内：：ナデ
外内 ： H ue 
: Hue 5YR6/6 包含層 •I 区

663 土製品 土錘 幅厚長さ 02..9 9 約2/3 外内：： ナデ
外内： H ue 包含屈・ 1区西

さ 0.9 : Hue 10YR6/4 

長悶さ 4.3 
外内：： ナデ

外内： H ue 664 土製品 土錘 1.6 ほぽ完形 包含府・ 1区西
さ 1.5

: Hue 10YR7 /3 

665 土製品 土錘
盟長さ 3.7 
さ 00..99 

ほぽ完形 外内：： ナデ 外内' H ue 
: Hue 10YR6/4 包含層・ 1区西

666 土製品 土錘 幅厚長さ 02..0 9 一部 外内：： ナデ
外内． H u e 包含層． I区西

さ 0.8
: Hue 7.5YR5/4 
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1. （医病）病棟（軸）新営工事に伴う発掘調査 (9901調査地点）

図 番号 遺物 種類（器種） 法fil(cm) 残存紐 特徴 色 関 出土還構 偉 考

長開さ 4.1 
外内：： ナデ

外内： Hue 78 667 土製品 土錘 1.2 ほぽ完形
: Hue 10YR6/4 包含層 •I 区西

さ 1.1

668 土製品 土銹 長幅序さ 40.2 .9 ほlr1cJ杉 外内：：ナデ 外内： Hue 包含層・ 1区西
さ 0.9 : Hue 10YR6/3 

問長さ 4.8 
外内：：ナデ 外内： H ue 669 土製品 土錘 1.0 ほl:t:,も形 包含層•西 焼きムラあり

さ 1.1 : Hue IOYRS/4 

670 土製品 土錘 椙厚長さ 30 . .8 8 ほIも註i 外内：：ナデ．指オサエ
外内： H ue 包含層・ 1区西

さ 0.8 : Hue 5YR5/6 

長悶さ 4.9 
外内：：ナデ

外内・ H ue 671 土製品 土銹 1.4 ほぼ完形
: Hue 10YR7/4 包含層・ 1区 瓜斑あり

さ 1.4

長悶さ 3.8 
内外：：ナデ 内外 ： H u e 672 土製品 土錘 1.3 約2/3 : Hue 10YR7/4 包含層

さ 1.3

悶長さ 3.6 
外内：：ナデ．指オサエ

外内： Hue 673 土製品 土錘 1.1 ほぼ完形 包含層 •I 区北西
さ l.O : Hue 5Y2/l 

674 土製品 土錘 帳1長1/.さ 73..31 約213 外内：：ナデ
外内： Hue 包含層． n区 凩斑あり

さ 3.3
: Hue IOYR7/2 

長問さ 4.5 
内外：：ナナデデ．指オサエ

外内： Hu e 2.5Y 2/ l 675 土製品 鋭 4.2 ほぽ完形 297サ竪穴住居址 鏡面にスス付滸
さ 1.6 : Hue 2.5Y 4/1 

長開さ 4.5 
岱： 外内： Hu e 重蛇丑紋4岩3.8製g 676 石製品 紡飩JI[ 4.5 完形 : Hue 72サ構

さ 1.3

問長さ 3.85 岱； 外内： H u e 滑爪位石2製4.4g 677 石製品 紡錘lit 4.I ほぽ完形 : Hue 74号溝
さ 0.!l

晶ifi径 3.!l～4.2
岱： 外内： Hue 煎蛇紋伍岩13.0g 678 石製品 紡錘JI[ 1.7/1.9 1/2 179サピット

さ 1.2
: Hue 

679 石製品 布孔円盤 幅序長さ 22 .. 65 65 完形 岱： 外内： Hue 1 0GY 2/ l 74サ溝 煎径2•Jil:.04m.lmgの穴
さ 0.3 : Hue 10GY2/l 

開長さ 1.5 
岱： 外内： H ue 5GY4 / l 680 石製品 垂玉 1.3 完形

: Hue 5GY4/l 80号竪穴住居址 煎証I.lg
さ 0.46

681 石製品 臼至 幅厚長ささ 00..4 73 完形 岱： 外内： Hue 5BG4/ l 
: Hue 5BG4/l 4号溝

煎孔fil:径02..40gmm・滑石

J.l'/.幅長ささ 00 .. 459 2 
内： Hue コバルト

682 ガラス製品 小玉 完形
プルー 4号汎 頂孔:Iii:径01.27gm m 外： Hue コパルト
プルー

盟長さ 4.35 閑； 外内： H u e 79 瞬 鉄 刀子 1.65 : Hue 3号竪穴住居址 爪証3.4g
さ 0.2

684 鉄器 釘
長開さ 2.75 

さ 01..45 岱； 外内： H u e 
: Hue 30号竪穴住居址 頂伍l.Og

685 鉄 釘 l幅長ワさ 03..7 6 岱： 外内・ Hue 300号竪穴住居址 頂伍l.9g
さ 0.6

: Hue 

開長さ 4.7 
岱： 外内： H ue 686 鉄器 刀子 1.4 : Hue 310サ竪穴住居址 重伍6.9g

さ 0.25

問長さ 5.75 
岱： 内外： H u e 50(1714号号掘ピ立ッ柱ト述）物687 鉄 猷 3.1 : Hue 誼伍9.0g

さ 0.35

盟長さ 3.6 
甚先部沿欠部損 岱： 外内： H u e 688 鉄器 刀子？ l.l : Hue 1号溝 瓜丑2.0g

さ 0.3

689 鉄器 刀子• 厚長幅さ 2l.l2.4 5 基先部端欠部il 岱： 外内： H ue 50928 煎:1i!:21.0g
さ 1.9

: Hue 

盟長さ 13.05 
岱： 外内： Hue 690 鉄 猷 1.2 73サ焼土塊 煎証17.4g

さ 0.3
: Hue 

盟長さ 6.3 
岱： 外内： Hue 691 鉄器 刀子 1.6 : Hue 包含層・ 1区西 煎証15,6g

さ 0.6

閉長さ 3.9 
茄先部端欠郎損 岱： 外内： H ue 692 鉄器 刀子 1.15 : Hue 包含層・ 1区西 爪伍4.3g

さ 0.5

盟氏さ 6.65 岱； 外内： H ue 693 鉄器 刀子？ 1.95 甚部欠損
: Hue 包含層・ 1区西 煎証9.8g

さ 0.7

盟長さ 5.1 
基先郎沿欠郎損 閑； 外内： H ue 694 鉄器 刀子？ 1.1 : Hue 包含層・ 1区西 煎伍5.0g

さ 0.35

盟長さ 19.95 
岱： 外内： H ue 695 鉄製品 鎌 3.15 : Hue 包含屈・ 1区 爪伍50.5g

さ 0.25

盟長さ 3.75 
碁先部端欠郎損 閑； 外内・ H ue 696 鉄器 鎌 1.7 : Hue 包含層． n区京 JR伍5.5g

さ 0.25

80 697 土師器 碗 底口器径径高 4410..8 2 .8 1/2 外内 ：： 横ナるデナナのデデち．．ナ工磨デ具きによ 外内： Hue 2.5Y5/3 
: Hue 7.5YR6/6 包含層・排土

698 土師器 杯 底口器径径高 51410.4 . .1 0 213 
内外 ：： 択氣回回転転．ナナナデデデのののちちち工llll1l具きき外内： Hue 5 Y R6 /0 

: Hue 5YR6/6 包含層・ 1区西I"沿 口縁部外面に一部瓜斑あり
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図 番号 遺物 種類（器種） 法m(cm) 残存 fil 特徴 色 罰 出土遺構 臼 考

80 699 土師器 碗
口悶径 13.6 
底器 95 .. 2 2 1/4 

内：伍回転ナデ，ナデ，

外・ ナデ．ナデ．
外内： Hue 7.5 Y R 7 /6 
: Hue IOYRS/3 包含層 I区西 底部に焼きムラあり

700 土師器 鉢 底器口径径r.ii 71108.4 2 .4 l/4 外内：回回転転ナデ
： ナデ．ナデ

外内： H ue 2.S Y RS/8 
: Hue 5YR5/6 

包時含層・南側迫構検出

701 土師器 打 盟器高 1.7 底部片 外内 ：： 回回転転ナナデデ 外内： H ue 5Y R6/6 
: Hue 5YR6/6 

包含層・南一括 底部に墨杏あり

702 土師器 杯
口悶径 13.2 
底器 92 .. 0 6 約l/2 外内 ：： 回回転転ナナデデ 外内： H u e 2. 5Y R6/6 

: Hue 2.5YR6/6 包含層・東西西
屈内行外面（判赤読色不化粧明土） あり

703 土師器 杯
口径且 16.4 
底器 31 3.2 .0 l/4 外内 ：： 回回転転ナナデデ．ナデ

外内 ： H u e 10R5/6 
: Hue 2.5YR5/6 包含層・南一括

屈内杏外面（判赤読色不化粧明）土あり

盟口径 17.5 外内：回転転ナデ 外内 ： H u e 5 Y R6/6 704 土師器 杯 10.4 2/3 ll区包含層・南
3.9 

：回ナデ : Hue 5YR6/6 

盟口径 21.0 外内：回転転ナデ．削ケり 外内： H u e 10 Y R 7/4 705 土師器 甕 1/6 包含層 (59号の外）
5.1 

：回ナデ．ハ目 : Hue 10YR7 l3 

706 土師器 甕 底器口径径窃 262.8 .6 1/8 内外 ：： 回回転転ナナデデ．l'flJり 外内： H ue lO Y R 6/4 
: Hue 2.5Y6/2 包含層 (59号の外）

盟口径 26.0 口緑～胴部片 内：回転ヶナデ．削り． 外内： H ue 5 Y R6/4 707 土師器 甕 ,、 H 包含層1/3 
外：回転ナデ．ハケ目

: Hue 5YR6/6 

708 土師器 甑 底器口径径窃 513.0 .2 1/6 外内：ヘラ削目り
：ハケ

外内： H ue 5 Y R7/6 
: Hue 5YR7/6 包含層 (59号の外）

709 土師器 甑 員 底部片 外内：ナデ
：ナデ

外内： H ue 10Y R 6/4 
: Hue lOYRG/4 包含層・ 1区西 穿穴あり（外→内）

710 土師器 甑 履 底部片 外内：ナデ
：ナデ

内外 ： H u e 10 Y R 6 / 4 
: Hue 10YR6/4 

包含層． I区西 穿穴あり（外→内）

711 土師器 移動式鼈 幅厚長さ 68.l .6 底部破片 外内： ナデ 外内： H ue 10Y R6 /4 溝包含内層陸）(I号溝と358号 底部にすだれ状の圧痕あり
さ 2.8

：ナデ．削り : Hue 10YR7 /3 

712 手捏ね土器 鉢 最器口径大店径 8.2 1/4 外内 ： ナデ．削削りり
：ナデ．

外内： H ue 2.5Y8/ l 
: Hue lOYRS/3 包含層 I区西 外面に焼きムラあり

713 土師器 壺
盟口径 13.6 

約1/2 外内 ：： 削回転I)ナ．府デき
外内： H ue 5 Y R6/6 
: Hue 2.5YR5/8 包含府・市

口踪径 12.0 内：回転ヶナデ．l'IlJり．
外内： H u e 10Y R 7/3 714 土師器 壺 径13.6 1/6 ハ目
: Hue 10YR6/4 

包含層・消掃 口縁部にスス付莉
外：回転ナデ．ハケ目

715 須息器 甚 履 破片 内外：回転転ナデ
：回ナデ

外内： Hue 5 Y6/ l 
: Hue 5Y6/l 包含層・下層 ヘラ記サあり

716 須忠器 菟 底器口径径窃 11.58 .0 ほぼ完形 外内：ナデ．削り
:[ijJ転ナデ，削り

外内： Hue NS /0 
: Hue NS/0 鉱含層・南側消掃

717 須忠器 盗
口径閏 13.7 

底器 3 .5 
1/3 外内：回転転ナデ

：回ナデ．ナデ
外内： Hue 5 Y6/2 
: Hue 5Y6/l 包含層・ 1区西

底口器径径窃 415.l .2 
内：儡回転ナデ．ナデ． 外内： H ue lOY5/ l 718 須忠器 盗 1/2 : Hue 2.5Y5/l 包含層・ 1区
外： ナデ．削り

719 須恵器 甚 底器口高径径 318.5 .4 l/2 
内：削回転Lナデ．ナデ． 内外 ： H u e 10 Y 6 / l 溝包含の層間）(I号溝と358号 外面口縁部に焼きムラあり
外：回ナデ．削り

: Hue 7.5Y5/l 

720 須恵器 蓋
口径盟 16.0 

底器 2 2 
314 外内：囮転転ナデ．ナデ

：囮ナデ．ナデ
内外 ： H u e 7. 5 Y 6 / l 
: Hue 7.5Y6/l 包含層・南側一括

721 須恵器 杯
口径且 11.2 

底器 3 .8 
213 

外内：回転転きナデ．ナデ
：府回 ナデ．削り．

外内： H ue 5Y 3/ l 
: Hue 5Y4/l 

包含層.II区

722 須恵器 碗 底器口径径高 831.4 .1.9 0 4/5 外内 ：： 回回転転ナナデデ．削り
外内： H u e 7.5Y5 / l 
: Hue 7.5Y5/l 

包溝含の層Ill))(l号溝と358号

723 須恵器 杯 底口器径径応 413.4 .5 口縁部一部 内外 ：： 回回転転ナナデデ 外内 ： H u e 2.5Y5 /3 
: Hue 5Y5/1 包含層・ 1区西

724 須恵器 碗 底器口径径莉 84 .. 0 6 1/4 内外 ：： 回回転転ナナデデ．ナデ 外内： Hue 2.5Y6/2 
: Hue 2.5Y7/l 

包含層 (59号の外）

725 須恵器 碗 底器口径径高 6117.1 1..0 6 l/3 内外：回転転ナデ
：回ナデ．削り

外内： H u e 7.5 Y 4 / l 
: Hue 7.5Y4/l 

溝包の含間層） (1号溝と29号 内外面に自然釉あり

726 須恵器 碗 底器口径径高 9514..6 0 .0 1/2 内外：回転転ナデ
：回ナデ，削り

外内： H ue 7.5 Y R6/6 
: Hue 7.5YR6/6 

包含層． I区西 外面に焼きムラあり

727 須恵器 碗 底器口径麻径 9415..8 7 .0 約1/2
外内：回転転りナデ．ナデ
：回削 ナデ．ナデ．

外内： H ue 7 .S Y S/2 
: Hue 7.5Y5/2 包含層 •I 区

81 728 須恵器 杯 醤器高 1.1 破片 外内：回転転ナデ
：回ナデ

外内： H ue 5Y R6 /6 
: Hue 5YR6/6 

包含層 1区西 内面に愚行あり

729 須恵器
ミニチュア

底器口高径径 667 ... 0 0 5 1/3 外内 ：： 回回転転ナナデデ 内外 ： H u e 5 Y 6 / l 包含層・ 1区
店杯 : Hue 5Y5/l 

730 須忠器
ミニチュア

底口器径径,:Ji 84 .. 0 2 約l/2 外内 ： 回回転転ナナデデ．．ナデ 外内： H u e 7.5Y6/ l 包含附 (59号の外）
高杯 ： ヘラ削り : Hue N5/0 
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1. （医病）病棟（軸）新営工事に伴う発掘調査 (9901調査地点）

図 番号 辺物 稲類（器稲） 法m(an) 残存皿 特徴 色 罰 出土遺捐 償 考

81 731 須思器 高杯 底器口高径径 614.5 .0 杯部l/2 外内 ：： 回回転転・ナJ-デデ 外内： H ue 2.5Y6/ l 
: Hue lOYRS/1 包含屈． n区

732 須恵器
ミニチュア 底器口高径径 97 . .3 7 杯部の一部 外内：回転転・］・デ 外内： Hue 5Y5/ l 包含層・下層 外面に自然釉あり高杯 ：回ナデ、ナデ : Hue 5Y5/l 

733 須恵器 鉢
盟口径 19.2 

1/8 外内 ：： 回回転転ナナデデ．削I)
外内： H ue 5YR6/6 
: Hue 5YR6/6 包含層 •II 区 赤焼

734 須恵器 壺（史？） 凪 破片 外内：回転転ナデ
:1ill ナデ

外内： H ue 5YR6/4 
: Hue 5YR6/4 包含層 •II 区 波外状面文にス・沈ス線{,t沿文あり

735 須恵器 壺（亮？） 霜器高 4.l 約1/8 外内：：回回転転ナナデデ．クタキ 外内： H ue N5/0 
: Hue N6/0 包含層 (59号の外）

736 須恵．器 壺 底器口高径径 16.l 約2/1 外内：：ナ回デ転ナ．削デり．削り． 外内： Hue 2.5YS/2 包含層 •II 区市
タタキ

: Hue 5Y6/6 

737 龍泉青磁窟系 碗 霜 口縁部片 外内：ナデ 外内： H ue 7.5Y5/3 包含層・ 1区西 内外面に背磁釉あり
器高

：ナデ : Hue 7.5Y5/3 

738 白磁 碗 温器高 2.2 破片 外内：ナデ
：ナデ

外内： Hue 10Y8/ l 
: Hue 10Y8/l 包含層・ 1区西

739 白磁 皿 底器口高径径 4.9 破片 外内： ナデ 外内： Hue 10Y 7/ l 包含層・ 1区西 内面に紋様あり
2.1 

：ナデ : Hue 10Y7/l 

740 越州粁癌磁系 碗 底口器径径茄 52 . .l 2 底部1/2 外内： ナデ
：ナテ’

外内： Hue 5Y5/3 
: Hue 5Y5/3 包含層・ 1区西 内底外部面一部に青釉磁が釉はあげてりいる

741 越州宵照磁系 碗 底器口高径径 9.3 1/8 外内 ：： 削削 IりJ 外内： Hue 5Y5/2 
: Hue 5Y6/2 包含層・市清掃 高内内外台面面削にに目り青出あ磁しと釉あありり

742 土師器 杯 底器口高径径 9213 .. 0 7 .5 ほぽ完形 外内 ：： 回回転転ナナデデ 外内： Hue 5Y R6/6 
: Hue 5YR6/6 撹乱

743 土師器 杯 底器口高径径 11153 .9 3/4 外内 ：： 回回転転ナナデデ 外内： Hue SY RS/6 撹乱
3.1 

: Hue 5YR5/6 

744 土師笞 杯 底口器高径径 914.0 .8 1/3 内外 ：： 聞回回転転きナナデデ．．府削きI) • 外内： Hue 2.5Y R6/6 
: Hue 2.5YR6/6 

撹乱 屈内杏外面「京赤色？」化あ粧土り

745 土師岱

“ 
底器口高径径 7.8 1/8 外内 ：： 府回回転転きナナデデ．．聞l'IIJIき) . 外内： Hue 2.5Y R6 /6 

: Hue 2.SYR6/6 撹乱 屈内杏外面あ赤り色化粧土

746 土師器 杯 底器口高径径 93l“ .5 2 3/4 外内 ：： 回回転転ナナデデ 外内： Hue 7.5Y R7/4 
: Hue lOYR8/4 筏乱 スス付着

盟口径 21.7 外内 ：： 削回回転転りナナデデ．ナデ． 内外 ： H u e 5 Y R 6/ 6 747 土師器 大碗 14.l 1/2 撹乱・市
6.3 

: Hue 5YR5/6 

748 土師器 碗 底器口高径径 15.0 1/3 外内 ：： 回回転転ナナデデ．．削ナデり 外内： Hue 5Y R6/6 
: Hue 5YR6/6 撹乱 屈杏「新羅」あり

749 須恵器 盗 底器口高径径 315.7 .6 3/4 外内 ：： 削回囮転転りナ•J•デデ．ナデ． 外内： Hu e IOY R6/6 
: Hue N6/0 撹乱

750 須恵器 班 底器口径高径 2.5 11.4 約1/8 外内 ：： 囮回転転ナナデデ，，削ナデり 内外 ： H u e 2. 5 Y 5 / 2 
: Hue 7.5Y6/l 撹乱 ヘラ記号「＋」あり

751 須恵器 杯 底器口高径径 73.1.1.7 9 9 l/2 外内：囮転転ナデ
：囮ナデ．削り

外内： Hu e 5 Y4/ 1 
: Hue 5Y5/l 撹乱

752 須恵器 碗 底器口径高径 96152 2 .4 3/4 外内 ：： 回回転転ナナデデ．ナデ
内外 ： H u e 2 . 5 Y 6/ l 
: Hue N5/0 撹乱

753 須恵器 杯 底器口径高径 71.8 2.l 3/4 外内 ：： 回回ラ転削転ナナりデデ．回転へ 内外 ： H u e 7. 5 Y 6/ l 撹乱
4.1 

: Hue 7.5Y6/l 

翡口径 152 外内 ： ナ回デ転．削ナI)．タクキ 外内： Hue 5Y6/ l 754 須思器 壺 口縁一胴部片 ：デ．削 I), : Hue 7.5Y3/l 撹乱 口緑部内外面に自然柏あり
タタキ

口径 24.0 
外内 ：： 回回転転ナナデデ 内外 ： H u e N4 / 0 755 須恵器 壺 盟 口緑～胴部片

: Hue NS/0 投乱

口径 18.l 
口縁一頚部 外内：回転転ナデ，ナデ 内外 ： H u e N S/ 0 

外内面面にに開自然斑釉・焼あきり膨れあり756 須忠器 壺
底器高径 10.9 1/2 ：回ナデ，ナデ : Hue N6/0 撹乱

82 757 縄文土器 深鉢形土器眉 口縁部片 外内 ：： 府府きき 内外 ： H u e 2 5 Y 3 / l 
: Hue 2.5Y3/l 包含層51019 沈太す郎線りi迫文l'fあし縄り文

7邸 縄文土器 鉢形土器 員 口緑部片 外内 ：： ））＂りささ 外内： H u e 2.5 Y5/4 
: Hue lOYR7/4 27号竪穴住居址 太波状郎迫口縁

759 純文土器 深鉢形土器員 口緑郎片 外内 ： ： l府8きき 内外 ： H u e 2. 5 Y 6 / l 
: Hue lOYR6/4 370号集石 外太郎面迫に沈線文あり

760 縄文土器 鉢形土器 凪 口緑部片 外内 ：： 庖府きき 外内： H u e 2.5 Y3/3 
: Hue 2.5Y3/3 包含層 •I 区 沈三線万文田あり

761 縄文土器 ．灯長の鉢？ 員 口縁部片 外内：ナデ
：ナデ

外内： H u e lOY R6/3 
: Hue 10YR713 72号溝 三万田(.~井原）

762 純文土器 鉢形土器 凪 口緑郎片 内外 ：： 府府きき 外内： H ue lOYR6/6 
: Hue 10YR7/4 包含層 三内万面田に沈採文あり
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82 763 栂文土器 深鉢形土器凪 口縁部片 内外 ：： 磨府きき 外内： Hue lOYRG/4 
: Hue 10YR5/4 346サ竪穴 .沈n井稼双文あり

76 範文土器 浅鉢形土器霜器高 2.8 ロほ部片 内外：ナデ阻き：ナデ
外内： Hue l OYRS/4 
: Hue lOYRS/6 72号沿 .沈n級井文屈あり

765 縄文土器 深土鉢器形？ 且 口縁郎片 外内 ：： 磨聞きき 外内： H ue l OY RS/ 1 
: Hue 10YR6/3 B井双

766 縄文土器 鉢形土器 凪 口緑部片 外内 ：： 磨磨きき 内外 ： H u e 2.5 Y 5 / 2 
: Hue 10YR7/4 72サ沿 B外井面既に凹絞文あり

767 紐文土器 深鉢形土器凪 口緑郎片 外内 ：： 磨閉きき 外内： H ue 2.SY6/4 
: Hue 2.5Y4/l 外.0面井mに沈（粒三万文あ田）り

768 縄文土器 鉢形土器 凪 口緑部片 外内 ：： 府阻きき 内外： H u e 1 0 Y R 6 / 2 
: Hue 10YR6/3 72サ溝 .n井屈

769 縄文土器 鉢形土器 凪 口緑部片 外内 ：： 磨府きき 外内： H u e 1 0 Y R6l3 
: Hue 10YR6/4 72•サ溝 .n井阪

770 栂文土器 浅鉢形土器凪 口縁郎片 外内 ：： 磨聞きき 外内： Hue 2.5Y 714 
: Hue 2.5Y7/4 包含層・ 1区西 ・日井尿

771 縄文土器 浅鉢形土器凪 口縁郎片 内外 ：： 磨府きき 外内： Hue 2.5Y4 /2 
: Hue lOYR3/l 92サ竪穴住屈址 外.0井面原に凹棟文あり

772 縄文土器 浅土鉢器形？ 員 口緑郎片 内外 ：： 用用ささ 外内： Hue 2.5Y4/ l 
: Hue 2.5Y4/l 35サ竪穴住居址 .外0井面尿に凹絞文あり

773 縄文土器 浅鉢形土器員 口紐部片 外内 ：： 磨聞きき 外内： H ue 10Y R6l4 
: Hue lOYRG/4 343サ竪穴住屈址 .外B井面阪に沈級文あり

774 紐文土器 深鉢形土昏員 口縁部片 外内 ：： 聞聞きき 内外 ： H u e 5 Y 2 / l 
: Hue 5Y3/l 35サ竪穴住屈址一括 .外B井面原に凹線文あり

775 縄文土器 鉢形土苔 履 口縁部片 外内 ：： 閉府さき 内外 ： H u e 7 .5 Y 2 / l 
: Hue 7.5Y2/l 72サilf. .外n井面屈に凹貌文あり

776 縄文土器 深鉢形土器履 口縁郎片 外内 ：： 聞聞きき 外内 ：： HHuue e 710.5YYRR77//2 4 72サ溝 .外o井面原に凹級文あり

Tn 縄文土器 鉢形土器 且 口縁部片 内外 ：： 庖府きき 外内： Hue lOY R6/3 
: Hue 7.5YR5/4 72サ溝 .!l井原

778 縄文土器 浅鉢形土器員 口縁部片 内外：：府ナデき．府き 外内 ：： HHuue e 1010YYRR76//4 6 355サ竪穴住屈址 瓜沈井級原文あり

779 縄文土器 深鉢形土器 最器口大高径径 39.4 洞部片 外内 ：： 府府きき 外内： H ue 2.5Y7/'1 
: Hue 10YR7 /3 92サ竪穴住屈址

卸慎 (.n)

780 縄文土器 深鉢形土器凪 口緑部片 外内 ：： 府聞きき 外内： H ue 2.5Y6/3 
: Hue 10YR7/4 370サ集石 御外面傾に沈級文あり

781 縄文土器 深鉢形土器醤 口紐部片 外内 ：： 閉磨きき 内外： H u e 2 .5 Y 6 /4 包含府・ 11区 沈伽採釘文あり
器高 : Hue 10YR7/4 

782 縄文土器 鉢形土器 凪 口縁郎片 外内 ：： 磨磨ささ 外内： H ue 1 0Y R6/4 
: Hue 10YR7/4 

72サ渭 旧傾

783 栂文土器 鉢形土器 凪 口樟部片 外内：ナデ：ナデ．磨き
外内： Hue 10Y R7/4 
: Hue lOYRS/3 

包含屈.n区 外印面mに沈樟文あり

784 縄文土器 浅鉢形土器員 口緑部片 内外 ：： 磨磨ささ 外内： Hue N l .5／0 
: Hue NI.5／0 360号竪穴住居址 外黙釘面傾色磨に沈研線土文器あり

785 栂文土器 浅鉢形土器員 口縁部片 内外 ：： 磨磨きき 内外 ： H u e 2.5 Y 3/3 
: Hue 2.5Y3/2 包含陪・ 11区 外印傾面に沈様文あり

786 栂文土器 浅鉢形土器員 口縁部片 外内 ：： 磨開きき 内外 ： H u e 2 .5 Y 5 / 1 
: Hue 2.5Y6/3 包含円・ 11区 印外瓜面傾色磨に沈研級土文器あり

加 縄文土器 浅鉢形土器凪 口縁部片 外内 ：： 磨磨きき 内外： H u e N l .5 / 0 
: Hue Nl.5/0 呻竪穴住屈址 沈瓜即傾色文磨あ研土り器

788 縄文土器 鉢形土器 凪 口縁郎片 外内 ：： 磨府きき 外内： Hue I OY RS/3 
: Hue lOYR6/4 

72サ溝 天城

789 縄文土器 浅鉢形土器員 口縁部片 外内 ：： 磨磨きき 外内： Hue IO Y R8/3 
: Hue 10YR7/4 500(158ササ揖ピ立ッ住ト紐）物 外天面城に沈樟文あり

790 縄文土器 深鉢形土笞且 口縁部片 外内：ナデ：ナデ
外内： Hue 10Y R5/4 
: Hue 10YR6/4 1号溝 外天城面に沈棟文あり

791 縄文土器 深鉢形土器 醤 口緑部片 内外 ：： 府ナデき 外内： H ue 25Y5/2 367サ竪穴住屈址 天外城面に沈線文あり
器高 : Hue 7.5YR6/6 

792 縄文土器 深鉢形土器醤 口縁郎片 内外 ：ナデ 外内： H ue 2.5Y5/4 四サ？ 天外城面に（古沈級閑）文あり
苔高

：ナデ : Hue 2.5Y5/4 

i93 縄文土器 深鉢形土呂翡 口緑郎片 外内 ：：磨ナデき．磨き
内外： H u e 1 0 Y R 5 / 4 346号竪穴 沈天城級文（古あ閑りn) 

器高 : Hue 10YR7/3 

794 縄文土器 深鉢形土呂履 口縁郎片 外内：ナデ：ナデ
外内： Hu e 1 0 Y R6/6 
: Hue 10YR3/3 

包含屈・下屈 外天城面に沈級文あり
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図 番号 迫物 種類｛器種） 法m (era) 残存 m 特徴 色 詞 出土遺構 臼 考

l□1径 内：ナデ 外内 ： H ue 2.SY S/4 
外古閃ifliにII沈線文あり82 795 縄文土器 深鉢形上器 底It 1こl緑部H・

外．ナデ．朽き : Hue 2.5Y6/4 72サ溝． 357サ竪穴器店

796 縄文土器 深鉢形土器 温 I□1縁部)l・ 内外 . ・ 1府1'きさ 外内 ： H ue 2.5Y 4 / 2 包含附 •II 区 t外i面閃に（沈天城級）文あり
器店

: Hue 2.5Y6/4 

797 縄文土器 深鉢形＿—t:2i閾[ I□1縁郎）¥・ 内外 ：ナデ．削り 外内 ： H ue 2.5 Y6/3 360り竪穴住居址 古外閑面にII文様あり
岱店 . ＂1き : Hue 2.5Y5/l 

798 縄文上器 深鉢形土器 霜 口縁郎9i• 内外 ． ナデ 外内 ： H ue 10Y R6/3 72号溝 古外閑面に沈掠文あり
器店

・ナデ : Hue 10YR614 

rlit 
内外 ・ 用内きさ

外内 ： H ue IO Y R7/4 799 縄文土器 深鉢形：l：器 底it LI縁郎9;•
: Hue 10YR7 13 包含It} I区酉 古閃 I

器店

800 縄文土器 深鉢形上器 霜 ロ柑部片 内外 ： ： ＂内1きさ 外内 ： H u e 10Y R5 /4 “3号竪穴住居址 古閃11朋部
荏店 : Hue IOYR514 

801 縄文土荏 浅鉢形土笞 霜 n縁部片 内外 . JH閉ささ 内： Hue 5Y31l 
114号竪穴住居址 古外！＼閃面色内にI]研沈(！稼：.¥t9)文器あり

器店
外： Hue 7.5YZII 

802 縄文土器 浅鉢形←t器翡 LIt剥郎片 内．府さき 外内 ： H ue 5 Y 4 / l 57サ溝 古か穴tnあ)]り（9.＼） 
器店

外．府 : Hue 25Y4/2 

I:lif 
内外 ： 内粁さき

外内 ： Hue 10Y R6 /4 
古外閑ihi9こ沈採文あり803 縄文土器 鉢形土器 底そ 口縁部9i•

: Hue 10YR614 72サ溝
器店

804 縄文土器 鉢形：t：器 霜 口樟部,;- 内外 ：． 用＂fささ
外内 ： Hue IOY R4 /2 35サ竪穴住居址 古沈線閑文あり

器店
: Hue IOYR3/2 

n径
内外 ：． ,府uきき 外内 ： H ue 2.5Y 7 / J 

黙古沈線閑色府文研あ土り器805 縄文土器 鉢形：l：器 底径 口樟部9ヤ
: Hue 2.5Y6/3 4サ溝

器店

806 縄文土器 鉢形ー！：器 温 I:I柑部9r 内外 ：： 府府ささ 外内 ： H ue 7.5Y2/ J 72号溝
古！外l¥閑面色Iにff沈iJf線:J：文器あり

器店
: Hue 7.5Y2/I 

807 縄文：t器 鉢形1：器 温 [1様部）r 内外 ：： 府府ささ 外内 ： H ue 2. 5 Y 3 / l 72サ溝 古閃
器店

: Hue 2.5Y3/2 

808 縄文：t.器 深鉢形：t器閾i !_1柑部片 内外 ：： 府内ささ 外内 ： H u e 10 Y R7 /4 1サ溝 沈古線l閃文あり
器麻

• Hue 10YR7 /4 

809 縄文土器 鉢形：l：器 霜 1_1柑郎）t 内外 ：： 府内ささ 内外 ： H u e 2. 5 Y 2 / I 4サ溝 古閃
器店

: Hue 2.5Y2/l 

nif 
外内 ；： 府内ささ 内外 ． H u e lO Y R S / 6 

古外閃面にn凹箱文あり810 縄文土器 浅鉢形:t：器 底｛怜 I□1樟郎）ヤ • Hue lOYR5/ 4 35•サ竪穴住居址一括
器高

811 縄文＿i：器 鉢形1：器 翡 口樟郎）i• 外内 ：： 府府ささ 内外 ・ H u e lO Y R 6 / 2 72サ溝 古外閃面に沈祝文あり
器店

: Hue lOYR312 

812 縄文土器 浅鉢形j：器 温 ni及部）ヤ 内外 ： ： ＂府1きき 内． Hue i.5Y2/l 
5432ササ竪竪穴穴住住居居址址 古外！！M¥閃面色府にII沈研稼土文器あり

器店 外 'Hue 7.5Y3/1 

I I tt 
内：用ささ 内外 ' H u e 2. 5 Y 4 / l 813 縄文土器 鉢形；I••岱 底径 I:I樟郎）ヤ
外・府 • Hue IOYR6/3 72サ溝 古閃

器店

I□Itt 内：用き 内外 ： H u e 5 Y R 5 1 6 814 縄文土器 鉢形-1'．器 底往 1_1iM郎）ヤ
外・ナデ．用さ : Hue 5YR5/6 1号溝北 古閃

器店

815 縄文七器 鉢形．←r．岱 霜 口縁郎）ヤ 外内 ・ ： "府fきさ
内外 ： H u e IO Y R 6 / 4 72号溝 古閃

岱店 • Hue 2.5Y5/3 

816 縄文：t器 浅鉢形．I:器温 口枯部）i・ 内 Hf きさ 内外 ： H u e 2 . 5 Y 3 / l 343号竪穴住居址 古fl.I閃色け9研ごl：器
器店

外：府 ・ Hue N210 

817 縄文土岱 深鉢形：I:器温 I I象引部）ヤ 外内 ． 府内ささ 内外 ： H u e 10 Y R 4 / l 337 ・ 338サ竪穴住居址 古閑n
器高

. Hue 2.5Y5/2 

83 818 縄文土器 鉢形：l：器 温 I:1 樟部）＼• 外内 ：： 府れきき 内外 ． H u e 10 Y R 5 / 3 72サ溝 !l.I J I I 
器店

• Hue 10YR7/4 

819 縄文土器 鉢形土器 闊位 l_1松部Jヤ 外内 ：： 府府さき 内外 ： H u e 2 . 5 Y 6 /4 包含層・ 1区 !内lI外Il l 面に沈線文あり
器店

: Hue 2.5Y6/4 

nm 
内：府府き 内： Hue 5Y2/l 

!外！ll¥¥I面色ll 9にn6沈Jf線:I.：文器あり820 縄文土器 浅鉢形：I：器 底it ll緑部片 外：き 外： Hue 5Y3/l 92号竪穴住居址
器店

II径
内外 ：. 府Jf1 きき 内外 ： H u e 7 . 5 Y 3 / l 

!黙i1)色Il府研：t器821 縄文土器 浅鉢形：I：器 盟 n椋部片
: Hue 7.5Y2/l lサ溝

ll径
内外 ・． 府内ささ 外内 ： H ue 7. 5Y 3/ l 

聞!,'，＼Il色l府研土器822 縄文土器 浅鉢形：I：器 底tt I:I縁郎9i•
: Hue 7.5Y31l 

包含附． I区
器店

823 縄文上器 甕形:I•，岱 温 n樟郎片 内・ナデ．内さ 外内 ： H ue 7.5Y R 7 16 4サ溝 勾lfl突情文あり
器店

外・ナデ : Hue 10YR7 16 

nit 
内・ナデ 外内 ： H ue 5Y R6 /4 824 縄文土器 甕形:t:ii 底if 11樟郎9;•
外．ナデ : Hue 7.5YR716 1サ溝 則n突帝文あり

器店

825 縄文土器 甕形土器 閾｛ I It剥部9i•
内ナデ 外内： H ue IO Y R i/2 

"｝溝 刻fl突帝文あり
器店

外・ナデ : Hue 10YR7 l2 

ntt 
内外 ： ナデ 外内 ： H u e 7.5Y R5 14 826 縄文土器 甕形土器 底1を I_1縁部9;•
．ナデ．指オサエ : Hue 10YR4/l 包含層 (2サ溝より東） 刻H突帝文あり岱店
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m 本荘北地区の調査

図 醤号 遺物 種類（闘種） 法 (cc) 残存口 特徴 色 El 出土遺構 臼 考

83 函 栂文土器 壺型土器？ 員 ロほ部片 外内 ：：利ナデき．内き 外内： H ue 2.5Y4 / l 
: Hue 10YR6/2 72サ沿 夜臼？

828 縄文土四 鉢形土四 凪 底郎片 外内 ：： 閉ナデき 外内： Hue 2.5Y5/3 
: Hue 2.5Y6/4 72サ沿

太郎迫ー印釘

829 縄文土器 鉢形土器 凪 底部213 外内：ナデ
：ナデ．磨き

外内： Hue l OYRi/3 
: Hue lOYR6/3 355サ竪穴住居址 太郎迫ー田切

830 紐文土醤 深鉢形土器 底口器高径径 7.2 底郎1/4 内外：ナデ
：ナデ．削り

外内： H ue 7.5 YR6/4 
: Hue 10YR6/3 2号沿

後期佼菜ー末葉

831 縄文土器 深鉢形土器凪 底部片 内外 ：： 用削さり 外内： H ue 1 0Y R5/3 
: Hue 10YR5/4 4号溝 圧晩期狽？あり

832 縄文土器 深鉢形土器闘 底部1/3 内外：ナデ：ナデ
外内： H ue 10Y R3/ l 
: Hue 10YR5/4 137サビット 晩期

833 縄文土器 深鉢形土器 底口骰径径高 7.2 底郎約1/4 外内 ：： ナナデデ 外内： H ue 1 0Y R6/4 
: Hue 10YR6/4 l01号ピット 晩期

834 縄文土器 深鉢形土器 底器口径高径 9.0 底部片 外内：ナデ
：ナデ

外内： H ue 2.5Y6/3 
: Hue 10YR5/3 2サ溝 晩期

835 縄文土器 深鉢形土怪 底口閑径高径 11.2 底部1/6 外内：：ナナデデ．ハケ目
内外 ： H u e 2 .5 Y 7 / 4 
: Hue 10YR6/6 4サ溝

晩期

836 縄文土器 深鉢形土器
醤口径 15.6 

口縁～胴部片 外内：ナデ．削り
：ナデ

内外 ： H u e 7.5 Y R 4 l 3 
: Hue 7.5YR6/4 4サ溝

外面にススとコゲ付珀

837 縄文土器 深鉢形土器 底口苔高径径 207.3 .5 口縁郎片 外内 ： ナデ．磨忠きき
：ナデ．

内外： H u e 邸Y 5 / 2 
: Hue 2.5Y3/2 lサ溝

外面一部にスス付珀

838 関文土器 鉢形土器？ 員 口松部片 外内 ： 内ナき
： デ．用き

内外 ： H u e 7.5 Y 3 / 2 
: Hue 10Y3/l 343号竪穴住居址 黒色磨研土器

839 縄文土器 鉢形土器？ 凪 口縁部片 外内 ：： 磨磨きき 外内： Hue 1 0Y R5/3 
: Hue 10YR5/3 lサ沿

840 縄文土器 鉢形土器？ 凪 口樟部片 外内：ナデ
：ナデ．磨き

外内： Hu e 2.5Y6/4 
: Hue 10YR6/4 72サ溝

訊1 縄文土器 鉢形土器？ 凪 口緑部片 外内：ナデ
：ナデ

外内： Hu e 2.5Y6/3 
: Hue 2.5Y5/2 72サ沿 外面にスス付珀

糾2 縄文土器 鉢形土諾？ 履 口縁郎片 外内 ：： 府府きさ 外内： Hue 2.5 Y4 / l 
: Hue lOYR6/2 2サ溝

黒色府研土器

別3 縄文土器 鉢形土器？ 鳳 口緑郎片 外内：ナデ：ナデ
外内： Hue 2.5Y 6/3 
: Hue 10YR6/4 4サ溝

外面に条痕あり

糾4 純文土器 鉢形土料？ 員 口緑郎H・ 外内 ：： 府府きき 外内： H ue 10Y R 6/4 
: Hue 2.5Y5/l 

址包付含近層） (3号竪穴住居

糾5 縄文土器 鉢形土器？凪 口縁部片 内外：ナデ阻府きき
：ナデ．

外内： H ue 2.5Y6/3 
: Hue 2.5Y5/3 4サ溝

糾6 栂文土器 鉢形土器？ 員 口縁郎片 内外 ：： 府聞きき 外内： H ue 2.5Y5/3 
: Hue 2.5Y3/l 4サ樽

847 縄文土器 鉢形土R?且 口縁部片 外内：ナデ
：ナデ

内外 ： H u e 2 .5 Y 6 / 3 
: Hue 2.5Y5/3 72号消

848 縄文土器 深鉢器形？土 員 因郎片 外内 ：： 府ナデさ 内外 ： H u e 2.5 Y 6 / 2 
: Hue IOYRS/4 包含層・甫消扮

圧痕あIJ 0002 

糾9 縄文土器 深鉢形土器員 口縁部片 外内 ：：磨ナデさ．内き
外内： H ue 2.5Y3/2 
: Hue 10YR3/l 56号ピット

850 縄文土器 深土鉢器形？ 且 用部片 外内 ：： 聞閉きき 外内： H ue l OY R6/4 
: Hue 10YR7/4 113サ竪穴住居址

851 縄文土器 深鉢形土器員 口縁部片 外内 ：：聞ナデき．磨き
外内： Hue lOY R5/4 
: Hue lOYRS/3 87サピット

852 縄文土器 ？ 鳳 口緑郎片 外内 ：： 削削りり ．．府ハケき目 外内： Hue 7.5 Y R7/3 
: Hue 7.5YR7/3 包含層

圧痕あI) 0009 

853 縄文土器 深鉢器形？土 履 胴郎片 外内：ナデE．ln11り
：ハケ

外内： Hue 10Y R713 
: Hue 10YR5/3 335589ササ溝竪穴住屈址

圧条痕痕あありり 0007 

即 純文土器 塊形土器 凪 朋部片 外内 ：： 内ナデき 外内： H ue lOY R7/4 
: Hue 10YR6/4 2サ溝

圧痕あ1) 0006 

855 縄文土器 鉢形土路？ 員 胴郎片 内外：：削聞きI)．府き 外内： H ue lOY RS/2 
: Hue 10YR5/2 72号溝・ 1層

圧復あI) 0008 

臨 縄文土器 深鉢器形？土 員 阻部片 外内：ナデ
:'ヽケ目

内外 ： H u e 1 0 Y R 6 / 4 
: Hue 10YR5/4 

30ト他サ竪穴住居址・ペル 圧条痕痕あありり 0003 

邸7 縄文土器 浅鉢器形？土 員 阻郎片 内外 ：： 用用さき 内外 ： H u e 2.5 Y 5 / 3 
: Hue 10YR6/3 

29り方1サ竪穴住居址・掘 圧痕あり 0004 

858 縄文土器 鉢形土器 且 因郎片 外内 ：： 窮用きさ 内外 ： H u e 2.5 Y 4 / 2 
: Hue 2.SY 4/2 撹乱・ 11区 圧痕あり 0001 
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1. （医病）病棟（軸）新営工事に伴う発掘調ft(9901調在地点）

図 番号 辺物 種類（器種） 法m(cm) 残存塁 特徴 色 罰 出土辺構 偉 考

83 859 縄文上岱 深鉢器形？t 凪 胴部片 内外 ＇ ナデ
: 111さ

外内： H ue IO Y R 7/3 
: Hue 10YR6/4 3.55り竪穴(t1＆址 If.痕あり畑

860 縄文土器 甕形1：器 凪 口緑郎片 内外 ナデ
，ナデ

外内： H ue 10 Y R 4 /2 
: Hue 10YR3/l 

包含附・↑・附 口昏付部に刻みHあり
スス芍？

861 弥It.t沿 甕形上器 底口器径径荘 6.6 脚部のみ 内外 ． 1~1転ナデ．削 I)
．ハケII

外内・ H ue i.5 Y 2 / l 
: Hue IOYR7 /3 380り廿t下柑 内面にコゲあり

糾 862 6 器 内石 長紺序さ 912.6 .7 完形 靡 内外 H u e 5サ竪穴住居址 重:1i1:958g
さ 6.1 • Hue 

863 1i t; 敲石 /叫長gさ 81 2.5 .05 完形 岱 内外 ： H u e 5サ竪穴it1、引址 爪且678g
さ 5.25

・ Hue 

悶長さ 15.7 
靡：

内外 ： H u e 864 石岱 敲 1i 6.1 完形
: Hue 

`155}•竪穴 it1,1hI: 頂丑582g
さ 4.5

長悶さ 23.0 
閑

内外 • H u e 865 1i tt 台石 18.45 完形
• Hue 

35り竪穴tt1廿址 誼証1400g
さ •1.3

悶長さ 22.l 
岱' 内外 ： H u e 綴 h• 岱 台 6 20.l 完形 • Hue 80サ竪穴住届址 煎iii:1600g

さ 82

け長さ 2l.85 
閑'

内外． H u e 867 {i 荏 敲 {i 11.8 完形
. Hue 

80り竪穴住居址 煎.lii:2200g
さ 6.i5

868 石器 lff fi 幅長rgさ 714.65 .9 完形 悶 内外 • H u e 80サ竪穴住9，引址 煎敲丑615しgて
さ 3.4

: Hue 石と も使用

869 石器 砥石 幅r長gさ 51.1.99 悶：
外内： Hue 80り竪穴住居址 砂重:lil:岩3 l0g 

さ 2.9
: Hue 

悶長さ 16.0 
閑：

外内： Hue 85 870 {i 器 台石 13.65 完形 1131}竪穴t1:J凸址 爪位1400g
さ 6.3

: Hue 

87l ii 器 打製石斧 幅長lリさ 916.7.9 5 完形 悶：
外内： H ue 1131}竪穴{El片址 安煎iii:山4岩35g 

さ 2.4
: Hue 

872 石器 敲石 長幅I1 さ 71 4.4.3 5 完形 闊 外内： H ue 337 • 338サ竪穴住居址 頂iil:817g
さ 5.3

: Hue 

盟長さ 15.l 
閑

外内： H ue 煎砂S:岩2200g 873 石硲 砥 6 13.6 l/2 
: Hue 

337 • 338サ竪穴住居址
さ 8.1

874 6 岱 敲“
幅長111-さ 81 4.6 .1 完形

閑
外内： H u e 3-16サ竪穴 煎は100'.)g

さ 6.25
: Hue 

875 石岱 二あ次る加泊工JIヤの J似長f/.さ 48.4 .6 l/2 靡 内外 ： H u e 3161が登穴 煎安伍山99岩.73g 

さ 2.1
: Hue 

悶長さ 8.4 
悶 外内： H u e 876 “悩 敲打 7.1 完形 : Hue 

353り竪穴住恥址 1T（.lil:470g 
さ 6.3

877 石器 砥 H 収幅長さ 812.7 .3 完形 岱' 外内： H u e 360り竪穴{l:I、I}址 頂砂伍岩406g 

さ 4.2
: Hue 

悶長さ 12.0 
岱 外内' H u e 878 6 岱 凹 {i 13.6 完形

• Hue 
360サ竪穴住It}址 頂伍580g

さ 3.3

879 石器 料石 ~ 厚長さ 710.8 .7 完形 岱 内外． H ue 343サ竪穴tE9片址 爪fil:530g
さ 4.75

: Hue 

880 fi tt 鼓石 厚~ 長さ 610.7 .15 完形
悶

内外 ： H u e 313サ竪穴仕1片址 重樗1il:石34と8しgても使用
さ 4.0

・ Hue 

881 石器 In 1i 幅序長さ 510.3 .95 完形 悶 内外 ： H u e 343サ竪穴住居址 重紐382g
さ 3.95

: Hue 

86 882 石器 敲 1i 幅厄長さ 912.6 .4 完形 腐 内外’ H u e 362サ竪穴 煎fil:384g
さ 2.2

: Hue 

883 “岱 敲 1i 煽序長さ 813.2 .4 完形 靡：
外内 ' H u e 1サ溝 重且1600g

さ 6.9
: Hue 

路1 -fi 器 敲石 叫序長さ 98..995 5 完形 闊 内外 ： H u e 1サ溝 重益775g
さ 6.75

: Hue 

悶長さ 12.0 悶． 内外 ： H u e 885 打器 敲 ii 10.7 完形
: Hue 

l ij•溝 重伍865g
さ 5.75

スクレイ 問長さ 7.35 悶 内外 ： H u e 
爪府証製77.石斧95破g片再利用886 “i；； ,,- 7.1 破）t

: Hue 
I ↓j•溝

さ 1.35

887 石荏 1ft製石斧 幅厚長さ 33.5 .5 破片 岱 外内： H u e 1サ溝 煎蛇証紋8岩.87g 

さ 0.5
: Hue 

悶長さ 9.8 
閑：

外内 • H ue 爪天:fi!:れ砥155石g 888 ・石 器 砥石 4.65 砥石の一部
: Hue 

4サ溝
さ 4.05

889 石器 砥石 幅序長さ 46 .. 645 5 砥石の一郎 閑：
外内： H ue 4サ溝 爪天紐ヰ7砥4.石9g 

さ 2.5
: Hue 

悶長さ 162 悶・ 外内： H ue 890 石岱 敲石 5.15 完形
: Hue 4サ溝 煎紐446g

さ 4.5
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皿 本荘北地区の調査

図 番号 遺物 種類（器種） 法m(cm) 残存伍 特徴 色 詞 出土遺構 儲 考

86 891 石器 凹石 厚長幅さ 1163 . .155 5 完形 岱： 外内： H u e 4号溝 派丑828g
さ 3.4

: Hue 

892 石器 敲石 長幅厚さ 613.4 .7 完形 岱； 外内： H u e 4サ溝 直量552g
さ 43

: Hue 

893 石器 砥石
悶長さ 25.9 
さ 63.1.955 

砥石の一部 岱： 内外： H u e 
: Hue 4号溝 瓜砂量岩720g 

894 石器 磨製石斧 厚長幅さ 710.0 .15 破片 閑： 外内： H u e 95号 (4サ溝内） 頂丑110g
さ 1.5

: Hue 

895 石器 打製石斧
長盟さ 20.7 
さ 6l.5.8 

完形 閑： 内外： H u e 
: Hue 

95号 (4号溝内） 孤祉338g

87 896 石器 舷石 長幅厚さ 91.5 1.9 完形 り： 外内： Hu e 15号溝 誼伍1000g
さ 6.9

: Hue 

897 石器 敲石 厚長幅さ 712.85 .1 完形 閑： 外内： Hue 57サ沿 誼揖fil:石630としgても使用
さ 5.2

: Hue 

898 石器 岡面加ィ工ス 長幅厚さ 95.3 .8 完形 り： 外内： Hu e 57サ沿 瓜サ丑ヌ11カ8イgト
クレパー

さ 2.0
: Hue 

翌長さ 5.4 
り： 外内： Hue 瓜蛇最紋9石.8lg 899 石器 石斧 1.6 破片 : Hue 

57号沿
さ 0.8

900 石器 石核 長幅厚さ 36 . .305 5 完形 閑： 外内： Hue 57号沿 瓜サ丑ヌ50カ.イ0gト
さ 2.4

: Hue 

翌長さ 8.85 閑； 外内： Hue 瓜サ伍ヌ1カ06イgト901 石器 岡面加工品 4.55 完形 : Hue 57号溝
さ 2.25

問長さ 13.l 閑： 外内： Hue lfl:砂iit岩l200g 902 石器 砥石 11.9 1/2 : Hue 57号溝
さ 7.2

g 長さ 4.85
炉 外内： Hue 72号況． II区西何3.4 砥片丑岩32.73g 903 石器 打製石斧

さ 51.5.15 
破片 : Hue 層

鉗 石器 砥石
長幅厚さ 612.5 .75 

砥石の一部 炉 外内： H ue 72号溝 ・Il区1層 砥砂伍岩617g 

さ 4.7
: Hue 

905 石器 岡ク面加イエス 長幅厚さ 715.55 .5 完形 炉 外内： Hue 72号溝． n区西 阻サ伍ヌ2カ48イgト
レパー

さ 2.0
: Hue 

906 石器 敲石
長憐厚さ ＆143 .5 完形 閑： 外内： Hue 74号溝 重:!il:1000g
さ 6.35

: Hue 

長嬰さ 12.8 炉 外内： Hue 907 石器 簡石 10.15 112 : Hue 
74号消・ 11区l層 皿量738g

さ 4.9

908 石器 打再製加石工斧品 長幅厚さ 75 . .35 1 完形 り： 外内： Hue 2サ溝 煎片iil:岩7224 g 
さ l.2

: Hue 

909 石器 磨製石斧 幅厚長さ 3.3.25 5 破片 閑： 外内： Hue 207号ビット 頂蛇丑紋6岩.3lg 
さ 0.5

: Hue 

910 石器 敲石 長幅厚さ 61.1.15 5 完形 岱： 外内： Hue 32号？ 砥償-Jil:り308石とgして使用
さ 2.85

: Hue 

911 石器 砥石
長幅厚さ 65 . .35 45 破片 閑； 外内： Hue 包含層・ 1区西 菰砂伍岩158g 
さ 42 : Hue 

912 石器 府石
長幅厚さ 614.5 .0 完形 閑： 外内： Hue 包含層 瓜丑484g
さ 3.6

: Hue 

長問さ 17.5 閑： 外内： Hue 直敲iil:石1と200しgても使用913 石器 台石 15.l 完形 包含屈
さ 4.3

: Hue 

914 石器 打製石斧 底器口高径径 55l.5 .. 4 0 阻部片 り： 外内： Hu e 
: Hue II区遺捐検出時 直安蓋山54岩.0g 

88 915 石器 剥片 』: 刹片 岱： 外内： Hue 
: Hue 3号竪穴住居址

916 石器 剥片 凪 り： 外内： Hue 
: Hue 3号竪穴住居址 重位0.2g

917 石器 石鏃 且 ほ I~も形 閑： 内外： H u e 
: Hue 72号溝 重伍0.6g

918 石笞 石核 厚長幅さ 2.2.55 1 完形 岱： 外内： H ue 32号？ 重瓜fil:曜1石3.l g 
さ 2.2 : Hue 

919 植子 凪 破片 岱： 外内： H ue 
: Hue 4号溝 重紐0.4g

920 布片 刀子 凪 岱： 外内： H ue 
: Hue 250号土墟甚 重副伍葬0刀.l子g付沿

921 鉄滓 員 閑； 外内： Hue 
: Hue 5号竪穴住居址・悩109瓜伍15.6g

922 什 馬の什 員 岱： 外内： Hue 
: Hue 95号 (4号溝内）・竹3
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1. （医病）病棟（軸）新営工事に伴う発掘調ff.(9901調究地点）

図 番号 辺 物 種類（器種）
法且 (cm)

残存口 出土辺構 口 考
長さ 幅 厄さ

923 石器 剥）ヤ 長さ 1.8 似 1.69 l1さ 0.19 50988 JR.li1:0.4g ・，'！.9曜石
924 石器 原石 長さ 1.92 幅 1.48 IT/.さ 0.82 )]区 爪紐2.4g・！A＼曜石

925 石器 剥片 長さ 2.4 幅 1.98 fll-さ 1.26 1サ溝 煎証5.3g・ JA＼曜11.

926 石器 原石 長さ 1.37 ¢U l.2 l ぼさ 111 1サ溝 1T(.61:2.2g ・開曜石

927 石器 剥片 長さ 2.39 幅 1.17 mさ 0.32 lり溝 頂伍0.7g 黒曜石

928 石器 渕片 長さ 2.5-1 幅 1.81 ばさ 0,46 3！が登9¥:{t.I、I濯； r(.lil:2.8g • !A＼曜石

929 石器 ぁ使用痕の
る迅J片

長さ l.95 似 1.19 ”さ 0.39 4サ溝 爪只0.8g 黒曜石

930 石器 使あ用る剥痕片の 長さ 2.98 幅 3.02 ワさ 111 •1 サ溝 f(fi1:7.6g 9.＼耀石

931 石器 剥）ヤ 長さ l.23 幅 1.12 叩さ 0,23 •1サi髯 爪iil:0.3g・,'.I.I曜石

932 石器 あ使用る痕剥の）ヤ 長さ 3.16 幅 l.72 rgさ 0.5 •Iり清 ntli!:2.4g. !.I，1耀石

933 石器 加ぁ工痕の
る剥片

長さ 2.郎 幅 22 げさ 113 •1り構 頂Iil:62g・黒躍石

934 石器 あ使用る痕の
剥片
長さ 2.75 ~ 2.34 fT/.さ 0.73 •1サ溝 Jf(fii:3.6g 黒曜石

935 石器 剥片 長さ 2.09 幅 1.41 ばさ 0.53 5サ竪穴住9＆址 爪丑1.3g・ 黒曜石

936 石器 剥片 長さ 2.6-1 幅 1ふi fl/.さ 0.3'I 5サ竪穴住,,,}址 f(.Iii:12g!！．＼曜石

937 石器 剥片 長さ 1.86 幅 1.01 ばさ 0.74 16サ溝 爪fil:l.5g.!！.＼曜石

938 石器 剥片 長さ 2.83 幅 2.23 ばさ 0.44 32サ？ 煎証2Ag・黒曜石

939 石器 渕片 長さ 1.71 幅 12 厚さ 0.54 34サ溝状遺構 爪fil:1.lg.!I•1曜石

9-10 石器 剥）ヤ 長さ 3.69 幅 1.83 fl/.さ 0.35 35サ竪穴住9＆址 f(:Iii:2.3g・ 安山柑

9-Il 石器 剥片 長さ 2.83 幅 2.19 厚さ 0.35 35サ竪穴住9片址 Jfcfii:2.lg 黒曜石

942 石器 剥片 長さ 121 幅 1.25 r1さ 0.3.'l 箕；サ竪穴ttl}；址 爪且0.7g・ :,.！曜石

943 石器 剥片 長さ l.83 幅 1.45 ぼさ 0.2 35り竪穴(1:1~；址 頂fil:0.6g・！！＼曜石

914 石器 剥片 長さ 2.47 幅 1.79 収さ 0.3 35サ竪穴住居址 頂.lil:!.4g.安山岩

945 石器 剥片 長さ 3.11 燐 2.48 I1さ 0.73 35サ竪穴住居址 煎証4.6g• I!.¥曜石

9-16 石器 剥片 長さ l.88 幅 0.9 ばさ 0,34 35サ竪穴{E9、1址 煎fil:0.6g!！＼曜石

947 石器 剥片 長さ 2.67 幅 0.89 IF/.さ 0.42 35サ竪穴住居址 煎祉l.Og・ /1.¥曜石
94 8 石器 剥片 長さ 122 幅 0.95 厚さ 0.13 35サ竪穴住居址 煎iil:0.3gm曜石
g.19 石器 渕片 長さ 1.63 幅 1.28 mさ 0.31 3..'iサ竪穴住屈址 "（fil:0.6g. !l.I曜1i
950 石器 剥片 長さ 2.38 幅 1.43 厚さ 0.71 &'iサ竪穴tJ:I，引址 f(lil:2.5g. ！l.＼曜石

951 石器 剥）ヤ 長さ l.25 幅 0.85 mさ 0,3 37サ溝 頂fil:0.3g・!！．＼昭石

952 石器 原石 長さ 121 幅 1.08 It/.さ 0.64 37サ溝 f(.li1:I.lg. m曜1:i
953 石器 甜J);• 長さ 1.9 屈 1.76 瞑さ 0.71 52サ竪穴住9、1}址 頂fil:2.lg.煎曜石

954 石器 剥片 長さ 2.22 幅 1.23 ばさ 0.22 52サ竪穴{l:9心址 煎且0.5g /!.I曜石
955 石器 淑）片 長さ 2.01 幅 1.67 I1さ 0.4 52サ竪穴化J廿址 JfCiil:1.7g ・!！．＼曜石

956 石器 剥片 長さ 1.95 幅 1.53 厚さ 0.2 52り竪穴il:I廿址 煎1il:0.9g・ /I.＼曜石

957 石器 剥片 長さ 2.88 幅 2.12 l1さ 0.51 52り竪穴住9，柑址 爪:1il:3.4g・！皿u石
958 石器 剥片 長さ 2.01 幅 1.3 厚さ 0.37 52サ竪穴fl:l&.Itt jf(-Jil:1.2g!J,＼曜石

959 石器 剥J片 長さ 1.4 幅 1.29 ばさ 0.65 52サ竪穴化9,t}址 頂証0.8g・！肛曜石

960 石器 剥片 長さ 3.09 幅 2.87 ,r;.さ 0.99 52サ竪穴(I:9i}址 r(:1il:8.lg・ ！肛曜石

96l 石器 渕片 長さ 1.55 幅 0.87 収さ 0.57 52サ竪穴{I：屈址 f(.1il:0.7g ・ /.I，1昭石

962 石器 剥片 長さ 3.23 幅 1.53 I1さ 0.42 57サ溝 煎伍3.2g・蛇紋岩

963 石器 剥片 長さ 2.77 幅 2.25 ／只さ 0.78 57サ溝 lT(.1il:4.7g m曜石
964 石器 剥片 長さ 2.89 幅 l.51 ぼさ 0.47 57サ溝 :lf(Iil:2.2g ・！肛＼曜石

965 石器 剥片 長さ 2.19 幅 1.61 rv.さ 0.59 4り構 (M70) 爪丑2.ogm曜石
966 石器 剥片 長さ 327 幅 1.52 ぼさ 0,67 72り溝 煎1i1:3.4g.UI曜石

967 石器 湖）t 長さ 2.8 幅 2.62 I1さ 0．部 72り溝 煎fil:3.2gm曜石
968 石器 剥片 長さ 2.55 幅 2.29 げさ 0,65 72り溝 爪lii:4.3g• m曜石
969 石器 剥片 長さ 4.02 幅 2.64 ばさ 1.02 72サ溝 煎伍9.2g・！胴祉石

970 石器 渕片 長さ 4.0 幅 2.2 r1さ I.II 72サ溝 煎証8.9g・烈曜石

971 石器 刺片 長さ 4.93 幅 2.74 厚さ 0.71 72り構 Jfcfi1:ll.6g m曜石
972 {i 器 剥片 長さ 3.01 柏 2.13 r1さ 0.56 77り・ビット？ 爪且3.6g・焦昭石

973 石器 泌l片 長さ 2.55 ¢B l.9 厚さ 0．四 80サ竪穴tt1＆址 爪証1.3g.!.I.＼曜石

974 石器 剥片 長さ 2.5-1 幅 2.11 ！只さ 0.43 92り竪穴tt1凸跡 煎lil:2.3g・焦曜石

975 石器 剥片 長さ 2.12 糾 l.68 厚さ 0.69 98り・ビット？ 爪証2.7g・』'！I曜石

976 石器 剥片 長さ 3.08 似 l.42 ft/.さ 1.07 100り・ピット？ 煎証32g・黙昭石

977 石器 剥片 長さ 2.61 幅 2.37 ばさ 0.&1 100サピット？ 爪証3.6g・m曜石
978 打器 剥片 長さ 3.38 幅 l.68 mさ 0.58 113サ竪穴{t1片址 爪証2.8g・間曜石

979 石器 剥片 長さ 3.18 幅 l.47 IT/.さ 0.35 114り竪穴{E9片址 煎証1.5g• 開昭石

980 石器 剥片 長さ 2.32 燐 1.99 厚さ 0.57 118り・ピット 頂証2.6g.m昭石
981 石器 原石 長さ 1.92 幅 1.56 rv.さ）．3 502り掘:i'f.tt建物 (20'2,り・ピット） 頂Jil:4.4g・！！＼昭石

982 6 器 湖片 長さ l.96 ほ l.56 ばさ 0.45 291サ竪穴住居址 煎iii:llg．川昭石

983 石器 材片 £とさ 3.4l 似 1.63 l'/.さ 1.38 358サ溝 煎Jil:7.6g・ :.1.1昭石

況1 石器 石核 長さ 2.05 幅 1.03 厚さ 0.66 358り構 頂fil:12g・ 開昭石

985 石器 チップ 長さ 1.54 似 1.28 rv.さ 0.29 362サ竪穴 頂伍0.5g・n¥昭石

986 石器 使あ用る痕剥の片 長さ 2.84 幅 3.07 mさ 0．引 :!66サ：I:坑 頂ほ8.lg.".！曜石

987 石器 剥片 長さ 1.32 紺 l.44 肛さ 0.35 367サ竪穴住9片址 爪伍0.7g!!.＼曜石

988 石器 チップ 長さ 1.0 幅 0.52 ぼさ O.IYl 揖乱 •4 サ溝横断マンガン溜り 爪伍 (3t潤不能）・黒曜石

989 石器 剥片 長さ 0.9-1 幅 l.97 ff/.さ 1.05 掲乱 爪伍2.5g・！胆＼曜石

990 石器 剥片 長さ l.57 幅 2.36 厚さ 0.41 掲乱 爪圧1.6g.l!.＼曜石

991 石器 剥片 長さ 1.2 幅 1.3 収さ 118 包含層？ lfC.li1:l.4g • !!．＼曜石

992 石器 剥片 長さ 1.55 幅 121 厚さ 0.2i 包含層？ f(.Iii:0..ig. !！.I曜石

993 石器 剥片 長さ 2.75 幅 1.72 1'1-さ 0.43 包含柑？ 爪伍1.9g.!!.I曜石

994 石器 剥 1ヤ 長さ 3.14 幅 225 厚さ 0.59 包含層？ Jfl.Iii:3.9g ・開曜石

995 石器 剥片 長さ 1.95 幅 1.17 収さ 0.82 F培 爪証2.lg./.I．＼曜石
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図 番号 遺 物 種類（器種）
法fil{Cm) 

残存紐 出土遺構 偉 考
長さ 佃 厚さ

996 石器 石核 長さ 1.16 紺 1.27 厚さ 1.17 下屈 重丑2.lg.黙昭石

997 石器 剥 9ヤ 長さ 2.07 媒 1.98 厚さ 0.46 下屈 煎歪2.lg.焦曜石

998 石器 剥 Jヤ 長さ 2.16 悼 0.84 厚さ 0.25 51010 重丑0.4g• #.¥曜石
999 石器 剥片 長さ 1.M 幅 2.17 厚さ 0.72 50570 重丑2.4g・焦曜石
l()()() 石器 剥片 長さ 2.97 似 1.22 厚さ 0.42 50897 煎景l.lg.1胆昭石

1001 石器 剥 Jヤ 長さ 3.87 幅 2.引 厚さ 1.14 50989 煎丑10.4g．黙曜石

1002 石器 剥片 長さ、1.27 柑 3.36 厚さ 0.94 51018 重益9.0g・黒曜石

1003 石器 剥片 長さ 1.91 幅 1.25 肛さ 1.05 包含附・ 1区西側 重歪3.0g・黙曜石

1004 石器 加あ工る艇剥片の 長さ 1.02 幅 2.15 厚さ 0.74 包含屈・ IIを西側 重益1.7g./J;＼曜石

1005 石器 加あ工る棋剥の片 長さ 2.77 幅 2.36 瞑さ 0.51 a含屈・ 1区西側 煎黛3.9g.l.＼曜石

1006 石器 加あ工る剥狽の片 長さ 2.38 ¢Ll l.9 1 厚さ 0.43 包含層 •I I引西側 煎位2.0g・焦曜石

1007 石器 剥片 iとさ 1.83 幅 1.73 厚さ 0.64 包含1M.I区西側 煎最2.4g.!l.＼曜石

1008 石器 剥片 長さ 3.06 幅 2.39 厚さ 0.76 包含IM・ I区西側 煎丑5.0g• 1J.＼曜石
1009 石器 剥片 長さ 1.59 幅 1.28 厚さ 0.75 包含附.I区西側 煎伍1.8g.黙曜石

1010 石器 剥片 長さ 1.“ 幅 1.17 厚さ 0.96 包含M.1区西側 重最2.3g.J1.＼昭石

lOll 石器 剥片 此さ l.15 幅 0.76 厚さ 0.08 包含屈・ 1区西側 頂丑O.lg• 11.＼昭石
1012 石器 剥片 長さ 1.24 幅 1.43 mさ 0.29 包含屈・ 1区西側 煎伍0.4g• 1M曜石

1013 石器 加あ工る渕痕の片 長さ 1.5'I 幅 1.22 厚さ 0.24 包含層 •I ([西餌 煎益0.. 1g．川曜石

1014 石器 渕片 長さ l.57 栢 l27 厚さ 0.19 包含/.M• I区西側 煎呈0.5g• 黒昭石

1015 石器 原石 長さ 2.、Il 椙 1.56 厚さ 0.54 包含層・ 1区西1l!l 煎歪2.lg．黙昭石

1016 石器 加あ工る剥痕の片 長さ 2.26 幅 l.81 厚さ 0.46 包含層・ 1区西側 重紐1.7g.™曜石

1017 石器 剥片 長さ l.81 椙 1.45 厚さ 0.24 包含附・ 1区洒側 煎呈0.5g・黙昭石

1018 石器 使あ用る痕剥片の 長さ 2.39 幅 2.17 厚さ 1.04 包含層・ 1区西側 煎証6.7g・ 焦曜石

1019 石器 剥片 長さ、1.61 幅 3.79 序さ 0.46 包含屈・ 1区西側 頂丑7.0g• 11,！昭石
1020 石器 蔀l}ヤ Kさ 3.35 幅 2.32 厚さ 0.62 包含層・ 1区西OO 頂iil:6.8g．黙曜石

1021 石器 加あ工る剥痕9のヤ 長さ 3.8 椙 3.07 厚さ l.l 包含屈・ 1区西側 頂最14.6g• 1,I，＼曜石

1022 石器 加あ工る痕剥の片 長さ 5.48 帽 '1.27 J1/.さ 0.66 包含崩・ 1区西側 重証10.Sg・瓜曜石

1023 石器 剥 Jヤ 長さ 1.57 恨 2.38 厚さ 0.5 包含層 重丑1.5g• 1A＼曜石
1024 石器 湖片 長さ 2.15 福 1.69 厚さ 1.21 包含層 重紐5.8g・黒曜石

1025 石器 剥片 長さ 1.32 椙 1.65 厚さ 0.69 包含層 重祉1.7g．焦曜石

1026 石器 剥片 長さ 3.83 媒 3.07 瞑さ 1.11 位含屈 頂丑12.2g．黙曜石

1027 石器 剥｝ヤ 長さ 3.76 椙 2.63 厚さ 0.42 包含屈 重祉4.5g・黙曜石
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IV 本荘中地区の調査

1. 医学部基礎研究棟 (B棟東側）とりこわし工事に伴う発掘調査

(1205調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本庄迫跡は熊本大学医学部の敷地を中心として、東西約850m、南北約530m に広がる奈良•平安時

代を中核とする集落迎跡で、本調査地点は本庄追跡の一画に位骰する。追跡の北西側には白川が流れ、

南東側には渡鹿堰二の井手用水路が通っている。地形的には白川流域に発達した自然堤防上に立地し

ている（新熊本市史編築委貝会1998)。東には大江迫跡群が隣接し、北東約370mには新屋敷追跡群が

あり、奈良•平安時代を中心とする追構が多数検出されている（網田1993他）。

今回の調査は、医学部基礎研究棟B棟（以下B棟と記述）のとりこわし工事に伴う発掘調査である。

B棟は地下室を有する建物であるが、本調査地点の北東側の9801調査地点および南側の9511地点（図

89) では古墳時代から奈良•平安時代の集落や近世以降の大溝が発見され、 B棟東半の解体工事に伴

う発掘調査 (0314調究地点）では基礎の間に迫構が見つかっているので、今回の調査地点でも建物基

礎の間に遺構が存在している可能性が考えられた。そこで建物上物および地下室基礎上面まで撤去し

た後、 2012年6月19日より、熊本市の指祁に基づき、基礎解体工事の掘削に際して立会調査を行って

いた。立会調査を実施している過程で、 6月25日、基礎掘削部の間の砂質土を掘り込んだ遺構の存在

が確認された。そこで熊本市文化振典課に連絡をし、許可を得た後、立会調査を発掘調査に切り替え、

基礎解体工事の掘削立会と並行して、発掘調査を行った。調査面積は756面である。なお本調査は

2012年6月25日付け熊大施企第102号により熊本市経由、熊本県教育長宛て埋蔵文化財発掘調査届出

書を提出し、熊本県教育長からの発掘調査についての通知 (7月18H付け教文第841号）に基づいて

実施した。

b.調査の経過

2012年6月25日 発掘調査開始。追構検出を行い、ピットの調査も実施。

2012年7月2日 作業貝を投入して溝の掘削を開始。

2012年7月9日 作業員を増貝。遺構測最を開始。

2012年7月12日 全景写真撮影。測批終了。

2012年7月18日 調査区北東部（北4区）の補足調査を実施。溝を掘削。

2012年7月19日 調査区北東部の溝の測址、写真撮影。発掘調査終了。

c.調査の組織

調査貝：松田光太郎

事務担当：村田知狸

発掘作業貝：岡元美子・栗崎 強·菊池フミヨ・後藤まや•関 律子・古川昌子・松永一代・宮田

義則

整理作業員：井上裕美・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・増井弘子・山薪早

苗
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W 本荘中地区の調査

(2)測量基準点の設定と測昼方法

熊本大学黒髪団地他敷地測最業務（平成20年）成果簿に記載された本荘団地（中地区）基準点座標

の既設基準点T-28を器械点とし、同 T-29を後視点として、新設点Aを設定した。次に新設点A

を器械点、 T-28を後視点として、新設点Bを設定した。続いて新設点Bを器械点、新設点Aを後

視点として新設点Clを測最した。この新設点Cl（図90、北15区北西隅）は調査区北西隅の柱（コン

クリート）上で、かつ調査区外周をなす北壁面・西壁面の延長線の交点に当たる。調査内の測批はこ

の新設点Clを基準点として行った。また水準点はT-28の標高から移設した。

調査区は長方形をしており、調査区西壁面・南壁面・東壁面・北壁面の成す残り 3つの交点 (C2・ 

C3 ・ C4) を測最し、調査範囲とした（図90)。調査区内の遺構は調査区の四面の壁面と、調査区内を

方形に仕切る梁（コンクリート製）の中軸線を基準線とし、手測誠で記録した。調査区は梁によって

南北3個、東西15個に区分されるので、北l区、中2区、南15区などと呼称した（図90)。

なお遺構配置図については、各区の大きさは全部同じものと想定し、迫構測据を行ったが、区の大

きさが実際と異なる部分があることが整理作業中に判明した。基礎図面を参考として、遣構実測図を

当てはめた。そのため、縦横比・大きさには弱干のゆがみが生じた。追構の位置関係は相対的なもの

である。

表8 1205調査地点基準点座標一覧表（世界測地系）

点名 x座標 Y座標 栢高 (m)

T-28 -22801.400 -26963.364 13.664 

T-29 -22805.860 -26933.506 

A -22751.985 -26952.785 

B -22773.159 -26939.051 

Cl -22775.118 -26941.416 13.708 

C2 -22787.644 -26935.226 

(3)調査区の基本層序

建物基礎掘削により地表下1.8mまで削平されていた。削平面下には黄褐色の砂質土が存在し、こ

の砂質土を掘り込んで遺構が検出された。この砂質土の下位は灰黄褐色～灰色の砂層へ移行し、砂層

の下部には一部硬く岩盤化した部分もあった。

(4)検出遣構

溝4条とピット 5基が検出された。

＜溝＞

1号溝（図91• 92) 

調査区を北東から南西にかけて斜めに横断する形で検出された。存在するのは北4区から南13区に

かけてである。主軸方位はN-35° -Eである。最大幅4.2m、長さ36.2m、深さは最深部で0.6mを測

る。建物基礎の分断により、大きく 3箇所に分かれて検出されたが、走行が連続するため、一連の溝

として把握した。底面は最深部を中心として東西両側に浅いテラスをもつ状況となっていた。

東側テラスは北5区で幅0.9m・北4区で幅2m以上と、北部で幅広く存在した。中7区中央の南

東側にも溝の覆土が薄く存在したため、中7区でも幅約 lmあったと推測される。南部では東側テラ

スは幅狭くなり、南9区では幅約0.3mであった（図91土層断面図c-c'参照）。
西側テラスは下段・上段の2段が認められ、東側テラスより幅広い。西側下段テラスは北5区で幅
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1.医学部基礎研究棟 (B棟東側）とりこわし工事に伴う発掘調査 (1205調査地点）
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W 本荘中地区の調査

0.6m、南9・ 10区では幅2.0m、南部で幅広く、南11区まで連続していた。南12区南端に幅狭い溝状

の落ち込みが存在した。これも西側下段テラスのつながりである可能性がある。西側上段テラスは北

5~7区で幅 lm、南部では南10区西際以西に幅約2.l---2.6mの浅い溝が存在したが、南10区北側に

も薄く溝の覆土が存在したため、これは北部の西側上段テラスに連結すると推測される。南10区北側

の地山（砂質土）は底面直下なのであろう。西側テラス下段と上段の新旧関係は不明瞭であった (I)。

テラスの底面は鉄分が集中し硬く変質した部分があった（図91土層断面図c-c・ 4陪）。水が流れて
いたためではないかと判断される。

覆土は暗褐色土 (lOYR3/3)で、何層かの砂質土のラミナが存在した。溝は時に氾濫しながら、

徐々に埋没していったと推測される。溝の底面は南部の方がO.lm程低いため、水は緩やかに南に向

かって流れていたようである。

1号溝 1号溝
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1. 医学部碁礎研究棟 (B棟東側）とりこわし＿I？l［に伴う発掘調ff.(1205、淵花地点）

北4区では覆土からウマの下顎骨および臼歯が出土した（図90、図版71写真146)。後述する出土遺

物の主体的時期からみて、溝は16世紀末から17世紀を中心とする時期に帰属すると判断される。

2号溝（図90• 91) 

調査区南東部の南8区に存在する。主軸方位はN-21° -Wである。幅0.9m、長さ0.6mで、深さは

最深部で12cm。覆土は暗褐色土 (10YR3/3)であった。 1号溝との間には地山（砂質土）上に溝の

覆土と同じ暗褐色土が点在したことから、 2号溝は 1号溝と接続していたと推測される。覆土が1号

溝と類似することから、 1号溝と同様近世の所産と判断される

3号溝（図90• 91) 

調査区南東部の南8区に存在する。主軸方位はN-81° -Wで、 1号溝と直交に近い角度で交わる。

幅0.8m、長さ1.4m、深さは最深部で0.28mあった。覆土はll音褐色土 (lOYR3/3)が堆積していた。覆

土が1号溝の覆土と類似していたため、 1号溝との新旧関係は不明瞭であった。溝は、 1号溝との接

続部分では西側に向かって傾斜していた。南7区で検出されなかったのは、南7区の遺構確認面がや

や低かったためかもしれない。追物は出土しておらず、時期比定は難しいが、覆土が1号溝と類似す

ることから、本溝は 1号溝と同様近世の所産と判断される。

4号溝（図90)

北5区・中 7区に存在する。 1号溝の底面の下に、深さ0.15---0.2m、幅0.5mの溝が存在した。 1

号溝と同様、北東から南西に向かって連なっている。 1号溝との新旧関係は判然としなかったが、 1

号溝の上面ではプランがとらえられなかったので、 1号溝より古い可能性がある。

この他南7区において、黄褐色の砂質土の上面が硬化した部分が確認された。規模は幅0.6m・長

さ2.0m、幅l.Om・長さ1.4mで、 2箇所の硬化部分がN-27° -W方向に延び、連なっていた。溝の

下底部の可能性がある。

くピット＞

調査区の北東部に2基 (1・ 2号ピット）、南部に3基 (3~ 5号ビット）確認した。覆土は 1.

2号ピットが黒褐色土 (lOYR2/2)、3~5号ピットは暗褐色土 (10YR3/3)である。 1号ピットは

東半分を撹乱により壊され、 3~5号ピットは 1号溝と重複していた。

平面規模の大きいものは柱穴と判断されるが、小さいものの性格は不明である。

追物が出土しなかったことから時期は特定できなかったが、隣接する9511調査地点では、黒褐色土

は奈良•平安時代の追物を多く含むと報告されていることから、黒褐色土の覆土をもつ 1 ・ 2号ピッ

トは奈良•平安時代の所産と判断される。

表9 1205調査地点検出ピット一覧表

番号 出土位囮 平面形 平面規模 (an) 深度 (cm) 匹土 慌考

1号ピット 北 1区 円形 25 19 lOYR 2/2 出土遣物なし

2号ピット 南2区 円形 38x35 18 lOYR 2/2 出土追物なし

3号ピット 南12区 隅丸方形 45X40 26 lOYR 313 出土遺物なし

4号ピット 南13IR 円形 20x 19 6 IOYR 3/3 出土遺物なし

5号ビット i¥il3区 楕lll形 37x31 8 lOYR 313 出土遺物なし

(5)出土遥物（図92• 93 : 1,..., 41) 

追物のほとんどは 1号溝からの出土である。 1号溝と 4号溝は調査時は共に 1号溝として迫物を取
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IV 本荘中地区の調査

り上げたので、北5区・中7区の 1号溝出土遺物中には4号溝から出土したものも含まれる可能性が

ある。また南12区出土迫物は発掘時の取り上げミスにより、出土層位を明らかにし得ない。出土最は

浅コンテナ 1箱分である。土器・陶磁器・土製品・金属製品を図示したが、その他には鉄滓2点

(84.0g椀形滓（図版76)、30.8g) とウマの下顎骨および臼歯（図版71写真146)が1号溝から出土し

ている。

1号溝出土遥物（図92: 1 ~32、図93: 33-36 • 40 ・ 41) 

古墳時代後期から奈良•平安時代の追物と近世の遺物が多く出土した。

図92:1 --6は土師器である。 1~3は杯で、 1は口縁部片、 2・3は底部片である。 1は緩やか

に湾曲する器形をなし、外面に手持ちケズリを施している。手持ちケズリの存在から 7世紀中葉・後

葉の所産と判断される。 2は平底で、高台を有するものであるが、高台径が小さいため、 9世紀代の

所産と判断される。同時期と思われる高台付の土師器杯がこの他に 1点出土している。 3は平底で、

底面にヘラ切痕をもつ。浅い器形と思われ、 8世紀後莱～9世紀初の所産に類似する。 4は高杯の底

部片である。内面にミガキが施され、内外面とも赤彩が施されている。赤彩の施された高杯脚部はこ

の他に 1点出土している。 5は甕の底部で、底面に回転糸切痕がある。 12世紀以降の所産である。 6

は甑の把手で、外面に粗いハケ目、内面に縦位の削りが施されている。詳細な時期は不明。

図92:7 --18は須恵器である。 7・8は蓋である。 7・ 8とも扁平で、口縁端は短く屈折する。 7

は扁平化が進んでいるので8世紀中葉～後莱、 8は扁平化が極度に進んでいるので8世紀後葉～9世

紀初と判断される。 9は杯である。口縁部は内側に傾き、蓋受けの突出をもっている。口径は10cm

であり、 7世紀前葉の所産である。 10・ 11は高台をもつ杯の底部である。 10は底面角に断面四角形の

高台が付くことから、 8世紀前葉・中葉の所産と判断される。 11は皿の可能性がある扁平な器体を

もっており、 8世紀後半から 9世紀初の所産と判断される。 12は高杯の脚部片である。長い脚部をも

ち、外面にはカキ目を施文している。 13--18は外反する口縁部、括れる頸部、球状の胴部をもつもの

で、壺ないし甕と判断される。 13は口縁部片、 14は頸部片で、共に横位の波状文を施文している特徴

がある。 15は屈折する頸部をもち、胴部上部外面にかすかなタタキ痕を有している。 16は小形の壺と

推測されるもので、外面にカキ目、内面にタタキ痕をもっている。 17・ 18は内外面にタタキ痕をもつ

大形の甕と判断されるもので、 17は同心円、 18は平行のタタキ痕を内面にもっている。甕の破片は図

示したもの以外にも少羅出土している。

図92:19は中国の同安窯系青磁碗である。内湾気味に開く口縁部を有し、器厚は薄く、色は7.5Y6/2

（灰オリープ）を呈する。無文であり、 12世紀中葉から後葉の碗II類（山本2000)と思われる。

図92: 20 ・ 21は布目痕をもつ平瓦の破片である。凸面に縄目タタキ痕を有し、凹面に布目痕をもっ

ている。布目瓦はこの他4点、小破片が出土している。

図92:22は瓦質土器の鉢である。やや内湾する口縁をもち、口縁部は肥厚し、上端が平坦面をなす。

口縁下2.5cmの所に断面三角形の隆帯を横位に巡らせ、区画する。区画内には刺突による花弁状の文

様が描かれている。

図92:23は中国龍泉窯系青磁碗。底部は厚く、高台は断面四角形をなす。釉薬は高台内面を除き、

骰付部分も含め、やや厚く施されている。 14世紀後葉から15世紀初頭の所産と考えられる。この他、

鏑蓮弁文の小破片も 1点出土している。

図92: 24--31、図93:33--36は肥前系の陶器である。 24・ 25は灰釉 (10Y6/l灰色、 7.5Y6/2灰オ

リープ）を施した陶器で、 24が皿・ 25が碗である。釉薬は見込みと外面上半に限定して施され、高台

は無施釉。 24は高台内面中央が円錐状に突出し、見込みには砂目が付いている。 17世紀前半の所産。
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1. 医学部基礎研究棟 (BH湘 側）とりこわし 1:·J~に伴う発掘，J.\11£ (1205，凋介瀕地．9．’f.）
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図93 1205調査地点出土逍物実測図2 (1/4 ・ 1/2) 

26 ・ 27は鉄絵をもつもの。26は碗で、口縁内外而を黒く幣状に途っている。27は皿で、見込みに段を

有し、花弁状の文様を描いている。段部には胎土1わが残っている。16世紀末から17世紀初頭の所産。

28 ・ 29は青緑釉を施した碗である。28は断而四角形でやや外側に開く硲台をもつ。釉薬は2.5GY6/l

（オリープ灰）で、比較的駆く施されるが、外付け ・高台内部および見込み中央は無施釉である。見

込みの釉薬境界部には長さ 2~3mm・輻 1mmの小さな目跡が2個 l対で残っている。見込み中央

は凹んでいる。29は断而方形の長い邸台を布するもの。釉薬は内外而で色調が異なり、内面は7.5Y4/2

（灰オリープ）、外面は7.5GY3/l(II行緑灰）。 筏付けを除き、 全而施釉されている。30は銅顔料と鉄顔

料で施文した二彩の鉢。外面は横位紛状の釉薬の上に、白化粧土を用いた刷毛目と銅顔科を用いた櫛

目により波状の文様を描いている。内而は褐色の素地をもつが、口縁上而から口縁下にかけて鉄釉が

施文されている。胴部中段に屈曲をも っている。17世紀から18世紀前半の所産である。31は刷毛目を

もつ碗である。釉薬は低付を除き全而に施文され、外而に白化粧土を用いた波状文、内面に打ち刷毛

目を施している。17-111:紀後半～18世紀の所産。

図93: 33 ・ 34は甕である。33は小形の甕。内外而に突出する肥｝耳口縁をもち、弧状に膨らむ口縁上

而はほぽ水平となる。口縁端部には斜めの小刻みが施される。内而にはエ具を当てたと思われる斜め

の痕跡が認められる。色調は内外面とも2.5YR4/2（灰赤）を呈する。34は甕の胴部片。器厚はやや

匝手で、内而にタタキ痕を有している。33・ 34とも17世紀の所脂である。

図93:35 ・ 36は拙鉢である。35は口緑部が内側に屈折し、屈折部がやや下に張り出す特徴をもつ。

揺り目の脇に余白があるため、拙り目はややI!！］隔をあけた施文であったと思われる。16世紀末～17世

紀の所産。36は拙鉢胴下部の破片のため、拙り目は密集し、交差している。

図92:32は肥前系の磁器染付Jlllである。見込みにはコンニャク印判による五弁花をもつ。17世紀末

~18世紀の所産である。

図93:40は土錘である。紡錘形の符状土錘で、中心に買通する孔を有している。両端を欠損し、器

而には灰色の付約物が存在する。41はキセルである。金属の笠部分と木質の羅宇が残存していた。

金屈部分は断而がIEFl形をなす。径は小口と反対1則がやや小さくなっている。小口付近のみのため雁

首か吸い「lか判断できなかった。金屈部分には接合痕があり 、鍛造であることがわかる。

出土陪位不明迅物（図93:37~39) 

図93:37は土師器の甕である。II縁が強く外反し、頸部以下に縦位のハケ目が施されている。図
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l. 医学部基礎研究棟 (B棟東側）とりこわし工事に伴う発掘調究 (l205調介地点）

94: 38は須恵器の蓋である。口縁内面に身受けの突出があることから 6世紀の所産と判断される。

図93:39は中国越州窯系青磁碗である。底部は厚く、高台は断面四角形の輪状高台をなす。高台部

外側は粗いケズリにより斜めに削られている。釉薬は高台畳付け部分を除き、全面に施されている。

見込みには重ね焼きの目跡が付いている。色は5Y6/3（オリープ黄）を呈する。碗I類2aエ（山本

前掲）に属し、 8世紀末～10世紀中葉にかけて製作されていたものである。

(6)まとめ

今回の調壺地では既存建物による撹乱が地表面下1.8mまで及んでいたが、その直下で溝3条、ピッ

ト5基の遺構の存在を確認できた。また 1号溝の覆土を中心として、古墳時代後期から中世、近世に

かけての遺物が出土した。以下時代別の様相をまとめておく。

古墳時代後期・奈良・平安時代

追構は該期の可能性があるピット 2基（ 1・ 2号ピット）が存在した以外、存在しなかった。しか

し古墳時代後期から奈良•平安時代にかけての遺物が近世の溝 (1 号溝）の覆土から出土した。隣接

する9511地点や9801調究地点では古墳時代後期から 9世紀前半にかけての竪穴住居址や溝が複数検出

されており、同時期の集落が確認されている。本調査地点は地表下1.8mまで削平されていたが、そ

うでなければ、該期の竪穴住居址などの迪構が存在していたと推測される。

中世

本調査地点周辺では16世紀後半以前の追構、遺物はほとんど見つかっていない。今回出土した龍泉

窯系青磁碗は14世紀後葉～15世紀初頭にかけての所産であり、本地域では極めて貴重な資料と言える。

近世

今回主要な追構として最大幅4.2m、長さ36.2mの1号溝を検出した。この大溝は9511調査地点の30

号溝、 9801調壺地点の3号溝、 1130調壺地点の 1号溝につながるものと判断され (2)、それらをつな

ぐと延長120mの溝の存在を確認したことになる。 9801調査地点では溝の深さは約1.6mで、その下底

面は地表下2.0mに及ぶ。今回はその溝の下底部を調査したことになる。

この 1号溝から出土した近世辿物は16世紀後半から18世紀にかけてのものであったが、その主要な

遺物の時期から、本追構を16世紀後半から17世紀の所産と考えた。過去の調査事例を見ると、 9511調

査地点の30号溝は近世初期の遺物を含むとされ、 9801調査地点の3号溝は19世紀後半以の時期と考え

られている。本調査地点の 1号溝の時期は9511地点の30号溝の時期と整合する。追構の項で述べたよ

うに、大溝の埋没は緩やかに進行していったと思われる。今回は溝の下底部のみを調査したため新し

い時期の遣物が出土しなかったが、溝は数百年間機能していた、と考えることができるのではないだ

ろうか。

この他に 1号溝と接続する異方向の溝2条 (2・ 3号溝）を検出した。 2号溝は9511調査地点の10

号溝 (16世紀後半）の延長上にあり、 3号溝は同溝と主軸方位が一致する。これらの溝は相互に関係

していた可能性がある。

ところで本調究地点 1号溝はN-35° -Eの方位をもっているが、この上流側の延長上には、本調

査地点の東700mに存在する渡鹿堰二の井手用水路がある。この渡鹿堰二の井手用水路は、白川渡鹿

堰を取水源とし、艇長年間 (1596---1615年）に加藤清正が開削したと伝えられる大井手から分水する

もので、熊本城の防衛および白川下流域左岸の瀧漑を目的として築造されたとされている（松元他

2008)。二の井手用水路も 1号溝も共に南に向かって流れることから、 1号溝は二の井手用水路から

分水する灌漑を目的とした用水路であった可能性がある。 1号溝の上限年代が近世初期に比定され、
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IV 本荘中地区の調究

二の井手用水路の築造年代と一致することも、これを衷付けていると言えるかもしれない。

本荘南地区の溝からは近世の追物が出土するものの、近世の明確な迫構は検出されていない。それ

は近世において本地に深い掘削を伴う迫構が希薄であった上、近世以降の耕作による撹乱が地表下深

くまで及んでいたことが関係しているのであろう。

注

(1)上段テラスが下段テラスを覆っているような断面（図92 B-B'断面）も存在したが、覆土に

差が見られない箇所（図92 D-D'断面）も存在した。

(2)この溝の続きは2012年度にも調査し、 1223調査地点において、 5号溝として調壺した。
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表10 1205調査地点出土遥物一覧表
図 番号 追物 種類（騒糧） 法塁 (cm) 残存塁 特 微 色 閃 出土迅構 口 考

n径
内・ナデ 内． Hue 2.5¥'R4/6 

92 1 土印器 杯 底径 ロほ部片
外．ナデ．削り 外： Hue 10R4/6 

1 り清 (III9) 
器店

口径
内：ナデ 内・ Hue 7.5YRS/4 

2 土幻諾 坪 底径 72 底部J/5
外・ナデ 外！！ue i.5YR616 

1 り清 （北•l)

器店

口往
内：ナデ 内． Hue 7.5YR7/6 

3 土師器 杯 底径 7.6 底郎）／8
外：ナデ 外 Hue 7.'>YR7i6 

l サ溝（北•1) 底面ヘラ切

苔高

[J径
内：ナデ．磨き．削り 内． Hue 2.5YR416 

4 土師器 高杯 底径 52 底郎
外：ナデ．磨き．削り 外： Hue 2.5YR416 

11}溝（北4) 内外lti赤彩
器店

n径
内：ナデ 内： Hue IOYR614 

5 土師器 甕 底径 11.2 底部9ヤ
外：ナデ 外： Hue IOYR•l/1 

I l}iJJ (ltl9) 底面InJ転糸切
器店

口佳
内：削り 内・ llue 2.5YR616 

6 土師器 瓶 底往 把手
外．ハケ H 外． llue 7.5YR616 

lり溝 （北•I)
器店

口径 14.6 
内．回転ナデ 内 'Hue 7$¥'611 

7 須恵笞 li. ril;佳 口縁郎片
外回転ナデ 外 Hue i.5Y611 

1り溝 (11110) 
器店

口径
内．回転ナデ 内． Hue IOY61l 

8 須恵器 互 底径 口は部9ヤ
外．回転ナデ 外： Huc IOY6II 

1サ溝 (ltf9)
器高

長さ 9.9 
内：回転ナデ 内： Hue 2.5GY61l ， 須恵器 坪 は 4.8 1/8 
外：回転ナデ 外： llue 5?8311 

11}溝（北5)
ばさ 3.0
口往

内：ナデ 内・ Hue 5Y7l2 
10 須患器 鉢 底佳 72 麻部l/4

外：ナデ．ヘラ削り 外 •Hue 5GY6!1 
l i}IR （北5)

器店
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1. 医学部基礎研究棟 (B棟東側）とりこわし工事に伴う発掘調究 (1205調在地点）

図 番号 迫物 種類（器種） 法紐 (cm) 残存凪 特 微 色

” 
出土遺構 臼 考

l l iを
内：ナデ 内： Hue N510 

92 11 須忠器 杯 底{t 7.4 底部l/3
外：削り 外： llue N5/0 

l I}溝 (iH9)

器店

llif 
内：指オサエ．ナデ 内： Hue 5Y4/l 

12 須息器 ,¥'1j杯 底tt 閲部
外：カキFL 外： Hue lOYR5/l 

1サ溝（北5)
器科

l l i t 
内：ナデ．削IJ 内： Hue IOYR616 

13 須患器 ,.i●●t 呵 底往 (lt“ 部）＼•
外：ナデ 外： Hue IOYR5/3 

1サ溝（巾9) 岱μHKI”.Jしによる波状文
器店

l lit. 
内 ・ナデ 内： Hue 5Y5il 

1 •I 須恵器 .，：：t htiを 頚部9t
外．回転ナデ．カキI]外： Hue 5Y6il 

1サ溝 (Iti10)

器店

1)｛を
内ナデ 内： Hue 5Y6i2 

15 須恵器 壺 Ii£tf 租部9ヤ
外．タタキ 外： Hue 5Y6/2 

1 •サ溝
器店

11/f 
内・タタキ 内： Hue 5YR4/l 

16 須息器 .，;：t 底it 胴部）ヤ
外：カキ[] 外． Hue 5YR4/l 

1サ溝 (Jtj9)

器店

I lff 
内タタキ 内： Hue IOYRl/5 

17 ”ug．器 ,，tt 底it 胴部片
外・タタキ 外 •Hue IOYR3/3 

1 り構 (iti8) 

器店

1 li'f: 
内．タタキ 内 Hue 5Y5ll 

18 須忠器 甕 底往 肘部9ヤ
外・タタキ 外 'Huc 5Y5/1 

1 サ溝（北•1)

器紅

I !ff 
内：ナデ 内： Hue 7.5Y6/2 

19 付磁 碗 底往 I I柑部It
外：ナデ 外： Hue 7.5Y6/2 

1サ溝（北5) I9i]安惣系

t祁~i
lとさ 7.:! 

内：布HI£痕 内： Hue 5Y7/l 
20 1{ -,~1£ ¢LI 5.7 

外：縄"Lタタキ 外： Hue 5Y7/l 
1サ溝 (l"8) 布nJ£ 

"iさ 1.8
l乏さ 5.9 

内： AiH 内： llue 5Y6/l 
21 lt 平Jt 船 5.7 

外：縄LIタタキ ク~ : Hue 2.5YR4/3 
lり溝 (Iti9) 布II凡

"iさ 1.7
ll if 

内：ナデ 内： Hue 5Y5/l 
22 瓦質I:器 鉢 底托 I.］松部片

外：ナデ 外： Hue N4/0 
1サ溝（lり8)

器店

l lif 
内： 内： Hue 7.5Y5/3 

23 ,.,.磁 碗 底tt 7.4 底部I¥・
外：ヘラ削I) クト： Hue 7.5Y5/3 

1サ溝（北4) 内外Ihi施釉． nい泉惣系
器邸

11径
内： 内： Hue 7.SYS/2 

24 困器 llll 底托 5.5 底部9t
外：ヘラ削り 外： Hue 5Y6/2 

1 -t}i糞 (Iti9)

器店

[ltt 
内： 内： Hue 10Y6/l 

25 困器 碗 底it.1.6 底部l,8
外：削り 外： Hue 10YR6/4 

1サ溝 (1釈9) 内外面施釉

器店

I l!f 
内・ 内： Hue IOYR512 

26 困器 鉢 底tを 11柑部9「
り~. 外 •Hue IOYR5i2 

1サ溝 (N9) 内外面抱粕

器店

I lff 
内＇ 内 'Hue 10YR612 

万 淘器 皿 底it •I I 1, 993 ,,~. (llj IJ 外． Hue i.5Yi/4 
l り•iR(9ij9) 鉄絵．内外I葡祐釉

岱店

n tt 
内：ナデ 内・ Hue IOR51l 

28 困器 碗 底if 5.2 底部1/2
外：削り 外 'Hue 2.5YR5/l 

1号溝（i飢9) 内外面祐釉

器店

l lit 
内． 内： Hue i.5Y412 

29 困器 鉢 底If 52 底部9ヤ
外・削り 外， Hue 7.5GY3/l 

l り消 （北4) 内外面お釉

岱店

I lit 26.2 
内ナデ 内． Hue 2.5YR512 

30 困器 碗 底it I I ti tt l i• 
外＇ 外： Hue 7.5Y4/3 

lサ溝（l釈9) 内外面施釉

器tli
I lff 

内． 内 •Hue 5YR4/2 
31 困器 碗 底rn1.6 底部l/2

外． 外： Hue 5YR4/l 
lサ溝（lti9) 内外面施釉

器紅

l l iR 
内．削り 内． Hue lOY6/l 

32 磁器 1111 底If 10.0 底部Ii• 
外．削り 外． Hue 7.5Y7/l 

l り消 (Wi9) 染付．内外ihi胞釉
器店

ll tf 18.(） 
内・ナデ．斜位エ只痕 I勺： Hue 2.5YR4/2 

93 33 困器 売 底托 l1樟部片
外：ナデ 外： Hue 2.5YR4/2 

1 り消 (Imo) 
器tli
l l ft 

内．タタキ 内， Hue 2.5YR2/l 
3'I 困器 甕 底if 刷部J¥・

外：ナデ 外： Hue lOR5/l 
l I}溝（北4) 内外面施釉

器紅

l lit 
内・ナデ 内： Hue 7.5YR6/4 

35 凶岱 揺鉢 底it 17粒部片
外・ナデ 外 'Hue 5YR514 

lサ溝（北6) 内1hi揺I)Il 
器利

I I tt 
内： 内： Hue 2.5YR3/3 

36 困器 揺鉢 底it 胴部1ヤ
外：ナデ 外 Hue lOYR3/4 

1サ溝（北5) 内頂iltiりll
岱利

I Itt 
内．ナデ．削り 内： Hue lOYR7/4 

37 ＿l:師器 甕 底{t l l椋部｝i • 
外．ハケH．ナデ 外， Hue lOYRi/4 

IU-rAift．不明 (iHI2)
器店

l l it l •I.2 
内・回転ナデ 内・ Hue 7.5YR7 l6 

38 須忠器 ¥ 底if I―I樟部9ヤ
外・ナデ 外： Hue JOYR814 

出土~f:J.不明 (ltl12) 
器店

I I{t 
内・ 内 Hue 5Y6/3 

39 l'i磁 碗 底往 8.・1 底郎片
外 外 Hue 5Y6/3 

出土ldf:t.．不明 (19112) 内外面抱釉．越州烹系
器科

l・とさ ：i．I 
内 内： Hue 10YR3i7 

40 i：製品 I'．籍 紺 1.2 9/10 
外ナデ 外： Hue IOYR3!7 

1サ溝（北5) f（ほ3.2g
1，/.さ 1.0

長さ 2.3 
内． 内． Hue 7.5GY4/l 

41 鉗製品 キセル ¢品 1.0 金属郎分・紐字
外． 外． Hue i.5GY4/l 

1 :;•溝 鍛造

Iリさ 1.0 

1号溝（北5)の遺物には、 ・Iり消：IIII:in物も含まれるIII能性がある，
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IV 本：／1：中地区の，淵1t

2.国際先端医学研究拠点施設新営工事に伴う発掘調査 (1223調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本調査地点は白川左；；：•に所在する本庄辿跡の一画に位附する 。 本地、1位の東側には古瑣時代後期～平

安時代の溝8条 ．I慇穴1t)雌 1:3基 ・掘立柱建物址や近世以降の大溝を検出した9801調査地点があり、

南側には、 1205地、1位を挟んで、奈艮 • 平安時代の堅穴住居跡 5基や溝 3 条などを検出 した9511調査地

点がある。 また東 ， 南側には B棟 • D棟解体工事に伴って実施した0314 ・ 1130 ・ 1205調究地点がある

（図94)。

今回の調布は、同隊先端I袋学研究拠、1位施設新営工事に伴い実施したものである。工事予定地では、

事前に行った熊本市の試掘泄l1f.において、地表下0.9mに辿構の存在が確認されており、調査は、熊

本大学が提出した土木 l:’li・による発掘調究の届出に対し、発掘調査を行う必要があるとした熊本市教

育委貝会の通知に基づいて実施した 1。9月26日、地表而下約0.85mまでの 1次掘削および配管 ・建

物基礎の撤去を行い、 10月111発掘調究を1}り始した。調査而積は1.059mぢ 調究期間は10月1日から

11月30日までの2ヶ月のJ,，定で調究を始めたが、途中で延長協議をし、12)J 1817まで調査を行った。

b.調査の経過

2012年10月1II 発掘；J見布開始。前機による調査区束半の投乱 ・埋土掘削、辿構確認を実施。

2012年10月411 社1,！の調究を開始。
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図94 調査区グリッド配四図 (1/2000)
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2. 国際先端医学研究拠点施設新営工事に伴う発掘調在 (1223,ilJft地点）

2012年10月12日 遺構の写真撮影・包含層掘削を開始。

2012年10月15日 遺構の平面測餓を開始。

2012年10月19日 古代の掘立柱建物址と竪穴住居址を検出。古代の迫構の調査本格化。

2012年11月7日 調査期間延長の協議をし、期間を延長。

2012年11月19日 調査区東半の壁面土層断面図作成。

2012年11月20日 調査区東半の全景写真撮影。迎構の補足調査。

2012年11月21日 重機による調査区東半の埋戻。

2012年11月26日 重機による調査区西半の撹乱・埋土掘削、遺構確認を実施。

2012年11月27日 溝の調査を開始。

2012年12月3日 包含層掘削開始。

2012年12月4日 古代の竪穴住居址を検出。迎構の調査本格化。

2012年12月11日 調査区西半の壁面土層断面図作成。

2012年12月13日 調査区西半の全景写真撮影。

2012年12月17日 重機による調査区西半の埋戻。

2012年12月18日 発掘調査終了。

C. 調査の組織

調究員：松田光太郎・多賀晴司

事務担当：村田知聖

発掘作業貝：石村義則・稲本佳子・今村明美・押方富江・川元恵子・栗崎 強・建寄豊美・柴田道

子・白石美智子•関 律子・田上次敏・中村良一・野田 昇・畑中儀介・早田咲百

合・古川昌子・松永一代・松本和徳•松本晋治•松山誠一•松山れい子・三島多恵

子・水本美恵子・森川征子・森川 護・森本紀代子・森本清子・宮田義則

整理作業貝：井上裕美・入江由真・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・甲斐郁・柴田 亮・首藤優

子・末吉美紀・増井弘子・山寄早苗

(2) グリッドの設定（図94)

世界測地系のX= -22,727.8031、Y= -26,961.0304（平面直角座標系II系）を基準点とし、平面直

角座標系に沿って10m単位の方眼を設定し、東西では東へA・B・C..、南北では南へ1・ 2 ・ 3..と

命名した。グリッドは東西と南北の列の交点として把握し、 A-3区、 B-4区のようにした。

(3)調査区の基本層序（図98• 99 • 100) 

本調査地点の基本層序は以下の通りである (210

I a層：撹乱・埋土

I b層：旧耕作土（黄灰色・暗褐色）

n層 ：II層上部（褐灰色・暗褐色）、 II層下部（黒褐色）。 II層は古墳時代後期～古代の遺物包含層
II層上部は 1号掘立柱建物址 (9世紀末又は10世紀初め）の柱穴覆土に類似する。

m層 ：包含層下土層（暗褐色・暗灰黄色）
N層 ：基盤層（黄色帯びるシルト・砂層）
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IV 
本荘中地区の調査
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図95 1223調査地点遥構配置図（1)溝・竪穴住居址．掘立柱建物址・土坑 (1/200)
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2. 国際先端医学研究拠点施設新営工事に伴う発掘調究 (1223湖代地点）
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W 本荘中地区の調査
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図97 周辺調査地点遥構配懺図 (1/600)

9511 

(4)検出遥構

溝15条、竪穴住居址29基、掘立柱建物址1基、ピット列 1基、土坑9基、ピットを検出した（図

95 ・ 96)。
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2. 国際先端医学研究拠I・せ施設新‘許J?ltに伴う発掘調介 (1223調．代地．’.'.~)
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゜本荘中地区の調査
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図98 1223調査地点北壁1土層断面図 (1/50)
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図99 1223調査地点北壁2土層断面図 (1/50)

-
Z
 

LH=14. OOm 

Z' 

I /M：撹itla肘
2附：暗褐色：I:(Hue I OYR3/3) I□耕i1;:f: l b柑
:3 k1：！！し褐色：I:(Hue I OYR3/2) （（府上部
4 M ：！！し褐色・J:(llue I OYR2/3) 
5焙： ！lし褐色J:(Hue I OY3/l) 
6M : ！lし褐色 •I:(Hue I OYR2/3) II附下部
7 IM:黒褐色上(llue!OYR3/2)10サ翌穴住J,1}址田：K
81M : !Aし褐色I:(llue I OYR3/2) IOサ竪穴住居址覆I:
9M : ！Aし褐色:I:(llue I OY2/2) I 0サ竪穴住居址ID:f:
IO}t,j : /Al褐色 I:(flue I OY2/2) I 0サ竪穴住居址田上
II k1 :暗褐色"f:Olue 10¥'3/4) IOサ竪穴住居址掘り方覆:f:
12附： ！．＼し褐色土(llue7.5Y3/I) 10サ竪穴住居址掘り方覆土
13柑：暗褐色±(llue!OYR3/・1)

゜
2m 

図100 1223調査地点東壁土層断面図 (1/50) セクションポイントの位骰は図95に表示。
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W 本荘中地区の調査

＜溝＞

4号溝（図101)

調査区東側のD-2区、 E-2 ・ 3区、 F-3に存在した。幅約2.7~3.8mの溝が長さ約24.5mに

わたって検出された。北端および南端は調査区外に出ている。平面形は直線的で、主軸方位はN-50°

-wである。南端で5号溝と交差するが、 5号溝と覆土が類似し、新旧関係は明確にはとらえられな
かった。 9号溝や11号竪穴住居址を切って構築されており、 II層上部より掘り込みが確認された。溝

上位は傾斜が緩く、途中（中場）から角度を強めて底面に至る。底面は平らで、断面形は逆台形状を

なす。確認面からの深さは最深で約1.4mを測る。底は砂層ないしは固化した砂層に切り込んでいた。

覆土は暗褐色土主体。覆土上位には Ib層類似土が存在し、遺構の東側では Ib層類似土が深く入り

込んでおり、後世の掘り返しの可能性が考えられた。また覆土中位で、ウマの四肢骨と判断される骨

が、レベル上のまとまりをもって出土した（図版173)。覆土下部は水の影響をうけたためか赤褐色化

し硬い部分が多かった。底面には長方形の凹みが存在した。出土迫物には古墳時代後期から平安時代

のものも含まれていたが、 17世紀後半のものが多かった。 II層上部から掘り込んでいる点と、出土遣

物により、本溝は近世初期の所産と判断される。なお本溝の延長上に1106調査地点の2号溝がある。

5号溝（図101)

調査区東南隅のF-3・4区に存在した。最大幅約2.6mの溝が長さ約2.6mにわたって検出された。

北端は4号溝と交差しており、南端は Ia層（撹乱）に切られ、その先は調査区外に出ている。平面

形は直線的で、主軸方位はN-25° -Eである。溝の深さは最深で約0.6mを測る。本溝周辺は撹乱が

w層まで深く入りこんでおり、溝の上部は消失していた。
当初は、砂や黄色土を多く含む暗褐色土 (Ib層類似）および褐色土を覆土とする溝 (5号溝）と、

その下位の黒褐色土・灰褐色土・褐色土を覆土とする溝（旧108号溝）を別々の遺構として認識した

が、両者とも溝の方向が同じであり、覆土に砂をやや多く含む点で類似していたため同一溝（の覆土

の違い）と判断した。しかし覆土の違いが認識されたことから、溝の掘り返しがあった可能性も考え

られよう。図101土層断面図B-B'は旧108号溝でとった断面である。溝は砂層 (N層）にまで達し

ていたが、溝の最深部は調査区外に出ており検出されなかった。覆土は4号溝の覆土に類似していた

め、 4号溝と近い時期、近世初期の所産と判断される。なお本溝は9511地点の30号溝、 9801地点の3

号溝、 1130地点の 1号溝、 1205地点の 1号溝と連続する溝である。

51号溝（図101)

調査区東側のE-3区に存在した。平面形は長さ約2.0m、最大幅約0.2mの直線状をなし、主軸方

位はN-49° -Eである。 4号溝とほぼ平行する。 II層下部の確認面からの深さは最大で約0.08mを

測る。覆土は黒褐色土からなる。出土追物はなく、時期は不明である。

190号溝（図103)

調査区中央北側のC-2区に存在した。最大幅約0.27mの溝が長さ約6.4mにわたって検出された。

平面形は直線的で、主軸方位はN-46° -Eである。南西端は撹乱により壊されていた。確認面 (II

層上面）からの深さは最深で約0.15mを測る。覆土は暗褐色土 (Ib層）からなっていた。同様のも

のはD-2・3区に多数平行して存在しており（図99土層断面図2層）、畝のような耕作に関係する

遣構と判断される。覆土がIb層であることから、近世以降の所産と判断される。

200号溝（図102)

調査区西側のA-3、B-3・4、C-4・5区に存在した。 II層上面で確認され、深い部分は最

大幅約2.6m、深さ約0.8--1.0mの溝であった。南北両端が調査区外に出ているが、長さ約25.8mにわ
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2. 国際先端医学研究拠，点施設新‘i取l?ltに伴う発掘調究 (1223調ft地点）

たって検出された。またこの深い溝の両脇に深さ約0.06---0.3m、幅約0.4--0.8mの浅い溝が1ないし

2条平行して存在していた。これら脇に付随する溝は深い部分の溝とは若干時期が異なる可能性はあ

るが、溝の方向が同じであるため、同一番号の溝とした。平面形は直線的で、主軸方位はN-49° -

Wである。 204・ 205号溝・ 210号竪穴住居址を切り、 201号溝に切られていた。溝の底面は地山の砂層

(W層）に達し、底面は平坦で、断面形は逆台形状を呈する。覆土は大きく 3層に分かれ、上層（図

102土層断面図 l層）は灰色土、中層（同図2・3層）は黄灰色土・暗灰黄色土、下層（同図4層）

が黄灰色土からなっていた。 B-4区の覆土中層では大形の獣骨が出土した。覆土に Ib層類似土

（黄灰色土）を含んでいた点や、青磁や播鉢など中世ないし近世の追物が含まれることから、中世又

は近世の所産と判断される。

201号溝（図102)

調査区西側のB-4、C-4・5区に存在した。 4条の平行する溝からなる。各々幅0.3~、0.4m、

深さ約0.06--0.lmの溝で、主軸方位はN-45° -Eである。全て一連のものと考え、同一溝として扱っ

た。 190号溝同様、畝のような耕作に関係する遺構と判断される。 200号溝をほぼ直角に切って存在し

ていた。 II層上面で確認され、覆土は灰色土 (Ib層）であるため、近世以降の所産と判断される。

9号溝（図104)

調査区東側のE-2~4区に存在した。最大幅約2.lmの溝を、長さ約11.9mにわたって検出した。

北端は調査区外に出ており、南端は撹乱により切られていた。平面形は直線的で、主軸方位はN-14°

-Eである。北側では4号溝に切られていた。 4号溝との交差部以北は、撹乱されていたものの、 Il

層中でプランを確認できた所があり、その部分では、溝の幅は2.2m、壁高は最深部で約l.lmあった。

溝の立ち上がりを見ると、溝の上位は傾斜が緩く、溝の中央部は幅狭で深くなっていた。 4号溝との

交差部以南では、竪穴住居址 023・ 142 ・ 74号竪穴住居址）に切られていたため、幅は0.6---l.3m、

壁高は0.2--0.6mしかなかった。覆土は黒褐色土・暗褐色土などからなっていた。古墳時代後期に属

する74号堅穴住居址に切られるものの、それ以前の追物は出土していないので、古墳時代後期の所産

と判断される。 9511調査地点の68号溝 (6世紀末）とつながるものと推測される。

55号溝（図104)

調査区東側のD-3区に存在した。最大幅約l.lmの溝が長さ約3.7mにわたって検出された。平面

形は直線的で、主軸方位はN-20° -Eである。北端は 1号掘立柱建物址 (9世紀末又は10世紀初め）

の柱穴に壊されており、南端は147号竪穴住居址と切り合っていた。 147号竪穴住居址とは覆土が類似

していたが、 147号竪穴住居址より新しいと判断された。確認面からの深さは最深で約0.3mを測る。

覆土はII層下部類似の黒褐色土からなっていた。古墳時代後期又は古代 (9世紀末以前）の所産と判

断される。

13号溝（図105) l;JI 

調査区中央のC-4・5、D-2~4区に存在した。最大幅約0.9mの溝が長さ約27.5mにわたって

検出された。北端は調究区外に出ており、南端は撹乱により切られていた。本溝は高い所ではIl層下

部上面で確認された。 1号掘立柱建物址の柱穴に切られ、 202号溝・ 12・ 120号竪穴住居址を切ってい

た。深さは最深で約0.15mを測る。平面形は直線的で、主軸方位はN-6°-Eである。

覆土は灰色土をなしていた。北壁断面では2枚の土層（図99土層断面図13層・ 14層等）からなり、

二時期に及ぶ可能性がある。水の影椰を受けたと判断される、鉄分が集積し暗赤褐色を呈する箇所

（図105土層断面図A-A'1・ 2層等）が多く認められた。

古墳時代後期の堅穴住居址を切り、覆土中から 9世紀末の土器が出土しているので、 9世紀末頃の
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2.国際先端医学研究拠点施設新営工事に伴う発掘調1f.(1223調査地点）
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IV 本荘中地区の調究
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2.国際先端医学研究拠点施設新営工事に伴う発掘調究 (1223調査地点）
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W 本荘中地区の調査
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2. 国際先端医学研究拠，点施設新‘i序l?li•に伴う発掘調在 (1223調在地点）

所産と判断される。

202号溝（図105)

調査区西のC-4・5、D-3・4区に存在した。最大幅約0.5mの溝が、 D-3区で長さ約3.8m、

C-4区以南で長さ約7.lm確認された。南際は撹乱に切られ消失していた。溝の深さは最深で約0.18

mを測る。 120号竪穴住居址を切り、 13号溝に切られる。 D-3区では13号溝の東隣に存在するが、

D-2区で西に寄り、図105土層断面A-A'において13号溝が西側に張り出した部分が認められ、そ

こに繋がる可能性がある。平面形はやや蛇行する。主軸方位はD-3区ではN-4°-W、C-4区

以南ではN-8°-Eである。覆土は灰色土からなるが、鉄分が集積する所は暗赤褐色を呈していた。

覆土が9世紀末の溝 (13号溝）に類似することから、古代の所産と判断される。

204号溝（図106)

調査区西側のB-3・4区、 C-3・4・5区に存在した。南北両端を撹乱により壊され、中央を

200 ・ 201号溝によって切られていたが、幅約0.3--0.4mの溝が長さ約12.4mにわたり検出された。平

面形は直線的で、主軸方位はN-7°-Wである。確認面からの深さは最深で約0.16mを測る。覆土

は暗褐色土からなっていた。本追構のすぐ東隣には205号溝が平行して走っていた。覆土がII層上部

類似土からなるため、古代又はそれ以降の所産と判断される。

205号溝（図106)

調査区西側のC-3・4・5区に存在した。南北両端を撹乱に、中央を200・ 201号溝によって切ら

れていたが、幅約0.4--0.7mの溝が長さ約11.4mにわたり検出された。平面形は直線的で、主軸方位

はN-7°-Wである。 204号溝の東隣にあり、 204号溝と平行する。確認面からの深さは最深で約0.15

mを測る。覆土がII層上部類似の暗褐色土からなるため、古代又はそれ以降の所産と判断される。

240号溝（図106)

調査区西側のB-4区に存在した。東西両端を撹乱によって壊されていたが、幅約0.4--0.7mの溝

が長さ約5.lm検出された。平面形は直線的で、主軸方位はN-85° -Eである。 204・ 205号溝とほぼ

直交する方向に向く。確認面からの深さは最深で約0.2mを測る。覆土の大部分は黒褐色土からなっ

ていた。覆土はII陪下部に近似するが、 204・ 205号溝とほぽ直交する方向に向くため、両溝と同じく、

古代又はそれ以降の所産と判断される。

＜竪穴住居址＞

10号竪穴住居址（図107)

調査区北東隅のD-2・E-1・2区で検出された。平面形は方形プランをなすが、西側は撹乱、

北および東側は調査区外に出ており、南側の一辺と南西隅が確認されたに過ぎない。南側の一辺の長

さからして一辺は3.7m以上ある。南辺方位はN-62° -E （直交方位はN-28° -W（余角））である。

壁の立ち上がりは約0.2-0.3mである。覆土は黒褐色土であった。覆土には掘り直したような土があ

り（図100土層断面図7・8層）、切り合いがあった可能性が考えられた。検出された範囲の北半分に

は硬化面が存在した。掘り方は南側で深く、約O.lm深く掘られていることが確認された（図107下）。

11号竪穴住居址（図108)

調査区北東部のD-2・E-2区で検出された。平面形は方形のプランをなし、東西の壁が検出さ

れた。東西で約5.0m（軸長）を測る。平行する辺の方位はN-29° -Wである。中央を4号溝により

切られ、東西2箇所に分断された形で検出された。壁の立ち上がりは約0.2mである。覆土がII層下

部と類似する黒褐色土であったため、時期は古墳時代後期又は古代と判断される。
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W 本荘中地区の調査

83号竪穴住居址（図108)

調査区東側のD-3区で検出された。平面形は約4.2（長軸長） X3.8（短軸長） mの方形プランを

なす。長軸方位はN-27° -Eである。覆土は黒褐色土からなる。プランは確認できたが、 123号竪穴

住居址の覆土中に構築されていることもあり、壁および床面を捉えることができず、上場のみの記録

となった。覆土がII層下部と類似することと、後述する 1号掘立柱建物址 (9世紀末又は10世紀初

め）の20号柱穴に切られていることから、時期は古墳時代後期又は古代 (9世紀末以前）と判断される。

123号竪穴住居址（図109• 110) 

調査区東側のD-3・E-3区で検出された。平面形は6.lm（軸長）の長方形プランをなす。軸

方位はN-39° -Wである。北側には撹乱、西側には165号竪穴住居址が存在し、壁がわかりやすかっ

たのは南西部であった。壁の立ち上がりは最も高低差がある所で約0.2mである。南側は142号住居址

を切っていた。覆土は黒褐色土や暗褐色であった。当初断面B-B'西側で見られた土層の違い（図

109土層断面図B-B'6層の層界）から 2軒の住居址 (123号と75号住居址）の重複と想定したが、

最終的には 1軒の住居址 (123号住居址）と判断した。また同セクションの西端には、住居址を切っ

て存在する 1号掘立柱建物址の164号柱穴がかかっていたが、土層断面図作成時にはその存在を認識

していなかった。図109土層断面図10層は164号柱穴の覆土であった可能性がある。

検出された範囲の中央には5.6X3.6mの範囲にわたって硬化面が存在した（図109土層断面図5層内）。

爺は北辺にあった。長方形に切り出した砂岩2個を平行に並べ、袖を構築していた。袖に挟まれた内

側はよく焼けており、燃焼面と判断された。焼土中より炭化種実が出土した。

住居址中央および東側では硬化面より下に、約3.9X0.9m、約l.7XQ.85mの細長い溝状ないし土坑

状の掘り込みが確認された。またその外側の北東側ではL字状に曲がる直線的な段差が認められ、そ

れらは掘り方と判断された（図110)。掘り方は、住居址のプランと平行し、溝状のものと段差状のも

のが2列平行して存在していたため、建て替えの可能性がある。

また東側の壁が不明瞭であったが、それは本迫構の東側から4号溝の位置にかけて別の遺構が2基

（図110の20P東側付近と、セクションポイント B'付近）存在していたからであろう。

迎物は6世紀末～8世紀初めの迫物が出土している。複数の切り合いが中にあることが原因であろ

う。 1号掘立柱建物址 (9世紀末又は10世紀初め）に切られていることから、住居址の時期は古墳時

代後期又は古代 (9世紀末以前）と判断される。

142号竪穴住居址（図111)

調査区東側のE-3・4区で検出された。平面形は約5.1X4.5mの方形プランをなす。壁の立ち上

がりは深い所で約0.12mである。北に近い軸（短軸）方位はN-30° -Wである。南東部は撹乱により、

南端隅は 1号掘立柱建物址 (9世紀末又は10世紀初め）の23号柱穴により壊されていた。北側は123

号竪穴住居址に切られていたが、本住居址の壁に平行すると思われる掘り方は深く、その立ち上がり

が残存していた。南側は145号竪穴住居址を切って存在していた。 145号竪穴住居址とは辺が平行する

ため、 145号竪穴住居址を建て直して142号竪穴住居址が作られたと判断された。また本住居址確認段

階から、覆土を切るN-6°-Wを軸とするライン（図111の別遺構のライン）が確認されていたので、

本住居址を切る別の追構があったと判断される。覆土は黒褐色土であった。掘り方としては、西側で

長方形の土坑状の凹みが確認され、東側中央でも段状の凹みが存在した（図111下）。

本住居址の下には、本住居址より古い9号溝が存在していた。本住居址から出土した土器は古墳時

代後期 (6世紀後葉）のものと 9世紀末のものが存在したが、 1号掘立柱建物址 (9世紀末又は10世

紀初め）より古いため、本住居址は古墳時代後期又は古代 (9世紀末以前）と判断される。
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2. 国際先端医学研究拠点施設新営工事に伴う発掘調究 (1223調在地点）
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W 本荘中地区の調査
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2.国際先端医学研究拠点施設新営工事に伴う発掘調査 (1223調査地点）
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w 本荘中地区の調査

123号竪穴住居址（掘り方）
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2.国際先端医学研究拠点施設新営工事に伴う発掘調査 (1223調査地点）
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図111 142 • 145号竪穴住居址実測図 (1/50)
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W 本荘中地区の調査

145号竪穴住居址（図111)

調査区東側のE-3・4区で検出された。平面形は方形プランをなす。大部分は145号竪穴住居址

と撹乱によって切られていたので、確認できたのは幅約0.2m、長さ約4.5m（南辺）である。南辺の

方位はN-61° -E （直交方位N-29° -W（余角））である。掘立柱建物址の23号柱穴により壊され

ていた。確認できた壁の立ち上がりは約O.lmである。覆土は黒褐色土であった。時期は142号竪穴住

居址・ 1号掘立柱建物址 (9世紀末又は10世紀初め）に切られているので、古墳時代後期又は古代

(9世紀末以前）と判断される。

12号竪穴住居址（図112• 113) 

調査区中央北側のD-2区で検出された。平面形は方形のプランをなす。東西方向は約4.6mを測

るが、西辺は更に幅約0.4m、深さ約O.lmの張り出しが見られ、古い段階の住居址の重複が考えられ

る。東西軸方位はN-78° -E (N -12° -W （余角））である。北側は調査区外に出ており、東側は

4号溝により壊されている。また東側では73号竪穴住居址と切り合い、北側の掘り方には本住居址よ

り古い124号竪穴住居址が存在する。さらに西側の覆土上には本住居址の覆土を切って13号溝が存在

していた。壁の立ち上がりは約0.19mである。覆土は黒褐色土であった。住居址の中央から西側にか

けて硬化面が存在した（図112上・図113土層断面図A-A'5層上部付近）。鼈は東辺にあった。踊覆

土は撹乱により壊されていたが、燃焼面と判断される硬い焼土が存在した部分（図113土層断面図c

-c・ 4層）も若干認められた。寵の袖は、粘性の強い土の高まりがわずかに確認された。煙道の痕
跡も存在した。また住居址の南および西壁下において、硬化面より下において壁に平行する溝状の凹

み（深さ約0.2m)がL字状に確認され、掘り方と判断された（図112下）。また掘り方調査中にピッ

トを検出できたが、本住居址に伴う柱穴は、南西隅から約0.7m内側で検出された 1基だけであった。

113号ピットは径が0.5--0.6mあり、覆土中に柱痕を確認できた柱穴であるが、位置的に見て、本住居

址に伴う柱穴ではない。なお本住居址の時期は7世紀中葉頃と判断される。

73号竪穴住居址（図113)

調査区中央北側のD-2区で検出された。平面形は方形プランをなすが、北側は調査区外、東側は

4号溝によって切られているので、西1.25m・南辺1.2mと南西隅の一隅が検出されたにすぎない。西

辺方位はN-26° -Wである。 12・ 124号竪穴住居址と切り合い関係にある。本住居址は124号竪穴住

居址より新しく、 12号住居址より古かった。壁の立ち上がりは約0.25mである。覆土は黒褐色土で

あった。底面直上より、脚付壺の上に高杯が重なって出土した（図版80:写真182)。掘り方掘削中に

ピットが1基検出されたが、その位置から、本住居址に伴う柱穴とは判断しがたい。本竪穴住居址は

12号竪穴住居址より古いので、古墳時代後期 (7世紀中葉以前）と判断される。

124号竪穴住居址（図113)

調査区中央北側のD-2区で検出された。平面形は方形プランをなすが、東側は73号竪穴住居址に

より切られ、北側は調査区外に出ているので、西辺17m・南辺約llmと南西隅の一隅が検出されたに

すぎない。南辺の方位はN-56° -E （直交方位N-34° -W（余角））である。壁の立ち上がりは約

0.18mある。覆土は黒褐色土であった。 12号竪穴住居址により切られ、 12号竪穴住居址の掘り方覆土

が上を覆っていた。掘り方調査中にピットが2基検出されたが、本住居址に伴う柱穴ではない。本竪

穴住居址は12号竪穴住居址よりも古いので、古墳時代後期 (7世紀中葉以前）と判断される。

62号竪穴住居址（図114)

調査区中央のD-2・3区で検出された。平面形は約4.6X2.5mの長方形プランをなす。長軸方位

はN-3°-E。東側は54号竪穴状迫構と撹乱、掘立柱建物の柱穴により壊されていた。壁の立ち上
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2. 国際先端医学研究拠点施設新営工事に伴う発掘調究 0223i欄究地．,:.()
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図112 12号竪穴住居址実測図 (1/50)
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w 本荘中地区の調査
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図113 12 • 73 • 124号竪穴住居址実測図 (1/50)

がりは南側では低く、確認面から0.08mしかなく、北側では少し深くなり約0.18mある。北側の底面

がやや下がっていること、北側と南側では覆土に違いがあることなどから、 2時期の住居址が重複し

た可能性が想定される（図114上の点線範囲に 1軒の住居址を想定）。覆土は黒褐色土であった。また

167号ピットば焼土を含んでいたことから、寵に関係する施設である可能性がある。出土迪物から時

期は7世紀前葉と 8世紀後葉の2時期と判断される。
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2. 国際先端医学研究拠点施設新営工事に伴う発掘調究 (1223調介地点i)

76号竪穴住居址（図114)

調査区中央のC-3区、 D-3区で検出された。平面形は一辺約2.6mの長方形プランをなす。東

辺に平行する軸方位はN-9°-Wである。南側は撹乱により壊されているので、他辺の長さは不明

である。壁の立ち上がりは約0.08mである。覆土は黒褐色土であった。東辺には鼈があったが、残存

したプランから考えて、寵は東辺の中央ではなく、南寄りについていたと想定される。袖と煙道の一

部と燃焼面が残っており、寵前の掘り込みが確認された。時期は8世紀以降と判断される。

147号竪穴住居址（図115)

調査区中央のD-3区で検出された。平面形は約2.4X2.2mの小形の方形プランをなす。南東部は

掘りすぎのため、正確な形は捉えられなかった。北側は55号溝と切り合い関係にあり、南側は90号竪

穴住居址を切って存在していた。 55号溝との先後関係は不明瞭であったが、 55号溝に切られている可

能性はある。また北西隅は6号ピットに切られていた。長軸（南北）方位はN-16° -Wである。壁

の立ち上がりは約0.15mである。覆土は黒褐色土であった。掘り方の凹みは浅く存在する。遺物は6

世紀末～ 7世紀前葉の遺物が出土しているが、重複する竪穴住居址群の中でも切り合い上最も新しい

ため、 90号竪穴住居址より新しいことから、時期は8世紀後葉以降と判断される。

148号竪穴住居址（図115)

調査区中央のD-3区で検出された。平面形は軸長約3.lmの方形プランをなす。北西側は55号溝、

北東側は19号ピット、南側は撹乱に切られ、撹乱以南にも覆土が残っていた。また北東辺にはピット

が重複していた。東西軸方位はN-53° -E (N -37° -W （余角））である。壁の立ち上がりは約0.25m

を測る。覆土がII層下部に類似する黒褐色土であるため、時期は古墳時代後期又は古代と判断される。

90号竪穴住居址（図116)

調査区中央のD_3区で検出された。北側を147号竪穴住居址に切られ、中央部を撹乱に壊されて

おり、本来の規模は捉えられなかった。また東辺は28号ピットにより切られていた。南東端の辺を見

ると、南北軸方位はN-17° -Wである。撹乱以北には砂岩片・焼土・灰の集積が見られた。壁の立

ち上がりは約0.12mである。覆土は黒褐色土であった。掘り方の凹みは浅く存在する。遺物は8世紀

後葉の追物が出土している。追物が少ないので確定はできないが、時期は8世紀後葉の可能性がある。

159号竪穴住居址（図116)

調壺区中央のD-3区で検出された。平面形は南北長約4.8mの長方形プランをなす。北西隅は壁

が明瞭であったが、東辺および南辺東部は不明瞭であった。 165号竪穴住居址の上に重なっており、

165号竪穴住居址より新しいが、北側は147・ 148号竪穴住居址に切られ、南西側では上に90号竪穴住

居址が重なっていた。また西辺は 1号掘立柱建物址の163号柱穴に切られ、覆土東側には炭化物が土

であった。掘り方は南西側で掘り方覆土と思われる土が確認された。覆土はII層下部に類似し、かつ

1号掘立柱建物址 (9世紀末又は10世紀初め）の163号柱穴に壊されていることから、時期は古墳時

代後期又は古代 (9世紀末以前）と判断される。

165号竪穴住居址（図117)

調査区中央のD-3区で検出された。平面形は約5.2X5.0mの方形プランをなす。軸（短軸）方位

はN-34° -Wである。 159号竪穴住居址や 1号掘立柱建物址163号柱穴、 28号ピットよりは古いが、

南側では166号竪穴住居址、西側では104・ 120号竪穴住居址を切って作られていた。また東隅および

北東辺は撹乱により壊されていた。壁の立ち上がりは確認面から約0.25mである。覆土は黒褐色土で

あった。南側に寄った所に不整形の土坑状の凹みが1基存在した。また掘り方覆土が広く確認された。

104 ・ 120号竪穴住居址 (6世紀末又は7世紀前葉）を切り、 1号掘立柱建物址 (9世紀末又は10世紀
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2. 国際先端医学研究拠点施設新‘ttl.？l［に伴う発掘調究 (1223調査地点）
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図115 147 • 148号竪穴住居址実測図 (1/50)

初め）に切られているため、時期は古墳時代後期又は古代 (9世紀末以前）と判断される

166号竪穴住居址（図117)

調査区中央のD-3・4区-E-3区で検出された。平面形は方形プランをなす。 165号竪穴住居

址に切られているが、 182号竪穴住居址を切って構築されていた。北東側の境界が不明瞭であったた

め、住居址一辺の長さを測ることはできなかったが、幅1.6mにわたって検出された。南東辺の方位

はN-38° -E (N -52° -W （余角））である。壁の立ち上がりは約0.2mを測る。覆土は黒褐色土で
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IV 本荘中地区の調査
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2.国際先端医学研究拠点施設新営工事に伴う発掘調究 (1223調査地点）
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W 本荘中地区の調査
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図118 63号竪穴住居址実測図 (1/50)

あった。また掘り方覆土が広く存在した。 7~8世紀の迫物を出土した182号竪穴住居址を切り、 165

号竪穴住居址に切られるため、時期は古墳時代後期又は古代 (9世紀末以前）と判断される。

182号竪穴住居址（図117)

調査区中央のD-3・4区で検出された。平面形は方形プランをなす。北側は165・ 166号竪穴住居

址、西側は104号竪穴住居址によって切られ、南側は93号竪穴住居址により上を削られている。また

1号掘立柱建物址27号柱穴にも切られていた。一辺（南辺）約3.9mの住居址が最大で幅2.lmまで検
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2. 国際先端医学研究拠点施設新‘iiごl?J［に伴う発掘調介 (1223調介地点）

出された。南辺の方位はN-48° -E (N -42° -W （余角））である。壁の立ち上がりは最大で約0.2

mを測る。覆土は黒味の強い黒褐色土であった。南隅は楕円形の土坑状の掘り込みがあり、不明瞭で

あったが、南および東隅付近がやや深い掘り方を有する。 D-3・4区に集中する竪穴住居址群の中

で、切り合い上、最も古い住居址の一つに該当する。出土遺物は7世紀～8世紀の追物が出土してい

る。

63号竪穴住居址（図118)

調査区のD-4-E-4区で検出された。北隅から中央部にかけてと南壁の大半を撹乱によって壊

されていたが、平面形は約5.9X 5.lmの方形プランをなす。軸方位は長軸でN-40° -E （直交方位N

-5Q° -w)である。次に述べる74号竪穴住居址のプランを掘削する過程で生活面と思われる面が捉

えられたので住居址とした。 74号竪穴住居址の覆土中に構築されており、北・西辺は74号住居址のや

や内側に存在するが、束辺は不明瞭であった。壁の立ち上がりは約0.18mである。覆土は黒褐色土で

あった。北西壁寄りの所で大形の砂岩礫が数個近接して発見されたが、鼈は見つからなかった。 7世

紀前葉の遺物が出土した。

74号竪穴住居址（図119• 120) 

調査区のD-4、E-4区で検出された。北隅から中央部にかけてと南辺の大半を撹乱によって壊

されていたが、平面形は約5.9X 5.lmの長方形プランをなす。軸方位は長軸でN-4Q° -E （直交方位

N-50° -W)である。 93・ 154号竪穴住居址• 9号溝を切って作られていた。壁の立ち上がりは0.3

m程度。覆土は黒褐色土であった。踊は西壁中央付近に存在し、その西寄りに土坑が存在した。鼈に

は切り出した一対の砂岩が袖として配骰され、それらの囲む中央に甕が3個重ねて据えられていた。

そのうちの下位の甕（図133-83)は焚口側の胴部に打ち欠きにより半円形の穴があけられていた。

支柱として用いられていたと判断された。上位の甕（同図84)は下位の甕の上に被さって潰れており、

上位の甕は、下位の甕の口縁部上に、底部載せて据えられていた。この上位の甕の中に小ぶりの同図

82が入っていた。踊の袖石の内側はよく焼けて赤化しており、寵の内部の土にも多最の焼土が含まれ

ていた。鼈の下には長楕円の掘り方が存在した。掘り方覆土は黒褐色をなし、焼土や鼈構築材の破片

を少し含んでいた。西側の土坑には完形の長胴甕（同図81)が正位に設置され、その脇に、土坑を覆

うように大形の土器片（甑）（同図87)が潰れて出土した。また大形の土器片と同レベルから、砂石

の切石と高杯（図134-91)が出土した。土坑内の土は黒褐色で、焼土は含まれていなかった。掘り

方は、前述した壷の掘り方の他に、住居址の西側に凹みがみられた。掘り方は、土坑から東側に向

かって細長く低い部分が存在し、北西壁の直下も溝状に低くかった。遺物から時期は6世紀末又は7

世紀前葉と判断される。

93号竪穴住居址（図123)

調査区のD-4区で検出された。プランは182号竪穴住居址を切っている北東辺が明瞭で、その底

面を追究して平面形を捉えた。平面形は約4.5X3.5mの長方形をなすと考えたが、南東壁の位置はも

う少し東側であった可能性がある。軸方位は長軸でN-37° -E (N-53° -W)である。南東側は74

号竪穴住居址によって切られて消失しており、中央は 1号掘立柱建物址の27号柱穴に切られていたが、

182 ・ 104 ・ 154号竪穴住居址を切って構築されていた。壁の立ち上がりは約0.17mである。覆土は黒

褐色土であった。 74号竪穴住居址 (6世紀末又は7世紀前葉）に切られ、 104号竪穴住居址 (6世紀

末又は7世紀前葉）に切られており、それらの堅穴住居址と同じ時期 (6世紀末又は7世紀前葉）と

判断される。
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本荘中地区の調査
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2.国際先端医学研究拠点施設新営工事に伴う発掘調査 (1223調査地点）
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W 本荘中地区の調査
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2.国際先端l医学研究拠点施設新‘i芯工事に伴う発掘調;_ff.(1223調査地点）
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図122 104号竪穴住居址実測図 (1) (1/50) 
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W 本荘中地区の調査

104号竪穴住居址掘り方
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図123 104号竪穴住居址実測図 (2) (1/50) 土層断面図は図122に掲載。

154号竪穴住居址（図121)

調査区のD-4区で検出された。平面形は約4.7X4.7mの方形プランをなす。軸方位はN-36° -E 

(N-54°-W)である。南東側を74号竪穴住居址、西側を104号竪穴住居址や 1号掘立柱建物址27号

柱穴により切られ、上には93号竪穴住居址が重なっていた。壁の立ち上がりは約0.25mである。覆土

は黒褐色土であった。床面より低いレベルにおいて掘り方の掘り込みが確認された。掘り方は住居址

中央の円形の範囲が高く、その周囲から壁にかけて低くなるものであった。また中央やや西側には根

による撹乱と判断される凹みがあった。 74号竪穴住居址や104号竪穴住居址（共に 6世紀末又は7世

紀前薬）に切られているが、出土追物の時期に大きな差がないため、それらの堅穴住居址と同じ時期

(6世紀末又は7世紀前葉）と判断される。

104号竪穴住居址（図122• 123) 

調査区中央のD-3・4区で検出された。平面形は約5.1X 5.0mの方形プランをなす。軸方位はN

-24° -wである。 120号竪穴住居址を切るが、 90・ 93 ・ 154 ・ 165号竪穴住居址に切られていた。また
1号掘立柱建物址 (47・ 163号柱穴）にも切られていた。壁の立ち上がりは約0.2mである。覆土は黒

褐色土であった。プランの中央から南壁に向かって主軸を中心としてl.5--2.3mの幅で硬化面が存在
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2. 国際先端医学研究拠、1・＇．i.施設新‘i玲l?l［に伴う発掘調在 (1223調在地点）

した（図122)。硬化面より下位には、北東隅および南東隅を中心として掘り方と判断される掘り込み

が存在した（図123)。掘り方は北東隅および南東隅で明瞭で、隅を中心として直角三角形状の低い部

分が存在した。鼈は北墜中央にあった。鼈の左右両側には砂岩が袖として用いられていた。鼈内には

焼土が多く、層をなして存在していた（第122図土層断面図D-D'の3附）。鼈の下部には主軸と直

交方向に長軸をもつ不整ffiP1形の掘り方が存在した。 74号竪穴住居址 (6世紀末又は7世紀前葉）よ

り古く、 120号竪穴住居址 (6fil•紀末又は 7 世紀前葉）に切っているが、出土追物の時期には大きな

差はなく、それらの堅穴住居址と同じ時期 (6世紀末又は7世紀前莱）と判断される。

120号竪穴住居址（図124• 125) 

調査区のC-3・4、D-3・4区で検出された。平面形は約4.8X4.9mの正方形プランをなす。

軸方位は長軸でN-58° -W（直交方位はN-32° -E)である。南側は104号竪穴住居址、南東側は

165号竪穴住居址により切られていた。また 1号掘立柱建物址の柱穴 (7・ 32 ・ 43 ・ 163号柱穴）が本

住居址の覆土を掘りこんでいた。壁の立ち上がり約0.2mである。覆土は黒味の強い黒褐色土であった。

北西壁下から主軸を中心に幅約1.2~1.8mの硬化面が帯状に存在した（図124)。南西部は床面まで104

号竪穴住居址により削られていたので、硬化面は確認できなかった。踊は酉墜中央にあり、西側は切

石、東側は粘土が袖として迎存していた。奥壁は焼土により赤化し、鼈の内側には土器小破片が散在

していた。寵の下には主軸に直交する長方形の掘り込みが存在した。また北西壁際および南西壁際で

は硬化面より下位レベルにおいて、掘り方と判断される幅0.6m前後の溝状の掘り込みが確認された

（図125)。本竪穴住居址はC・D-3・4区に集中する竪穴住居址の中で切り合い上、最も古いもの

の1つである。出土辿物より時期は6世紀末又は7世紀前葉と判断される。

206号竪穴住居址（図125)

調査区西寄りのC-2・3区で検出された。平面形は方形をなす。南側を撹乱によって壊されてい

たが、確認できた一辺は約3.4mを測る。辺に平行する東西軸方位はN-77° -E （直交方位N-13°

-w（余角））である。また中央にも撹乱が存在し、住居址を 2つに分断していた。壁の立ち上がり
は最大で約0.15mである。覆土は黒褐色土であった。撹乱以西に本住居址に伴うと判断される柱穴が

1基存在した。掘り方と判断される掘り込みも存在し、撹乱以西は、壁下から住居址中央付近に向

かって緩やかに下がる。撹乱以東は長方形の凹みが存在した。覆土がII層下部に類似するため、時期

は古墳時代後期又は古代と判断される。

207号竪穴住居址（図126)

調査区西側のB-3区、 C-3区で検出された。平面形は方形プランをなす。南側を撹乱で壊され、

北西隅は調査区外に出ていたが、確認できたところでは軸長約2.3mをなす。東西軸方位はN-77° _ 

w （直交方位N-13° -E （余角））である。 219・ 220号ピットには切られていたが、 208号竪穴住居
址を切って構築されていた。墜の立ち上がりは約最大で0.15mである。覆土は黒褐色土であった。覆

土がII層下部に類似するため、時期は古墳時代後期又は古代と判断される。

208号竪穴住居址（図126)

調査区西側の B-3区で検出された。平面形は方形プランをなす。北側は調査区外に出ており、

南側は撹乱により壊されていたが、軸長は約3.8mあることが確認された。東西軸方位はN-66° -E 

（直交方位N-24゚ （余角）ー W)。切り合いは219・ 220号ピット・ 207号竪穴住居址より古く、 247号

土坑よりも新しい。墜の立ち上がりは最大で約0.2mである。覆土は黒褐色土であった。調査区壁下

のやや西寄りに柱穴と判断される掘り込みが1基存在した。掘り方と判断される掘り込みは比較的深

く存在し、東側では約0.25mの深さをもって凹んでいた。覆土がII層下部に類似するため、時期は古
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W 本荘中地区の調査
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図124 120号竪穴住居址実測図 (1) (1 /50) 

墳時代後期又は古代と判断される。
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2.国際先端医学研究拠点施設新営工事に伴う発掘調査 (1223調査地点）
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図125 120 • 206号竪穴住居址実測図 (1/50) A-A'-C-C'土／習断面図は図124に掲載。
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w 本荘中地区の調査

207号竪穴住居址
調査区外

撹乱

ー
A
 了 ー↑＿

LH=12.60m 
A' 

ノ，—

l陪：黒褐色土(Hue2.5Y3/2) 

208号竪穴住居址

|
 

調査区外

B
 

LH=13.00m 

B' 

二三'-二三
1屈：黒褐色土(Hue1 OYR3/2) 
2府：馬褐色土(Hue1 OYR3/2) 

210号竪穴住居址

9
9
9
9
 

9
1
 

1
9
 

1
1
 ̀

‘` ,＇ 
ー`

ー`
＇̀
‘ ```
 ，
 ̀
＇ 
,'‘ 
,' 

1
_
9
 

9
9
 

9
9
 

ど

w 
200号溝

¢ -“ ‘‘• ” . •­--• -2 -
一
” . ．． 

一
-・・----.. --• 

根痕 1

三
LH=12. 60m 

C --------— ：、●9-、こ C'；g：醤魯宝霊ば：認じ

。
2m 

図126 207 • 208 • 210号竪穴住居址実測図 (1/50)

217 



2. 国際先端医学研究拠．I．li施設新営工事に伴う発掘調査 (l223調究地点）

210号竪穴住居址（図126)

調査区西側のA-3区、 B-3区で検出された。平面形は方形プランをなす。北側が調査区外に出

ていたが、一辺が約5.lmあることは確認された。確認された一辺に平行する東西軸方位はN-80° _ 

E （直交方位N-10° -W（余角））である。住居址の中央を200号溝が切り、本住居址は分断されて

いた。墜の立ち上がりは最大で約0.25mである。覆土は黒褐色土であった。掘り方は約0.2mの深さを

もち、西および南壁際に溝状の低い部分をもっていた。覆土がII層下部に類似するため、時期は古墳

時代後期又は古代と判断される。

215号竪穴住居址（図127)

調究区南側のD-4区で検出された。平面形は方形プランをなす。南側を撹乱によって壊されてお

り、規模はよくわからないが、一辺5m以上はある。軸方位は寵の付く辺に平行する軸でN-44° -

E （直交方位N-46° -W（余角））である。住居址北隅近くの 1号ピット列の244号柱穴は本住居址

の覆土を切って掘られていた。壁の立ち上がりは約0.3mである。覆土は黒褐色土であったが、住居

址東側は暗褐色をなしていた。主軸線を中心にして幅l.4~1.5mの硬化面が帯状に存在した。硬化面

を切って、本住居址に伴うと判断される柱穴が1基検出された。鼈は北西壁にあった。長方形に切り

出した砂岩を一対配骰して袖を作っていた。袖に挟まれた中央は窪み、燃焼面が確認された。また燃

焼部から北西側に延びる煙道の残骸を確認した。籠に下には円形の掘り込みが存在した。また硬化面

より低いレベルにおいては、住居址の東側と西側で、浅い不定形の掘り込みが確認された。西側の掘

り込みは北西側と南東側を撹乱により切られていた。東側の掘り込みは東壁際を基準にl.2-l.6mの

範囲にわたって面状に低くなっていたが、特に低い部分は北西ー南東方向に向く溝状を呈していた。

覆土がII陪下部に類似すると同時に、 1号ピット列の244号柱穴 (9世紀末又は10世紀初め）に切ら

れているため、時期は古墳時代後期又は古代 (9世紀末以前）と判断される。

く掘立柱建物址＞

方形の配列が認められる柱穴群を一つの単位と考え、掘立柱建物址とした。調査区中央のD-3・

4区、 E-3・4区で 1基検出された。 1号掘立柱建物址とした。

1号掘立柱建物址（図128)

調究区中央のD-3・4区、 E-3・4区で検出された。検出された18基の柱穴より構成される。

この柱穴は竪穴住居址と煎なるものでは、全て住居址を切って掘られていた。また13号溝をも切って

構築されていた。柱穴の二重長方形配列が認められ、四面庇掘立柱建物址と判断した。北東隅は4号

溝によって切られていたため確認されていない。また撹乱や竪穴住居址と重複して検出されなかった

ものもあると推定する。内側の長方形配列は身舎と考えられ、 4隅に径 lm前後の大形柱穴 (8.

39 ・ 163 ・ 164号柱穴）を配する。柱穴は円形。規模は柱穴間で桁行約7.2m、梁行約4.8m。柱間間数

は、 8号柱穴と39号柱穴の間には柱穴は確認できなかったので、 163号柱穴と164号柱穴の間のピット

は本掘立柱建物址の柱穴ではないと判断し、桁行・梁行とも 1間であったと想定した。庇は桁行が5

間（東側は撹乱で確認できず）と推定され、梁行は4間である。庇柱は身舎の4隅の柱穴より若干小

さいとは言え、径0.8-1.0mあった。柱穴は隅丸方形に近いもの (20・ 24 ・ 27号柱穴）もあったが、

大部分は円形であった。柱穴の中には柱痕を検出できたものがある。柱痕跡が確認できたもので柱間

距離を測ると、庇柱では梁行約2.7mであったし1)。総長は桁行約12.6m、梁行約9.6m。軸方位は梁行で、

N-5°-Wをなし、北に近い方位をとっていた。柱穴深度は最大で0.6mあった。柱穴深度について

は身舎の柱穴が庇の柱穴に比べ深いという傾向は見られなかった。柱穴覆土はII層上部に類似する暗

褐色土が入っており、竪穴住居址や13号溝より新しいのは確実であった。時期は、竪穴住居址より新
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W 本荘中地区の調査

215号竪穴住居址
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図127 215号竪穴住居址実測図 (1/50)

219 



2. 国際先端医学研究拠点施設新営工事に伴う発掘調査 (1223調在地点）

しいこと、 9世紀後葉～末の土師器が覆土中から出土していることから、 9世紀末又は10世紀初めと

判断される。

この他前述の掘立柱建物址を構成する大形の柱穴と類似する柱穴が存在した（図96・ 186号ピット

等）。単独で存在し、組み合う柱穴は見つからなかったため、掘立柱建物址とは扱わなかった。

くピット列＞

直線的な配列が認められるピット列を一つの単位と考え、ピット列と扱った。調査区南東部のD-

4区で1基検出された。 1号ピット列とした。

1号ピット列（図128)

調査区中央のD-4区に存在する。 3基のピットより構成される。発掘調査の過程で竪穴住居址よ

り新しいピットであることはわかっていたが、打って返しの関係で、 2回に分けて調査したため、組

合せのわからないピットとして認識していた。出土品整理の過程で、ピット列として番号を付けた。

このピットは、 154・ 215号竪穴住居址を切って掘られていた。 216号ピットの西側に関連するピット

は見つからなかった。また35号ピットの東側は撹乱により壊されており、規模は分からない。ピット

は不整円形ないしは楕円形で、直径は最も高い確認面 (II層下部の上位）で確認された35号ピットで

0.45mある。 1号掘立柱建物址の柱穴より規模は小さい。ピット間は約1.3mで均等に間隔をあけ、総

延長約2.6mあった。軸方位はN-85° -E (N -5 ° -W （余角））をなし、 1号掘立柱建物址と平行

していた。ピット覆土はII層上部に類似する暗褐色土が入っていた。時期は、竪穴住居址より新しい

こと、 9世紀後葉～末の土師器が出土していることから、 9世紀末又は10世紀初めと判断される。掘

立柱建物址の一部という見方もできるが、柵列などの可能性も想定される。

く土坑・ピット＞

掘立柱建物址の項で説明したものを除き、軸長が約0.7m以上ある大形の掘り込みを土坑として報

告する。土坑は調査区の西側、特に南西部のB-S・C-5区付近にまとまっていた。また小形の円

形の掘り込みはピットとして遣構全体図に掲載した。ピットは根穴の可能性があるものも含まれてい

ると判断される。

54号土坑（図129)

調査区中央のD-3区で検出された。平面形は約2.2x1.5mの不整方形プランをなす。長軸方位は

N-23° -Wである。壁の立ち上がりは約0.2mである。西側は撹乱、東側は 1号掘立柱建物址の柱穴

(16号柱穴）と55号溝により切られていた。覆土は黒褐色土であった。出土遣物により、時期は古墳

時代後期 (7世紀後葉）と判断される。

105号土坑（図129)

調査区東側のE-4区で検出された。平面形は方形プランをなすが、東・南・西側を撹乱により壊

されているので、確認されたのは北辺の約1.6mだけである。北辺の方位はN-63° -E (N -27゚ー

E （余角））。壁の立ち上がりは約0.15mである。覆土は黒褐色土であった。覆土がII層下部に類似す

るため、時期は古墳時代後期又は古代と判断される。

212号土坑（図129)

調査区西側のC-5区で検出された。隅が角張ることから、方形基調の掘り込みの可能性がある。

南側半分を撹乱により壊され、上部を200号溝により削られていた。残存部の規模は最も長い所で約

l.Omを有する。東側の壁は直立していた。深さは最深部で約0.5mを測る。底面は平坦をなす。覆土

はII層下部に類似した黒褐色土が主体をなしていた。覆土がII層下部に類似するため、時期は古墳時

代後期又は古代と判断される。
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W 本荘中地区の調究
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図128 1号掘立柱建物址・ 1号ビット列実測図 (1/100)

213号土坑（図129)

調査区南西部のB-5区で検出された。南側を撹乱により切られる。短軸長11.lm、深さ0.37mを

測る。覆土は黒褐色土からなる。時期は古墳時代後期又は古代と判断される。
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W 本荘中地区の調査

236号土坑（図129)

調査区南西部のB-5区で検出された。南側を撹乱により失い、西側は調査区外に出ていた。東隣

にある237号土坑を切っていた。角が角張っているため、隅丸方形のプランになる可能性がある。残

存部の規模は軸長で約0.8m。深さは最深部で約0.4mを測る。底面は比較的平坦であった。覆土はII

層下部に類似した黒褐色土が堆積しており、下底面は砂層まで達していた。覆土がII層下部に類似す

るため、時期は古墳時代後期又は古代と判断される。

237号土坑（図129)

調査区南西部のB-5区で検出された。東および南側を撹乱によって壊され、西側を236号土坑に

より切られていた。長さ約0.8m、幅約0.2mが残存していた。深さは最深部で約0.2mを測る。覆土は

II層下部類似の黒褐色土が堆積していた。覆土の特徴により、時期は古墳時代後期又は古代と判断さ

れる。

243号土坑（図129)

調査区西側のB-5区で検出された。平面形は楕円形をなす。西側を撹乱により壊されていたが、

残存部から考えて、短軸は約0.8m以上あると判断される。深さは最深部で約0.4mを測る。覆土はII

層下部類似の黒褐色土であった。覆土の特徴により、時期は古墳時代後期又は古代と判断される。

247号土坑（図129)

調査区西側のB-3区で検出された。平面形は円形をなすと判断されるが、北半分は調査区外に出

ていた。 208号竪穴住居址より古く、上部は208号住居址により削られていた。残存部から見ると、径

は約1.3mを有する。深さは最深部で約0.3mを測る。覆土は黒褐色土であった。覆土がII層下部に類

似したことにより、時期は古墳時代後期又は古代と判断される。

251号土坑（図129)

調査区西側のB-4区で検出された。平面形は円形をなすと判断されるが、西側は撹乱によって壊

されていた。残存部は最大長で約1.lmを測る。深さは最深部で約0.15mを測る。覆土は暗褐色土およ

び黒褐色土からなっていた。覆土がII層下部に類似したことにより、時期は古墳時代後期又は古代と

判断される。

(5)出土遥物（図130~137)

遺物としては、縄文時代の土器・石器、古墳時代・古代（奈良•平安時代）・中世・近世の土器・

陶磁器・土製品・石製品などが出土した。出土最はコンテナ33箱分である。

遺物は追構覆土および迫構外II層． I層などから出土した。追構内出土迪物（迫構別）、それに引

き続き、迫構外出土迫物を以下に報告する。遺構内出土迫物の報告がない遣構は、迪物が出土してい

ないか、出土していても迫物が少なかったり、零細な遣物しか存在しなかったりして、追構の時期を

言及できる資料がない迫構である。

4号溝出土遥物（図130:1-23) 

4号溝からは古墳時代から近世にかけての多くの遺物が出土した。 1~12は古墳時代および古代、

中世の迫物である。 1は土師器で、甑の把手である。この他にも土師器片は出土しているが、溝より

古い時代の遣物であると判断されるので、図化はしなかった。須恵器は竪穴住居址からはあまり出土

しなかったタイプの遺物 (2~4)を紹介する。 2は壺で、頸部直下にヘラによる鋸歯文が描かれて

いる。 3は鉢ないし壺形をなすと判断されるもので、外面には把手、内面には指おさえ痕が存在する。

4 は愚書をもつ高台付杯である。 5 は緑釉陶器の皿である。 6~10は貿易陶磁である。 6 は越 Jヽ•l1窯系
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2. 国際先端医学研究拠点施設新営工事に伴う発掘調究 (1223調在地点）

青磁碗の I類 1a （山本2000) と考えられる。蛇の目高台をもつもので、胴部下部に垂れた釉薬がわ

ずかに見えるが、畳付けは無釉となっている。目跡はない。 7は越朴l窯系青磁碗の I類5 （山本前

掲）と考えられている。底部外面はわずかに上げ底気味の平底で、骰付けは無釉となり、内面に目跡

をもっている。両例は8世紀末～10世紀中葉の所産と判断される。 8は龍泉窯系青磁碗I4a'類（山

本前掲）である。イ本部外面は無文で、体部内面は2条の分割線のみで、紋様を施さない略式形式であ

る。 12世紀中葉～後業の所産と判断される。 9は龍泉窯系青磁碗II類b（山本前掲）で、鏑蓮弁文を

もつ。 13世紀初頭～13世紀前葉に伴うものである。 10・ 11は布目瓦の平瓦である。 10は内面に布目痕、

外面に縄目タタキを有している。 11は内面に布目痕、外面に格子目型タタキを有している。 12は瓦質

土器で、破片上部に沈線文様をもっている。

13以降は近世の追物。 13--18は肥前系陶器。 13は薄手の鉢で、内外面に緑色の釉薬を施している。

14は1Illで、深緑色の釉薬をかけている。畳付および高台側面は無釉で、畳付には砂目が残っている。

17世紀後半の所産であろう。 15は瓶のような器形をなし、外面に黒色の鉄釉で文様を描いている。

16 ・ 17は1Ill。内面・外面に銅緑釉が施されているが、見込み部分は蛇の目風に釉剥ぎがされている。

見込みには砂目の跡があることから、 17世紀後半の所産と判断される。 18は京焼風陶器皿。見込みに

は鉄絵で山水文を描いている。高台は角形にしっかりと削り出し、高台内に刻印を押している。 17世

紀後半の所産である。 19・ 20は肥前系染付で、 19は碗、 20は皿である。 21は播鉢で、外面に肥厚する

口縁、内面に摺り目をもっている。 22・ 23は破片面子である。 23は須恵器、 22は釉薬のかかった甕を

素材としている。破片の周囲を打ち欠きは粗大であり、円盤状に仕上げる途中の未成品と判断される。

この他に鉄滓や鉄片（図版94)が出土した。碗形滓（図版94) もあり、古代のものも含まれている。

200号溝出土遥物（図131: 24-29) 

24は土師器の杯、 25は高台の付く土師器の碗で、それぞれ9世紀前葉、 9世紀中莱～後葉の所産で

ある。 26は須恵器の壺の口縁部資料で、頸部に波状沈線を描いている。 27は外反する口縁をもち、内

外面無文のものである。属性が少なく判断に迷うが、胎土の特徴から龍泉窯系青磁碗の可能性がある。

時期は12世紀中葉～後葉と考えられる。 28は瓦質土器で、内面にハケ目、外面に格子目の型によるタ

タキが見られる。 29は近世の摺鉢である。

13号溝出土遥物（図131: 30-32) 

30は土師器の碗で、平らな底部の下端が外側に張り出している。 9世紀末頃の所産。 30・ 31は須恵

器の盗である。 30は口縁に身受けの返しをもつもので、 7世紀中薬の所産である。天井部には回転へ

ラケズリを施している。

9号溝出土遥物（図131: 33) 

32は須恵器の壺の口縁部資料。口縁部下が肥厚している。

204号溝出土遥物

古墳時代後期～古代の土器破片が少最出土したが、時期を限定できる資料はなかった。

205号溝出土遥物

古墳時代後期～古代の土器破片が極少最出土したのみで、時期を限定できる賓料はなかった。

10号竪穴住居址出土遥物（図131: 34 • 35) 

34はハケ目のついた胴の張る甕の口縁部資料である。 35は須恵器の杯で、内湾気味に直立する口縁

部を有している。 7世紀前・中莱の所産である可能性がある。

11号竪穴住居址出土遥物

土師器の胴部破片や須恵器の小破片が出土したのみである。
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IV 本荘中地区の調査

123号竪穴住居址出土遥物（図131: 36-47) 

36~40は土師器。 36は丸みを帯びた体部の外面にケズリ、内面にミガキを施した杯である。 37・ 

38 ・ 40は甕で、 37・ 38は外面にハケ目、内面にケズリ、 40は内面にケズリを施している。 39は内外面

にミガキを有する碗である。 41~45は須恵器。 41・ 42 ・ 44 ・ 45は杯である。 41・ 42藍受けの返りを

もっており、 6世紀末～7世紀前葉の所産と判断される。 45は底面角に高台のついたもので、 8世紀

の所産であろう。 43は聡であろう。体部の屈曲部に斜めの小刻みを付している。 46は貿易陶磁（白

磁）で、薄手の皿である。 47は布目瓦の平瓦である。内面に布目痕、外面に縄目タタキ痕を有してい

る。

142号竪穴住居址出土遥物（図131: 48-51) 

48~51は土師器の杯で、 48は体部に段を有する。 6世紀後葉～7世紀前薬の所産であろう。 48は丸

みをもつ体部と、外反する口縁を有している。 50は小形の平底をもつもので、 9世紀末の可能性があ

る。 51は口縁部が直線的に外反する土師器の甕である。

12号竪穴住居址出土遥物（図132:52-57) 

52は体部に丸みをもつ土師器の碗で、内外面がよく磨かれている。 53~57は須恵器。 53は蓋で、ロ

縁に身受けの返しをもっている。 54は外傾する体部と、直立気味に立ち上がる口縁を有する杯である。

7世紀中葉の所産と判断される。 56は壺、 57は口径が小さく聡の口縁かと判断される。 55は薄手の須

恵器の碗である。

73号竪穴住居址出土遥物（図132:58-60) 

58~60は土師器である。 58と59は重なって出土したもので（図版80:写真182)、58は高杯の脚部、

59は3足の脚をもつ壺形土器である。 59は球形の体部をもち、外面がよく磨かれている。 60はハケ目

をもつ甕である。このほか須恵器では高杯脚基部付近の破片が1点ある。

62号竪穴住居址出土遥物（図132:61-64) 

61は土師器の盤。口径は大きく、扁平である。 62は土師器の杯で、内外面に顕著な回転ヘラミガキ

を有する。共に8世紀後業の所産と判断される。 63・ 64は須恵器である。 63は蓋である。身受けの返

りをもつが、返り部分が長く、口縁端よりも下がる。 7世紀前葉の所産である。 64は高台を有し、ロ

縁部が外反する杯である。高台は直線的で、断面が角張る短いものが、底部でもやや中央寄りに付い

ている。 8世紀後葉の所産である。この他高杯の脚部片などが出土している。

76号竪穴住居址出土遥物（図132:65 • 66) 

65は平底の土師器である。 66は直線的に開き、口縁部が外反する須恵器杯ないし碗の口縁部資料で

ある。器高が高い傾向がある。共に8世紀中葉～9世紀の所産と判断される。

147号竪穴住居址出土遥物

図化した遺物はないが、 6世紀末～7世紀前葉に属する薔受けの返りをもつ須恵器杯の小破片が出

土している。

90号竪穴住居址出土遥物（図132:68-71) 

68~70は土師器である。 68は体部中位に屈曲、体部下半外面にケズリをもつ杯である。 69は高杯。

70は体部にハケ目をもつ小形の甕であろうか。 71は高台の付く須恵器である。高台は短く、断面が角

張るもので、底部端ではなく、若干底部中央寄りに付いている。 8世紀後葉の所産と判断される。

165号竪穴住居址出土遥物（図132:67) 

67は頸部が括れ、体部が大きく張り出す器形をなす土師器の甕で、外面にハケ目を施している。外

面は赤色を呈する。古墳時代中期頃の可能性が考えられる。
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182号竪穴住居址出土遥物（図132: 72) 

72は丸みをもつイ本部と、直立する口縁をもつ須恵器の杯である。

63号竪穴住居址出土遥物（図132:73-75) 

73は土師器の高杯、 74は須恵器の蓋、 75は須恵器の坪である。 73は高杯脚部基部が厚い傾向がある。

74は身受けの返り部分が長く、口縁端よりも下がるため、 7世紀前業の所産と判断される。 123号竪

穴住居址でも同一個体が出土している。 75は直線的に開く碗である。この他、土師器甕の口縁部破片

も出土している。

74号竪穴住居址出土遥物（図132:76-80、図133、図134:88-94) 

本調査で最も多くの追物を出土した竪穴住居址である。

76~88は土師器である。 76~78は杯である。 76は体部外面下位にケズリを施し、中位に稜をもつ丸

底のもので、 6世紀末～7世紀前葉の所産と判断される。 77は丸い体部をもち、内面にミガキを有す

るものである。 78は平底の杯で、 9世紀前葉の所産である。 79・ 80は高杯である。 79は杯部の体部は

稜をもって屈折している。 81~86は頸部が括れ、体部が張る甕であるが、体部の長さが縦長化してい

る。外面にはハケ目、内面にはケズリ（縦位・下→上へ）が施されている。 81は土坑内から直立した

状態で出土したものである。 83はイ本部を意図的に打ち欠いてある。鼈内で出土したもので、支柱とし

て用いられていたものと判断された。 84・ 82も鉦内出土で、 83の上に載せられた状態で出土した。

87 ・ 88は甑。イ本部から口縁部にかけて直線的に開く器形をなし、内面はケズリが施されている。と

りわけ口縁部直下内面の縦位ケズリは頴著である。 87は土坑上面から出土したもので、底部に穴があ

り、体部には突起が付き、ハケ目を施文している。

89~93は須恵器である。 89は蓋、 90は杯、 91~93は高杯である。 89は身受けの返りをもたない。 90

は口縁部直下に蓋受けの返りをもつもので、底部にヘラケズリを施している。共に6世紀後葉の所産

と判断される。 91はイ本部外面にカキ目を施している。 94は半分欠損した滑石製紡錘車である。

93号竪穴住居址出土遥物（図134:95-97) 

95は土師器の高杯の脚部資料である。 96・ 97は須恵器である。 96は蓋で、身受けの返りをもっ。 97

は杯身で、蓋受けの返りをもつ。 96は7世紀中葉、 97は6世紀末～7世紀前葉の所産である。

154号竪穴住居址出土遥物（図134:98) 

98は須恵器の高杯の杯部である。杯部は丸く湾曲する体部をもつ。この他、須恵器を模倣した稜を

もつ土師器杯の小破片 (6世紀後葉～ 7世紀前葉）が出土している。

104号竪穴住居址出土遥物（図134:99-104) 

99は土師器の甑で、外面に把手とハケ目、内面にケズリを有している。 100--103は須恵器である。

100 ・ 102は蓋で、 100は身受けの返しをもたないもの、 102は見受けの返しをもつもの。前者は6世紀

末～7世紀前葉、後者は7世紀前葉である。 101・ 103は杯で、蓋受けの返しを有している。共に6世

紀末～7世紀前葉の所産と判断される。 104は管状の土製錘である。

120号竪穴住居址出土遥物（図134:105~108、図135: 109~111) 

105----108は土師器である。 105・ 106は杯。いずれも内外面に顕著なミガキが認められるが、 106は

体部ににぶい稜を残している。 107は高杯の脚部資料である。 108は甕で、体部外面にハケ目、内面に

ケズリを施している。 109-111は須恵器である。 109は薔で、身受けの返しをもたないもの、 110は蓋

受けの返しをもつ杯身で、共に6世紀末～7世紀前葉の所産である。 111は甕である。 112は貿易陶磁。

薄手で、外反する。一般的に、本辿構出土の須恵器は、青磁が出現する時期のものより古く、共伴し

たものとは考えにくい。 113は耳環である。銅製で、表面にわずかに金箔が残る。
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206号竪穴住居址出土遥物

図化した迫物はないが、古墳時代後期の須恵器の壺破片資料などが出土した。

210号竪穴住居址出土遥物（図135: 114) 

114は手捏土器。小形の碗形をなす。古墳時代に作られた天草式と呼ばれる製塩土器である。

215号竪穴住居址出土遥物

迎物は図化していないが、ハケ目のついた土器の胴部資料などが出土した。 9世紀代の土師器碗も

出土しているが、これは本住居址を切っていた 1号ピット群の244号ピットの追物が混在したもので

ある。

1号掘立柱建物址出土遥物（図135:115~120. 123~125) 

115は8号柱穴出土の土師器の杯で、体部は直線的に外反し、底部は平底を呈している。法祗など

からして9世紀末の所産と判断される。また同柱穴からは黒色土器Aの破片も出土している。 116は

25号柱穴出土の高台付き土師器碗かと判断される。同様の土師器碗は他にも 1点出土している。 117

は17号柱穴出土の高台付き土師器碗かと判断される。両柱穴出土追物は9世紀中葉～後葉の所産と判

断される。 118・ 119は24号柱穴出土である。 118は広く外傾する土師器杯で、内面はよく磨かれ、ス

スが付着し、黒色を呈している（黒色土器A)。119は器高の高い高台付碗である。 9世紀中葉～後莱

の所産。 120は39号柱穴出土の杯である。薄手で底部は平底となり、底面にヘラ切り痕が認められる。

9世紀末の所産かと判断される。また同柱穴から同時期と判断される端部が外側に張り出した平底底

部をもつ杯破片も出土している。 123は32号柱穴出土の須恵器の碗である。高台の形状などから 9世

紀後葉の所産と判断される。 124は23号柱穴出土の土師器片で、愚書をもっている。曲線的に書かれ

ているが、判読できない。布目瓦片 (125) も出土している。また古墳時代の辿物が32・ 47号柱穴か

ら出土している。

この他図化はしていないが、 14号柱穴でも 9世紀後葉の高台付碗の破片が1片出土している。また

古墳時代の追物が32・ 47号柱穴で出土している。古い遣物が土と一緒に入ったのであろう。

1号ピット群出土遥物（図135:126~130) 

126 ・ 127は35号ピット出土遺物である。 126は土師器の杯で、底部は平底をなし、底部直上でわず

かに反りながら体部にかけて直線的に開いている。 9世紀中・後葉の所産と判断される。 127は須恵

器の碗である。底面から体部にかけて曲線的に屈曲し、底面には底面角より中央寄りに低く角張った

高台が付けられている。 8世紀の所産であろうか。 128・ 129は216号ピット出土迫物で共に土師器の

杯で、平底の底部と直線的に開く体部を有している。 128はロクロ成形である。 9世紀末頃の所産と

判断される。 130は244号ピット出土の平底と直線的体部を有する土師器で、 9世紀の所産であろう。

54号土坑出土遥物（図135: 131 • 132) 

131 ・ 132は須恵器である。 131は蓋で、見受けの返りをもつが、返り部分は短く、 7世紀後葉と判

断される。 132は高杯の脚部資料と判断される。

236号土坑出土遥物（図135: 133) 

133は須恵器の大形壺で、内外面にエ具によるタタキ痕を有している。

ピット出土遥物（図135: 121 • 122 • 134 • 135) 

121は6号ピット出土の須恵器の高杯である。口縁部に蓋受けの返しを持っており、 6世紀の所産

である。 122は58号ピット出土の須恵器の蓋である。身受けの返しを有し、 7世紀前葉の所産と判断

される。

134は210号ピット出土の須恵器の壺である。身受けの返しがあるが、返しの方が口縁部より下位に
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あり、 7世紀前葉の所産と判断される。 135は34号ピット出土の石製の方形硯である。硯の縁および

陸部の破片である。 P34の覆土は暗褐色土 (IOYR3/3)で、 II層上部と類似するが、同様の覆土をも

つピットで近世以降の追物を出土したものもあり、本追物および34号ピットの時期は不明である。

遥構外出土遥物

Il層出土遥物（図136:136-155) 

古墳時代後期から古代にかけての追物を包含する II層から出土した追物である。分布的には、遺構

の密度が高い調査区東半のC・D区から最も多く出土した。以下、器形のわかる資料や、僅少な遺物

を中心に報告する。

136---142は土師器である。 136は体部に丸みをもつ杯で、内外面にミガキを施している。 137・ 138 

は直線的な体部をもって外反する杯で、底部は共に平底と判断される。器面にはナデ整形を施してい

る。 137・ 138は9世紀中～後葉の所産と判断される。 139は高杯の杯部である。 140・ 141は甕で、体

部外面に縦方向のハケ目、体部内面に縦方向のヘラケズリをもっている。頸部が緩く屈曲し、くの字

状を呈することから 8世紀後葉～9世紀の所産と判断される。 142は小形の細長い把手で、甑に付く

ものと判断される。

143---147は須恵器である。 143-146は杯である。 143は平底の底部と丸く湾曲する体部とをもつも

ので、口縁部に蓋受けの返しをもたない。 144---146は外傾する体部をもつもので、 144は高台無し、

145 ・ 146は高台ありである。高台は底面角より内側よった所に付いている。 145・ 146は器高・高台と

も低いので8世紀中葉～後葉のものであろう。 147は底径に対し器高が低い、盤である。 8世紀後葉

~9世紀代の所産と判断される。

148---152は亥lj書をもつもの。 148は土師器の碗の底部外面にヘラによる斜めの刻みを連続的に施し

た資料である。 9世紀の所産。 149-152は須恵器である。 149・ 150は擬宝珠形つまみをもつ蓋で、

149は内面、 150は外面にX字状の記号を亥ljんでいる。 151は底部外面に一本の直線刻みがある。 152は

体部下半に斜格子目状の刻みがある。

153は須恵器を転用した硯。 154は土製（土師質）の移動式鼈の破片と判断される資料である。鍔状

の突出が見られる。

155は、平面形が長方形、断面形が正方形の砥石である。使用により長辺中央が凹んでいる。長方

形の両端は折れて欠損している。図の上端の欠損部は弱い磨滅が認められ、折れた後もわずかに使用

されたと判断されるが、図下端の欠損部は磨滅がなく、下端部の欠損により廃棄されたと判断される。

下端の欠損面に風化が認められることから現代の砥石ではないと判断されるが、形態上は現代の砥石

に近似し、いつの時代の所産かはわからない。

1層他（図136: 156 • 1 57、図137: 158-176) 

I a層（埋土・撹乱）． Ib層（旧耕作土）などから出土した遺物である。古墳時代以降の遺構か

ら出土した縄文時代迫物もここで紹介する。古墳時代から古代にかけての遣物は器形のわかる資料や、

僅少な迫物を掲載した。近世以降の査料は4号溝に多く出土しているので、 4号溝に含まれない種類

の辿物を報告する。

156 ・ 157は縄文時代辿物ないしその可能性があるものである。 156・ 157は無文の土器。 156は外面、

157は内外面に顕著なミガキが認められる。共に反っている器形をなし、径が大きいため、弥生時代

以降の壺ではなく、該期の追物と判断した。後期後葉ないし晩期前葉の資料であろう。 158は磨製石

斧、 159は石鏃である。 158は撥形の平面形をなす。剥片を素材とし、片面に主要剥離面を残している。

背面には剥離および敲打による成形が認められる。研磨は全面的に認められるが、刃部表面に入念な
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2.国際先端医学研究拠点施設新営工事に伴う発掘調査 (1223調査地点）
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W 本荘中地区の調査
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W 本荘中地区の調査
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W 本荘中地区の調査

研磨が施されている。刃部先端には使用による刃こぼれが観察される。

160--164は土師器である。 160--162は杯ないし碗で、 161・ 162は底面角に高台が付いている。 160

は8世紀後葉～9世紀前葉、 161・ 162は9世紀中葉～後葉の資料と判断される。 163は甕、 164は甑の

把手である。

165--168は須恵器である。 165・ 167は曲線的な体部下半をもち、碗かと判断される。底面角に開き

気味の高台が付いている。 167は底面にヘラ切痕が認められ、ヘラ切り後、高台が付けられている。

底部面がやや下がっていること、高台がハの字状に開くことなどから、 9世紀末～10世紀初め頃の所

産と判断される。 166は口径が小さく、瓶などの器形が判断される。 168は転用硯である。高台付盤を

用いたもので、内面中央に使用による研磨痕が認められる。 8世紀中葉～後葉の所産と判断される。

169 ・ 170は刻書をもつ土師器である。 171は須恵器の杯の底面に「キ」の字状の記号を描いている。

169 ・ 170は回転ヘラミガキが顕著な資料で、底面に、 169では4条の平行直線、 170は十字状の刻みを

刻んでいる。共に 8世紀後葉の所産。 172は暴書土器である。回転ヘラミガキを有する底面に、田の

字状に交差する嬰書が描かれているが、小破片のため判読できない。

173は土製品。土馬の脚部賓料の可能性があるが、脚だけであるので断定はできない。

174 ・ 175は近世ないし近代の追物。 174は泥面子で、人面が作出されている。 175は底面に焼成前の

孔があけられている。コンロの目皿であろうか。 176は軽石を素材とする。研磨使用により、断面三

角形になっている。先端が尖っているため、利器の可能性もあるが、稜線が鋭利ではなく、装着のた

めの基部成形がない。ここでは砥石として報告することにした。時代は不明である。

(6) まとめ

今回の調査は本荘中地区に計画された国際先端医学研究拠点施設新営工事に先立って実施したもの

である。調査地点は旧医学部基礎研究棟A棟およびB棟に挟まれた場所に該当し、 9501地点（現生命

資源研究・支援センター）． 9801地点（現エイズ学研究センター）、および基礎研究棟A棟． B棟等の

解体工事に伴う調査地点 (1105・ 1130 ・ 1205地点）の調査地点と合わせると、本荘中地区の中心部を

面的に調査したことになる（図97参照）。調査では縄文時代、古墳時代から奈良•平安時代、中・近

世の遺構・迫物が検出された。以下隣接調査地区の調査成果と対比しながら、本調査地点の調査成果

についてまとめてみる。

縄文時代

縄文時代の遺物は僅少で、埋土や古墳時代以降の追構の覆土から、土器2点、石器2点が出土した。

土器は後期後葉ないし晩期前葉の無文土器、石器は磨製石斧と石鏃であった。縄文時代に形成された

と判断される追物包含層は捉えることはできなかった。しかし同時期の追物は9501地点 •9801地点で

も出土しており、 9801地点では御領式土器の大形の土器を含む100点あまりの資料が出土している。

後期後薬から晩期前葉にはこの一帯で該期の生活が行われていたことは間違いない。 9801地点の縄文

土器は黒褐色土層および明黄色土層（基盤層）から出土したと報告されており、今回の土層と対比す

ると、 II 層下部と皿層ということになろう。今回の調査地点は古墳時代から奈良•平安時代の遺構が

濃密で、調査区東半では遣構が全面的に皿層に及び、西半も撹乱が著しく、 II層下部ないし皿層の土

層自体があまり存在しなかったことが、該期追物の検出を少なくしたと言えよう。注意したいのは縄

文時代の追物は水による磨滅を受けていなかったことである。当地域は縄文時代後期後葉段階では、

洪水時などを除けば、自然堤防として離水していたと考えられ、生業の場であった可能性がある。
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2. 国際先端医学研究拠点施設新営工事に伴う発掘調究 (1223調査地点）

古墳時代後期から奈良・平安時代

本時期は当調査地点の主体的時期で、竪穴住居址29軒、掘立柱建物址 l 基、ピット列 1 基、溝•土

坑を検出した。竪穴住居址の年代は6世紀末から 8世紀後葉以降に及んでいた。時期を限定できる竪

穴住居址を時期別に配列すると次のようになる。

古墳時代後期 (6世紀末～7世紀中葉）： 10・ 12 ・ 62古． 63・ 73 ・ 74 ・ 93 ・ 104 ・ 120 ・ 124 ・ 154号

竪穴住居址

奈良•平安時代 (8 世紀後葉以降） ：62新・ 76・ 90 ・ 147号竪穴住居址

古墳時代後期、 6世紀末～7世紀後葉の竪穴住居址は数が多く、主軸方位をN-40~60° -Wにと

るもの (A類）と、 N-20-30° -Wにとるもの (B類）があった（図138①)。切り合い関係をみる

と、調査区中央部ではA類 (120号竪穴住居址） →B類 (104号竪穴住居址） →A類 (74号竪穴住居

址）の関係が見られ、 A類には一辺が6mに近い大形住居址 (74号竪穴住居址）も存在する（図139

上）。

奈良•平安時代、 8 世紀後葉以降の竪穴住居址は主軸方位がN- 9~17° -W、N-3°-W(C 

類）というように南北方向に近くなる（図138②・図139下）。また住居址は小形化し、一辺が2m台

で、住居址とするのを踏躇するような例もある (76・ 147号竪穴住居址）。

これをみると、遺物から時期が限定できなかった竪穴住居址の時期も凡その予測がつく。 83・ 123 

号竪穴住居址と142・ 145号竪穴住居址は、 83・ 123号竪穴住居址→142・ 145号竪穴住居址という切り

合い関係であったが、前2者が主軸方位をN-40~60° -Wにとり (A類）、後2者がN-20~30° -

Wにとるので (B類）、共に6世紀末～7世紀中葉に構築された可能性が考えられる（図138③)。 123

号竪穴住居址が一辺6mを超えるものが含まれることも前述の傾向と合致する。また182・ 166号竪穴

住居址と165・竪穴住居址と165・ 159号竪穴住居址は182・ 166号竪穴住居址→165・ 159号竪穴住居址

0° 
20 ~ 30" (B類）
／へ N

17 ~ -3° (C類） 0° 
ペ

40 ~ 10,n 

(A類

90° W I ヽ IE 90° W L_______1,_____  E 
①竪穴住居址の軸方位 (6世紀末～7世紀中葉） ②竪穴住居址の軸方位 (8世紀後葉以降）

40 ~ 60° 
(A類）

17 ~ -3" 
20 ~ 30° (C類）
（ 

165、

＾ 

o・ 
17 ~ -3° (C類） o・ 

で

210 

90° W(------ヽ IE 90° W L__________L___  E 
③竪穴住居址の軸方位（時期限定不可能） ④掘立柱建物址の軸方位 (9世紀末又は10世紀初）

図138 1223調査地点竪穴住居址・掘立柱建物址軸方位 角度はN-Wの数値。その他は竪穴住居址番号を示す。

238 



IV 本荘中地区の場究

古瑣時代後期(6世紀末～7世紀中葉） ゜
10m 

奈良•平安時代 ( 8 世紀後葉～10世紀初） 。
10m 

図139 1223調査地点時期別追構配笠図（1/300) 

という切り合い関係であったが、前2者が主軸方位をN-40~60° -Wにとり (A類）、後2者がN-

20~30・ -wにとるので (B類）、これらも 6批紀末～7世紀中葉に屈する可能性がある。
7世紀後葉～8世紀中葉の時期に限定できる竪穴住居址はないので、その時期の様相は不明である

が、隣接する9801地点や9511地点では9世紀前半まで竪穴住居址が存続するので、本調査地点を含む

一帯には9世紀前半まで竪穴住居址はあったと椎定される。しかし9世紀後葉以降になると竪穴住居

址はなくなる。本地点の掘立柱建物址のみとなるようである。掘立柱建物址の主軸方位はN-5° -

Wをなし（図138④)、この方位は詫麻郡内の条里線 （牧野1977)と一致する。本荘地区においては本
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2. 国際先端医学研究拠点施設新営工事に伴う発掘調Jtf.(1223調在地点）

荘北の9601地点において、条里の坪界線の延長線上の道路の存在が確認されている（小畑2008)。本

庄遺跡のある場所は詫麻郡内の条里の推定範囲からは外れているが、本迎跡の付近の低地部まで条里

が及んでいた可能性を示すものと言えよう。

掘立建物址 (1号掘立柱建物址）は上述のように平安時代、 9世紀末又は10世紀初めに作られたと

判断される。形態は身舎と廂で柱間隔が異なるので確定はできないが、四面廂付掘立柱建物址となる

可能性はあるだろう。同種の遺構は県内では熊本市二本木迫跡SB01 (8世紀末～9世紀）や宇城市

曲野追跡 (8世紀後半）でも確認されている（奈良国立文化財研究所2012)。総長は前者が8.7mX7.8 

m、後者は5.2X 5.lm。本遺跡のそれは12.6mx9.6mなので、規模は県内最大規模と言える。本調査

地点では瓦や墨書土器、硯なども出土している。当該遣構の存在から、 9世紀末以降段階において、

当調査地点を本庄遺跡での中心的な場所の一つと評価することができよう。

溝のうち、古墳時代後期から古代に属するものは9・ 55 ・ 13 ・ 202溝である。主軸方向は南北方向

に近い方向を向き、後述する近世以降の溝とは異なる。これらの溝の中で9号溝は74号竪穴住居址

(6世紀末又は7世紀前葉）に切られており、古墳時代の所産であることがわかっている（図139上）。

9511調査地点の68号溝 (6世紀末）とつながるものと推測される。また13・ 202号溝は62号竪穴住居

址 (8世紀後葉）より新しく、 1号掘立柱建物址 (9世紀末又は10世紀初め）よりも古いので、 9世

紀の所産と判断される（図139)。204・ 205号溝は古代ないしそれ以降の所産と考えられる。 240号溝

も主軸方位が204・ 205号溝と直交するため、 204・ 205号溝と関係があった可能性がある。

中・近世

中世の追構はなかった。追物は青磁などが4号溝の覆土中から出土したが、該期の包含層は調査区

内には存在しなかった。本地域には今回 Ib層とした旧耕作土が厚く存在している。この旧耕作土の

形成時期は近世以降としか言えないが、本層の存在により、中世相当の堆積層は失われてしまった可

能性がある。

近世では規模の大溝を 2条 (4号溝・ 200号溝）、またその一部を 1条 (5号溝）検出した。前者

(4号溝・ 200号溝）は主軸方向をほぼN-50° -Wにとり、平行する。後者 (5号溝）は4号溝と交

差していた。過去の調査事例と合わせると（図97)、4号溝は1106調査地点2号溝との連続性が想定

される。また5号溝は9511地点の30号溝、 9801地点の3号溝、 1130地点の 1号溝、 1205地点の 1号溝

と連続する溝で、 4号・ 200号溝とは約80゚ の角度をもって存在していた。 4号溝と 5号溝の間の切り

合い関係は捉えられなかったが、覆土は類似していたため、時期的には近く、おおむね近世初期 (17

世紀）にはつくられていたと考えられる。 4号溝では覆土下部に鉄分の集積が認められ、水が流れて

いた時期があったと考えられる。本調査地点の大溝は当時の土地区画や水利用に大きな役割を果たし

ていたものと推測される。

出土追物については木村吉行氏（かながわ考古学財団）・能芝 勉氏（京都市埋蔵文化財研究所）．

堀田孝博氏（宮崎県教育委員会）に御教示いただいた。記して原く感謝申し上げます。

注

(1)発掘調査の届出等に関する文書をまとめると以下のようになる。

文化財保護法第93条第 1項の届出 熊本大学熊大施企第89号 (6月27日付け）

上記届出に対する通知 熊本市教育委員会 文振発第412-4号 (7月19日付け）

文化財保護法第92条第 1項の届出 熊本大学熊大施企第134号 (8月23日付け）

(2) I b層は発掘時には I層としていたものを層名変更した。またW層も出土品整理時に付けた層
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W 本荘中地区の調査

名で、遺物は出土していない。

(3)調査時点では、打って返しの関係で、 D-3区以北を13号溝、以南を203号溝として扱ったが、

両者は連続したので1つの13号溝と扱った。

(4)通常、四面庇付掘立柱建物址は身舎と庇で柱間隔が同じである。本迫構は四面庇付掘立柱建物

址と想定したが、本遺構では身舎と庇で柱間隔が異なることが問題として残る。
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表11 1223調査地点出土迫物一覧表
図 番8 辺物 II類（器橿） 法fil(cm) 残存fil 特 微 色 四 出土辺構 因 考

ll it 
内・ 内：

130 I ！：師器 甑 底if 把f
外・削り．ナデ 外・ : Hue i.5YR616 

4サ溝
器}':j

I !If 
内．阿転ナデ 内： Hue 5Y6/l 

2 須恵器 .，餃 底it 朋部9「
外・ [IIl転ナデ 外・ Hue 5Y6tl 

4 :j•溝

器nj

llit 
内： r＂]転ナデ．オサエ 内．）lue N3/0 

3 須息将 鉢 底it 肘部J/8以r
外，ヘラ削り 外． Hue 5Y6/l 

4サ溝
岱nj

ntt 
内 III]転ナデ．ナデ 内 Hue 5YR612 

4 須息路 碗 底if 底部1/•1以f
外＇ヘラ削り．ナデ 外： Hue 5YR612 

4サ溝 屈行
器nj

I lif 
内＇ 内． Hue 5GY71l 

5 U柚困岱 皿 底if nけ部1ヤ
外' 外 'Hue 5GY7/l 

4 8・溝
器杯

[lit 
内：削り 内： Hue 10Y6/l 

6 磁器 碗 底if 10.0 底部l9,1
外． nlji) 外． Hue 7.5Y7/l 

4サ溝 内外面釉．越州窯系
岱高

[ lif 内
内， Hue IOYR612 

7 I’i磁 碗 11'.l;it. 8.6 底部9t 外．［"'転ナデ．（"'転削
外 Hue 7.5Y7/4 

4サ溝（下層） 越州窟系
器,l'li I) 

l liを 16.6
内．［ii]転ナデ 内 Hue IOY611 

8 粁氾 碗 底径 IIけ部li8!1F 
外ヘラ削 I) 外 Hue JOY6/J 

4サ溝 龍泉惣系

岱高

l lif.. 
内・回転ナデ 内． lluc 7.5GY7/l ， ,'i磁 碗 /jl;往 LI枯部片 、1号溝 皿泉窟系

岱r.r,
外ヘラ削I) 外 flue 7.5GY7 ll 

nm  K. Ai 1 1 内 Hue 2.5Y8/3 
10 瓦 ·1~瓦 底if 破）t

裏 •J• デ 外 Hue 2.5Y8/2 
4サ溝

器店

llff 
I<: ~i II 内． lluc 2.5N5!0 

11 瓦 •I'•瓦 /』tiそ 破9}•
哀：ククキ 外． Hue 2.5Y6/J 

4サ溝（下層）
器店

Il if 内 •I• デ．オサエ
内 Hue 5y512 

12 瓦RI・・荏 火鉢 底it 明部l/6以アF 外．スタンプ．ヘラ削
外• Hue 2.5Y5/2 

4サ溝
岱麻 り

lliそ
内： 内 llue 7.5GY6/l 

13 囚岱 碗 底tt I―)樟部1/8l1F
外： 外 llue i.SG¥'611 

4サ溝
器店

I lif: 10.0 
内：回転•}·デ 内 lluc 5Y•I/3 

1 4 困器 皿 底it.1.4 麻郎l/3
外： ［IIl転ナデ 外 IIue 5Y•1/4 

4サ溝
答店 3.3 

I lif. 
内 '[ul転ナデ 内． llue 2.5Y7/3 

15 囚器 壺 底ft 肘部）／8以下
外ヘラ削り 外． llue 2.5Yi/3 

•1 り構
器店

1 lff 
内・阿転ナデ 内． I-fUC IOYR7/2 

16 困岱 碗 底it •I,•I 底部完形
外 外： llue IOYRS/3 

•I サ溝
硲店

I lff 内 '[9l転ナデ 内． llue IOYR414. 
17 囚t；； 碗 底往 4.6 底部 外 [III転ナデ削り111 8/1 4り構 蛇の[]1五き．内面釉

器店 し 外： Hue IOYR414 

I I{f 
内・ナデ 内： Hue 2.5Yi/3 

18 困器 碗 Iif i t •I ••I 1,＇，3 
外．ナデ． niji) 外・ llue 2.5Yii3 

4サ溝 底部に押印あり

器店

riff 11.0 
内・ [l]転ナデ 内： Hue 2.5Y711 

19 磁器 碗 底托 •1.6 約115
外：し1)転ナデ 外： Hue 2.5Y7/l 

4サ溝 釉．染付
器店 7.4 

I lif 
内．［iI]転ナデ 内・ Hue IOY8/l 

2() 磁器 IIll 底if 8.6 底部l/4 4サ溝 染付
器，灯

外．ヘラ削り 外： llue IOY8Il 

I ← l ft 26.6 
内．（II)転ナデ 内・ I lue 5YR5!6 

21 囚岱 椛鉢 底i.t 11令出部)/8以F
外： IlII転ナデ 外． llue 5YR5!6 

4サ溝
器Ri

長さ ：1.8 
内． 内・ llue 2.5Y4/4 

22 l：製品 破片1f1i{- 船 4.0 
外．タタキ 外 1—luc 5Y4/3 

4サ溝 爪紐26g
I1さ 1.4

長さ 、1.3
内．タタキ 内・ llue 2.5YR2/2 

23 ，．．製品 破片1(1iJ・ 糾 4.5 
外ナデ 外： lluc 2.5YR2/l 

4サ溝 爪iii:23g
rr1さ 0.9
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図 番母 遺物 橿類（器種） 法且 (cm) 残存紐 特 微 色 詞 出土還構 偽 考

口径 12.3 
内・回転ナデ 内： Hue 2.5YR6/6 

131 24 土師器 坪 底径 8.2 1/2 
外：回転ナデ 外： Hue 2.5YR6/6 

200号溝（①屈｝ ヘラ切り．赤色化粧土

器j¥'Jj 3.1 

口径 12.6 
内：回転ナデ 内： Hue 5YR7/6 

25 土師器 碗 底径 7.0 1/4 
外：回転ナデ 外： Hue 7.5YR7 /6 

200号溝（①層） 赤色化粧土？

器jl'lj 5.7 

口径
内：回転ナデ 内： Hue SYS/2 

26 須恵器 甕 底径 口緑部1/8
外：回転ナデ 外： Hue N3/0 

200号溝
器高

口径
内：回転ナデ 内： Hue 5Y6/2 

27 汗磁 碗 底径 口緑部片
外：回転ナデ 外： Hue 5Y6/2 

200号溝 龍泉窯系

器高

口径 内：削り．ハケ日
内： Hue 10Y4/l 

28 瓦質土器 碗 底径 破片 外：削り．ハケ目．タ
外： Hue lOY4/l 

200号溝
器店 タキ

口径
内：播り且削り．釉 内： Hue 7.5YR4/4 200号溝． 120号竪穴住

29 陶器 播鉢 底径 胴部片 外面一部露胎．黒色部分あり

器窃
外：削り．釉 外： Hue 7.5YR4/4 居址

口径
内：回転ナデ 内： Hue 5YR6/6 

30 土師器 均 底径 7.4 底部片
外：回転ナデ 外： Hue 10YR4/l 

13号溝
器茄

口径
内：ナデ ~I : Hue 2.5GY6/l 

31 須恵器 盗 底径 口緑部片
外：ナデ・削り 外： Hue 2.5GY6/l 

13号溝
器高

口径
内：回転ナデ 内： Hue 10YR7/3 

32 須恵器 盗 底径 6.9 底部完形 13サ溝
器高

外：回転ナデ 外： Hue 10YR7/2 

口径
内：回転ナデ 内： Hue 5Y6/l 

33 須忠器 臆 底径 口緑部片
外：ヘラl'ilJり 外： Hue 2.5Y6/2 

9号溝
器店

口径
内：ハケf.l、削り 内： Hue 7.5YR6/6 

34 土師器 甕 底径 口緑部片
外：ハケH、ナデ 外・ : Hue 7.5YR6l6 

10号竪穴住居址
器高

口径
内：ナデ 内： Hue 5Y7/2 

35 須恵器 碗 底径 口緑部片
外：ナデ、削り 外•: Hue 5Y712 

10号竪穴住居址
器高

口径 122 
内：磨き 内： Hue 2.5YR5/6 123号竪穴住居址． I 

36 土師器 杯 底径 約1/4
器高

外：ナデ．削り 外： Hue 5YR7/4 層

口径 12.8 
内：ナデ．削り 内： Hue 7.5YR6/4 

37 土師器 鉢 底径 口縁～胴部片
外：ナデ．ハケ目 タ~ : Hue 7.5YR6/6 

123号竪穴住居址
器高

口径
内：回転ナデ，削り 内： Hue 7.5YR6/4 

38 土師器 甕 底径 口緑ー胴部片 123号竪穴住居址 外面に黙斑あり

器店
外：回転ナデ．ハケ目 ク~ : Hue 7.5YR6/4 

口径 19.0 
内：回転ナデ．削IJ 内： Hue 5YR5/8 

39 土師器 碗 底径 口縁～胴部片
外：回転ナデ．削り ク~ : Hue 5YR5/8 

123号竪穴住居址 内外面に赤色顔料付府

器高

口径 15.4 
内：回転ナデ．削り 内： Hue 7.5YR6/6 123号竪穴住居址， I 内面コゲ

40 土師器 甕 底径 l/3 
器店

外：ナデ 外： Hue 7.5YR6/4 附 外面スス・コゲ付沼

口径 11.7 
内：回転ナデ 内： Hue N6/0 

41 須恵器 坪 底径
外：囮転ナデ 外： Hue N6/0 

123サ竪穴住居址
器莉

口径 10.5 
内：回転ナデ 内： Hue 7.5Y5/l 123号竪穴住居址（掘

42 須恵器 杯 底径 口縁部片

器高
外：囮転ナデ．削IJ ク~ : Hue 2.5Y5/2 り方）

口径
内：囮転ナデ 内： Hue 5B5/1 

43 須恵器 臆 底径 4.4 底部片
外：回転ナデ 外： Hue N5/0 

123号竪穴住居址 ヘラ切り

器茄

口径
内：回転ナデ 内： Hue 5Y7/l 

44 須恵器 杯 底径 胴部～底部片
外：囮転ナデ．ナデ 外： Hue 5Y7/l 

123号竪穴住居址
器高

口径
内：回転ナデ．削り 内： Hue 7.5Y7/l 

45 須恵器 碗 底径 9.5 底部片 123号竪穴住居址
器高

外：回転•J-デ．削り 外・ : Hue 7.5Y7 /l 

口径
内： 内： Hue NS/0 

46 白磁 皿 底径
外： 外： Hue NS/0 

123号竪穴住居址
器茄

口径
表：布日 内： Hue N710 

47 瓦 瓦 底径
外：縄Hタタキ 外： Hue N7/0 

123号竪穴住居址
器店

口径 12.3 内：回転ナデ．府き
内： Hue 5YR5/6 赤色化粧土

48 土師器 杯 底径 口縁～月紺部片 外：回転ナデ．削り．
外： Hue 5YR5/6 

142号竪穴住居址
内外面一部スス付芍

器高 府き

口径
内：ナデ 内： Hue 7.5YR7 /6 

49 土師器 杯 底径 口縁部片
外：ナデ 外： Hue 7.5YR7 /6 

142号竪穴住居址
器高

口径
内：回転ナデ 内： Hue 2.5YR6/7 

50 土師器 杯 底径 5.8 底部片
外：回転ナデ 夕j.: Hue 2.5YR6/7 

142サ竪穴住居址 ヘラ切り

器店

口径 26.8 内：回転ナデ．削り
内： Hue 10YR7/4 142号竪穴住居址． 97

51 土師器 甕 底径 外：回転ナデ．ヘラナ
外： Hue 10YR7/4 号ピット

器高 デ

口径 11.8 
内：磨き 内： Hue 2.5YR5/6 12 ・ 124 ・ 73号竪穴住

132 52 土師器 高杯 底径 口緑部1/6
器高

外：磨き 外： Hue 2.5YR5/6 居址
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2.国際先端医学研究拠点施設新営工事に伴う発掘調査 (1223調査地点）

図 番号 遺物 ll8類（器種） 法fil(cm) 残存伍 特 徴 色 罰 出土迫構 偉 考

口径
内：ナデ 内： Hue N6/0 

133 53 須恵器 盗 底径 口縁部片
外：ナデ 外： Hue 7.5Y6/l 

12サ竪穴住居址
器高

口径
内：ナデ 内： Hue 2.5GY6/l 

引 須恵器 杯 底径 口緑部片
外：ナデ 外： Hue N5/0 

12サ竪穴住居址
器高

口径 14.7 
内：回転ナデ 内： Hue N6/0 

55 須恵器 杯 底径 口緑部片
外：回転ナデ 外： Hue 10Y6/l 

12サ竪穴住居址
器高

口径 18.4 
内：ナデ 内： Hue 5B2/1 

56 須恵器 甕 底径 口樟部片
外：ナデ．ククキ 外： Hue 582/1 

12号竪穴住居址
器高

口径 9.8 
内：回転ナデ 内： Hue N5/0 

57 須恵器 壺 盟 口緑部片
外：回転ナデ．カキメ 外： Hue N5/0 

12号竪穴住居址

口径
内：ナデ．削り F'-1: Hue 7.5YR5/6 

58 土師器 高杯 底径 12.0 1/2 
外：ナデ．削り タ~ : Hue 7.5YR5/6 

73号竪穴住居址 (Pl) 脚部
器高

口径 内：ヘラ削り．指オサ
内： Hue 10YR7/3 

59 土師器 壺 底径 用部1/4強 工
外： Hue 7.5YR7/4 

73号竪穴住居址 脚付
器高 10.7 外：ヘラ府さ

口径 15.6 
内：ナデ．削り 内： Hue 5YR6/6 

60 土師器 甕 底径 口緑部片
外：ナデ．ハケ目 外： Hue 10YR7/4 

73号竪穴住居址
器高

口径 22.0 
内：ナデ 内： Hue 2.5YR6/4 

61 土師器 盤 底径 口緑部片
外：ナデ タ~: Hue 2.5YR6/6 

62号竪穴住居址 赤色化粧土
器高

口径
内：回転ナデ．回転府

62 土師器 杯 底径 10.2 底部片
さ 内： Hue 2.5YR6/6 62号竪穴住居址． 1号

外：回転ナデ．回転削 タ~: Hue 2.5YR6/6 掘立柱建物址 (P8)
器高

り．回転府き

口径
内：回転ナデ．削I) 内： Hue 5Y6/l 

63 須恵器 藍 底径 口縁郎片
外：回転ナデ 外： Hue 2.5Y6/3 

62号竪穴住居址
器高

口径 14.2 
内：回転ナデ．ナデ 内： Hue 2.5Y6l2 62号竪穴住居址．

64 須恵器 碗 底径 8.6 約l/2
外：回転ナデ，削I) 外： Hue 5Y3/l D•3区 n層

外面に自然釉f寸箸
器高 4.3 

口径
内：ナデ 内： Hue 10YR6/4 

65 土師器 杯 底径 底部片
外：ナデ 外： Hue 10YR6/4 

76号竪穴住居址
器高

口径 14.4 
内：ナデ 内： Hue NB/0 

66 須恵器 杯 底径 口縁部片
外：ナデ 外： Hue NS/0 

76号竪穴住居址 回転ナデ？
器高

口径
内：ナデ、ハケ目 内： Hue 7.5YR6/6 

67 土師器 甕 底径 口縁郎n・
外：ナデ、削り 外： Hue 7.5YR6/6 

165号竪穴住居址 内外面赤灰
器高

口径
内：府き 内： Hue 2.5YR6/6 

68 土師器 杯 底径 口縁部片
外：削り．ナデ 外： Hue 2.5YR6/6 

蛎竪穴住居址
器高

口径 142 
内：ナデ．削り． Iりき 内： Hue 2.5YR6/6 90 • 93 • 147 • 15弱竪 内外面スス付箔

69 土師器 高杯 底径 2/3 
外：回転ナデ． nljり 外・ : Hue 5YR6/6 穴住居址 外面脚部荒れている

器高

口径
内：ナデ． n1JIJ 内： Hue 7.5YR5/l 

70 土師器 鉢 底径 口縁一阻郎片
外：ナデ．ハケ目 タ~ : Hue 10YR6/2 

90号竪穴住居址
器高

口径
内：回転ナデ 内： Hue N5/0 

71 須恵器 碗 底径＆6 底部片 90号竪穴住居址 ヘラ切り？
器店

外：不明 外： Hue N4/0 

口径
内：ナデ 内： Hue 2.5GY5/l 

72 須恵器 杯 底径 口縁部Iヤ
外：ナデ 外： Hue 25GY4/l 

182サ竪穴住居址
器高

口径
内：ナデ．削 I)．磨き 内： Hue 7.5YR7/6 

73 土師器 高杯 底径 92 1/2 
外：ナデ．削り． 111き タ~ : Hue 7.5YR6/6 

63号竪穴住居址
器高

口径
内：回転ナデ 内： Hue NS/0 

74 須恵器 査 底径 口縁部片
外：回転ナデ 外： Hue NS/0 

63 • 123号竪穴住居址
器高

口径
内：回転ナデ 内： Hue N6/0 

75 須恵器 杯 底径 口緑～朋部片
外：回転ナデ 外： Hue NS/0 

63号竪穴住居址
器高

口径 9.0 
内：回転ナデ．ナデ 内： Hue 5YR6l6 

76 土師器 杯 底径 口緑一底部l/6 74サ竪穴住居址床面
器高

外： liiJ転ナデ．削 I} 外： Hue 5YR6/6 

口径 12.0 
内：回転ナデ．府き 内： Hue 5YR4/6 

77 土師器 杯 底径 1/8 
外：回転ナデ 外： Hue 5YR5/8 

74サ竪穴住居址 内・外面赤色化粧土
器高

口径 11.4 
内：回転ナデ．府き 内： Hue 2.5YR5/8 

78 土師器 り 底径 7.6 口縁～底部1/4
外： 1ii1転ナデ 外： Hue 7.5YR718 

74サ竪穴住居址 内面赤色化粧土
器高 2.4 

口径 12.6 内：ヘラ削り．ヘラ府
内： Hue 7.5YR7/8 

79 土師器 高杯 底径 9.5 ほぼ完形 き
外： Hue lOYR7/3 

74サ竪穴住居址
器店 lO.0 外：ナデ．ヘラ削り

口径
内：ナデ 内： Hue 7.5YR7/6 

80 土師器 高杯 盟 頸部一脚部
外：nI） I) 外： Hue 2.5YR6/8 

74号竪穴住居址床面
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IV 本荘中地区の調査

図 番号 遺物 園類（器糧） 法伍 (cm) 残存fil 特 微 色 "l 出土遺捐 臼 考

口径 20.8 
内：ナデ．削り 内： Hue7.5Y6/6 

133 81 土師器 甕 底径 63 7/8 74サ竪穴住居址（土坑） 底部から用邸へ3/4程スス付箔
器高 33.1 

外：ナデ．ハケ閃藍 外： Hue7.5Y6/6 

口径 14.0 
内：ナデ．ヘラ削り 内： Hue5YR6l6 

82 土師器 亮 底径 胴郎下半1/2欠
外：ナデ．ハケ目 外： Hue7.5YR6/4 

74号竪穴住居址
呂高 192 

口径 18.0-

83 土師苔 甕
183 口縁部213 内：ナデ．削り 内： Hue 10YR7/4 

74号竪穴住居址（冠） 支柱
底径 胴郎上半 外：ナデ．ハケ目 外： Hue 7.5Y7/4 
器高 22.5 

口径 16.6 
内：ヘラ削りナデ 内： Hue 5YR6/4 

84 土師岱 亮 底径 ほぼ完形
外：ハケ目のちナデ タ~ : Hue 5YR6/6 

74サ竪穴住屈址 用上半から底付近までスス付舒

岱高 293 

口径18.1
内：ナデ．ヘラ削り．

85 土師器 甕 底径
口緑部4/5 ハケ目 内： Hue 7.5YR7/4 

74サ竪穴住居址 床直など
器高16,5 胴部上半l/5 外：ナラ磨デ．きハケ目， ヘ 外： Hue 10YR7/3 

口径
内：ケズIJ 内： Hue 5YR6/4 

86 土師器 甕 底径 底郎一胴郎
外：ハケ目 ク~: Hue 7.5YR6/4 

74サ竪穴住屈址
器高

口径祁．7
内：回転ナデ．削り．

87 土師器 甑 底径 ほぼ完形
磨き 内： Hue 5Y6/6 

74号竪穴住居址（土坑） 外面馬斑あり
器高 33.7 

外：回転ナデ．ナデ． 外： Hue5Y6/6 
ハケ目．指オサエ

口径 31.6
内：ナデ．削り 内： Hue lOYR7/4 

134 88 土師器 瓶 底径 口縁～因郎片
外：ナデ 外： Hue 10YR7/6 

74号竪穴住居址
器高

口径 9.6
内：回転ナデ 内： Hue 5Y7/2 

89 須恵器 歪 底径 4/5 
外：回転ナデ．削り 外： Hue5Y7/2 

74号竪穴住居址
器iii3.5 
口径 10.0 内：回転ナデ

内： Hue NS/0 
90 須恵器 坪 底径 1/6 外：回転ナデ．回転l'J1J

外： HueNS/0 
74号竪穴住居址 ヘラ切り．赤色化粧土

呂高 3.5 り

口径 内：回転ナデ．
内： Hue2.5Y6/l 

91 土師器 高杯 底径 9.J 口樟欠 外：ナデ．ヘラ削り．
外： Hue2.5Y6/l 

74号竪穴住居址 回転台成形

器高 9.7 カキメ

口往
内：回転ナデ．削り 内： Hue5Y5/2 

92 須忠器 高杯 底径 10.2 約2/3 74号竪穴住居址 自然釉

器高
外：回転ナデ．削り 外： Hue 5Y5/l 

口径 10.4 
内：回転ナデ 内： Hue 10Y6l1 

93 須恵器 高杯 底径 約3/4 74サ竪穴住居址
器高

外：回転ナデ 外： Hue7.5Y8/l 

長さ 4.8
内： 内： Hue

直掠痕fil:30あgり94 石製品 紡鐙m 幅 2.6 1/2 
外： 外： Hue 10Y5/l 

74サ竪穴住居址
厚さ 1.7 

口径
内：回転ナデ．ナデ 内： Hue5YR6/6 

95 土凹器 高杯 底径 11.6 底部1/4 93サ竪穴住居址
器高

外：回転ナデ．ナデ 外： Hue 10YR4/l 

口径 ll.6 
内：回転ナデ 内： Hue 10YR713 

96 須恵器 在 底径 口は郎片 93サ竪穴住居址
器高

外：回転ナデ 外： Hue 10YR7/2 

口径 10.6 
内：回転ナデ 内： Hue2.5Y7l2 

” 
須恵器 杯 底径 口粒ー用郎l/6 93号竪穴住居址

四高
外：ヘラ削り 外： Hue2.5Y7/2 

口径 12.4 
内：回転ナデ．削り 内： Hue7.5Y5/l 

98 須恵器 杯 底琵 口縁～用部片 154サ竪穴住居址
召高

外：回転ナデ．削り 外： Hue7.5Y5/l 

口佳
内：削り 内： Hue7.5YR6/4 

99 土師苔 匝 底径 因郎
外：ナデ．ハケ目 外： Hue7.5YR7/4 1“サ竪穴住居址

召高

口径 12.0 
内：回転ナデ 内： Hue N8/0 

100 須恵器 匠 底径 口ほ郎片 104サ竪穴住店址
器応

外：回転ナデ 外： Hue lOYS/1 

口径 10.0 
内：回転ナデ．削り 内： Hue7.5Y5l1 

101 須恵器 杯 底径 口は一用郎片
外：回転ナデ．削IJ 外： Hue 7.5Y5/2 

104サ竪穴住居址（匠）
器高

口径 9.9 
内：回転ナデ 内： Hue N6/0 

102 須恵器 査 底径 口栂部片 1いサ竪穴住居址
罰高

外：回転ナデ 外： Hue N5/0 

口径 11.6 
内：回転ナデ 内： Hue 10YR6/2 

103 須恵器 杯 底径 口緑部片
外：ナデ．回転削り 外： Hue N5/0 

lいサ竪穴住屈址
器高

長さ
内： 内： Hue 120号竪穴住屈址（鼈）

104 土製品 土佐 幅 0.7 
外：ナデ 外： Hue 10YR6/4 

ばさ 0.6

口径 13.6 
内：府き 内： Hue 2.5YR6/6 1(20fci②サ竪層穴）住居址105 土師器 杯 底径 口緑部片
外：聞き ク~: Hue 2.5YR6/6 

路高

口径
内： 1ffき 内： Hue 2.5YR6/6 

106 土師器 杯 底径 口縁部片
外：磨き 外： Hue SYR7/6 

120号竪穴住居址
器高

口径
内：ナデ．削り 内： Hue 2.5Y6/6 l碑竪穴住居址 (li

107 土師器 高杯 底径 9.6 脚部片
外：エ具ナデ．ナデ 外： Hue 2.5Y6/6 下）

器高

口径 182 
内：ナデ．削り 内： Hue 10YR5/4 

108 土師器 甕 底径 口樟ー用部片
外：ナデ．ハケ日整 外： Hue5YR5/6 

120サ竪穴住屈址 内外面にスス・コゲ付箸

呂高

245 



2.国際先端医学研究拠点施設新営工事に伴う発掘調査 (1223調査地点）

図番号 遺物 譴（器種） 法fJ{cm) 残存B 特 微 色 田 出土遺捐 臼 考

口径 l4.4 
135 109 須恵器 菟 底径 口縁部片

内：回転ナデ 内： Hue lOYR-1/2 120サ竪穴住店址（下

器高
外：回転ナデ．削り 外： Hue7.5Y4/l 府）

口径 12.4 
内：回転ナデ，削,,

llO 須恵器 杯 底径 口縁ー用郎片
内： Hue IOYRS/3 120サ竪穴住居址(&

器高
外：回転ナデ．削り 外： Hue 10YR5/4 焼土）

口径
内：同心円当て具痕

Ill 須恵器 損瓶 底径 胴部片
内： Hue NS/0 

120サ竪穴住店址
器高

外：タタキ．カキg 外： Hue5B5/l 

口径 15.6 
内： 内： Hue7.5Y6l2 

112 背磁 碗 底径 口縁片

器高
外：回転ナデ 外： Hue7.5Y612 

120サ竪穴住居址 越州黙系

長径 2.1
内： 内： Hue

113 用製品 耳環 規径 2.0 完形
m:lit10.6g 

序さ 0.5
外： 外： lIuc 

120サ竪穴住居址
内面に金メッキ残存

口径
内：ナデ

114 製塩土器 底径 胴部片
内： Hue 7.5YR7/4 

210サ竪穴住居址
器高

外：ナデ．指オサエ 外： Hue 2.5Y7/2 
天平式

口径 12.2 
内：回転ナデ，ナデ 内： Hue lOYRS/ 

ll5 土師器 杯 底径 5.4 約1/2 ＂｝提立柱建物址
気泡による庇れ．ナデ不充分．

器高 4.8 
外：回転ナデ．『JI} 外： Hue 5YR7/6 粗製品．内外面一部赤色化粧土

口径
内：回転ナデ．用さ

116 土図器 碗 底径 62 底部
内： Hue IOYRJ/1 1サ揖立往建物址

内面黙色
器高

外：回転ナデ．ナデ タ~: Hue 7.5YR6l6 (25P) 

口径
内：回転ナデ．ナデ

117 土師器 碗 庇径 6.6 底部l/2
内： Hue lOYRS/1 lサ揖立tと述物址

器高
外：回転ナデ．ナデ 外：Hue lOYRS/4 07P) 

口径
内：忠き

118 土師器 杯 底径 口縁部片
内： Huc Nl.5／0 1サ担立柱遠物址

器高
外：ナデ クト：Huc IOYR6/4 (24P) 

内面煤f寸芍

口径
内：ナデ 内： Hue IOYR7/4 

119 須恵器 碗 底径 7.4 底部片
lサ氾立往述物址

器j¥'Jj
外：ナデ 外： Hue IOYR7/4 (24P) 

口径
内：回転ナデ．ナデ 内： Hue5YR6/6 

120 土師器 杯 底径 6.4 底部片
l•サ姐立住廷物址

器高
外：回転ナデ 外： Hue 7.5YR7/4 (39P) 

口径 13.2 内：回転ナデ．ナデ．
内： Hue2.5Y7/ 

121 須恵器 店杯 底径 杯部l/4 削り 6サピット 外面にヘラ記号あり
器莉 外：回転ナデ．削り

外： Hue5Y8/l 

口径
内：回転ナデ 内： Hue N-1/0 

122 須恵器 甚 底径 口縁部片 58サピット
器甜

外：回転ナデ 外： Hue N4/0 

口径
内：回転ナデ 内： Hue 2.5Y7/2 

123 須恵器 碗 底径 6.4 底部1/2
1 •ij•掘立柱建物址

器高
外：回転ナデ 外： Hue2.5Y7/2 (32P) 

口径
内：ナデ 内： Hue5YR7/6 

124 土師器 底径 胴部片
1 ・ij•掘立柱建物址

器高
外：ナデ 外： Hue2.5TR8/3 (23P) 

屈杏．赤色化粧土

口径
内： 内： Hue 2.5YR7/ 

125 瓦 平瓦 底径 破片
l •サ掘立柱述物址

器店
外：ナデ． n,1り ク~: Hue 2.5YP7/3 （公3P)

内面布H痕

口径
内：回転ナデ．ナデ 内： Hue IOYR8/4 

126 土師器 杯 底径 6.0 底部l/4 l ・IJ・ピット列 (35P)
器高

外：回転ナデ．ナデ 外： Huc lOYR8/3 

口径
内：回転ナデ 内： Hue5Y6/2 

lZl 須恵器 碗 底径 7.3 底部l/4 1サピット列 (35P)
器高

外：回転ナデ 外： Hue5Y6/2 

口径 11.6 
内：回転ナデ 内： Hue2.5YR5l6 

128 土師器 杯 底径 52 4/5 1 9}ピット列 (216P)
器高 5.0 

外：回転ナデ．削り 外：IIuc2.5YR5/6 

口径 l02 
内：回転ナデ 内： Hue lOYR716 

129 土師器 H 底径 6.1 約1/6 1サピット列 (216P)
器高 4.1 

外：回転ナデ 外：Hue lOYR7/4 
ヘラ切り

口径 11.0 
内：回転ナデ．ナデ 内：Hue7.5YR7/8 

130 土師器 杯 底径 7.0 l/3. 1 ・~J・ピット列 (244P}
器高 5.1 

外：回転ナデ ク~ : Hue 7.5YR7/8 

口径
内：回転ナデ 内： Hue2.5Y5/I 

131 須恵器 菟 底径 口縁郎片 54サ•土坑
器高

外：回転ナデ．削り 外： Hue 5Y4/I 
外面自然粕

口径
内：回転ナデ 内： Hue5¥5/2 

132 須恵器 高杯 底径 脚部片 引サ土坑
器高

外：回転ナデ． n1JIJ 外： Hue5Y5/I 

口径
内：ナデ． タタキ 内： Hue 10GY4/I 

133 須患器 壺 底径 阻部片 236サ•土坑
器高

外：タタキ 外： Hue N2/0 

口径 9.0 
内：ナデ 内： Hue N4/0 

134 須恵器 歪 底径 約l/4 219り・ビット
器高

外：回転ナデ 外：Hue5Y5/l 

口径
内：

135 石製品 硯 底径 陸・縁
内：Hue

“サビット
器高

外： 外： Hue

136 
口径 12.8 

内：ナデ．府き 内： Hue7.5YR5/l 
136 土卸器 り 底径 約1/2 F4gn円

器~ 4.4 
外：ナデ．削I)．府さ 外： Hue lOYR•l/2 

口径 ＆6 
内：回転ナデ．ナデ 内：Hue7.5YR6/6 

1芍 土師器 碗 底径 6.4 口栂一底部1/•I E・2区n層
器高 4.3 

外：回転ナデ 外： Hue7.5YR6l6 
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W 本荘中地区の調査

図 番号 遺物 II類（雑種） 法m (cm) 残存伍 特 微 色 回 出土遺捐 因 考

口径 13.0 
内：回転ナデ 内： Hue 10YR6/4 

136 138 土師器 碗 底径 口栂l/4
外：回転ナデ タ~ : Hue lOYR7/4 

E3区II層
闘高

口径 142 
内：回転ナデ．ナデ 内： Hue 7.5YR7/6 

139 土師器 高杯 底径 口穀ー頸部
外：回転ナデ タ~ : Hue 7.5YR716 

D•3区 II 層
器高

ロlf.25.8 
内：回転ナデ．ケズリ 内： Hue 7.5YR7/6 

140 土師器 甕 底径 口縁1/5弱
外：回転ナデ．ハケ目 外： Hue 7.5YR7/6 

D-3区n層他
笞高

ロlf26.0 内：回転ナデ． llllり
内： Hue lOYRB/4 

l4l 土師器 甕 底径 口緑～朋郎1/4外：回転ナデ．ナデ．
外： Hue lOYRS/4 

D•3区 II 層
器高 ハケH

口往
内： 内： Hue

142 土師器 匝 底径 把手
外：磨き．ヘラナデ ク~ : Hue 7.5YR7/6 

D•3区 n 層
骰高

口径 10.2 
内：回転ナデ 内： Hue N5/0 

143 須恵器 杯 底高径 6.3 約1/4
外：回転ナデ．削り 外： Hue NS/0 

c.5区ll層
罰 2.8

口径 13.4 
内：回転ナデ 内： Hue NS/0 

144 須恵器 杯 底径 10.0 約1/4
外：回転ナデ 外： Hue NS/0 

D•3区 11 層
器高 4.1 

口径 12.0 
内：回転ナデ 内： Hue 2.5GY8/l 

145 須恵器 碗 底径 7.0 約1/4 D•2区 n 層 ヘラ切り？

器高 3.6 
外：回転ナデ 外： Hue 2.5GY8/l 

口径 13.2 
内：回転ナデ 内： Hue NG/0 

146 須恵器 碗 底径 9.3 約1/6
外：回転ナデ 外： Hue N4/0 

D-2区11屈 ヘラ切り
悶高 4.5 

口径 13.6 
内：回転ナデ 内： Hue N6/0 

147 須恵器 盤 底m 11.6 約118 C-2区n屈 ヘラ切り
笞高 1.8 

外：回転ナデ 外： Hue 10GY7/l 

口径
内：回転ナデ．ナデ 内： Hue 10YR8/4 

1侶 土師器 碗 底径 i.O 底郎l/4
外：回転ナデ．ナデ 外： Hue 10YR8/4 

D3区1I層
臣高

口径
内：回転ナデ 内： Hue 10YR5/3 D-3区Ilfa. 1号掘立

149 須恵吾 西 底径 把手 ヘラ記号
岱高

外：ヘラ削り．ナデ 外： Hue N4/0 住注物址 (18P)

口径
内：回転ナデ 内： Hue 5Y6/l 

150 須恵器 西 底径 用部片
外：回転ナデ 外： Hue 5Y6/l 

C4区n府 ヘラ記号
器高

口径
内：回転ナデ 内： Hue 2.5Y712 

151 土師器 杯 底径 5.9 庇郎1/2以下
外：回転ナデ．ナデ 外： Hue 2.5Y7/2 

E-3区11府 ヘラ記号
器高

口径 内：回転ナデ
内： Hue 7.5YR7/ 

152 須恵器 杯 底径 用部片 外：回転ズナデ． ナデ．
外： Hue N7/0 

C•2区 n 層 ヘラ記サ
岱高 ケ IJ

口径
内： 内： Hue N3/0 

153 須恵器 転m硯 底径 底郎片
外：ナデ 外： Hue N6/0 

D•2区 n 府
器高

口径
内： 内： Hue

154 土製品 移動式鼈 底径 破片
外： 外： Hue lOYR7/4 

4E•2区 ll 陪
笞高

口径
内： 内： Hue

155 石器 砥石 底径
外： 外： Hue 2.5Y612 

D•3区 11 層
器店

口径 内：ナデ．オサエ．府
内： Hue lOYRS/3 

156 関文土器 深鉢 底径 因郎l/8以下 さ
外： Hue 10YR7/4 

E-3区
召高 外：府き

口径
内： mき 内： Hue 2.5Y7/3 

157 紐文土器 深鉢 底往 用部9ヤ
外：府さ 外： Hue 2.SYJ/2 

12サ竪穴住居址 内面に圧痕あり

四高

長さ 102 
内： 内： Hue

137 158 石器 暦製石斧は 5.2 ほlfj研；
外： 外： Hue

4号溝
厚さ 1.9 
長さ

内： 内： Hue 1“サ竪穴住屈址（匠
159 石器 石低 笞 1.7 ほぼ元形

外： 外： Hue 下の土坑）
厚さ 0.3

口径 13.3 
内：回転ナデ 内： Hue 2.5YR6n 

160 土師器 杯 底径 9.0 l/4 I屈
器高 3.0 

外：回転ナデ 外： Hue 2.5YR6n 

口径
内：ナデ 内： Hue 2,5Y5/I 

161 土師器 碗 底径＆6 底部2/3
外：回転ナデ 外： Hue 2.5YR7/3 

1屈
器高

口径 12.0 
内：回転ナデ．ナデ 内： Hue

162 土師器 碗 底径 6.9 2/3 
外：回転ナデ 外： Hue

1層 内外面スス付芍

器高 5.4 

口径 19.0 
内：回転ナデ．削り 内： Hue 10R5/6 

163 土師器 甕 底径 口緑郎一5l部
外：回転ナデ 外： Hue 10R4/6 

1屈 内・外面赤色化粧土

器高

口径
内：ナデ 内： Hue 7.5YR6/6 

164 土師器 甑 底径 把手
外：削り．ナデ 外： Hue 7.5YR7/8 

E-2区I屈 把手表面に小既あり

器高

口径
内：回転ナデ 内： Hue 5Y6/l 

165 須恵器 碗 底琵 7.8 底部l/2 1屈
器高

外：回転ナデ．削り 外： Hue 5Y6/2 

口径 92 
内：回転ナデ 内： Hue N4/0 

166 須思器 高杯 底径 口樟郎1/6 1層
器高

外：回転ナデ 外： Hue N3/0 
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2.国際先端医学研究拠点施設新営工事に伴う発掘調究 (1223調査地点）

図 番号 迫物 種類（器種） 法m(cm) 残存且 特 微 色 図 出土迫構 臼 考

口径
内：ヘラ削り．ナデ 内： Hue 2.5Y6/l 

I培137 167 須忠器 碗 底径 8.4 底部314
外：ヘラ削り，ナデ 外． Hue 2.5Y6/2 

器高

口径 18.6 
内：回転ナデ．ナデ 内 'Hue IOYR5/2 

4号溝 I層 使用痕あり168 須恵器 転m硯 底径 l2.4 約1/3
外．回転ナデ．削り 外： Hue 5YR4/3 

器高 3.1 

口径 13.8 
内：回転ナデ．回転1仔
き 内： Hue 2.5YR6/6 

1層 ヘラ記号．赤色化粧土169 土師器 杯 底径 8.6 約1/8
外：回転ナデ．回転府 外： Hue 10YR7/3 

器高 3.1 
き．削り

口径
内・ナデ．府き 内： Hue 10YR3/2 

1層 ヘラ記号170 土師器 杯 底径 底部片
外：ナデ．府き ク~ : Hue 7.5YR6/4 

器高

口径
内：回転ナデ．ナデ 内： Hue 5Y7/2 

I培 ヘラ記号171 須忠器 杯 底径 6.0 1/4 
外：回転ナデ．削り 外： Hue 5Y7/2 

器店

内：回転ナデ．回転内
口径

き 内： Hue 2.5YR6/6 
I /cl 屈杏，赤色化粧土172 土師器 底径 底部片

外：回転削り．回転府 ク~ : Hue 10YR6/3 
器莉

き

長さ
内： 内： Hue

D•2区 I 母173 土製品 幅 2.0 脚部
外：ナデ，削り 外・ : Hue 7.5YR6/6 

厚さ 2.1 

長さ 3.2 
内： r'-1 : Hue 7.5YR7 /6 

撹乱174 土製品 泥面子 幅 21 ほぼ完形
外： 外： Hue 7.5YR8/6 

厚さ 1.05 

コンロ
口径

内：回転ナデ r~ : Hue IOYR6/2 
I層175 陶器

H皿
底径 13.0 底部1/8弱

外：囮転ナデ 外： Hue 10YR4/l 
器窃

iとさ 7.3 
内： 内： Hue

I屈 府製176 石製品 幅 2.6 完形
外： 外： Hue

9只さ 2.1 
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写真 1

：：．て
1区完掘状況 （南東より）

写真2

写真4

1次掘削の様子 （南より）

地山上面追物出土状況 （北より）

写真3

写真5

I区西壁（南東より）

地山上面迫物出土状況（北より）
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図版2 9911調査地点

写真6 II区逍物出土状況（南東より）

写真7 追物出土状況（北より） 写真8 北壁（南より）

写真9 迫物出土状況 （北より） 写真10 JI区完掘状況（南東より）
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図版3 9911調査地点出土遺物 1

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

17 18 

21 22 

25 26 

13 

29 

14 

，
 

10 11 12 

15 

27 

30 

16 

1 9 20 

23 24 

28 

31 

251 



図版4 9911調査地点出土遺物2
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図版5 9911調査地点出土遺物3
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図版6 0204調査地点

写真12 調査区南側全最（西より）

写真13 調査区北側全最（西より）
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写真14 調査区南側 （東より）

写真16 調査区南側（南西より）

写真18 調査区北壁土層断面 （南西より）

写真20 1 ・ 2号竪穴住居址（南より）

図版7 0204調査地点

写真15 調査区北側 （東南より）

写真17 調査区北壁土府断面 •5·6号溝 （南よ り）

写真19 1号竪穴住居址 （南より）

写真21 1号竪穴住居址笥完掘状況（南より）
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図版8 0204調査地点

写真22 2号竪穴住居址面 （南より）

写真24 2号竪穴住居址（南より）

‘ 、.,疇 A 』 J

ィ9.......，→、v,..,._ィ：
ヽノ

遍 •· • ヽ 4 
f ゴ， . a 

写真26 2号竪穴住居址完掘状況 （南より）

写真28 2号竪穴住居址迎物出土状況 （西より）
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写其23 1号竪穴住居址笥（東より）

写其25 3号竪穴住居址（南より）

写頁27 3号竪穴住居址面完掘状況 （南より）

写真29 4号竪穴住居址東西土層壁面 （北より）



図版9 0204調査地点

写真30 4号竪穴住居址 （南西より） 写真31 4号竪穴住居址頑土器出土状況（南より）

写頁32 4号竪穴住居址笥横土器出土状況（南より） 写真33 21号火葬墓（西より）

写真34 4号竪穴住居址冦（南西より） 写真35 9号溝土府断面 （南より）

写真36 樹木移植地調査区西側（北より） 写真37 樹木移植地調査区南側（南より）
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図版10 0204調査地点出土遺物 1
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図版11 0204調査地点出土造物2
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固版12 0204調査地点出土造物3
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図版13 0204調査地点出土遺物4
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図版14 0204調査地点出土迎物5
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図版15 0206調査地点・同出土遺物

写真38 調査区南壁（北より）

写真40 溝状氾構（北より）

写真39 調査区全景（北より）

写真41 迫物出土逍構（東より）

写真42 迎物出土状況（東より）

2
 

3
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図版16 0210調査地点

写真43 樹木③調査地点周囲掘削風娯（西より）

写真45 JI区トレンチ5掘削状況 （東より）

写真47 II区トレンチ8掘削状況 （北より）

写真49 II区トレンチ9掘削状況 （北より）

264 

写真44 樹木⑬ トレンチ掘削状況（東より）

..,, 
―・ T. ..,n ゞ-—‘で

写真46 JI区トレンチ6掘削状況 （東より）

写真48 JI区トレンチ7掘削状況 （西より）

写真50 II区トレンチ10掘削状況 （北より）



図版17 0210調査地点

写真51 II区トレンチ11掘削状況 （西より） 写真52 II区トレンチ12掘削状況 （北より）

写真53 II区トレンチ13掘削状況 （東より） 写真54 II区トレンチ1掘削状況 （西より）

写真55 II区トレンチ15掘削状況 （東より） 写真56 II区トレンチ14掘削状況 （東より）

写真57 JI区調査地点全景（西より） 写頁58 m区調査地点全最 （北東より）
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図版18 0210調査地点

写真59 N区調査地点全景（南東より）

写真61 N区トレンチ21硬化面検出状況（東より）

写真63 皿区トレンチ17全景 （東より）

写真65

266 

N区トレンチ20迅物出土状況（東より）

写真60 N区トレンチ20調査風景（南東より）

写真62 lII区トレンチ16全最（東より）

写真64 N区トレンチ20第2硬化面検出状況（北より）

写真66 N区トレンチ20摩石ほか出土状況（西より）



図版19 0210調査地点

年ゞ ＇：；ふ9-＼`＂匹”‘t
...._:- . .._・・上上

写真67 N区トレンチ20包含府下面追物出土状況（東より） 写真68 N区トレンチ21包含屈追物出土状況（東より）

写真69 皿区トレンチ19・1号住居址（北より） 写真70 樹木①調査地点 トレンチ土屈（南より）

写真71 樹木①調査地点近最（西より） 写真72 樹木②調査地点トレンチ土屈（東より）

写真73 トレンチ18位匹換え掘削風景
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図版20 0210調査地点出土遥物1
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図版21 0210調査地点出土追物2
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図版22 9901調査地点

-9
,
 

写真74 I区全景（東より）

写真75 Il区全景 （北より）
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図版23 9901調査地点

写真76 II区東部全最（北より）

写真77 3号竪穴住居址辺物出土状況（南東より） 写真78 3号竪穴住居址完掘状況（西より）

写真79 5号竪穴住居址迎物出土状況（南西より） 写頁80 5号竪穴住居址掘削状況（北より）
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図版24 9901調査地点

写真81 35号竪穴住居址掘削状況（南西より）

写真83 80号竪穴住居址内窟（北より）

写真85 113号竪穴住居址（北東より）

= 9 ，，， 

写真87 338号竪穴住居址掘削状況（南西より）
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写真82 80号竪穴住居址追物出土状況 （北西より）

写真84 92号竪穴住居址． 74号溝（西より）

写真86 253号竪穴住居址掘削状況 （南より）

写真88 339号・340号竪穴住居址掘削状況（南東より）



図版25 9901調査地点

写真89 346号竪穴（南より）

写真91 352・353号竪穴住居址掘削状況（北西より）

写真93 360号竪穴住居址追物出土状況（南より）

写頁95 387号竪穴住居址迫物出土状況（北西より）

写真90 346号竪穴逍物出土状況（西より）

写真92 353号竪穴住居址完掘状況（北西より）
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写真94 360号竪穴住居址（西より）

写真96 387号竪穴住居址完掘状況（北東より）
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図版26 9901調査地点

写真97 368号集石土坑（西より）

写真99 43 ・ 50号竪穴住居址（北東より）

写真101 52号竪穴住居址笥完掘状況（南より）

写真103 291号竪穴住居址掘削状況（西より）
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写真98 30 • 25 ・ 80号竪穴住居址（南東より）

写真100 52号竪穴住居址追物出土状況（北より）

写真102 290号竪穴住居址泣物出土状況（南より）

写真104 343号竪穴住居址完掘状況（南より）



写真105 355号竪穴住居址完掘状況（西より）

ら

写真107 356号竪穴住居址南側（南西より）

写真109 25号竪穴住居址過物出土状況（西より）

写真111 114号竪穴住居址土府断面（東より）

図版27 9901調査地点

写真106 356号竪穴住居址北側（南西より）

写真108 357号竪穴迫物出土状況（北より）

写真110 25号竪穴住居址内焼土（北東より）

写真112 157号竪穴住居址迫物出土状況（東より）
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図版28 9901調査地点

写真113 258号竪穴住居址逍物出土状況 （北より） 写真114 300号竪穴住居址迫物出土状況（北より）

一
写真115 300号竪穴住居址笥検出状況（北東より） 写真116 300号竪穴住居址完掘状況（北西より）

f. 
←̂ 

--―̀ 
写真117 310号竪穴住居址迫物出土状況 （北より） 写真118 362号竪穴土層断面（西より

写真119 掘立柱建物（北より） 写真120 I区1号溝迅物出土状況（北東より）
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図版29 9901調査地点

写真121 n区1号溝完掘状況 （南西より） 写真122 4号溝掘削状況 （北東より）

写真123 4号溝上土器出土状況 （北より） 写真124 4号溝内馬骨出土状況（西より）

写真125 15 • 16号溝完掘状況（東より） 写真126 57号溝迫物出土状況 （東より）

写真127 72号溝完掘状況 （北より） 写真128 72号溝完掘状況（南西より）
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図版30 9901調査地点

写真129 72号溝内高坪出土状況（北より）

写真131 4 • 1 (381) ・ 379 ・ 156(380)号溝
（西より）

写真130 72号溝迫物出土状況（西より）

写真132 358 ・ 373号溝（西より）

写真133 JI区南側溝完掘状況（北より）
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図版31 9901調査地点

写真134 115号胞衣壺ピット （西より） 写真135 115号胞衣壺ピッ ト断面（西より）

写真136 370号集石 （西より） 写頁137 250号土堀墓人骨検出状況 （西より）

写真138 2号溝（北より） 写真139 作業風最

写冥140 現場説明会
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図版33 9901調査地点出土逍物2
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図版34 9901調査地点出土迎物3
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図版35 9901調査地点出土遥物4
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図版36 9901調査地点出土遺物5
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図版37 9901調査地点出土迎物6
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図版38 9901調査地点出土追物7
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図版39 9901調査地点出土造物8
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図版40 9901調査地点出土遺物9
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図版41 9901調査地点出土遺物10
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図版42 9901調査地点出土遺物11

306 

309 309 

-‘ 

313 

317 

321 

308 

314 

318 

321 

307 

308 

3⑲ 

315 

319 

307 

308 

310 

312 

316 

320 

322 

323 ヽ 324 325 326 

290 



327 328 

329 330 

333 334 

336 337 

340 341 

344 345 

一348 349 

352 353 

図版43 9901調査地点出土逍物12

--」-ヽ•

、-----
i 

329 329 

331 332 

335 336 

339 

342 

346 347 

350 351 

354 355 

291 



図版44 9901調査地点出土遺物13
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図版45 9901調査地点出土遺物14
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図版48 9901調査地点出土追物17
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図版49 9901調査地点出土追物18
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図版53 9901調査地点出土遺物22
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図版54 9901調査地点出土辿物23

~
 638 639 640 641 

― 642 643 645 

646 

650 

647 648 649 

651 

ー
652 653 

653 653 

ー
654 655 

655 655 ヽ656 656 

． I 
゜
I 

656 657 658 659 

＇ 
ヽ

660 .. 660 660 661 

302 
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図版67 9901調査地点出土追物36
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図版68 9901調査地点出土逍物37
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図版70 1205調査地点

写真141 調査区全景（南より）

1 ・ 4号溝 北4・5区（北東より）
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図版71 1205調査地点

写真143 1号溝 北6・7区 （北東より）

写真144 調査開始前状況（西より） 写真145 1号溝土層堆梢状況 北4区 （南西より）

写真146 1号溝ウマ下顎骨出土状況北4区 （南より） 写真147 1 ・ 4号溝北5区（南西より）
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図版72 1205調査地点

写耳148 1号溝 北6区（北より） 写真149 1号溝 北7区 （南西より）

写真150 1 ・ 4号溝 中7区（南西より） 写真151 1号溝土府堆栢状況南9区 （南西より）

写真152 1号溝南8・9区 （南西より）
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図版73 1205調査地点

写真153 1号溝南11・ 12区 （北西より）

写真154 1 • 2 ・ 3号溝南8区 （北西より）

写真156 1号溝南11・12区（南西より）

写真155 1号溝南10区 （南より）

i
J凌
象

写真157 1号溝南12• 13区（南西より）
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図版74 1205調査地点

写真158 1号ピット掘削状況 （北より） 写真159 1号ピット （東より）

写真160 2号ピット掘削状況 （南より） 写真161 2号ピッ ト （南より）

写真162 3号ピット （南より） 写真163 4・5号ピット検出状況 （北より）

写真164 4号ピット （北より） 写真165 5号ピット （北より）
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図版75 1205調査地点出土遺物 1
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図版76 1205調査地点出土遺物2
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図版77 1223調査地点

1 --． 99 9 99 乏シ·~ -コしニー
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写真166 調査区東半全最 （南より）

写真167 調査区西半全最 （南より）
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図版78 1223調査地点

バ竺亡＝オ，r~-ァーFア＿= 
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写真168 4号溝 （南東より）

てて

写真169 200号溝（南東より）
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図版79 1223調査地点

写真170 1次掘削終了状況 （北より） 写真171 4号溝（南東より）

写真172 4号溝土府堆粕状況 （南東より） 写真173 4号溝獣骨出土状況（南東より）

写真174 5号溝（東より） 写真175 9号溝（南より）

写真176 13号溝 （南より） 写真177 240号溝 （東より）
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図版80 1223調査地点

写冥178 古代竪穴住居址発掘状況 （北より）

写真179 10号竪穴住居址 （東より） 写冥180 12号竪穴住居址 （北東より）

て・---—二i写真181 73号竪穴住居址 （南東より） 写真182 73号竪穴住居址逍物出土状況 （南より）
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図版81 1223調査地点

写真183 123号竪穴住居址（南より）

写真184 123号竪穴住居址鼈 （南東より） 写真185 142 ・ 145号竪穴住居址 （南より）

写真186 62号竪穴住居址 （東より） 写真187 48号竪穴住居址 （南東より）
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図版82 1223調査地点

写真188 76号竪穴住居址（西より） 写真189 76号竪穴住居址菰完掘（西より）

写真190 147号竪穴住居址 （西より） 写真191 90号竪穴住居址逍物出土状況（南東より）

写頁192 165号竪穴住居址（南東より）
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図版83 1223調査地点

写真193 74号竪穴住居址鼈上面逍物出土状況 （北東より）

写真194 同竪穴住居址鼈下面迎物出土状況 （北東より） 写真195 同竪穴住居址土坑追物出土状況 （北東より）

邑 9.，心い

写真196 同竪穴住居址床面検出状況 （南東より） 写真197 同竪穴住居址掘り方 （南東より）
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図版84 1223調査地点

写真198 93号竪穴住居址 （南西より） 写真199 63号竪穴住居址 （南西より）

写真200 104号竪穴住居址鼈 （南東より） 写真201 104号竪穴住居址掘り方（南東より）

写真202 104号竪穴住居址（南東より）
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図版85 1223調査地点

写真203 120号竪穴住居址（南東より）

写真204 120号竪穴住居址鼈逍物出土状況（南東より） 写真205 154号竪穴住居址（南東より）

写真206 206号竪穴住居址 （南より） 写真207 207号竪穴住居址（南東より）・
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図版86 1223調査地点

写真208 208号竪穴住居址 （南より）

写真210 215号竪穴住居址鼈燃焼面 （南東より）

写真209 210号竪穴住居址 （南東より）

．
 

~
 

ョ

写真211 215号竪穴住居址掘り方 （南東より）

写真212 215号竪穴住居址（南東より）
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図版87 1223調査地点

ん

写真213 1号掘立柱建物址東側（南より） 写真214 1号掘立柱建物址23P覆土半裁状況 （東より）

写真215 1号掘立柱建物址24P覆土半裁状況 （東より） 写真216 1号掘立柱建物址163P覆土半裁状況 （南より）

写真217 212号土坑 （南東より） 写真218 213号土坑（南より）

写真219 236 ・237号土坑（南東より） 写真220 243号土坑 （東より）
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図版88 1223調査地点出土遺物 1
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図版89 1223調査地点出土追物2
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図版90 1223調査地点出土遺物3
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図版91 1223調査地点出土遠物4
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図版92 1223調査地点出土遺物5
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図版93 1223調査地点出土過物6
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図版94 1223調査地点出土追物7
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所ふ収1』迫が跡名な 所し1在9が地な コード
北緯 東経 詞査期問 詞査面租 詞査原因

市町村 迫跡番号

黒（ろか髪み町皇ら遺跡群
熊本県 32' 130' 19990301 
熊本韮iIi 43 201 278 48. 43・ 

―― 
70.9面

学校敷地内の開発市

(9911地点） 1本1人じ 46.4" 48.2" 19990314 
栗に伴う

黒くろか嬰み町2ち追跡群
熊本県 32° 130° 020612 

熊!(！．9＼, 本 9嬰1•9Ii • 
43 201 278 48. 43・ 

―― 
2,803面

学校敷地内の開発m
(0204地点） 34.4" 44.T 020814 

業に伴う

黒くろか髪み町皇ち遣跡群
熊本県 32° 130° 20020520 

熊！(！9．＼≫ 本 lか梵Iんi 
43 201 278 48. 43' 

―― 
28.0面

学校敷地内の開発事

(0206地点） 47.5" 40.4" 20020529 
栗に伴う

黒くろか髪み町皇ら追跡群
熊本県 3な 130' 20021001 

熊:く.,.,＼, 本 i~嬰・i人i 43 201 278 48' 43' ―― 61.19面
学校敷地内の開発m

(0210地点） 47.9" 45.5” 2200002211001138 , 
業に伴う

は本人と庄ょう迎跡 熊本県 32° 130° 19990405 

熊l本l人本じii•l1うi ; 43 201 285 47' 42' 
―― 

2.405面
学校敷地内の開発市

(9901地点）
46.2” 37.9" 19990902 

業に伴う

ほ本人じ庄ょう追跡 熊本県 32° 130° 20120625 
熊本韮，Ii 43 201 285 47' 42' ～ 756面

学校敷地内の開発事
(1205地点） u本人 じ 39・ 45・ 20120719 

業に伴う

ほ本人じ庄ょう遺跡 熊本県 32° 130° 20121001 

熊本韮lli 43 201 285 4 7' 42' - 1.059面
学校敷地内の開発事

(1223地点） II本人 じ 39・ 44“ 20121218 
業に伴う

所収迫跡 稲別 主な時代 主な迫構 主な迫物 特記事項

黒くろか髪み町2..,遺跡群
散布地

縄文・古代
溝状遺構 縄須忠文器土器・近・代縄困文磁石器器.:t師器・

(9911地点） 近世

黒（ろか嬰み町Zち追跡群
集落址

縄文・古内 竪穴住居址・火葬募
縄文土器・：I：師器・須忠器

(0204地点） 古代 溝

黒くろか槃み町皇ら迅跡群
散布地 縄文・弥生 溝状迎構 売棺

(0206地点）

黒くろか嬰み町2ち遺跡群
散布地 縄文・古代 竪穴住居址

縄文土器・縄文{i器． 1：師器・
(0210地点） 須忠器

ほ本人じ庄ょう迫跡 縄文・古項 竪穴住居址・溝
縄文土器・ 1i器・古式．：I:師器・

胞衣壷・墨許土器・亥IJ1It
集 {6.hI: 古代土師器・須忠器・鉄製品・

(9901地点） 古代・近ilt 土城・掘立柱建物
土製鋭・玉類

土器

ほ本人じ庄ょう遺跡
集 {8.hI: 古代・近世 溝・ピット ：l：師器・須忠器・掬磁器・動物1‘t

(1205地点）

ほ本人じ庄ょう遺跡 li.ttt．古代
竪穴住居址・溝 縄文土器・石器・土師器・須恵

集 {6.hI: 掘立柱建物址・ピッ 器・鉗製品・掏磁器・土製品・
(1223地点） 近ilt

卜 動物ft
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